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糸林ﾡ条所究資料(においては. まと Lてﾡ測ﾡﾡ的な問を取 

扱った粉叉を収録した が, この集でば最並まナまナな く 用い られる 

頃向のあるあ林ﾡ本調査法の , 基ﾡ的なﾡﾡと論し太を訳し 

た. この中には SuKhatme,Smit, お よ び Hatuerway & Willians の 

論文のようにﾡ作物の収並調査を対&こ L < いる ものもあるが. ﾡ 

卷 は プロントの大工さと 形状 によって 生ナ る偽りを原初っている 

に異味があり, 後二巻は Hasel, Fianey, Jo/nson & Hixec などの考ち 

えているブロッ トの長も有効な大ささ こ 形状 &さめるごいう削ﾡで. 

有用ど思われる手法と論じているのて と りあげた・

なs Hase/の袖 が 誤差 の論文 目 . 前に林野方 計西課流「米国林茶 

に於ける標本請赴」○中に依銃さ れた こ と があるべ. ここでは Fiに 

neyの発2のﾡ文がこのデーy 一をも とに L< 分析 を 進めて いる 阅 

係上ﾡめて訳 Lたものそある.

々の中に及ま とめたので認訳. ﾡいtoも多いと題われろゲ・ 

この間題に 関心 を もたれる 万々 に. 多少なり と も 参考 に なれ は* い 

である.
なおこの訳 は 真辺の原稿を もと と して大友がを加えたも"であ 

る.

昭X35ﾡス月

ﾡﾡ研究室長 大友栄松

現研究区真 昭
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ﾡﾡ調ﾡによ る林分材積の※

Volvme Estin&tion of Standin9 Timber り SamP/i3.

By D.JJ・Finney

Forestrコバ?4&. 後 The ecen。 enunterdL,o 
ど類して Bvll.No./44.For.Res.Inst.Dekra Doo. 

1;a に再録 /

/緒言

休分総材点をﾡ定ナるため, 株地の会株木を測知ナるのに要 

る時Nご貢用はﾡめて大であるから. 有用なﾡ系が-ﾡ経済的に 

4らそう にﾡわれる方法があればそれが如何なる 方法でも償書 

に今妹検討しなければならない. それでも係守ﾡな人々は. #分 

2柏調雲して求めた立木材積のﾡえ値には+かな信殺がおけな 

いど窓っている. しかしdでも 今日た用科守の多くのか更でま 

段と L c林用されている sanpling のス法に対立 した 決足 を下 そ 

クとナる 場合には, sanpl;n9 の式行に 経ﾡ を 為す る人々の 主表と 

注意深く 王思 してから行なっべさだこい うこ こにはﾡ議がない

相道なかろう。 ここでは森林が本調査の完 全な解説と行うっむ り 

なくただサ ムプリングによる 植 定 が 非 常に 直要 で ある と いう確信の 

例 L て, また不件のなる調査の代表的なものY t て滅i並公表 

さ れ た GY;fitん( /?a 52-9. /Pク4 a-c (4) から く/$〕. HaseI〔3ジ8 

(4)〕. llvessa/o〔/za(/ク)〕, Matarn(/クタクくっo>〕および Schunacher 
and chapman〔 /?43 (23)) の著名を引用 しよ う・

第者自身 は サム プリ > グの長は番通そ の短を補っ て 余りあ 

るものである こど を 確侍ナ るも oで. GYiffith{/?z4 c</s>〕 がサ A 
プリングの結果の多方面に わたる 研 宛の結果 到達 した, ﾡなﾡな 

ﾡ用のかかる e。 %のﾡ木調査からルずL も務ﾡのそ きな. 支値 

を得るこごはでさんい" ごいう総論に会面的に同意するものであ 

る. それにもかかわらず彼は. 両者の論 話 力ヾ それ ら に 含 ヨ れ る 基 

政京ﾡの不ﾡﾡさのために, 魂や混乱 すると いらこと/指殯 して
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いる・ どりわけとの:とは. 穫スの形式のサムブリングの相対的 

な価値を弟ずる場合においてﾡしい. 燃計手の任かの知識を』に 

つけてサムプリング調ﾡに従事している人々の急見は 二っの核 

端な意見の周に か頼 ナることができる。 ある人々はサムプリンゲ

はﾡく初等的な袋計的便念以外には何も受でなく. ﾡ場員に 

は, 然計ま門及の功言は不受であるど主張する。 他の人々は, 資 

料やﾡ往に計夏された調費の知ﾡがな く ても, 統計条は特足 ○ 

凄の結系を得るのに ど らばならない手順を正ﾡに示 しうるもの 

たと頭 から信 じ•て, 彼等と当ﾡさせる. これらは何れも叩違って 

いる・ サムプリングの実ﾡ的な因ﾡと知らないようなﾡ計ﾡは. 

そきなﾡ告や発しどナべてのサムプリ ングのNﾡにおいて本ﾡ的 

であるﾡ計理為の適用ある いは資料の数値的なかすら 行ないﾡ 

る と は思え ない。一方においてサムプリ ングの尿どか矢には 

両方とも 論理的に微妙な問題や, 玉た往々にしてﾡのあい株 

理論 が•含まれる ゝの である.

サムリング調食においてはﾡんどナべての場合, 伊さとか 

矢用性と考して, 方法についての多くの決ﾡを下さねばならな 

い・ 利用し得る時間や労力には限界があり, た加上てﾡも有効 

ご忍われるサムブリング 計動 でも, その突行に責任を負う調番頁 

の能力をこえるとい う理由 で, 株用でさないここもあり将る.他 

の決足- 特ﾡ単位くsanp/:gunit) の大ささや分布にﾡして 

は全くﾡ計的な福ﾡから決が下されるであろう。 とれらは統計 

の一殺理論を参照する ことによ ってﾡ決し得るよう な諸問通 と に 

ﾡかつ巣型的な資料数値の斜細なか竹を受する問題ど Kに御分ナる 

ことがでさる. 後者のﾡ瑠に おいては研究している 負料に直切な 

優れたサムッ ングの原則を生みすこどがでさるかも しれない. 

ﾡﾡの型には何もはっきりしたﾡ買があるわけではないが, この 

場合の事ﾡを正L く理解する ため に は, このような幾っかの分ﾡ 

ド車要と思われる.

最流の多くの刑行物はサムプリ ングの※守的および銃計的理ﾡ 

を給じており, また他の多くは それらはﾡ々ﾡ計的門ﾡの致ﾡな 

認識に おいて欠けるYころがあるど しても サムプリングの 技行や 

サムリング詞査からなられたデータの分州を試明している. この 

節义の 若者の和里 は, 美 熙的な 考 魅 の 観き を ルナ しも夫なうこ zな

く, 多くのサヘブリングな法に対ナる先的ど受系件を平るなもﾡ 

で記述し, 統計家のなし得るこことな し得ない ミこを示ナこどによ 

って, とれ道の 刊行物の 問のギャ ップセうずめるこ こに主力を注ぐ 

ここである. との論文な,現在空俑中でシステマテ ィッ クサムプリ 

ング(系祭的よ法) の裁っかのN題と一ﾡ完会に総ずる予ﾡのﾡ 

ュの論*の呼説のﾡりできいたものである. 総論の多くはﾡく初 

的であるように思えるかもしれない. サムイリングでの論理的なN 

* は 数学的な网題より も一般に離かし いか ら, ﾡ急やNﾡの用台な

糸はﾡめには不め手である . 説明は支要でない複ﾡな受素はyき 

にレ<, 統 針 的な問施 無 を強 用 寸 る 様に法益深く平易化 してある- 

例 关 ば 外周 べ 不規則な 地域 の サム プリ ングは, X度ぬには 形地 或 

のサムアリングとわないが. 箱な気際N題はこのﾡ文の主日的 

&不明脈にするそあろう:

2. ﾡの目的 ( The objects of estimation )
サムイリングの方法を論する前に, 目的について多の考条を行 

なうこどが大切である. 標楽設迷 (standard error )や相対的効ﾡ( 

relative effic;eney)の計算に夢中にαったﾡ計家は. 時どして, 

很 の 推奨 する方法の主たる 目的てある与えられた林分総材横のでさ 

るx い数値 を得るという ここそふれるﾡ険がある. 総材が でなく, 

再類 を 本質的に は変えない なま, 考ﾡが特ﾡの樹種または林木のあ 

るﾡの形ﾡに限ﾡされる場合もあるかもしれない. 但しその 場会に 

はも し数っかのﾡﾡ又は形ﾡと同時に定 しなければならないどナ 

るこ, すべてについてﾡﾡそきるる法を渡ぶには何等かのそ協, » 

L くはﾡ れか -っの回約に対 してﾡ通であるよう な系件を 無規 し な
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ければならな くなるかも短れない9

会面示がﾡ知ご収支ナれ. 総 材ﾡ の 推定 と 単位 面積 当り 材 積 

の花天どは同じことであり, 後者の数値はな分問の比較において 

一層 便利な こと が多 い.

の もの ご宣受さにおい てﾡず しも劣らない 第二の目的 は, 

材積推定 値 の相及の兄度 となるべ < ならﾡ用さ れ< いる統計的& 

用籍； 即ち標準談差および僖旗眼界(チレac,Z/ /wit) c もL 
そ う でなければ誤送は特の個より も小さ い こ z が殆 ん ど 確 か て 

あるごいう様な言い方で求めること である. 林分の ふ部かの 品木 

調登から得られる推定植は,調登頁によるﾡ認を刑にすれば, 測 

支値の正確さの夏内では, 正しい客である。 ここ では, 調金頁 

が+分信風で さ ・ た彼等へ の令も+ 分明ﾡ cあって, それら 

の函ﾡがえ値に与える影署はﾡﾡし てもよいと仮兄する.

どれ程多くの統計的か析を行っても, 現場におけるﾡ継な不注 

意や, 調査眞に 対す る指令のあいまいさによる認署を 除去 ナるこ 

とはできない (c. sec.5)。 との 論文 の“ 誤 差” こいう用ﾡは, 

そ れの先 計的な意味におい て のみ用いる こ こにする.

ーカ サムプリング調変では, ﾡ終的な椎値は, 調番力法に 

おけるﾡﾡ(もしあれば ど, 統計的な"設送" 即 ら 全体 から 標 

本をﾡした こと に 帰せら るべさ 交動 の細合わさ った番だけ 株分 

の真の 材段と 異なるであろう. 第二の放分はﾡ)に柚がうまく

/) ・の 冷文は,林分の立木才横にっいて考いたものであるが.ろ法やき法は. 他のﾡ的4 ■ 
翩に っいて も戸ﾡに用でさる。特に林木の 総本炎またはあるﾡら» う に属する数 に対してゝ. 
戸桜な 方法で考えるさどがでさる. 勿論その 場令, 林木材 積 k 意通な方法が ずし本せや 
の特性について最適で あるごﾡらないけれごも。

(2) これらのﾡ愛を受小にま て締少ナると いう こごは局新的なN超 cあ々- それらっ契 
遂は 効産 的でな い倍理のもとで経除の少な い.他賃会の調会項を似 ったためてあるミとが 

多い.それらは例えば。調整不ほの称ス。安手のるスまたはﾡ運不気会のX人. ﾡの通撤史。 
割書の帰を正しく係なかった、ど,ﾡ交林での触欲の誤認等々によるもの てある SB；;；, 

/S4(4〕- 調客呑の個人家炎はなくすここはできないが, あらゅる可ﾡな手役をどって,他みぷ 
因による裕文誤迷に比べて無ﾡできるくらいにまで減少させるべ会てある(Grチitk./ •.べ 
c(s)〕.

いっ た場合メ外では.ﾡ木が全体のう らで非ﾡに大さい師分を 占 

めないﾡりﾡ週でさない. それは翼のﾡが比知でないご正確には 

測定 で 3 ない. しかし後に論ずる糸件の下では. 誤差 の 大きさ に 

ついて,ﾡ染的な論述を行なうことが可ﾡであるから, この文 

値が特の値以上真からかけﾡれていそう もないど いう主るが 

でさる.

調書が 全林 毎木であると 部分的な ものであるごにか かわ らず ・ 

データは大体ノ エーカーない し他の優利な大ささ の小事に対 

る材ﾡ こLて 記録さ 丸 る .

データのﾡ三の用法は. 単位当りの 材8 の多い地数こ少 い地以 

を示す林相図の調整である くあるいは. 際に 木知 の 地域 の 普 

通の地労回の作製に)。

全林号木の 結米をこの用述用いる 場合 に 必要な の は, ﾡ連当 

厶 小車 役 を 選ぶ こと だけ で ある。 しかし部分ぶ番においては,材 

橘ﾡ兄にﾡ適なサム ッン グ方法と地ﾡの作支に最適な方法ごが 

ルらずしもこ致するごはﾡらない. ミの二っは全くﾡなる問題で 

あって 実際,地図作成に対する阪適条件 を 規定する こと h容易 

てはない. この二っのNの矛ﾡを続計ﾡが解決するこ ごは不可能 

で, ただ所究のﾡ一目的が何かこ いう 点、で の 決 定 によ って のみそ 

nが能こなる. この論文は材積椎定を取扱うものたから, 地図

製べ否できない立 要性 をもっものではあるが, 以下のﾡでは 

Mにふれて論及 する以卜 に は 添入 りしないことにづる・

5 金林 毎木 お よ びﾡ会調査 (探準 地 調専. ﾡ木調基)

材検文の場合の全林猛木と部分契査の相対的利姿は. 他多 

くのセンサ スや調型 の場合こ 同じく, これ 2 で に も感 "論ぜら れ 

ている・

サムプリ ンケによる部分調査が全株«木よ り銘対的な利5をも 

っわけでない. 矢際阪に指 埼されているり. ムデリン グに 

よみﾡ価はなﾡ的に未知ではあるがある程友の設込を含むから
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サムデリン グ で得られる情ﾡはﾡに森林の与えるもの以下である 

きである. もし対め力や肩闘に制約がなけれ. 常に金林毎木契 

香がﾡま Lいものてある。

事突この達状が撃ﾡであるここは次多にない. 普通ある林分:, 

推 気値 を得るため に 利用 し得る帰測や労力に 口 限度 か•あ り その 

滅も経済的配分が考えられねばならない. 一林分の全林毎木と 

実行すべさ場合に は,ﾡの同桜な立要性をもっ林分についてのす 

べての情教はﾡﾡせねばならないであろう. ーカサムプリ ンケの 

方法は各る林分の部分調査を試みるもの であるからその結票 と して.」 

各林分材積の幾何かのﾡと得る ものである. この二つの どら ら 

を 選ぶ か の 決 定 は, 図有の況に左右されるきである。 明らかに 

どちらも全く 十全 とはい えない。

しか し資金の暇友のために全林ﾡ木が許さ れない場合には 

こ に も第三の方法はﾡか れて いないのである. 従って, サムプリ 

ングﾡﾡで失なわれるものはﾡか こいっN題には立な考を払 

う 価価 がある。

サムプリングのﾡ法の安き性をナべて否定しようごする人々に 

Iは, ﾡ本が全体の+分大きい部分をとめているﾡり 常に+分な 

ﾡ突値が得ら れるどいうこYを指ﾡでさる.極端な例こLて, ら 

る林の 5%からなる ﾡ本を 調でする込L. あらかじめ他のs% 
がﾡ端に山った特性をるたないﾡに搭置されていれ, 大部分の 

情報は完会に得られ, 小、地域の除外は材ﾡ裕定にはそう決ﾡ的な 

彩響はもら符ない. も し大係本がﾡ頼できるど考えられるど して 

も, サムブリングによる 森林調査 が根本的 にﾡ力だどいう。2 は 

あり得ない。 しかしﾡらかに?5 %の標本どいうようなものは会 

林ﾡ木に比べて労力の節約は誕められないたるら. s○%の標本 

で さえ〜 般 に は, 次さい経済的得を得るためは大きナざる。 

もし材ﾡ足でサムブリ ングが矢用的な価値をるつべさであるん 

らば, ﾡ算上からは, 会林分の /の%かあるいはそれ以下の地域 

と調査ナる場合でゝ+分信頼でさる史値が締かればならない. 」
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2の場合統的な論話ない しは分杵がﾡ対に 営受で ある. 一般ﾡ 

計のぷﾡから他のものよ り効米的なこ と 广 立証とれそうな或種の 

サムアリングカ法を与え相るかもしれない. しかし逆試的にいえ 

ば, 資金と意も有利に用いて行なう特定の林の理想的なサムプ 

ングの方法は, この林のを木調書の結をまってはじめて決で 

きるのである ' このようなﾡ法がﾡ際にどられるこ こはまずな 

いから, ﾡるどころは似たﾡな 地域に っいて 与えらたﾡ料でな 

ければならない. もし全林毎木の資料 が 多汲の 小率位 について 別 

々に祭計されれば, それそ用いて色々なサムリシゲ玄法てごれ 

位のﾡ友が得られるかを示すこどがでさる. 対作為袖く vanon 
sanpling )調ﾡの記銀も, 将系の 同様な調 査で生ずる zﾡわれる 

袖変勤と示ナのに役立つであろう. そうしてそれは, 調書され 

る地域もし くは地域\位のか布において突ﾡに用いたものと采な 

る他のサムプリ ング方法の抽交動についてゝ有用な知識 を甚供 

するであろう・ しかし一っのぷ登の結果から, 他の 非常に板通っ 

た林分について, あるいはﾡ論のここであるが, 非常に異なる林、 

相の林とかせﾡの他の部分にある林の割査で得られる病尽につい 

て, 信頼でさる指針が求められるこいうような係証は全くない。 

そ 九 に も か か わらず, 数値 的なデータのな範な研究によって. 単 

位地政当り の 材積次勤の 性 堂や大 3 さ についての次識を積れ 

ば, サムリングについての将来のﾡ告は現在より受にないﾡﾡ 

にた って行い得るであろう.

4用話 (Termino/o9y )
サムプリ ングの文献ヤに見られる色々な概念や力法についての 

用話は, 着着によって非常にまちまちである. 今日 加 何 な る 知 者 

cあってもそのﾡ法を. 彼等の%W者ど全く一致させ得る考はい 

ないであろう. しかし被は台分自女の矢行ではくごもﾡ足-下 

し ようと する こと はで きる。 との節においてうえるﾡ表を認ずす 

るここは, Mﾡを紛幼させるﾡ難の一つを立リのぞく一助之なる ・
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であろう。

ここではﾡ用したﾡ話はル災的に, 何がﾡKであるかという 個 

人的な信念 くそれは今日行なわれて いる もの と 一級的に は一致す 

る考え方であるが) を及咲するものである.

林地 の周田が規則正しいような場合は稀であるが, 周団が不規 

則であっても, たたサムアリングの計家が面倒に4る*でﾡ木的 

な考え方は求わらない.

サムリンゲ の記然 の計算例 もほ 々説明されており, 不ﾡ則な 

外核の林の場合にめ受な修正も, 例えば, schuntacher ant chagpnao 
(/タ42 <2コ>】 によって与えられている. とこでの目的に対しては 

このようなな雑さ はﾡﾡしてょ い.

以下においては, / 樹感 のみ を 推定 する ため に こられたooo 

チエーンX /22チェーン, 町ち /o,oo0エーカーのﾡ形林分のﾡ 

について命じてゆくこどにナる. この 株分は 天然生林と考えられ 

るから, 系統った造林は行なわれていない.

歴太劇書 ( c。 nP lete enune ration ) は 林 分の総材積を ナべて 

の木の測欠値から 決ﾡナるとzど 解釈さ れる . ーカﾡ本ﾡ査(5.- 
Ple enuozration ) は/o.oeeエーカーヤの一部分仰え 全部でA 
ーカー を 測定すること で ある。全材積 の推文値 はとれにもど ずい 

てA エーカー の材預に 2coo/4 をかけて得られる。 このAェーカ 

一 は 全林 の-ﾡ本く sanple> で, とれの林分総面積に対する比そ 

ﾡ比 くS&mtPling チrdcti。 or intensity o eamP/ing )こいう。

標本を構成 する 2のA エーカーの詞查ほ, 普通よ ・かさい多数 

の柏単位 くsanPling units > について行なわれる。ﾡ本こそれ 

を構成す る抽出単位 と は 明成た 広 別さ れな ければならない. 他の 

著者 達口 それぞれ の 抽出 単位 を 摩々 ・ﾡ本" と 呼んで いる り れ ど 

b, との論文 において は 以上 の 区別 を厳密に守る ことに す る.

系林のサムプリングにおいてはﾡ率位は普通意にﾡめられ 

た小地域である。例えばこ の平位が5ナェーン xスチェーンのﾡ 

形そあるかもしれない. 従ってﾡ本にはA個の単が念まれる.
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また, ¥位が林とﾡ切るロスチェーンの(striP). 即 ら面積 コク 

エーカー の地域であるかも しれない. この場合にはﾡ本には o 
個の整位が含まれる。 単位は この場合のように林分を任意 

にﾡ分したもの である ここもありまた描される対象で自ﾡに生 

じた単のこ こもある。 単はxらず しもﾡ一つのま まっ 

た地以である必妥はなく. -文ﾡﾡの数個の小地光域からなってい 

<もょい. 例えば. 3M帝の非祐地域をはさじそそれ/2すェ 

ーンx5チェ -ンの二つの形地域からなっ ていてもよい."

Yates および Zacopaッy〔/?ss <37)〕は改作りの作物のサム7リ 

ングにおける破々な形 式の合袖 ¥位と例示し, それ ら の 幾 っ 

か は 林地 のサムプリ ングにも適用できる ここを示した. 袖半位 

はナべて が問じ大さ さ ( sizc ) でなくてもよいが, 予想されるよ 

うな旗稚さは今の論話からは省ﾡするここがでさる. 材積 の 標本

定値のﾡ定 が 評価 でさるための裂 糸件 は, ﾡ単位なの記採 

が得られるこ こである。C)
ある場合には. 去の 同様な調査結果 を調べるここによ っこ, 

設計 された 調 査 計画 の 宿 及 の, ※者かっ億ﾡでさる予想が可ﾡの 

こどもある. その場合でも 総計 のみからは新ら しい調書の結果に

当な数ﾡを専 く ことはでさない-

な木または標本調ﾡについてその細部が記録される最終単位 

(ult;nate uit ) &望銀番座(Yeeer4ingunits) どよぶ・ とれら 

は他山位と同じであるかまたはそれより も小さい. それ ら は 分 

マ即ら袖載位を形づくる原るである. 例え ば植出 室 泣バルメ％ 

チェーンである場合には, これそのものが記録撃位こなってもょ 

い.まだノ0チエーンメスナエーンのタオーイ からなる地出 では ・ strip c 
の 炎際系統的標木(systewtatic sanple) く後ば参照、)は.等Nﾡでとられたﾡ当位。条 

合,あるいは多数の部みからなる米一の複令半加と考えることるでさる- ﾡ二のものは者ほのﾡな 

とは少し違うがこのような 株木の柄受 がべはそ の構成3分から音ﾡ求めること がで さない か い う 
ここそ明 らかに する上で布接で ある ・

)広密にいえば ﾡの特欠のﾡに対けナる今針で+かであるが しかしれに案味的な利べやる 
こは思えない。
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5チェーン番に区切って別々に記録を行なうかも しれない. 従って 

各柚整位は20 の記録乳位を含じこz にな る. 油 出 車位 を 兄 

祭度に知分する こ とは, Griffith(/～Sα.イ(4)およめ(7うのu 
う" 調番野能の祭り ”に相当する。調 会の 目的 だりにっい ていえ 

ば. 本筑的なここではないが. 者通ある-つの調書での記ﾡ率位 

はき局じ大ささ である。 sec ?において, 柚平収を記ﾡ単に 

組分する 方法 如何 では, 総材積の推定ないしその精友の 評価 の 及 

わらないことを示す. 総材積の椎文ある いはその ﾡ及 の 評価 は 

と も k完全なﾡ単位 に の み依存 するものである. Lがし記気 

位について得られる評細な数値は. ﾡ駆における他の便利、は 別 

ど して, 色々公ﾡ組織のもとで見される と思われる 精友 を ﾡ 

べるのに役立つから,サムプリングの技術の改るの資となるもか 

である。 このようにして様本調挙から得られるヂータはされらの 

単位の色々な形式の割次神 (sub-sanp/iny)(後び参顧) &研 

ナるのに用いることができる。 ﾡ木調査で得られるデータも,記 

毎単位を名々なﾡ単位に問組分けナればﾡ様に用い る ・ 2 がで 

きる。勿論この用法 ほ, 利用でさる"尿子"からﾡ成できる 分3・ 
の粒環によってﾡ定を受けるし, また小記毎峯位内の霧木調基は 

それが研究でさるﾡ在的な袖をないﾡにわた って念む2 
いっここから特に貴生である-

作為地と 系統的抽出を権奨する 人々 のN の論等 は数4にお 

たって進行しているが, これは今日の 系林標本調ﾡ に おい て は 立 

要な論多である. ミの=っの比ﾡはあYの節およびﾡ文でま委ﾡ 

ﾡこして ごりあげる.

単炎. 尽作る枯は 原理的にリハ プリング'の最も箱単な形 式 のものて 

他のサムリ ングの 万法 もそれとK連づけなければ正し く 直解 で 

きない. 座 空 扱 本 C rdndom & 4 a ple 2_はそ_ れ_を構成す_る_  る抽_単 位 

のほが, 他の祐単位とは本立に行なわれるものである. ﾡ 

条 が確率柚(Yrandon_selection_) ごいうﾡ今. 彼の言っているの 

が乱数るを用いたり, よくかきまぜた沢山のカードからする係り
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のない抽, よく釣合いのこれた鋼ﾡまたはサ4 コロねげ, ある 

いはこれらど同寺な行為による全くﾡ率的な方法であるここ そあ 

まりはっさりさせるここはできない. 彼はすべての袖位のり 

スト&作リ, 例えばこのりストからふ20 本目毎の単位をこって 

5%桜本と得る こいうふう な派先的油 (systemat;c select;on) 
は含めていない。 勿論リ ス トの項方そのものが意ﾡに確率的こな 

っていれば, こ のようなほ続によっ て本当のふ味の確率ﾡ本が与 

えられるであろう. また例えば, アルファ. ベッ ト順になったる前 

のリストと柚るこさのように. あるﾡの状況下ではこのりス 

ト の願呼が研宛 し てい る性瓚 に 関し <確報的であるご仮して も 

よいﾡ合がある。 しかしある地域の土地のサムプリングでは. 連 

ﾡした柚単位または記ﾡ単位のA方は. 土魔ある い 日植生の何 

れについても産率的ではない. そうしてごの児合でもﾡ則的な間 

蹄で単 依 をとるの が 当利である か., その結果得られるﾡ本は確ﾡ 

的と は 行えられない. "でたらめなく haphazard )" ﾡもまた確 

率的 と は考えられない。 経験によれば. 小 及和 に輸 を 役 げ込んだ 

り, 抽平位の見 しﾡうを"ﾡ作為" であるこ%えたりづるで 

たらめな方法も, たとえそれが公正に計画され知行されたこして 

も宣大なﾡりをﾡねくこどが多い (Yates./クssc4)]. ﾡ木が確

的であるかﾡか こいう こ こは. それを橘ぶする柚単位のﾡﾡ 

の組のもつ性慎ではなく, むしろ, これらを全体から渡びナー 

の扱作の性質なのである。

単銘製作島地 Cuvestridted random s@mple ) は, 調登対象 

&ﾡ峯位に細分した母集団から, あるﾡ困に確幸的なる法, 例 

え ば金部 の 単位 に番号 を つけ, 妥個数の番るをﾡ引または乱数 

の助けをかりてﾡ作為にする ものである 〔Yates. /244<4)〕. 

例 え はば,他 出 ¥位 がノ エーカー町ちSチェーン*スチェ ーンであ 

れ ば /。 oo。 エーカーの地桜はな ユク単イ立 宏 の so。 列 に 分 割さ れる. 

5%の単純将作為標本は. それぞれ確宰的, かつ他のナべてと独 

立にﾡ出された s50o 単位からなるであろう。 このようなﾡ本は,
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¥位に ooo。 か ら ラクク? までの添をふり. 互いにﾡなる soo個 

の4桁の見 し矛号を乱数るからぶこ ごによ って作るこ べで 

さる (Fisherand4 Ytes,/??<s): Kendalla Bdbington Smit% 
ノタ3? く/8)〕. すべての可能な 500単位か らなるﾡがﾡ本 とL < 
ほばれる検会は何れも司一である。失孫では さ の曲出計画ガマ 

用されるさとは締である。 そのﾡ由は, 標本がこの林の大部分の 

地域の代表 なり 得なかったり, これど別地区の才が非常に広 

い代呑となるかも しれない名険性があるからである. 他単位 D 

か布が より一様どなるために受)に有用なのは. ある形式 の劇ﾡ(re- 
stricted 2 即 ち啓化無作 為標本 (statified4 randon sanple ) であ 

る ・ 全地 域はまず多数 の登(strta) ま た はブロック くblok) (se 

8を見よ) 分割 される。 そうしくﾡ木は各ブロックからブロッ 

クの大きさに比例して とられた油出単粒 からなる. ブロ y クめ大 

ささがナべてﾡ-な号念が多いが, しかしこれが絶対に ル 要 z い 

うわけではない・ 5%ﾡ本については, ロックの大ささにかか 

わりなくるブロック内のﾡ位の5%が祐される。 各ブロッ クか 

らの単位は爆作為に描され. 覇央上これさHブロックの会単位 

から袖出された 単ﾡﾡ作 為標本こなる. 例えば再びSの描比 

について いえ ば. /a oo。 エーカーはそれぞれ○○信のノ エーカ 

ﾡ出単位を合む/ゅo個の ooチエ ーン* /e チェ ーンのブロックに 

分割 される. 全部で seo単位の 標木を作るためにるブロッ ク内か 

ら, 全く短作るに今峯位がにばれる. ーカこの地北域が, 各々ユ0単 

位の2列からなる 250個 のブロッ クに分割されるかる L ない. 

このこさはるブロックの40個の平位の中からﾡ作冷にス単位 

が 選ばれる で あろう. 他の記置では. る々20単位からなる soo 
個のブロックで, それぞれのブロックからﾡ作為に/ﾡ位が袖却 

されるかも しれない-居 化爆 作為 標本 はあ る 点、におい て 画 場矢 験 

において震々用いられる " 乱いﾡ計夏 く randonize4 b/ock desiynt) 
と類似している。

前前 におい て, るブロック内の全単救のうち月一到合が標木
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こし て とられ ねば ならない とい う 条 科 か 課 せられた,Nシnan (バ34. 
(a/)】 お4び Y&tes〔/944. c4> J は交訪 の多いブロックでは 

出率を大きく. また交ﾡの少ないプロックでは それに 対して 

出ﾡを小さ く れ ば最然的な定値 の ﾡ及が何 上するこいうこど 

と椅した・ 従って推定値 は 単なる 全旅 木 の 平均植 か らではなく, 

まナるロックの平均値を足し 次にこれらをブロックの大さ 

さの割合で結合するこどによって得れる. しかし森林のサムブ 

リングにおいては, ﾡ々のブロッ ク間の袖位のな防性に対す 

比 <vari&ble sanPlin3

る子備知識が得られるこどは稀であるから. このような交抽 

fraction ) のサム リ ン ケがﾡ い ら れ る

こ2は少ない。Mahalanobis レタム4 く”)〕はﾡ本調査法をﾡめて 

詳細に論じまた, 彼の調"ﾡ用丞称<cost fuction ) で表わ 

した熟町ご労力の刈用効辛について将列な考家を行っている. 彼 

が柚ﾡの適切な配公によっ <直成した 効室 く e チチ";8ルJ ) o 
利得は, 主乙して可委ﾡ比を用いに結果であった. Yatesは. 

ﾡ比に対する 非帝に大 まかな補正でも . ブロック の変動性が 非 

※に大さくう場今にはﾡ度 &巻しく 改き させるこど をﾡ察 し < 

い る ・

そうして彼は. ブ ロ 

比tの利用を可能にする 

さであるご述べている 

ﾡの不規 町 が原因で, 

ツ ク 内の交ﾡについ 

なﾡ合には常にこの 

・ こ の 方法 はここで 

ロックの大ささお

て の 情報が, 可変柚 出 

省利な方法を採用すべ 

は詳しく論じない。 ﾡ 

よ び状が 理ﾡ的な も

のど違ってくるために, 森 状 の サム ブリン グ で 生ずる ブロック 毎 

の怪かで不可変的なﾡ式比の変めは, この 面倒 を ひき 忠す もの と 

考えなくてもよい。 それてもこのような原因によってﾡりが全林 

宿 の 推 定 に 入りこまない よう に 注意 しなければ ならない くsec5)-
系銃的標本_くssteoatic_samele)は, 会ﾡ単位のそれぞれの 

Mの相対的位輩が, 確率的な度び方によらず施もってある形式に 

従って決京されるものである. 最も 一般 的な形式は, 単位を一定 

尚ﾡでとるものである。例えば, 前 と 同じ ノエーカーの 地 出軍 位
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ついていそば, 5列行の 各あ 4番目の単位と ど ってゆけ ば 

三の林の5%本なほらi礼るであろう。

このよ うな特別な形の撃位の認通は尽々 , 格るﾡ本 くダ,N sap,) 
どよばれるものである. その理由は。 峯が、の域上に級けら 

れたα*$個の格るの"かど"に位置しているからである. 系株 

的標本はその系ﾡの描出整の位置が, あるきまった規則でさめ 

られているかあるいはまたﾡな位置のう ちから 無作為な 方法 で 

きめられているかによって, 二ﾡ類にか類でさる.

ﾡ甲係本< randemt sawp/e )ど系統的標本 く systemat; c sdn Ple> 
は客ﾡ的な振本くobiective saple) である. このよっな標本を橘 

成する枯整位は, 確宰的な採作と含む ここ もあり 含まない ・ど 

もあるがある規則従ってﾡされて. 率が林分の真の ・代表 

であるか乙う かに関する個人的 判番 には 左右 ご れな い. 標本と , 

てとるべ さ株地が, そ れ が林分 そ代表するもの で ある か 否か と い 

う 調 査者 の認ﾡによって渡されるような標本は, 主ﾡ的な機本 

<subiective sanple) と して分類できる-

ある 種 の 林分,特に 下層植生 の 定生した 熱帝林など は, 私立し 

た小ﾡ撃の位置づけや調ﾡに非常にず用がかかる であろう. 

も単位 に 対して, をく離れた基祭から 経路を 伐用 しなけれ なら 

ないだろうから 調番の承用そのものはﾡっけ の女用に比べて y 
くてすむど思われる. このような状況のもどてのよりﾡ足なﾡ 

単位は, 基ﾡど直ﾡに交り林を武ﾡしてﾡる細長いstriP である. 

このよう4単位は前にﾡじたものより相当大きくなるが, ※つけ 

の困ﾡを考えに入れれば, 単位当りの食用は単位の大きさには比 

例しない。 十分なﾡ友を得るためにル妥なﾡ比は, おそらく小 

単の場今よ りも大きく なるであろうが くsec. ア), しかし貢用そ 

※知する長もﾡ受な因すである総整位 教 ほ 減少するであろう.

この形のサムプリング, 即ち帯状柚くstrip sampliny")は無 

作為のこ*もあり系ﾡ的のこ ともある。

) striP saoPlina は時に"/iae sanPling"ごもいわれる(Mat<rn, /タク<oゝ〕・ しかし, 
ﾡり をな くナた め に 施実 に一穴幡を 調査する ごいっこどの ﾡ委性 を考えて,incよりはむしろst yiPz
溜mする方が資明なよろに思われる.
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も し aeo。 エーカー の林分を横断する 軽2ケエー ジ の striP 柚 出 

単位をぶなら. 各戦位の面ﾡは20エーカービなるから 全株 r 

は s00個 の単位が今まれる. /ox○単 ﾡもﾡ 作為ﾡ本を ご る には全 

く随宰的な手統で$。個の strip とﾡばね ばな らない.ﾡ化とﾡ 

入するには, $。 stripからなる引続く /0個の料を ◇のブロ 

ックこ考え, それぞれの50信の strip から5つ を黒作 為に袖 

ナるか, あるいは2ostrip から なる " 規く a$詳をブロッ クこ 

考えて. それぞれの中から2strip を袖出すればよい- /o%の 

系統的様 本 は一普通 ノ。 添目の striP が含まれるよう に して神 

へれる. 標本の弟一の stripは, 初え5○○の5番目あるいは 

aにﾡの /○個のstripからﾡ作為に/ つを受ぶこいうように 

し て任急にﾡめる こ こがでさ る。 系統的標本の糸件はただ々 の 

迎位が前もって定められたある型に従って植造づけられることで,  

それらが全く堤町的な間所で配ﾡされる必受はない。 系番7ノ. 

ク, 33. ムク--- , 4タ 3 の strip からなるよう に渡ばれた /。 %株 

本は系ﾡ的標本である。 しかしえ会なﾡ町性を有するものが長も 

き通で, かっ最も有用である。 この章においては, 様本ﾡで株 

用し得る色々な豚則の簡ﾡな大受&べた. よりないﾡ用のも 

どで特のﾡと与えるようなもっど多くの修正や拡張が考条さ 

れており, それらはあるﾡの状ﾡ下ではれている- これらの一 

つは, それぞれの〜次柚ﾡく Prindry sanPl;nタ uut )をより 

小さい副次油単位 (sub-sanplinuniz) に分割する訓次柚k(:u- 
sampli49) の方法である. 後ってサムプリングは まず一次¥位 

&祐し, 次にほばれ一次戦位のそれぞれを訓次単位によって 

サムプリングナる乙いう二つの般ﾡで進められる。=菱抽域 c4o- 
uble sampl;ns )の方法は, 第二のﾡ —— 2れは材積くまたは調書 

の任ﾡのの主題) 非常に高い相ﾡを有すべさである - そ会 

¥位について測するものそあ って, これは受に研究間來を進 

める価値を有ナるものである。 とのﾡ功交ﾡく concon;tat vaviab/e) 
は, ﾡ本の回帰式を利用する, 釣合のどれたあるいは有
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急 的な 選出 ( PurPosive select;ion )の何れかについて. 度 初 の 変量 

の交勤をﾡ制するものと して 用いられる。

しかし これら の巧妙な方法は, 海ﾡ的には価値があるけれごも 

との 論又 の範囲をこえて いる. ・ の 統計的 手法は,cocAran(ラ.3 
() ・ Neyの22 ( /夕34<コバ〕, Scko.dcher および CLzpntan ( 5 

および Yates (/"C3O) によって論じられている.

5 ﾡ定における偏り (Biasin Est;wa.t;on)
無作々柚 を愛求されている段ﾡにおい てはいっもﾡ会な産率 

化と合む番続を用いるようにして, 推ﾡを緑区すzさ 非帝にチ 

数回の譲返し全体で結果を平均すると,推定されている重の真価 

とかりﾡれが生ずる様な場合には この推足値は偽りがあるという. 

全林を木は, その実際での性格から 不備で ある. こいうのは, 結 

果が 真 能である から調査を繰返 し ても常にﾡ一のﾡ をちえる <ぁ 

ろうから くもし測欠の週訳が懸ﾡでさるご考えられれば) そある」 

長本引を が賞個 と今えるていら係証は号えられないしま た 稀 な他 

然 を 除けばその 機 な こと ほ 起らない. 突際ではその誤差は未知。 

あるが。 このサムプリングのス法が地定と急に多な回年因す2
平均的に工正しい結果と与えるようなものとなるための余件る 

視来することがでさる- との報こしは友急的で環実の»の ではな 

いが, ﾡ出手ﾡのﾡにえ しによ って多※の北徹を作り出ナ こい 

う考え方は。 億りや格誤差の評価の研究でﾡ本的なるのである. 

"サムリングの目指す理ﾡは, 標本を可能なﾡり表的なも。

こするこ とであるから, その 測 足イ面 や 観測煩 U 全m集田 につついて 

の似通った 期定値 と事 実 上同一と 考えること が できる. この運想 

が標 本とこる場合の調査君のだのヤにあるこいう事束は, u 
彼た選択の自由 性 が 与えられるな ら当べそ の型にﾡ看を今 

るものである. 買常なものの代表を渡ぶ場合の袖此者はその大 

部分が, 正常なものを函ぶ場令ご同じく,傾室にの先ららに 

親する 異济性 によ ってﾡ合をころう する であろう. 不幸に L 

て,人ﾡ判によって"代表的な標本 をこしようこいう 

抽出 者 の 要 索 は, 大部分 ﾡセ のないものである. 専彼の枯出 

たは 心理的 および 物理的な あら ゆ る雄類の偏 りが含まれる ・ こ 

れらのり をでけるためのより歳ﾡなﾡ法が考案されている" 

(Yates. /5(2)〕。

Yatesは, ・ 3 し信り を 免れないなら,標本柚は. 対象の性 

ﾡに影ﾡされないような手続さて決知され. 調書着の4のごのよ 

っな状の受ﾡからもﾡﾡされてはならない " ど述べて いる a 偏 

り &確に回型する ただ一つ の方法は, 探 本曲 出 に 旅 定 な 意 味 で 

のH年化と導ゝナるこどである. 単 景作 為冷ﾡ本には 店 りはな い 

きである. ごいうのは, 特定個数 の 抽 出 単位 のど の ような 可能な 

函びうも, 一つの袖で現われる確甲は同一であるから. 神を 

妖区えせ ば爲に おい<は, すべて同等なﾡほそ生ずるここがﾡ 

かめられるであろう.ﾡ化ﾡ作ぬﾡ太も. 各ブロックから地さ 

れる単収後こ プロック 内の総平位数この比 く柚比) が 円じであ 

れば不偽で ある。一ﾡﾡ宰を用いるごﾡづロックでは個救が整 

数こならないどか 柚率をわざどﾡ化させるとかのあにこの比 

例関係がくナされるこ. 家ロックが他のものより+分に代ﾡさ 

れることとなる。従ってこのよらな様本で, 会単位の平ﾡ平か 

ら 推定 値 を 計算 すれば偏 りが生ずる. しかし,任意のブロックで 

油された単位を用いてそのブロック平均の定値を求め. 次に 

&ブロッ ク平均にそのブロック内のﾡﾡ位数を乗じて全材償の不 

術推定 値 を 強 びく こいうようにすれば, 補正はきめる ある.柚 

比の泰勤が, 林地の外ﾡの不規則さのためにブロックの大きさが 

僅かに 変化 した とい ろ こと だけ から 生じた もの であれば" ﾡ本内 

重也 の¥純平均にもンずく 椎史値 を用いた場合 の備 り は小 ミ いき 

である. しかし将ﾡの調登での計算からﾡ属でさることが示さ北 

ないﾡり. その前味は常に結果にﾡ響る-

例えば林の5系目の strip から始める とい う 現 則 で 得 ら れた 系
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統的なstiP ﾡ本 は, 今えられた炭ﾡな表た従ってﾡりをゝつ 

そあろう。何故なら ﾡを緑返しても常にﾡじﾡ本が得られる 

が このﾡ本の 平均材積は一桜には林分平均ど は一致しないから 

である。 しかしこのようなﾡ本は客ﾡ的なものであるから 名々 

な林で一武の描を行なえばこの帰りは平ﾡされて しまっ ことが 

期行できる。 この推史値は一つの林分では4り そもっがしかレ 

じﾡ則に従ってﾡ本祐女が行なわれる非常に多ﾡの林にﾡ しては, 

おそ らく不偽であると考えられるであろう。 一近こ の標本 には、 

つまそたってもなの一ﾡの総の stripは含まれないが, こ丸ら o 
材積が中央の striP よリー様た少いく 多い > z いう傾向があるか 

もしれない。 この及因によるﾡりは非ﾡに ﾡ殺 の大さい林では急 

現でさるが. 普通のサムアリングでそ れがみ在 する とか 理 を だ2 

かいうことは, 多数の林の資料と尽合しなければいうこYがS a 
ない・ 全ﾡ頼が昼太面債の丁友整数倍でないﾡり, 可能な標本か 

ら得られる定値が真値に対する本当の平均込 はならない こ して 

も, ﾡ京のﾡﾡの stri P をﾡﾡ的にほべばこのﾡりは大部分 除 去 

できる. ﾡ単 な例と して, 53個の striP の o %標本をﾡえよ 

う・ 最初の striP そ/ から /。 の殺の中からﾡ作為に還ぶど a 
同等に可能な /○の標太のうち 3 つには4¥位 クっには ァ； 

位が含まれる。 従って /○個○可能なﾡ穴値の平均は引3個のstp 
の真の昇術平均とは緊なるであろう。 しかし大きい林で。のﾡス 

効果が宣大 となること はﾡで ある。

しかるにﾡ登考の意志になに従って, 主ﾡ的にﾡ ばた 桜木 

では非常に車大な鷹りが生じやすい。 この理由のために, ・L他 

に何めなければ, 多分事前のﾡ登以外にはこれらの方法を絶対た 

用いてはならない。 Yates(/夕3$(ク)〕 およしCochran , 
Watson ("34") J は, 代る的なﾡ本をﾡぶために ﾡも公正 

な級創者 の個人的判断 を用いる場合で さえ, 非常に大さん,かっ 

子測し得ない低りが生ずるどいう例と与えて いる。結系が将求 ぐ 

ﾡ値に 対 し <信頼で さる補正を与えるど考えら れる場合でさ え 
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信々 のﾡ測合の週人誤ﾡを 評価 ナるこいうこ とはﾡんど不可ﾡで 

める. 数に袖却 の客編性乙 いうここが. 優れた抽出計画の第一要 

である。 ー.

2れまてのこ ころ. ﾡりについての議ﾡはﾡ用 さ れた袖桜ﾡ 

にﾡ有のリ に関武するものであった- 備り はﾡの示をﾡ宏 

にさらなかったり, またこれ ら の 指示を十分艮く定 覆しなかった 

場合にも生る. 偏りを愛けるためにﾡﾡや記条ﾡなの区型 

も しくは胡ﾡにおいてこらるべさ予防通の検うは, この論文の 

ﾡ田外である. それでも 冬想性係証のためにﾡﾡなﾡ則を作放 

するという ここの直ﾡ性は強調で きる. 君着はか林のサムブ り ン 

グ に個 人的※系が入 りこ じこ ごによっ て生ずる催りについては, 

数嘘的な資科&有ナるものではないが, しかし 証明 の 久除はおそ 

ら く 名険が ないどいう こ こではなく む しろ そのような研究がﾡな

れていないこ いう ミ 2 の結系であろう. 画場作物の サムブリン 

グにおける非常に関の添い 問ﾡで の経験では 袖平位の直書 

が版ﾡに冬想的な手鋭で行わない場合には, ﾡ型着は高りﾡの も 

のを緑き歳的にび逐い こいうこ とが示されている- Yates (・35 
a)〕はこの項象のﾡを5えている.例えば, ﾡ作為抽式によっ 

c, ある柚氷ﾡの一ﾡが基ﾡから/夕"ード の位置 にあるよう 

に 定められて いるとも,ﾡ然この数値と数ード のいが生じて 

も大したﾡﾡではない. 東そなここは頼測着がその袖単位のﾡ 

をある冬 殺時に 則足 された標示ﾡにさせるこどでめって と 

のような、 便旦” のため く したがって 無建識的な 備り を導< こ と 

となる/) にも数フィ ートの 移勤た り こゝ許して はならないどい 

うことである.

猛木調本においては 記ﾡ報位の面ﾡ を正ﾡに 測定すす るこ とや. 

月辺のある木がその 単位の 内部である か外部 であるかどいうよう 

な決文は妥ではない. ごいうのは, このﾡ冬ではどの木も一回

認祭さ れ し かも一回 だけ 記録さ れるから である.

標本調番で は単の測突ﾡ のごのようなﾡりも また 辺の(ﾡ



界練上の>ﾡを適当4製合以上各めたり除外したリ ナろ ごのよう 

な傾向も, 単位五ﾡ当 り材ﾡの立大な通大またはﾡ少ﾡを導び 

くであろう。ﾡ登位が小さい場合には, 単位の注意添い測えと 

周辺木に対する隔りの.ない規約が特に更要である。同遊木はその 

横断曲 が、半 分以上 記録単位.内 に 入って いる さ, かっその とさに 

のみその平位に含めてよい. もう一つの, そしておそらくもっど 

容易に行なえる規則は, 任意 の〜つの木がそ の峯位にご九位 一 

ことでいるかは考えずに北および面側のﾡ辺上の木をナべて含め 

ﾡおよびﾡの 高辺上の太はべて 除卜 る のである.

Sukhatnte (/タ47 (25> ) は非帝に広な範な 突験の 結系 Lて, * 

峯位を小さくるこさ, 小表および米の収ﾡの 製大えが 非 否 

多くなる込いうことを見した. 明らかに, 平位内の作物以外 

のものを標本にど り さ え しなかったらこのよ うなこ こは生じなか 

ったであろう- しかし注ﾡ深く管預された調ﾡでそれが起ったど 

いうことは, 人為的な因子を除去ナること がﾡ何 に函であるか 

ということを示している。 本林の サムブリ ン グでの単 位z は , Sukんata. 
の数子カマードの撃位より相当大さいが, それでも この 極 の俯' 

は冬易 に起 り 得る のである.

6. ﾡ受のﾡ夕 く Precision o estination )

サムブリング理論の 給話 でよく行なわれるように,ﾡ友 <precisie. 
なる用ﾡはサムブリ ングを緑したときの椎足値の再現可能性の 

意 味に 限定 して 用いる。あるサムプリングの推定値は非常に備っ 

てろかも しれない。 しか しそれでもこの出ﾡをﾡえ して常 

にﾡとご月 じ 値が得られる ならそ れはﾡ夏が高い といわれる. 1 
た椎ﾡ値にﾡ り がな く て も非者に&いﾡ又の場合もめる . 例 xば 

無作為に選ばれた ノエーカーの 単一機本 にもとずく ooooェ- 

カー の 材積の推足值 は,術って いない かも しれないが しか し の 

サハ プリング を繰返せば’,おそらく この結ﾡが再現可能というミ 

ととは程送いことが示されるてあろう。 ここでもまたﾡﾡ回のﾡ
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手続の祭込 し というﾡ念が欠ﾡ に本ﾡ的なものである。

' 精友のこ の正確な用法を真植への怪並の意味の ・正ﾡざ"ビ 

混司してはならない. 通俗的な正ﾡさの考えﾡは不ﾡ性ど精友の 

両若を含むこゞを意味る。ﾡちそれを平した結米が真値とな 

り. たその平均に対するﾡ々の授本のかけﾡれがハさいこいう 

この両才&意味る様に爆われる。科的な目的には, これら 

二っの則意はそれら &支記する 素が全 くﾡなるもの こして立り 

ﾡして取扱うこ こがじ裂である. 従って正確さ こいうさ系はこの 

様な意味では用いないこどがﾡまLい. その代り もし 必要な ら, 

ﾡ本を構ぶる項目 (iten>の測ﾡ値の正し やそれにつらなる 

計京の資術的な正 しミ を指す のに 用いる こと がで さる。

単ﾡおよび思化ﾡ作為標本 くし倉化の場合には, 袖比の交 

北に対するﾡ当なﾡ正が行なわれる ミ ごがル要である > からは不 

推逐価が得られる. しかしﾡ北は一般に袖家が一文ならﾡ及 

とﾡ加させる傾何がある。何故なら, 層化標本では,林分のある 

部分とﾡめて不当に代表してい るﾡ単位 を渡ぶ上 う な極端な 池 

は起りﾡいからである。 ※統的標木のﾡ夕は論争があるが, そ 

れについては sec. ヲ で要にべるこどにする。

箱友の数量的な找度 に は椎定値 の分散 の遂数理 ら遂会数 く/九 n- 

muce) く即ら, 推定 値 の 標準 誤 差 の 自来 の 遊激 ) を用いるのが 

搭通である。 この値は, サムリングを領返したこさの値の 

再現可能性が改番 と れれば増加ナる zいう 群友の又友に当ペ 

姿 とこ れる 性 賞を もって いる とと は 啣ら か である. しかしこの特 

別な天ﾡを渡ぶのが炎当である というこ と の 証明 は, 統計理論 の 

ﾡ準的な導物から来めなければならない。

ク ﾡ葉位の大ささど形くSize and skpeof sawp/in units ) 
任意 の特足の 調査 に 対す る袖 ¥位は , その大ささ か りでな 

く 影 につい て も 全く 統計的な考家から決定ナるここがでさるが, 

矢用上の 便利 さも考ﾡしなければならない。それにもかかわらず,
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単の送状には一紙統計 ﾡ論の 指示どﾡ去の経での証校がﾡめ 

て要委である。 ここてはﾡ形および正方形の単¥位のみを a る こ 

とにする く不規則な外ﾡをむっ林の林報師の平位の形は, ﾡ計分 

ﾡに1大な彩ﾡをうえないで多少炭要するこ こがでさる ) ﾡ作 

物のサム プリン グでは, 円形スは三角形の¥が位置づけの3受 

さのため に数分有 利である。 しかしこれらがﾡ林でﾡく株用でき 

るとは窓えない。それでも次のﾡの一般ﾡな論識は, どの樣 な 乃 

の 単位 にも適用できるものである。

ごﾡ祐条のサムプリ ングでは, 小数 の大さい単位を用いる ; 

りし多殺の 小¥ を用いたろが 当位 をよリー層 林塩 の 会域 に わ た 

って記分するこどができる。 従って林のより水い後を夕え感い 

から, 材ﾡの空ﾡ的な分布が会くﾡ報的でない隠リ, 材積のより 

精度 の い)ﾡ定値が得ら れるであろう。 もし標本をこる貴用がそ 

の大ささにのみ (即ち比にのみ) 関係ナるなら 敗段の 方 策 

は突用に供し将る意小のﾡ革位を用いるこ こであろう。 実係 

概本の大ささが一欠の場合でもﾡ用はある程放まで調登さるべさ 

¥じ数が塔すつれて加する. 従って最も紙済的な¥位は,選 

去のﾡ映と賃用のﾡﾡにのみもづいて決ﾡでさる。 非常にかさ 

い単位を用いる場合に生る偏り の ﾡ性 について は 既に 注※ し 

ておいた (sukhatne.ノタ47(ユ3)〕. 法意すべさここは. 記条位 

の大ささは, 小さい記録載をくって袖汝峯位にﾡりが生じない 

隠リ, そのほ状は全く僕通に行ってよいということである.

り レ率な面ﾡ当 り の材積が肥浜ﾡの配あ る いは他の周株な部 

由のためr 真角 な=方何の う らの一方 で 今動が火を い場今には, 

こ のう向 と 平行に夫る細ﾡい池 単位の方が, 一般に 同 じ画積 の 

工方形¥位よりﾡ友がをい. 単位刈の交ﾡは, 各軍位が高収量 工 

悠な並の区以をﾡ前ナるどいっ傾向のためにﾡ少するであろう.

肥沃 を の 勾配 について の 精 しい情報あるいは少く とも地勢ど結u 

ついた材積 のﾡり 得るﾡ動の 微候がな いﾡり, おそらく 正力形車 

位が最も 該好 なものであろう。林の 特性か ら str;p サムプリング 
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と採用しなければならない受合には. 柚単位はﾡの形式のサムA 
プリ ン グ で者画に用いられるものよ り 一般 に大こなる. 従って単 

位は細思くなるから, 基家は着しい傾ﾡが予ﾡされるような方何 

と古角に氏ばなけれはならない. ﾡ後の飾の論話は. 小数の幡の 

な い strip よ り 多数の細るい stri P を用いるべさことを示してい 

るが, この場合にゝ構及の純新的な歳急はサムブリングの経済 

的な面 との関係において考察ナべき そある- ﾡ面なﾡﾡ位の大 

きさにっいて 本えられる情報に関 しﾡ在の記採を調べると, これ 

には i通例 用いられ に記録革仰か ら 構成でき る色々な大ささの単 

位 に 適切な 分析 パ 含まれる うの で ある。 この概にして。層 化 お よ 

び 非 層化 の 觴 合 の 種々 のサムプり ン グ計動で予慰されるﾡ友が評 

価でき, またこの計画の貴用の評ﾡとの比ﾡが可能となる- 偏り 

がないこ仮定づれ ば, 特定の林 に 対してきめられた 改 用のもとで 

感大のﾡ友を与えるような (あるいは特ﾡ及のもどでﾡ小の英 

を与える)袖単位およびﾡ化万法は この林に対して最起と 

考えるこがでさる. 故に同様な林こ比戦を行なえば. ある方法 

がベてY対して ﾡ画であ るあるいはﾡﾡにtいここが示される 

から. ・れz 一酒 以 通った 林 にっしヽ て 將 来 も 用いる 方 が 良 いこ ど 

が示されるであろう。 このような手鋭のﾡはサムプリ ングの多く 

の交用分野において数多 く発表されているが, Yates ど Za8Pmy 
(/夕5sく3グゝ ) は特に詳細な検討を行なっている・ ﾡ計 を知らない 

人々の駿々見づ立裂な※は, ブロック当りくとも二つの 

単位を含じ任意のﾡ作為梅 の記ﾡから, 周一ﾡ化方法で袖巡 

が項なる標本の欠値の精友を予測できる とい うここ である・ 

会林ﾡ木が行える込さには. サえられた倉化方法の任きのﾡ巡年 

で 得られる 推 支値 の 精反 を 肉 単 な 分散 分析 か ら マ想する こ と がY 
ﾡであり, またこれは調ﾡから一つの見本的なﾡ本を構ぶ るき 

面の方法より も常にずっと後れている・

柚べさ地域が大休垣形の場合には 当べこのﾡ形の軸のﾡ 

さにﾡ形柚単位の万向がﾡめられるであろう。この海又の読 明
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°切に用いたん22oチェー ン * eoチェ ーンの林では, ﾡ用性2 
週去の経験カ、ら, 立らった議論はよチエーン*スチェーン (/ェー 

カ-) またはこの拒形を積許する幅ユナェーン (aoェーカー) の描 

撃のれかに限ナるもの とナる。

タ プロンクの大ささと形くS ize an4 shaPe ob/ocks)
ﾡ化の字な目的は. 林の単品積きりろ 平均材積が非帝 に大さ 

度って いる場所を分離する こ ごである. ブロッ ク聞の地坂にで 

さろだけ有一にしなければならない。地域の特性について専崎の 

加勤がられないどさには, 当然 ブロック は林 を 簡 単に 分割 した 

もの とな ろ う が、, しかしプロック刈を奈一にづるぬの計あには, 

挑がの彼勤の指針を号える既往の肥浜水また は地勢の知識を周

べきである。 ﾡ想からいえばすべてのブロッ ク の形はﾡじ力が 

後 い が. 天際の場合には 多少の委受は許さるべさである.

プロンクは小さいﾡその中が一様となると意われる。 結爲与え 

らたﾡ出字およびﾡ単位の大ささ に対するが友はブロック* 

と至能な隠りﾡﾡせるとさ最大どなるように又われる. しかいミ 

れにはるブコック かと少く と も一つの袖撃位を とらなけれはな 

らないと いう創ﾡのためにﾡ対的なﾡ系が設け られる.

もしこのサムプリン グが同時に材療椎定値のﾡ準誤ﾡ を も ホめ 

るもの であれば, ブロックの数は, そのる々から少くとも=っめ 

抽出 単位が とれる よう でなければならないく sec. ? )- strpサ 

ヘツ ングでのブロック の大ささ や形の送びﾡには受に多く のﾡ 

限がある• しかし大ささと滅らすどさの目標は, をブロックで心 

姿 な の は 二 単位 のみで ある く教送の評価がめ歌でないとさは一っ 

文)というこどを記ﾡしておかねばならない。 勿・ブロック当リ 

二亟位以上を用いたから とい って 統計理論が無効と なるわけでは 

ない・ より大きいブロックや緊に多くのブコック当り単位数を用 

いてもよい し, またある場合にはその方がずっごﾡ利な、とがぁ 

る。
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? ﾡ作冷ﾡむと系統ﾡ若出 く Randomt and sstentatic saotPlin3 ) 

居化標本で あるど毛こにかかわら ず. 無作 為標本からﾡびかれ 

たﾡ値のﾡ受は, 独立にﾡ、れたﾡ 筆似問 の 変動か ら浮価

するこどができる・ 誤 委評極 の 械 準的な統計的手法 くそれはき童 

分散分析 ・ ごしくﾡられているのものである( Cochran,/s?
<コ〕)をここで述べるル妥はない. 独立に返ばれた単位 (そうし 

てこれのみ)が. サムプリングを課逐すとき に 生ずる と思われる 

交訪性の知式を与えるここを注遂ナれば十分である. ¥ﾡﾡ作場 

ﾡ本では, この計算 に標本の すべてのﾡ位間の迷を用いる. 倉化 

ﾡ作為凝本では. ブロック内ﾡ勤のみ が椎支値 の忖度 に 適切なも 

のであるから. ブロック脚のﾡﾡを表わす放余を全体から差引か 

ね ばなら ない。 ブロックを小さく してそのヤを一様どする 理古 は. 

それによ っ て残※町らロッ ク内交動を小さ く するためでめる。

定値の"真の"横及ご . 一つの杯本の内部的な証校から計ﾡ 

されるその 評価こ は明ル に 匹別 しなければならない. この 正. 別 は 

全材積 の 東信 こ。 材示の様本社定値 ごのK係に似ている. ごら 

らの場合も英値は学に将在ナる. しかし何れもﾡ本からﾡﾡには 

びく ここがでさない. 昼本にプーック当り最=ﾡのﾡ学位 

が含まれていれば, "ブロック内" の平万和ロ&求める計算が常に 

ﾡ行できるからﾡ及の評ﾡが可能である。

b しる プロ ッ ク内で調査さ れた他 ¥位が一つたけであれ ば 

ブロック 内 の“ 独 ” に 選 はれた 加 出 単位 間 の 爰 動, は何ゝ測ﾡで 

さない. 従ってﾡ及の評は全く不ﾡ能でめる. 一おるし. それ 

それ調書されるべさ 平位 そ2た 個づっ含むようなブロッ クを用い 

るめる袖計ﾡを修正して, ブロックをキかに分け, 各々 から息 

¥位づっをとれば, ブロック間の変ﾡは反に説明した-般原理 

に従って削除されるから. 消友の何上が期待されるであろう。ﾡ 

に K = / とおい て, ブロック当りス 単位を 要求 して いる計画/% 

ブロッ ク 当り / 単位をと るように修正ナれは, この杯本から はも 

はやﾡ友を評価し得るデータは求められないにもかからず, 全
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材積 の雀知健の真の精及はおそらく 塔加するものと思われる.

結るも し林 の 魚作為標本 がそ れ自好の誤※の定値を与えるべ 

さてあればある特受のﾡ率に 対ナ る可ﾡな最小のブロックの* 

ささは. 各ブロックから二つのﾡﾡがとられるようなもので 

あろ う ・ 誤送の推史値がル受でなければ, 同ーサィ ズの城本の英 

の精友を何上させる と思われる. これらのラコックを¥分にする 

分割が峯ましい。ブックきり /っだけの袖峯位を調査ナる 

ﾡでは, ﾡ髪の評価ができないはかりでなく, その三登の*会さ 

のブロックどブロック当り三っの軽位を町いるときどれ位のﾡ 製 

が母られるかどいう、ども推文は不能である. 材積椎定値のﾡ

誤※に対する上ﾡ(町らﾡ友の下ﾡ)は, 隣接 するブロック o 
対のヤの祐峯ﾡの平才和から求める ここ がで さる。 しかLこ 

れ は 小 ブロック が最 も有効となるようム状では, あまり役 

たないように思れる。 その理古はそれが誤送を還大椎ﾡする魚 

友は, ブロッ ク内の く未知の )交勤こ比ﾡしたブロックﾡの異賞 

性の程友にﾡ母ナるからである。 それにもかから 経験から 

ブロッ ク当りマ単位のブロックサィ ズやﾡ滋率を漫んで十分な構 

ﾡをも つ番値 のﾡられることがはっ さり ﾡ信 でされ ば, 爆々よ 

りあいﾡ及を迫求ナる こ ごの根拠が与え られる . しか しその測文 

値は受に ブーックへの着化が行なわれるため にﾡ牲 となる.

今まで 2の章では 無作標本 のみを取扱ってきた. も し林の個 

ﾡのﾡ戦位の立木材積が全くﾡ室的にか布しているなら, ﾡ 

合った単位の数値は互いKに全くﾡ立であるから, 主ﾡ的にﾡさ 

れた標本も撃先ﾡ作為標本ご周等になるであろう. その よう/A 
本からはめらチ全材ﾡの不ﾡ裕史値が得られ, またそのﾡ友はﾡ 

本の大ささ のみから決できるであろう. か布 がル らす しも 確 年 

的でない場合でも, ブロック 分け を して, それらの単位当り平 

材積にほいははあっ ても その一っ一つのヤの図々の単位の材ﾡが 

確報的に分布する と いう よ う で さ るから. るブロッ ク e 円-割 

合を査するようにﾡ求されている玄ﾡ的な標本は 対応する府
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化ﾡ作冷標本立円手となるであろう. ごちらのﾡ合でも, 確年的 

なﾡ 列が林の自駄的な性ﾡであるこごが想定されているから. 調 

を着 たよるそれ 以上の層化 ほ不要 となろう . 文ﾡの場令今にこれら 

の 糸件 が実ﾡすることはないであろう. 専事矢 系統的袖法がﾡ 々 

支持されるﾡ以の一つは, ﾡが確率的である ビいう上 りはむ しろ, 

急のブロッ ク の組の中の脳接ナるﾡ求枚間の材積に系統的4 
傾句のあるこ ごが予想されるからである。"

幾作為に選んだ鮎出単位について研究したこ このある人々には 

よく知られている、どである水, 非市にﾡﾡにﾡい配置の生ずる
・ * ・ N： I

・ zはブロック の訓約のためにﾡげられはするが, これらの 分布 

が. ﾡ谷 によって卜常にない地域を私させないまま 残すと いう 

ようなこどもありうる。 ーカ系統的標本 は全林に規則的 ミ 分布 し 

た位からﾡされねばならない。結局, 隣接単位の立木ネオ順に 

君化で簡単に除去できない位の相関があるこ いうこ ど になれ, 

系ﾡ的標木がはるかに代表性ﾡむここが期待され, 従ってﾡじ 

大ささ の 無作 為標本よりも 新友の よ い 推 定値 を5える. しかしこ 

のこどがらナしも正しくないことは, 極 端な 例考えてみれは 

容易にわかる。 もし材積の多い単位こ少い革位があるﾡ期約な形 

で 交互に、統 く 場合 に は, 系統 的橘 本はﾡ作為よりるﾡよ が く な 

る. 二次的な変動ごは別に. 説明例の5○○個のstrip上の材積が 

aoの頁 期で 周期的に 変動する, 町ち次々の20個の str; Pの額 

は最初ど始んど同じ変勤をﾡ返ナものご定しよう. 最初の strp 

を ﾡﾡ的に こぶ5の系ﾡ的str;pﾡ本に っい て 調きるどナn 

の) 他の区占は,系先的に配列された単ﾡ調ﾡれば 者通門じ大きさのﾡ作為ﾡ太より 
し林の四化に更に有用なﾡ識をうえるであろう- また. これらのﾡﾡが規則的であるどさ 

にはﾡ単の置づけがふめどなるから, 結島談りが少なくなるとﾡわれる- これらの 
利京は何れ も 数量峋に 我鬼す る と と はできない。ある場合には. それらの ごれかは ss- 
tenatic samplin9の欠ﾡをﾡ祝る場合非ﾡにま妥となるかも知れないが. 他の場 
今にはﾡﾡすると とがでさる。これらについては 3空法の浸択 は 特定 の 同建の 世 養性に庆、 

じて調食着 によってなされねはならな いこいろこ と から. ここで これメ上か諾6ることはﾡ 
当でない.
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ば. 推天値は不俺であるが, る単位は周期のじ位系にﾡちる(お 

そらくすべてな。 あるいは •ナベ •<頂点、に) であろう. こ の種 o ao 
週のヨ能な標本から行られるれえは, 3o str;p のブコックの 

各々からノっを緑作為に 選ぶ 無作為 標本, あるいは タク S1rrのブ 

ロックから2個の striP &夏よ思作為ﾡ本 c得らnれ る ﾡ安値よ )

かに大きい変動を示ナであろう. 何数なら, 後 着 に 常): 同 組 力 

色々4部分から得られる報位を全んているからである. 勿締この 

例は材積委動の扇期ど次々の系続的単位題の期岡が一致するかと 

うかにもょる また-に規町正しい聖ﾡ性が央なナる こいう 

ミこし考えられない。 とかし, 人工&例は系統的機本がルら 

しも最もﾡ皮の高いものではないこくを示すに十分である。他の 

形式の交勤でも周様な結かが得られるてあるら. 周辺の仙出里 , 

を回避する こ と によ って systenat;c sawple に倫 り が 生る可ﾡ 

性は前に注意しておいた- これが大さい林で立大であるとは考え 

られないし, また長ﾡのﾡ位をﾡ率的に袖払づればその主致な題 

険を除く こどができる .

このような確ﾡ的なﾡは, それ自身不利益を伴うものであ 

特に林の一ﾡの埼から他のﾡに向 って 単位曲 利 当 り の 材頂］: 様 

な傾向が存在するときには, 羽よの下のためにあこのﾡで

る予欠の立大な期ﾡが虫生ずる. 上にばべたにょうな周期性は系ﾡ 

ﾡ計こを用いる場合のﾡスの名険であって, そう支みごはﾡわれ 

ない. しかしこれとともに,一つのﾡ本からの証明しか御ら 

ないとき そはその生起ついての微候は会く 与えられないのであ 

る ・

ごれらの欠ﾡYは別に, 系統的ﾡの要な利んは承認し将る 

もの であ る。一般にその値はじ大ささのﾡﾡヌはﾡ化ほ作 

為標本よ り械迷教送がふさくなるように恩われた. 林 の 変動 彩ボ 

があっ とはっ きり している場合にはﾡ友のﾡ上がより 大さ くなる 

であろろ. しかレブロック当り4一つの査単位をもっﾡ作ん被 

本の揚告と遺って, ¥一の 系統的標本 内の抽 単位の 記録か ら 推 

戻 値 の 無 準 誤 系 を 詳 価する ことはできない・

系続的神の基膜理論にWナる 有地な論文の* で Yates (ク44 
s"Jは,・ーオもし ボ続的標本が取 られる場合には. 正ﾡさ" 

において, 居作ム標*以上の利得(sain) が得られたかごうか, 

あるいは現気のぷ続的杯本の正確さの が如何程で あるかにっいて 

ﾡ本自体の内部的な証なか らは決来できない. それもかかわら 

プ油出 誤差 の 上 限 ほ, 系統的(system.atically) 配置 された 連 

鋭 るう単 位の途から帝に求めるこくができる。 しかし対象が続 

約に交勤しているような場念には. これらの推ﾡﾡは真の位以上 

こなるであるう" ご述べている. この場合Yatesが 彼のいう上 

隠" を真の植以下 どするよ う に幼力く 周期の将なる事能性を無視 

していることは明らかである。 ブロック 当り/単位 を油出する無 

作島描にWし <おそら く よ り立大なのは, 系続的が意も有 

利 と なる様な状况,例え ば並ﾡす る 抽出 単位同 の変 動 の 様相が特 

に着しい場合には この上ﾡによる漫大の程が意大*なる 

2いうこどである。

サムプリング方法の玲んビナべてのた用分野において, 着者 

が少く 2 も彼等の 消題 ではサムプ り ング記ﾡのあ計かﾡから系統 

的描 の被準誤迷がﾡ契ﾡよ り小さくなるこ どがﾡ明 されたこ 

主ﾡしている論文が発表されくいる。 非常に多くの場合, との結 

鈴は系統的標本の個マの単位もし くは記録単があたかも全くﾡ 

弟的な手続 で 抽出されて いるかのよう に取収って得られたもの で 

ある。 もしすべてのﾡ却革位あるいは記録半の立木材ﾡが. 林 

全休に確率的 分布しているのなら2れは問ﾡでない。 この場合 

には人ﾡの 軽視 し た確率北が自然によ っ < 失おされて い るわけで 

ある。 しかし調査者が材ﾡの安N的分布は系統的であるど して初 

めから系究的袖を株用した場合には, はじめから終りまでそれ 

をﾡﾡナる様な方法で結果 を分析する ここ はできないのである・

確率 抽 出 でも 系 続的標本 ど全く 同 じﾡ単位の組が得られるで

«/) こミでは "及 " の意.
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はないかという言いわけがよく行なわれる. それはﾡかにそうで 

あるが, しかしこれによって英際に万いた袖方法のﾡ視を正当 

化することはでさない。材積支ﾡ のﾡ友の 評価 が可ﾡかごう か.

ある いほ もし可能なら どのよう に し <評すべさかという ここは, 

常)こ 抹用した 抽出方法 によって決定とれるものである。 サムプリ 

ングの標準誤ﾡについてのき あるいはﾡﾡ値が真からかけ 

離れる確率は単に調ﾡされたﾡ一つのﾡ本にのみ関係するのでな 

く その枯出手続をﾡ返しﾡ用したとさに現れる地のナべての標 

本との関連におい てのこの嫁 本からき まってくるものである。特に 

械準誤差の計算 は,ﾡ出撃位の浜に対して与えられたﾡ率ﾡ 

の要素 に依存すべ きもの で あり, また骨化める い は systenat;c(系 

袋的配逐)の刺雇も考に人れなければならない.たとえ問方の 

初山単位が 偶然 同じものか ら なり立つようなと とがあっ <も, ▽ 

ﾡな 魚作冷様 本. の全体の中の一つから与えられる情ﾡは, 可 

ﾡな系続的標木の全体の一つからちえられるﾡ報z は全く買なる 

ものである.

記録単位をあたかし袖峯位でめる かの上 う に坂扱い, それら 

の間の交勢 から精友 を評価する という 誤り は, 坂々 ※統的標本を 

無作逸ﾡ本どして取ﾡう場合の誤まりごK型している2とが見却 

されている.

不をにしてこれらはどちらも, 氏林樣本部公のﾡ計的ﾡﾡにっ 

いての他の で れた所宛を台なしにして しまうものである.ﾡ 

え ば ( Griffith (/タ5/744 (4)〜(5)〕 による一ﾡの論文)確年 

他, 系先的ﾡの何れであっても, ﾡ¥位が, ﾡっかの部分 

にわけて調査されているこき, とれらの部分の記祭をﾡ立にﾡば 

れた柚出単の ものと して月し 得る校は全«ない. あるﾡ本 

が株を表するﾡ夏は, それを調番する為に用いた細分 (sub-4. 
vision) の数と は無関係 で ある.

サムプリング記録を分がする上でおか2れらの誤まりは, 統 

計理論を不注意に用いろ 場合に陥 り 易いﾡめて名険なﾡし の一 
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例である. ﾡ計的な分#でめ受ど される計算 は普 通は非海 に 容易 

である. それら は 複雑 であったり 寺教のかかる ものである かも し 

れない. しかし それら1て 初等算法の規則 のな範な適用 以上の もの 

が愛求されるこどはﾡ多にない. 計算の論理ﾡな基ﾡやそれ そ特 

えの期ﾡにﾡ用ナる理由を理解するここはそう容易ではない. あ 

るデータについてﾡ行し得るﾡの計方法も。 それがか運的に 

通切であり また正 し い絶論を導びく もので ある と いう保証は村も 

ないと いう 室％ /

系続的標本のﾡ峯誤送 は 評価 できない と いうこ と を 正ﾡ な意味. 

あいにおいてはっさり認教しなけれならない. もし林のすベて 

の柚単位の全林ﾡ木のデータ が利用で きれば, 色々 な形式の系 

統的あるいは無作冷標本に対する花誤迷を計ﾡする こどがでさ 

る。 それは同様な林のサムプリ ングで得られると思われる精友の

示を与えるこいう意 味でに責 1であるが, そ の株包体て 用いるに 

は 俚 す ざる. プロック当リスっあるいはそれ以上の撃位をも 

っ※作Aﾡ出の利点は. これらの平北の誤※分布の数学的な形を 

仮 我しなくても,個々のﾡ戦位の記録からﾡ誤ﾡの不信迷文 

個 が計算 でさるどいうこどである。 この誤送の 分布 が t似的に 正 

規分布ど して続計※に知られているもの と定すれば, 材預の 

価に 対して真 の材積がそ れらのNにある こ ご がﾡん ご確ﾡな信 

預ﾡ界をさめるとどがでさる。個々の単位の誤ﾡの分布が正 

規分布ど相当大きくﾡっている場念でも, 材積推定短が、多数の油 

単の平内値から導びかれて いるとさ にはそう望大では な い ・

車粒が'確率的に選ばれて いる と考えれば抽出誤遂が 計算で きるこ 

いっ※朴 な板 天 を承統的督本に あてはめることは, 系ﾡ的描を 

状問する主なﾡ由の一つこ才ﾡるも○である. それがﾡ突に流 

い答えを与える場合があるかもしれないが, しかしそれはおそら 

く系統的ﾡ &用いて も精友が良 く なら ないよろな林の場合たけ 

であろう。それが設際をねくような結系を号えるﾡは, 全本温 

不で得られ るデータ を細かく調べた後において のみ判断ナ るこど
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がで a る. 系統的想本から誤ﾡの評畑 を導びくるにこれまてにﾡ 

来された方法 は,枯 峯位 の位 面積 き り の材ﾡの 分布に対して 

要に細かい仮ﾡをあけている. 例え は Cochran (/夕x4 (〕おょ び 

Netdrn (/テム7 (ユo)〕は接 し た単泣 聞 の相関 をﾡ知する数学的 

なﾡ型をﾡ示した. ・れらを色々なヂータのﾡについて今味する 

ここによってのみそれが遠当であるかるかが判実でさ, またもし 

これらの 万法が+分な しのであっても それを用いる 場合 は標 

本データ から救っかの耐加的な み数 ( Paranteter ) を推 足しなけ 

ればならないから. 概木が多数の ¥位か らなる場合しか有用な結 

系は得られない。 客着にはﾡし単ﾡな系統的袖を多少体正した 

気験ﾡ々 ケ法がい*※ においてよ り有用である ように 思われる 

が, これらついては sec.// においてもっータ注滝するこ込に 

ナ る .

系林のﾡ作為お よび系統的柚の相対的な利益について Hase/ 
く?38く4)〕が, べている見方は. ここに与えた説明Y非ﾡに 

よく似通っている. 彼はある大面ﾡの森林に対して, 系統的袖当 

が短作為ﾡ増よりあい精攻と有ナるこどを見し, はた規山的な 

ﾡ岡で配舌された単 の 便利 さ», 地回作製の目的に有効である 

ことと考えて. 彼は精及を示ナために多少のﾡ平位の迫加制書 

をしなければならないと して も, 一ﾡに系統的ﾡが優れている 

と結論してい る. とのﾡﾡに対ナる彼の分林は核の論文でより部 

ﾡにﾡずるここどナる. ここでは, ミの論の基ﾡをなけるんに 

他の林について戸様なデータ を条め分桁しなければならないと微 

ﾡレている 依の 結論の立裂性を補すれは十分である.

o. 規則的な 造林 <Resu/ar plantiny )
これまての報で行なった 話論は ノ 少し修正ナるたにけで, 規則的 

な高 でﾡ林 されたた林のサムリングにも用でさる. サムプリ 

ングの主妥な原則や景作為と 系統的柚 出の相対的な彷値 は 全然、左 

らない。 しかし調ﾡ及の仕事はずっとな易になり, また私Lた
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小単位の位ﾡづけや調宜にもあまり ﾡ用がかからないから, strip 
サムプリングに対する副ﾡも不姿どなるであろう. 従っ て一ﾡ の 

考冷をうべさ Nﾡは . 材ﾡ椎定植 の ﾡ友 を 何上 させるた めzか池 

単を用いる こ との 妥性であろう.

袖峯位および記録単位 はﾡ方と も福が樹木の列削ﾡの丁及格 

数r, 長さが列サの樹木ﾡの距雇の丁及ﾡ数になるようにこらな 

ければならない. 従って間隔や空問の不規則さ による 二 强的な恋 

動 ・ 別にすれば, 単位内 の 文木本数 は 列中 の ¥の相対的な位置 

とは最関ﾡこなる。 もしこ の系件が認められ なければ, 単位を列 

广 対 し て施率的に配置する ど 撃位当 り の 立木本せ の道いのためた, 

附加的な交ﾡ成分が現れるで あろう. この成分は単位が小さくな 

るこき 全材ボ に比例 し て塔加す る. ーオる単位を植付終 同じ 方 

向に位通づけるこにすればこのﾡ動は除去でさるが, ¥当リ 

の立木木敦 が 鑒定された植村 の平密夕よ リー棕に大き くスったリ. 

あるいは小さ くなったり し <最終的な推値 に偏 り が 生ずる かも 

しれない. たこえ ﾡ村 ﾡﾡが林を通じて全く買じでなくても, 記 

録¥位 の大ささ を平均極付ﾡﾡに 関して慎更 に送べば, この次ﾡ 

性を少くるのに役立っであろう.

//. ネ 寺 (Recommendation )
それ ぐはﾡ何なる助言をここでちえればよいのであろうか? ま 

ず第一に, 単にサムリングが全林を木調番よリ姿ましい ばか り 

そなく. ﾡできる調査を行なうつﾡ委な燃練した評査頁がﾡ

騎でない限り,その利用は避けられないもののように冠われる. 

よく計こされ注怒深く調在されたﾡ本が. 多か時Nおよび労力の 

切の故をし って性念かつ不注意に実行された ' 全株 毎木"より 

優 れて いるこ こはﾡいのないこころである。 サムプリングはこ し 

幅 り を 避ける つもりな ら 紙 的なものでなければならない. み林 

のサムプリングに道切な 統計分析 の方法について ○価値 ある説ﾡ

の*で, Schumacher 2Chdpman 〔/?42(コa J は定値2真
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値このﾡの確案と思われる かけ 催れてNﾡとする御基巻は. 対象 

を為作る標本にのみﾡ定 しなければならないとuべている。過 も 

の径験からあるﾡの最作為標本が期違いな く+分な消度を与える 

と考えられたりたはﾡじ袖字の系統的桜本がルく ここょよ

いﾡ友をもっらしいと して送はれる場合には.
多少の譲歩 を行な

わねばならないとしても,ﾡﾡには彼等は正Lい. ミの論法は

常な 傾更さ を もって 用いる .要 が•ある / ーカYates (タ44(32))

は"それにもかかちら ベ々がな大な面ﾡの調査におい<無

今控出よ り不終的な教または格そ状格法 (line orgviad 
が優れ ていると ボすると とも事実である。

SdmP/, )

達成 される 精友 を調べる 為に 必要な附加的作業は, 調査自体 

おいて 節約される 作東堂によ って補價 されるで あろう。・と機べ 

ている ・ 考考にはミ の 給雄 が精友 を+分 評細 でさる と収し<い 

るのが幾分槌急にすざる様に思われる.系統的岫出でタト業M節内 

される 程反 ほ,地域的な 組織や条件 によ っ <非常になﾡ画に表ル 

ジる・そうしてこれについては, サムプリング炎行の長期刈の冬 

験からのみ直切な判許が下せるのであるが。 しかしそれはめら 

しもﾡに大さいとはﾡらない。

ates (/ア44 c24〕は柚 予続 に修正 をかえることによって, 

¥-の 系統的督本の誤送 の 妥当 かっ 信類 しうる 評価 を与える」 

な方法 を展間てきる かも しれないことにっいてヒント をおえた. 

tCie ツムブリングにWして彼はつのVﾡ性YLて, ・も2。 

ﾡ本と低かに緊なる削ﾡそもつﾡ2の想本を込る ・ 2z &長条し 

たが とれ によ っ て "ナべてのN隔に対する二っの str;p 周の堂。 

ル識か得られることとなる"。もう一つの可能性な,林の構成要 

奈上にわた って. 無作為 あ るいは多分系統的な補動サム プリッグ 

:行43 て 凝動性 の倩電 を得る ここである (Hasel,/ラ3s(%5〕. 

なる 系続的督本 / っ け では十かな認※の央信をなけない ・ 

とはﾡかたから. 御冬考が系統的サムプリングによってふえら 員 

る桜軍と精よの利益をき女することにさめた場合には, もし受 1;
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’精度の詳極も望むなら若干の附加的な作業を算信しなければなら 

ない. たとえその場合でも保本が多数の (例えばくごもノ○○個) 

地位から構放されていない悪り. この方法で 次好な結系 を 得 

るここはﾡしいごXわれる.従って非ﾡに大面意の森林のみがこ 

の 条林 を満たす ここになる。 しかしこのﾡﾡについて何等かの 

用的なめ場を行ない得るまてには尚一ﾡの研がル委である. 特

長素さ れた方法を全状冬木から塔かれたﾡ本で試み, 済友の北 

矢値 &その 真値 と 比製 してみる ここ がめ妻 であろう- 明らかにこ 

の種の研究 は 系統的サム ブリ ングにﾡﾡ的利益をもたらナンいう 

き味での規町前な会ﾡ状ﾡの 全林ほ木調型 について行なう場合に 

のみ役立つものである.

最終約に 与えるととのでさる 一般的な助も は, 大部分派続釣サ 

&プリ ングによ って得られる真のﾡﾡの平均的向上にW保ナるも 

のである. もし、れがかさい場合には, ﾡ作為ﾡを放祭するご 

きに週けるこどのでさない誤送文値のﾡ牲, あるいはその定 

ﾡを求めるのにル受な労かの迫加は. 償うにはあまりに大さナさ 

るど思われる。 多くの調査から求められたデータを ﾡ々の柚 

計画く samplins scheme ) を 比教 ナる ごいう見ﾡで十分統計的に 

分ﾡナるこどによってはじめて このNﾡは解決することがでさる. 

この目的のため)こ は 小記録単 位での 全林を木 が最も貴 ﾡなもoで 

ある ・ Yates ( ノ タム 4 (4ゝ〕のﾡ文やとの論文で進められよう 

な考家をこり入れて修正あるいはﾡ正をほごこ した Hasel (/3ss 

c%)〕や Gviffith 〔/タ45 ノ44 (4)～ <S)〕流の研究を数多く 

行なうこビ がル 要である。君着は サムリン グのﾡﾡ &ミの面に 

ついて後の論文 で要に+分にかじたいこ意 っている。

約 く summary )
/ 林木御会の主目約は, 全材積よたはあるﾡ類の林ﾡをﾡ定ナ 

ることである. 第二の目的 は 材積 推定値 の 信徹 イ生に 対する数値 

的 な 評価 を求める 、2てある.
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ス. 調査 データがさた林の池図作製のために必委となるかもしれ 

ない。 しかしとのために意通な糸件は必らLも才積推ﾡのた 

めのものと同じではない. 地図作製の刑題はこの論文では納じ 

なかった.

3. 全本ﾡ木ﾡ査(くconPlete enuumeration ) はその突際の性ﾡか 

ら, ﾡ査名の測ﾡ の 誤り や 過失 を 別に すれば 正 しい 総材 ﾡのm を 

与える。 これは大ﾡ積の林ではﾡ用がかかりナざるから, 多く 

の人々の意見よ れば必委でない.

名 ﾡ本調4(samPle enuneration > は, そのﾡ票が総材積。

支位を与える と 思 われる 油出 率をも っ <着 手される会株の あ 

る部分の調査である。 全林の一か部分のみからなるﾡ本で十分 

な椎ﾡ仙が将られるなら, 大きい節約ができる. サムリシケ 

の 手 続 ド十分な もの で ある か 否•か は, 真のﾡここの袖手純を 

銀区して得られる推友値で期将されるもの立の互いの一我のﾡ 

及によって さ3るものである。

S たこえサムブリング計動を失行に移づとさに, 一般には炎京 

的4便ユとめ計週終から最も信頼でさる結系を今えそ らに意ち 

れる方法とのﾡに, あるそ協がなされるどしても, それに念ま 

れる統計的な原理をﾡ解することは サムリンゲのN類を正 

しく認数する上で木ﾡ的なもの である.

6. 任意 の サム プリング の推 値が したねばならない一の 系件 

は, そ れが備 りをしたないどいう、こである. 従ってﾡ報位 

の出は全く 客頼的でなければなら ない. これこセ もに 

位の位置づけ*ﾡるおよび 村木 のすべての測兄に おけ る 注 危 を 

Xに 関する厳格な 規則 もなくて ほ ならない もの で ある.

ク 特文の率のサムプリングでは, 小&の大撃位をﾡいるよ 

り も多数 の小単位 を 用いる 方が よ りよい 精皮 が得られ るzﾡわ 

れる。林内の交めの性ﾡが何もゆかっていなけれは, 正方形。 

地出ﾡをぶのが殺もﾡいようである. ・ しある方向の发動 

が特に大さいど信じられる場念には, との 方向に沿って 表る 細
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政い単の方が寺面点の正方形単位よ り しﾡよが寄い. ある系 

件のもこでは. 林を真査に水切る長いﾡ形strip ―奚 用 的な嘘 

一のもののこ どもある. この場合にも多せの小半位の方が有利 

のよう にﾡわれ る .

s 規町的な列町ﾡでﾡ林されている林では, 油単位は巻通の 

ﾡ合そのﾡを列ﾡ開の丁及倍太に, その長さを列内のﾡ付ﾡ催 

の丁友格数に こるべきである。

み 全林にﾡ率的に 分布 し たﾡ洋位からな る 蛍 織魚 作為糅 本 く 

unyestricted4 random. sample) 総林ﾡの不ﾡ推文値生与えま 

た推支値の ﾡX を 評す るここのできるデヂータセ も長供する.

/。 通化量作為甚本 く stratified randon. sample ゝ ではその中 

の番位にある制ﾡがっけられていて, そのために平均的に 

い え ば標本が林の すべて の部分 を公平 代表する こいう こどが 

係証されるのである。 従ってその椎ﾡ値は精友が向上すするこど 

が期待さ れる.そ の推支は もし正し い計ﾡが行なわれればぬ 

ぱこして 不クで ある。

/ どのような唇化万式の場合でも, ブロック は可継な 限 リー様 

2なるように 渡ぶべさ ぐある.

a 一欠の袖字のサムプリングでは. それぞれﾡ木に小なの¥ 

位のﾡ与を与える小さいブロックの方が, ﾡ本に多く の平位の 

新与をちえる大 ロ ックよりも ﾡ友 が高い ように 恐われる - る 

ブロックがﾡ本に二平位の考与をキえるような記置は, この性 

資と有効に利用するものでﾡ本のデータからﾡ及の数ﾡ的な部 

ﾡと与えると こ が項 能である-

s 精友の部いサヘプリングのチ統さはルらずしも平-のﾡ本ヤ 

にﾡ友 を 評価 し得るデータを共めるここどはならない。 なブロ 

ックで唯一つの袖単位をﾡﾡナるようなブロック作り○万式 

は, =倍 の大ささの ブロッ クから ブロ ック当りス単位をとる方 

式よりも精友が高いと予ﾡされるが, ﾡ着の満よはﾡネの内部 

的な証拠だけからは評価でさない. それに% かかわらずそのよ
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うなサムプリ ング手統の渡状はﾡ々 去当な のであり母る.

ノ火. 地却単位冬の単位画求 当 り材積 の交勤 は愛 々系統的な桜単に 

従うと考えられる. ﾡ化は標本を林のこの"ﾡﾡ"会体にわた 

って玄く分布させるごいうこどのために, ある表度このこz& 
送ﾡ に入れている- しかしながら 多数 の 強处者 Hむし ろ , &ば 

れたﾡﾡが林の 会体 にわた って規則ﾡにﾡ音されているぷ 

ﾡ的ﾡ本 く sstematic sample ) と林用するであろう。 の 

う な標本 のゐっ 附ﾡ的な利会 は ・ 袖払 ¥位の位証うけ が一 道 s 
易であるから, 従って現地での過誤がよリルなくなるどﾡわ 

る ・

5. もレ私初の戦位の位置がﾡ率的に (ﾡ作為に)亜はれるなら. 

系統ﾡﾡ本は総材ﾡの不偏定値を与える. たどえそれが e 
々な林の一雄のサムッ ング 会体 では おそらく 無視でき る』 

ても, 最初の単位 を破 率的に 選 ばな い場合にはﾡり の生 ずる 

それがある .

と. 系統的標本は, 普i対定する番化無作為標本よりﾡ友の部、 

推文値を与えると子想されるが, しかしとれはめらずし資で 

はない。ある種のﾡﾡに対しては系統 的標 本の痛友は 信&下 る 

とこがあるから, 一般統計のﾡ論からごららが常に優れてい 

る と しいえない.

ス 層化,然居化 にかかわらず,無作為ﾡ本のﾡ際迷の計算が 

ェLいﾡを挙くのは, 採本が全く確率的である場合に原る。 

系続的示本が格契される主なﾡ也の一つ は. 材積変動に 系統的 

な ( シstematic ) 傾向がある 2考えられるためであるから, 

それから得られﾡ攻盛をあたか もそれ が確 率的にﾡばれた 単収 

に対するものであるかの様に考えて分ﾡするこごは, ※当 でな 

い ばか りか許ナべからざるこどである。

&. 血接する袖出¥位の単位近不きりの材後交めに何か似を経 

けないﾡリ. 量一の ﾡ統的標本の 内3的な証次からはﾡ友 

ﾡは不ョ ﾡで ある。ﾡ計理論が如灯 に進歩 してもこ の結論を s 

えるとどはでさないが, ﾡ計分材の経験ど調書か らジくども 

似的にそ当なあるﾡの仮足 が最後 には示し得るものである・ ー 

方では巻ﾡのﾡ多欲を低正して, 精友のあるﾡの評価を窓号 

こナるとどがでさる。

/ 如何なる形式のサムプリングでも, 祝年求位または他の袖 

峯位の細分ﾡの分散から正しい病友の評価を導びく とごはでき 

ない。 しかしながらこれらの記録は,ﾡの大ささや外形をもつ 

ﾡ単位でぺられる ど尽われるﾡよの研には有用 そあろう・

20 たこえサムプリング計画の送に対する 動きが一般終及理 

から可ﾡである込 し ても, 色々なサムッ ング計ﾡの相対的な 

ﾡ価の評価は 突駅のデータ の数値ﾡな分桁が終っ てからのみ行 

うこビがででるのである。 結輸はﾡ宏には一つの林のみに適用 

できるものであろうが, しかしそれらはまた相対ﾡな価ﾡの天 

酸的 な知ﾡを向づけするのに役立つものである- ミのふではか小 

¥ で記ﾡされた大面ﾡの林の全林宏木調番は, それ ガタ 教 

の色々なサム プリ ング計画の統計的分析 および比ﾡ を行ないﾡ 

るデータを念んでいるどいう意味で特に資車である. ﾡれた系 

株ﾡ太調査法のぷﾡに関る知識とﾡ加させるため, ﾡ存の全 

株ﾡ木ﾡ査の テータを可ﾡな取り汚用するべさである.
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林分の標本調査につい て
Statistical Samlins in Timber Surveys

By K.R.Nairand RP Bhargava
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(Indian Forest Leaflet No.1S3,1951 より)
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林分の標本調査について

Statistica/ S2mPlia? 2 Timtbey

ey 火.R. Nair aad R.P Bhargav&

Statistical ち なA Uく,Forest Researcん Ist,tute.

Delya Dun く IuLan Foyest Leaflet N。 ss.ノ?Sバ より >

要 約

と の 論文はまず始め に, このﾡ選についてﾡ4回と7回の 林 

協諸会くsilvicv/twra/ cocference ) で行なれため告に従って2 
られた行動, および/ア47ダメﾡのDehraDw における林葉所究 

fのsilvicu/turisL であった AL..GY;ffith の5えた, MadrzsHl 
のMowntstuart の森林にN る全数部書の データおよど Pekvd 
Dun の系林の 3o % の部分調査 データをもと こして. /?4s 斗 お 

ょ び/5o 年 に oxford の科学炎験の計画こ 分桁の請 CLectuver 
in Ue Desiyz acd Analysis of Scientific ExPevntent ) である 

Fiuey D.J. によらて発表された二つつ輸文の結論の大ﾡをべ 

る. ・ , -： .

請外画において line-Plot 調書がな範に伏用されている事情にか

がみて この論文はstriPﾡ査と比較した場合のline-Plot 調書 

の相対的効率 (relatve efficfeney > を探ﾡナる 必妻性の あるこ2を 

ﾡﾡした。ﾡ率的な line-p/ot評査において 期待さる べきﾡ友の統計

的 な 抽出 応I 究 <stntistica/ ean P /i invesSt32t,oL の結から.

号えられた精及の水準に対 しては, line-Plot 調査では striP 調書よ 

り 祐率が小 さくてもよいこどが示さ れた. それぞれ 4/0oc。 エ ー

カーど3oooo工-カーの地域において NePa 工場のﾡHﾡ生産 

に利用できるsala; と竹の資源を史するため, /52～5/に 

わたって Madkya Pradesh で矢行された二 つの系統的 line-Plot調書
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ゆ総果によれば。 隊用された々こグなエーカーの大ささ。plotに対 

してば, 真植の ○%内において全資滅の椎定値を求めるのに袖

率を/ッ。あるいはそれ以下 に く でさることがわかった.

stviP あるいは line-P/ot 調査は何丸も1缶地帯 ( hilly vesion ) < 
妖用できるとは思ちれない. こ の位の録林の場合には林班又は地形 

的 な E通z格出 ¥位 こして使用すべさであろう.

精 言

ノタ4今4の " 月 に Dehra Dun でﾡ催されにﾡ 4回数林協試会 

(silvicu/tur&/ conference)においては, 戦時ヤの通伐ﾡとﾡな 

する資源に関する情報を収失するための大規浜調ﾡが糸層の昼であ 

るととが発せられた. 協議会では保本部番法 を研宛るこ22 ・ 
往 の 調登記 録 に 対す るそれらの効率 を検討ナ る ことの 更 要性がか 協 

された・ 名々な方法について予徳される ﾡ及 と積々のタイ プの赤株 

や地域における調査率(intensities ofenuunerat;on) の指針をめ 

るために中央音本セに。 疑海のデータ を再検討するﾡ隠を与える こ 

いう決議が株択された。

こ の決議に従い当特の ▼央ﾡ株旨 く DrA.L. Griffit )は ィン 

ド各地から行られた多数 o 全数調をおよ び部分調舎の記録 と所究L 
これらの調傘をﾡ々 の 油出 率 の 標本義査で おさかえ た場令に得ら 入 

る通 ﾡ 推定値の信移性 を一連のす 行物 の 中 で 論 じた。彼 は 消査 

の効率 について (The Efficieney of Enumeration)" といっﾡる 

のとにNo.8うからんo夕/までと, ヲあ 4 ◇7っの Indian Forest 
Lezfle t (遂林>e 発表 した. 彼はこれらの論文において 義積 調 ま 

には 必ずしも 全数関受が 本質的で ないこu, おょ び標木新茶は F 
更ﾡで対し十 分信頼 で さ る 蓄積推定 値 を ふえうるﾡを示し/に. とo 
方法を用いることによって評査時Nご貴用を大ﾡにﾡ約ることが 

可ﾡとなる. 中央方林宮が標本推交値のﾡ夏を計算する為に用いた 

方法は, 厳核な牝判を求めるために公ﾡされた. /44年/0月～ノ月 

にDehra Dunでﾡ椎さ れたﾡ7回林協識会では結易次の決革を株
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状 し た (話の ク承)。

“中央若林官は,系統ﾡに配列されたデータ K対する系続的袖 

の益文値の精友 を 計算 する 数学的に 満足 でき るう法をボめるため, 

&れた紫計ﾡ と緊逸なﾡ触を係っ べさこと'.

戦後のF.R.Iおよび大字の再ﾡ載計この立点部門である続計託が 

/9ム7斗に創設されてから. この新しい部が受めてとの全問ﾡを研 

気すべさこどが決定された. 統計部に対して与えられたこの仕著は 

D.J.Finney によって公表された (/ア7. /?4&,se) 三つの論. 

文によって非常に会易どなった. 彼に対し<中央ﾡ林官 (A. L. 
Griffith) は, 彼がI. F. Leaflet No.85において用いた Madras 
力 の 多用地帯 の ※米混ﾡ林 ( Mount Stuart)に対ナ る全数羽書のデ 

ータ, I.F.Leaflet Mo. 4 で用いた Dckra Du の foves t div'sion 
の一部 調査の データ を与えたのであった.

「Fovestyy」②好意によ り Fioney 烟 土の覆初の二つの渝文 は, 

/夕4?4に当研ﾡによってInd;zu FoYcst Bulletin No./«& くSt- 
atis Zic&/)zLて再録され. その写しは林業省のﾡ岡および林 

官に配布された,

ﾡ化魚作為または系統的標本の』れかから求められた'Mount Stu-

のデークはFinney 博士によって研突安されたが, 2れによれ 

ば, 全ﾡ林の2o% く町ち5木の strip キから /本) の祐ﾡの聴 

合には 真値 の5%メ内の 椎足値が将 られるとどはﾡん ご確央 で、,/o 
4(/○木の strip から/本)では真ﾡの/e%以内. また5%(ao 
本に/本)の暢合には, 真値の夕 % 以内 の 推定値が得られ たであ 

ろうどいうこど が羽確に示さ れている. 研究 したデータに対しては 

系純的ﾡの方が. 層化 無作為抽出 よ り もﾡ水が高かったにゝかか 

pらず, 者の 方送では, 柚払誤送の 評価が不丁ﾡである というﾡ

.二： で, Finey 教投 は 後着の方法を推奨してい る。

= つの方法刑の差ﾡは例と用いるこ どによっ て甲際となる。林が 

例 えばマチエーンの 4○本 の strip に分専 されているど 似足 し, ﾡ 

当字がユ2% く5本/本のstr;P> にきめられたものとする。従
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ってﾡマの 柏 出 陸jxm 2本の s hkiQ の金成調毎幺行 なう こと でゐる. 系統的培 
出法で送びこれるSt〜iPiは.③し番考でう. 2.夕-----. 58 でめる。 

二のう法は. 株と5本の striP からなる 階 し た ブロ ッ クに居 

化レ, 各ブロックの英すのstriP &客編的に愛んで調査ナるﾡもﾡ 

埼な形式の盾化池出法を考えるこ とがでさる。 Fioney博士 が 推奨 し 

た爲化 魚作為ﾡ本でのブロックは 2の数町ら o本の stYiP か 

らなってい て (全部で 4 ブロッ ク ) , 各ブロッ クから2本の striP 
が乱数云を用 いて全く 無作為に選ばれる. 各ブロックか ら 選ばれた 

str;P の井になったプロッ トNの変勃か ら材ﾡ推定値の柚払誤光o 
正しい巻束値が挙びかれる。

第三の論文 におい て Fiaaey (/75e> は, Dehra Dun の 森林 の 

こ○%の部分調意のデータ彼のﾡ二の論文の方法を適用し, とれ 

らの殊の材微を米欠するもう一つのﾡ払方法を研究した. この詳舎 

は系統ﾡﾡ, 印ち これらの林の5番目分の stY;p を調査するもの 

そある( 詳細に つい ては Saha; (/ ク> をみよ〕。 Fianey は , 

のao。 の系統的袖 についてﾡ行される色々 な副次柚出 <sub-az- 
呼//'” )のう法について考家した。

このデーク は 周期秀動 の 存在 を はっきり証用し たが, その周ﾡは 

長さ約 /ク。 チ エーン となっている。 この条は色々な型式の急作為描油 

当およ び系先的ﾡの相対的ﾡ及なら に妨率 に多大な影※ & 今え 

る。一ﾡに系統的ﾡのﾡ友は同じ祐却率の如何なる形式の 祭作 為 

ﾡより優れているが, しかしこの性ﾡは, 系ﾡ的標木の次々の 

str; PNのﾡﾡが同羽の倍数どなった場易合に は全く 転側 す る ・

Yates く ノタ) は最4の研究 で 系統的株本 の ﾡの上限を知同 

評ﾡづるかについて老千 の理論的な手ラ &キえた. Yatesは復の 

研究から系統的袖の場合"ﾡ劇査の結果からﾡ際多当な設の 

椎夕ﾡそけると予想し将る方法は何。ないこ 2 が略証さ れ た ' 2 
べ ている.

/ioe- Plot調査

Griffith およびFinney がそ の研究で 河 いたﾡ位は克会な
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striP CcontPlete Str,P > であった.・

Finney のあげたﾡさは, "下ﾡ植生のﾡ生しているﾡ帯にお 

いては私立 L :小柏並 位立を位置づけて胡型ナる とごはﾡめて多願 

み経責とめ受こナる. 各戦位にはまくﾡれた 益ﾡから径ﾡをど問 し 

なければならないから, 調査そのものの貸用は極ﾡを作るの に比べ 

ると 少 くなる かも しれない. これらの状ﾡ下でﾡにﾡ切なﾡ単位 

は, 基祭ご音ﾡに林をﾡﾡする細ﾡいstyipである:

ﾡ千の園々においてはﾡ単位こ して小さい円形プロッ トが用い

れてきた ・ Fin land のﾡ2円 Nationd / Forest Surve (/ジ4
～38 ) に おい ては半径/ステ/?z ( S5. Sフィート) の形プロッ 

• 標木で材ﾡおよびぶ長の刈ﾡが行なわれた. "6幺耳以降 の

Sweden のNational Forest Survey では, 寺Nﾡの直祭上に規 

工的に 配遺された半径 6 ー クス (.2～ss.e フィート)の根本プロ 

ッ トハら讨技が決足された. 従ってﾡ年はﾡ会なstriP 問書の約 

4s に漠 じ たにもかかわら, ﾡ払 誤差はそ うﾡﾡには送か し ない

さ こがわかった。 ノタ7 - ァの Great Britain o Mationa/ Sur- 
veyそはク。 エーカーの円形ブロットが用いられたがとれは一ﾡ 

上z 列せず ユo0エーカーに対して/プロットの割合. 即ち柏払年 

205% て•全く 無作 為 に 選 はれた.

Kadanb i 博士 (/?43 ) は Mysore の冬営条調会に月形プロッ ト 

を用い, 熱帯林におい て は /;ne-p/ot調書が便利 であるここ を示 した 

(これは Ind;aにおける長のものである と信せられる ) . ﾡ林宮

U. P. ( SんYi S.K. Seth>は Pl,bん,t地方の sa/ 林の意道の調に 

おいて, 色々なタィプの line-p/ot調登 を小ﾡﾡ r試み た . Sんri 
setん はこ の会認の前に彼の研究結米をまYめた一つの鈴文をﾡ 

した. 々は他のタィプの本林について 同様 な研究的調冬そ全週的 

に行なう こ z のﾡ受性そﾡ調するものである.

Kalanb' 博士 の考え とは注に, Shr; Setん は円形プロッ トに否又 

的である・ 従って円形プコッ トが他のﾡ形または正テ形プロットな 

どの形状よリ椎英すべさか 低る最終的 に結齢づけるﾡに多数の経ぼ
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条調ﾡﾡのﾡ孫的な経験が ﾡみよっれね ばならなかった- 雨こ派京の幻配がーフ 

の方向で若しい大ささZ示Lている様な林ド池では, ﾡ論的な考家から, 長辺が更浜友 

のﾡ配の力向におったﾡ形プコットのるが, 正形または円形プロ 

ッ トの句れより も後れて いる・

line- plot調ﾡは書通きﾡﾡに並んだそれぞれの直故上にプロッ 

卜がまた等距ﾡに即ﾡされているような規則ﾡな配置に従うるので 

ある.. 従ってプロッ トは規則正しいﾡそそ作っている. 全林の総材 

ﾡ椎 値 の ﾡ友 & 計算ナ る目的のため, 色々なプロットついてH 

宜された材示を, 材積ﾡ値のﾡ作と標本を構成ナるものY レて用 

いる2とは全く誤りである。 Madtern ( ノタ4ク ) および Yatesく/ 

ラクタ) はこのような/ine-p/ot調査のﾡ友をﾡするﾡ法を所 

ﾡした。

/ine-Plot を用いるﾡ作為ﾡの研先

なくこもあるﾡの森林においては line-P/oL 調査が面商切であ 

るくいう芝えが承ﾡされるーカでは str:Pが番が 平均値の突 

を与えられたﾡ友て行うここのてきる多数のﾡ万法をﾡ供し, ﾡ

ろ法の宏大な可能性を用いている。 とれらのﾡ々の万法は, 

にﾡなるﾡ率をもつであろう. 多くの呉なる方法のヤのﾡれを画 

ぶべさか どいう刑題は貫ﾡのﾡﾡから冬ﾡ的に 解決 される。即ち意 

小質ﾡのﾡ方法がﾡましい. これにはﾡ在不足しているﾡ々の ﾡ

法の知識またはその其用に対するデータがル妥である。 しかし 

そのような貧用 に 対す るデータ は, 

Pilot調なを行なうこどよっ <. 

2 て 各易 に以条 するとどができる。

長にﾡらして考家ナべきである- 

れ Mount etuayt および Dehya

一っの営 C対 る林 の小部分 て 

ﾡ々の目的に +分な 正確さをも

下にﾡ告る袖研究は2の 

とれらのﾡ研ﾡでは, それぞ 

Dun の森林 の小部分に対する デ

ータが用いられた・ ﾡ用された Movnt Stuart のデータは, NoaS
か ら aク8 までのﾡ様した 44本の stviPからな っ cいる・ とれらの 

strip のそれぞれcおいて, /そェーカープロッ ト くs チェーン *3チェ 

ーン) の記ﾡ単位内で材ﾡデータの記ﾡが行なわれた. 2れらめ&u

-53一

ﾡ。 strip の/エーカーロッ ト の数はるstriP について聡々 岡 

&てあっ/た.str;pあた り のそのよう なブロッ ト数の平 内値 は3/ 
であった. との Dehra Dun のデータは. コ。%の系統的な部分調 

登で術られたものであるから, 調基された次々のstriPは階核して 

いないで。すェーンのﾡﾡがあるこどを思いすであろう- ある 

統計的な考家にもどずいて, 2の 64ﾡ②striPの帯はそれぞれ/& 

。 strip か ら なる陰ﾡ した4 プロ ッ ク に分割 された・ とのようり 

てっのブロッ クはそれぞれ striP系号 ノケ～ 32, 23/～344, 

ュαク～242 おょび→24ヨ～2クぷからなって いる ・

2のHれのデータに対レても二役祐が行なわれた- とo場合一 

次抽出単位は両方とも stripであ。たが,ﾡ終報位町ち二次地出手 

u は ount Stuart のデークでは /ェーカー く$ナェー ン*ヨチ 

ェーン) の大ささの strip内。 ロットであり・ また Dehv& Du% 
のデー タではノエーカ YNーナーン)の なさSの少や内のプロットであったイをでは4つ 

の番をなしているロツクzついて.番化二ﾡ柚出が 行われ た-

strip坂(t) とるstriP内のロッ ト数() の色々な当今せじ対 

ナる Mount Stuart z oetra Dw. ○データの甲平ﾡ値のﾡ峯愛ﾡの 

%とそれぞれ多/表およびﾡユ表 ( 耐祭 )に示す・ このふには3た 

cx) z(t)の そ れぞれ の 相 合せた 対する 拙出率 の % そも あ けて いる ・

らの私は, () または(t) ある いは その 両方 が増加す るどさ. 

#史値の標準誤送の%がどの様にﾡする かにつ いて の祝想を与える。 

抽•出率の% に 関する数植 ほ, ふえられにﾡ友町ら与えら れた推文ﾡ

55.E. のに対して,(n)の戒少およびくt)の増加にﾡって地受 

の%が どれ 位 減少する か を ある 程長 まで示ナ・ しかしとの書要な論 

ほは新3表および多4本 (時ﾡ2みよ)で更にはっさりと解覇さ 

れる ・

ﾡ引表は Mount Stuart のデータにっいて, 今えられた?の 

有友 即ち S.E.=5% およ α ユ$% に対ナる striP 教(ひうど, 

なst/;p内のプロットは()のナベての可ﾡなﾡ合せを与える- さ 

あ本こはまたそれそれの場合に対する0査ナベさプロッ ト終故 cn
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2そのﾡ率 く%)とどもに示してある- 橘準設ﾡがよ%てあ 

るような 推 えされた 標本平均値 は, 二の場合の シsメ においてそみ 

ﾡ値の 2%以内あるこどがわかるてあろっ。 同様にS E.が っ s 
%であるよっ々椎ﾡされたﾡ本平均ﾡは. そのラよ%が産価の5% 
以内 に ある で あ ろ う。

第 3 者 は,何れも月じ痛友を って平均植 を推定する 様な 多量 o 
異なる 方 法バ あり,ﾡ柔はなっても, プメロットがより多なの 

str;P の 上 に 分布 しているこ どのために, &い他出率てもﾡ水う番 

からは等し く 有ﾡ ( efficient ) であるということと非常に: 

りど示 し< いる ・ 多く の柚方法のヤからごれを渡ぶべきか。 

問には, 各々な枯出力法の英用の数が与えられている場今 

きえろこどができる. しかし発引表のは4は, sE. 尔£ % のだ'、 

には多分 // 宮以上 の striP そめ委2 しないだろら:2 を示L<u 
る- どいろのは, これ以上 striP の数を着しても, ﾡ率の%は 

ﾡくるゃかにしかﾡ少しないからである。 ﾡ桜な考ﾡから,5日 

が ,6 % のと さ に は,や員僧 とミナ strip 数はおそら く な要ないであ 

ろ う ・

ﾡ4表は第うをと全く 同じ方法で得られた Dehrn Duc の デー タ 

に対する教偵を与える。ここて注意すべきことは, この表の特定, 

ct) と () の須合せは, それそれ 4 個 の str;P からなるルロ 

ックの各々から 無作島 に<わ 唇のstrip をび, 次にこ のほばれた 

StriPのる々からﾡ作為に()のプロッ ト を函ぶことを番味し< 

いる・ ここそ第4表のﾡ値もS.E.=%の場合には, るブーック内 

の/4gのstriP の中おそらく //個以上をル愛としないこ22 
示している。

Madkyd Fradeskにおける s&lai資源の標木調査

/ ヲ ケス 年 に /adky& Pradesた におい< sa/a;ﾡ潔のﾡ本綱査よ 

Liae-P/ot法を用いて矢行さた. との州く state) の Ninar 

Forest dsvision に対する /248 一4ェから ノク4ユ-23年 ヵ 

用の経営計画)こ おいて,新即炎生雇の NePz エ ※ に sala;材2脱 総
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る目的で, 0個の戦ﾡく Coups )からなる全面ぶ 425. $?/エー 

カーのﾡしにsalai の経送こが設けられた. salaiの熱期は 

〃クエととれた。

この標木は. 40個の区のナべてIにわたるのでなく, その減 

ぁの o 区にﾡさ れたく脚 ら最ﾡの /○問 に花茶 さる べき 地 

城か, これはア7小班にﾡ分された総面ﾡ24.2o2 エーカーの林 

からなっている。

標本ﾡ は 二投法で行なわれた. 派初I ク個の小ﾡ中か ら 

。 小班の標本 を 無作為に 選ん だ。 されたこれらのる小班内に

おいて, ダェーカーの大ささのプロット (コチェーン*マ女チェーン) 

を用いて 系統的 line- Plot調で&行ったが, プロット の中はスチ 

ェー ン幡の str;p上に a5チェーン の N<配置 されまた striP の 中 

5祭のﾡﾡはぷ0チェーンであった. 従って渡ばれた小狂内における 

ﾡ当率は約/で, /。 但の伐林区の会品ﾡに対すナる池ﾡは約2/ 
%であった. 深に胡量されたェーカー のプロッ ト数は3ﾡで 

あったから, ﾡ本面税 は4.5 エーカー 町ち 全面意の 約2./ %弱 

<あっ. 周囲ウム インチ 以上 の全林木 が44 ンチの両画級で数え 

られた. この周囲スは5っ, Fち2s一3o, ミ/一34, ヨクー3. 
/ール8およみ"4タスンナ以メ 上こなった. ふ周回級内に入る 林木 のエーカー 当 

りの平均数および平均値の標ﾡ設差が計卓され/- ﾡ誤送の? 

% 用室水 準の限黑として, 標楽設塗のス倍とこるど夕っのﾡ画級に 

る林木数の椎ﾡの誤送の酸系«%»は, 33. 34, 夕.?および 

/ である ことがわかった。誤のﾡﾡは非常た大きい- 最ﾡのo
株区の ア7小班の会部について line-P/ot 法を用いる /。の柚 

出が行なわれたなら, 誤迷のK界はおそらく、の場合の約4 減 

少したてあろう。 残りの3○係ﾡの交訪性がﾡ初の /○#区の 

もの と 同様 で ある と 板底すれば, 4○城林このナべての介班につい 

て, 各小ﾡ内で袖女卒/%の/iae-p/ot調査を行なえば, 課をの限 

が約5一7%であるような 42ooe。 ーカーの全経宅乙に対す

万 推定適 が 得られる であろら。
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とのようにして, 矢行されにPilot標木ﾡでから, この調査とﾡ 

りの林ﾡのめる部分 もし く は全部におしなめた2 さ に 予想される誤 

差の松界について眉族な知識が得られた. 一友会区客区に対+るﾡ 

定値について,許冬しﾡる送の隠界が決文されれば, 最条的なﾡ 1 
出計画の立案は写易である .

パ2dkyd Padesk の資源の標不調査

この調査し同様に NePd工場ぷ料ﾡ令委頁会(Mepa ヘils Raw 
Materid/ SuPPlyCoonitec) 2代ってﾡ行されたものである。 

竹の生ﾡしているのはNioardivision の支都およびﾡ師 Kal,bL,t 
地域, 8etu/4ivis;onのTaPt;地域, およvAoravatidvsioa 

のC%dkr2kucd.火handu およuSewbadoh 地域の335な。クェ 

ーカーの 越域で ある• この 地域 を 次 の様な 三 つの品 隨 理 (々 し cめ),(o) 
) 分ﾡ し た .

(a)竹が産状に間化 している地域

(&)宮 質の 竹のま 背 して いる 地域

cc中 の 質の 竹が. 生育 している ※域

各品K型に爲すナる小班砲積および数は次の孤り <ある. 1

品 炎 高 積 小 班

ca)
(4) テシ/3ラ /45
(c) a//$2/

S&/d' 契登の場合 と同じく 二段 油出 法が 用 いれた。庶初 ca) 
(4). G) の それぞれ s3. 4s. および287の小班から, z ク.おょ

ピ32 の小狂からなるﾡ本が無作ゐ枯汝された. 選ばれたこれ い 

の 小班のそれぞれ に おいて, %ェーカーのプロットく/チェーン*ュル 

チェーンう を用いる曲出率 /%の系統的 /ine-p/ot調査が次行 n 
た・ 条豚に調冬が行なちれたプロットの総るは /〃。 6 で その面燃は 

28? エーカーであったが, 袖調査 の 適. 用さ れたﾡ画は会部で 

335.$2? エーカーの地域であった- このよろにして結活描率は 

2/%弱となった。
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各プロ ッ ト内のそれそれの群賞について 利用可ﾡな生なの幹数 

と利問で きる 枯れた幹教 が列々 に 記録 された. 9s%の確字水率の 

ﾡ合の椎ﾡされたﾡ数の誤送のﾡ界は, 生さている もので/8 
%, 枯れたもの で ユ3% ごなった.

とれらのﾡ談益の迷文僅によ って, 指さ れた小さい誤※の悪 

を有する椎支値 を得るのに. /%のﾡ出年では要にごれ位の小班 

をどらはならないかと決文ナるここができる。従って, もし4地 

威の総計に対ナる 談差のﾡ系が/%ごﾡ定されれば, 残りの 4$3の 

かﾡのヤから約/ど○の小ﾡをﾡし, それらの各々について. ﾡに 

沟 出した S3 個 の 小形について 行なった のどﾡじ方法で /%の袖 

を行なうべきであろう。 との場合の 会地ﾡは /%から2.4%な 

みそあろう・ との柚率を/。ﾡ加させれば, 町ち50の小班の 

-っ一つからを行なえば, 整 定値 の 誤差 の 限 取 を ムーク% に 引 

さ下げるこ こができる。

uﾡ林の標本ﾡ査

弟クﾡの株協議会の決議の一つは *ﾡ々のタ4 プの森林おょび 

方, 特に Pvnjap, Kashmiyおょび N.W.F.Pの高地のヒマラヤ 

スざギ, モミ. スブルース林において部分ならびに全数調ﾡを要に行 

っこ 2 " そあった.

Jantnu. およしKashniv 川の林業局はこの決諾に従って, 夕なク

ヒマラヤスギ - Kai) 林の3ク8エーカーに対して. 4チェーン 

番のstriP に沿ったユエーカーのプロッ ト を認録¥位ビ 会※ 

調番を矢行した。 str;pの数 は全部で ユsであった. こ の調4を担 

当した州のﾡ林官 Shr; M. Mehta は, "Effic;ency of Enu- 
meration"にっいての中央ﾡﾡ官の /eaflet z一針で彼の 

研究結ﾡ を leaflet とし<楽表した. 残急な こYに彼は, このﾡﾡ 

でﾡもﾡ要点であるﾡ山林の 5ルカ 抽出 調査 の貴用を全数ﾡ査のそ 

れこ 比ﾡ る周ﾡを論じていない.

こ の 会旅 に提出 された Shri S.K. Seth の論文は u盗地にお 

いてstripを袖ﾡ位とづる こと は全く 実際的でない こと を指者し
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ている。不規則な形や大きさ の地形的な 単位でさえ も,使用が困離な 

ことがちかった・ 従って彼 は 現在ある 小 班を抽出単位 に用いるこ* 

&巻契 し た ・

肘 録

Finney,D.J.(/タクク)

Forest。 ・

----------< / ラ4s)

VoJume EsLimation of Stad4in3 Timber by SanPlin3 
うん PP/クター2e3.

Randont a24 Systen&t,c Sampling in Timber Surves

Forestry,aっ PP. 44-タ?.

く/3$2) Az ex&nPple of Periodic variation nforest Sanpljes.
Forestry, 2ラ, PP 24- ///.

Griffith, A.L.(/タクケー47) The Efficieneyof Enumeva.tions.Indian Foest

Leaflets Nos.23ータィ

Dehra Dun .
K2dantb,. Krishndsw&?y (/?43) ・

Indian Forester, 47,

クシタ4 Forest Research Institute,

Yalvdtion Survey りy the Spot eLta.
PP oz -

Materna, B.(/タ47) Method of Estin&Lin3 tんe Accuracy of Line and
S&mPle Plot Surveys. 
gsfovsoksaastazlt , 34. PP

Meddeldnuden fraz Stdtens Sko-

/-/
//a"/ K. R.C/マ$ク) SamPpliy Techn,zves Iadidn Forest,ク4,PPョ/一s,
Sahai, R: </747) Fartial Enumeration in tんe Dehra Dun Forest

Pivision. Indian FoYester, ク, PP ヨクー77
Yates, F. (/タタ8) Sys tenztic Sanp/ ing. Ptilos。 Ph ic T ransact ons

of Uhe Royal Society, Series A.a4/ PP ヨグ$一3ク? 

</74?> S&nPlinタ MeLhod for Censuses &nd4 Surveys
Ckarles Griffin & co, Ltん., London

第/表* Stuart のデータ

(/%エーカー=ク火26c. チt. のプロ ッ ト 当りの平内材積) 

ﾡ々のﾡ方法に対ナる平均ﾡの%でな したﾡ進誤迷
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ﾡ2表" Delva Dun の データ
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模々の他出万法に対する平均植の%で表わした林準誤差
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-60- -61-

第3を Mount Stuart のデータ

ス確類の精友・ 町ち保染誤ﾡ=

ct) と各 stYiP 内 のプロ ト数

Sおよびう5% に対する StriP女 

c受)の すべての可ﾡな 組合 也.

(/はェーカー=/u4c ftのプコット当り平均村績)

%=Sく t的) 標半詠ﾡ % = →今 ( 似的 )

L, ・ c るstrP* /、・ るstr:P内

P のプロント 袖率 望P プロット滋 nt 年
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第44表 Deh rd Du n のデータ

2ﾡﾡのﾡ友, 即ち標準誤差-S およびユ% に対す る striP 数 

ct) とるstrip内のプロット数く)のすべての丁能なﾡ合 

く/エーカー =sa3.5c.ft.のプロット当り平均材ﾡ )

標4設差 %=5く t似的> % =5 くtA4釣)
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地床植生 の 由有面ﾡに対 

る 系続的およ び無イ作 弟調査の 

由出課差につ い て

Sampling errors Of Systematic and randam servey Of 

cover-type areas.
james G. Osborne(JourAmer StatistAssoc.Vol37.942)
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地來植生の占有面積に対する系続的およびﾡ作為到査の

袖設巻に ついて

Samp/Mg erYoYs of systematic aad Yandom

SuYve of coveY tyPe areaS.
J&mes G. OsboYne

(Jour. Amer. Stzt,sこ. Assoc. Vol.37. ノ?4ユ )

この論文の目的 は. 系統的標本なら どに魚作為ﾡ本からえられた

標本推定植の精度 (accuraey) に関する研究結果を報告 し. 受に系

究的な震測の組から実値の柚誤差を受ナる方法を述べ 

込である・

ここに製告するﾡえは. 地ﾡのﾡ炭状ﾡを植生型分類よっ 

受ナるサムプリングの結果を取扱うものであるが, しかしこれ

る こ

て
ら の

推兄値は他の多くの分類基半・ 例えば土地利用級, 林型扱などによ 

る常 政状ﾡ の 推 来ﾡ となん ら 本 資的に 異なる もの ではな い. 実孫 , 

所宛にこのよ うな浜料を用いると z 1ミ したのは主こ して軍性とデ 

ータが利用でさたこYによるものて, こばれたﾡﾡのﾡ料 が特に こ 

のような所宏に適しているこ考えたからではない。 しかしながらと 

りあけられた問ﾡは矢所に直ﾡなも のであるここを指為しなければ 

スらない. なせなら. 上述の分類に従う 地域の推定値は大部分の土 

% 利 用 計 動での装 ﾡであり, 多くの調査の不可欠な部分をとめるから 

である。

この研宛で用いたデータは=つの地京植生分布函 < cover- tyPe 

naps) からえられる。 その一つ は 中位 の大きさの地域を表わし, 

一つ は 大面積 を表わす もの で ある。ﾡ率は前着では中ﾡ友で 

あるが後考ては非をに小さ い. はっき りいえば,最初の ものは 商 

California のas*3eマィル の地域に対ナ る植生図く vegetative- 
coveY maps ) およ び土ﾡ利用図で ある.さ の地図に対するﾡ率 

はﾡ /マィルあたり ノ本 の調査祭2 いろ割合になっている。 第3の 

あ の は Washinston 州 の北面部の一部でカナ ダ国境の南ﾡ s○マ4 
ル Iに わ た り Puget Sound から Cascade uﾡに至る距離約 4o マ
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イ ルの林相因 (forest-PPe ntaP) と林当函 くforest condition naP 
て, そのﾡ出率は/○マィルﾡにノ初査故の割合てめる。 したがっ 

てとれは因有林調をの才法に したがう の である . どちらの修合 た 

し逃図を様めして直終をひさ, そ九ぞれの域生型をさる故故の長さ 

&記祭 し た.

特定のﾡ生型級に爲ナる面収が全品示に対 して占める訓合は, そ 

の奴を通る 夏ﾡの長 さ がﾡ線の特違長 に対する調合 と 局 じだといら 

二とが仮足されに. この収ﾡのチェックこして,小面ﾡのﾡの地因 

上 の 耕地面積 を プラ コメ ーターで 則足し, 上記の 死法でﾡ したほ 

ど比最した・ こ の 推定値に ほ , 測文した全互祭から求めにるのを用 

"た・ プラニメーター 制5定によれば, この地域の4/ク4夕%が#比 

であった,数祭法く/ine-interception method) による%。はu/sy。 

で, ﾡは全面ﾡの2/火夕%. ナなわらﾡ地ﾡﾡの43ケ3%であった. 

これは用いられたプラニメ ータ ーの正座さの限系内にう4く納ま っ 

ている.

次に二っの地回を所宛して4た結系を考条し」う. calffornao 
研究に用いた データ は, こ ○地培 &横断する4○0本の開査祭につい 

ての植生型の記錄である.この期資練は次のよら)こして龍はれた. 

ﾡうの マイ ルのこの区域のそれぞれのマイ ルを32の等しい 部分 

にﾡ分した. とれらはこ の地城 と横切る 32 本の調査祭を表わ山 < 

いる。 /からヨユての&字っヤから2。ﾡの数字を無作為にえら 

び, とれらの20個の数字のそれそれに 対たナ る調型終をるマ4 ル 

どとにえがいた. 例えば御登終4が . a, 3----. 3oマィ ルでえが 

かれ。 次に調な終とがマィルごとにえ ゲかれ るこいうょうに. こう 

してほはれた eo。 本の調を祭に対ナ る複刑値が標木ﾡ そおこな 

うためみ 基ﾡ データになっている.

/マイル期ﾡでどられた3o 本の調査練の3。組 が ヨクやの系統 

的標 本をﾡ放ナる。 しかしそれらに 全体 と して は魚作為であるから. 

このよう な全せ調孫の分ﾡの そ当な#文値 をふえる. 比較 のため に

○個の想作Aﾡ木を色々な方法でﾡした. これらの 中には, な
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かんく. ○)単純ﾡ作為 くナなわち. 4eoホの調冬擦のヤから32 

ネをま ったく ﾡ作 為にるぶもの>おふび 2) ﾡ 化 無作 為柚 ナ なわ 

ら活ふブロック柚が合される. ()の場合には, ミ地桜をそれ 

それﾡ2マイ ルの /5ﾡのﾡ くナなわらブロック ) に分製し. るブ 

ロッ 7 からユ ネの調査ﾡを最作為に地L た。対ﾡ的に ノっの横生 

型について 牧告 ナ る だけ の 余お しかなかったので, この日ﾡのため 

には耕作地を送とだ。 の型について も意味ナ る ところは同じ であ 

る.

ﾡ1函. 弟］［図 は 翔作地域 (斜条> こ, 二つの出出方法を示して 

いる ・

チェーン地位で表わしたﾡ準途は 系統的杯木の総ﾡ でaク?. ﾡ 
作為ブロッ ク標本総和で s44, ま た単ﾡ※作為ﾡ本総和 でのそれは 

/ クク/であった。調な総和の平均催はそれぞれっ/s4. ユs-ss.

845クであった。 これによってこ分ﾡについては ヨつのぁ法 

よ る 椎 定例 はナべてﾡじﾡどなる傾向がみられるが. Lかし系続 

的標木総和の標準備並は ﾡ作ムブロ ッ ク標本のものの域か半分で. 

¥純杯作為採本のもの»% にナざないこどがわかる.

糸鏡対 械本 と 無作為ブ ロッグ標本の精友を 比ﾡ した結米のﾡ的 

なな株はﾡﾡ的である。爆作為ブロッ ヶ標本 か心えられる情板は系 

先的械本り桜か%にすざない. なぜであろうハ? このきっッくど 

し一前は,ﾡ さ れた破初の無作為 プロ?のﾡ木複迎ﾡの分布 そーベ 

つナれば明らかであるく先I回をみよゝ。 スマイルﾡのブロックで 

子ﾡされたように, ノマイルﾡの中ヤ に保本の 調李ﾡの全 くなかった 

ものが略々 力 あり (実Kはヨ○のヤつ7), また一調基ﾡが2 
本念まれるものが河じせだけあった. 一ﾡ極粘には 一級にそうて 

ゅる よう に 調受険が互いに 検近して おちる ここ が多 <. この場合に 

はわか %マィルし かﾡれて いない ビころに 4本の後ﾡがおら 

ている。 28マイルの長さの問査等で, 第/のむ か & マイル 

しかﾡれていないﾡユのあﾡﾡでは, ﾡ者が型知されて しまえばそ 

ヵ調書によっ てつけ加えられる情ﾡはわずかである. さ欠尽をっ
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ぐなろものは,紫作為棣水の戡を公式をそのョま適用して,この種 

の調きの地誤送の 不備9定値 バ欢援かっ 容易 y 計昇さhるこze 
らる・平的な標本内平子方から計算した会部量Mのﾡ殺崎送。 

椎文今ク5 は, 調査総和から求たﾡ値$2u とよ く一致して 

い る .

系続的調をとしう一友考えて. 当な品ﾡ田に台い<X出、hる 

交勤の社を調べるのがﾡである- ます,地域をプコックに細分 

しても一様な月 に分動する ことにはならないこ ¥ が認めら れるであ 

ろ う•むしろし量は ブロック 内 におい <注続的にな化Lまたアロークニ2 

・え化する.Lたがって一救によずキ天の場加 で役量と測定し, 次にあるﾡ継るお、 

た.圻で 利定 をおこなえば符定 の 変化バ生ナ る cあろう- えにほ 

量は位 遺の 函数 と考えられる から,ﾡにアナる問ﾡは世峰めちて 

ほめ の 問海に滞♦する. そのうえﾡ測催間の相関は, 鍋則>の M 
距催にK係ナる.

承作めブロック袖出の場合と戸じく. それそれのマィル内の 地域 

は。 様本によって全地域と司じ昼夕に代表されているから。 マメル 

ごどの送は地み※にﾡ響しないことはﾡらかである。 同時た, お 

るマイ ルでの 別催 はそのマ4 ルでの任意の他の 御測値 の 権て 

あるどいうことがでさる- Lたがって 刑処" 与えられた御を継米 

から。 他のﾡ似の可査結采を予測ナるとさの誤迷は何か?"こい、 

富ナことがでさる。 一次ﾡﾡの減小自柔理論にてらして老えれば。 

どの マイルについてもある 分賀 を通るﾡ登家の長 さ か 測定値は独立 

変量 と 考 を られ, また同じマイルにおける 任意 の 他 の 朝登練(劇 足 

されていない) に対ナ る 進文値は従爲交 莖 と 考える こと べできる. 

そうナるど任意の他の脚登線を文ナるこさの分悠はそめWを線。 

及するマイ ルのみ が取知で あるこさ, それの値を足するﾡ合»分 

ﾡに く /-Y) を 乘 じた もの で ある. ただし Yは測兄されたﾡ祭 

と定さるべさ調冬 線の 相切係数 の 平方 で ある. この 相N係な » A 
は測欠された調査ﾡと足さ Lる 調な終 の距ﾡに上って さまる.

この相係数は, /位くこの場合は/マイル), ユ単位,--.

-6- 
の歪ﾡでﾡ立された調企織の相N係数をﾡし. 相冏 係数 を 縦軸 に, 

ﾡと城軸にプロットナればでさる。業とえがく場合の将来 

系件 こし<, 距ﾡ○のこさの相Nが/であるととがわかっている- 

経ﾡから, この関係山は指数型であるここが示、れくいる・ したがっ 

て*対#方ﾡ然にブロッ トナ る のが便利である.

I函は系先的ﾡ本で計算した/. コ. 3マィル離れた調会祭の 

相関係数と 示ナ. ﾡの二つの部分はるマイルにおけるNo.4および 

とnﾡ教の貫料にもとずくものである. この研ﾡにおいてはﾡ稚 

ノマ4 ル以下 の剥ﾡ練融の相X 係数の も計ﾡでさたから こミに示し 

<おく-

一つの筋におけるﾡ 測値 の分般は, 減小自采法であてはめた多 

承式からの残峯の平均平万ﾡ迷であると解択される。

ﾡ7回測された ムク0個 の 副 会縁 の 短則値 をプロット したもの 

c, 部書終のさる排作ハチェーし(44フィート >数を地図のを場 

から 創 った マイ ル数り位護 に プロ ットしてある。 &マ4 ル内 の No 
& の神査築 ﾡ測ﾡに 対して 次殺 4の多項式をあてはめた.

銀験 によ って, 用いた多項式の項数が+かなら, それ以上志次 の 

を客入しても, 少したﾡ途子万和はよ%水出で有きにならない 

:Yが示されて いるから, 残差 ね 平均平方はも との歯測植の 平均 平 

方近次差 ( mednt-SZudredsuccessive differeltce ) のキ分, ナな 

ら よ% に並似的に等しい。 ただし

よ・ こくx二*バ) 

2-/
二 の 式 におい て, XiHは/ っ. 3----, t-/, マイルでのﾡ測値

ぐ, Lはﾡ木内の訓査家の本数である.

このとさ意のﾡ測さ れた訓査から他の調去 &※ナる場合の平 

内呼方ﾡ迷は

S= ル ザ (/-T二 >

である ・
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ここで ゲ=K自求法で求めた夕項か.6送のマ均子才 

z = でL た徐の*

プ= 型史ミれたﾡや女とそ3登ﾡみ令まnるマ4ルめ全評なﾡのMの文された予 
的相照条故の包来.たどえげ ﾡ0迅を泉が想ゝ通』。Fル 0z"%:マイ カ 
よびのxな マ ﾡのな女に対ナる平的相ド係殺の自系ぐある. ﾡ際にはミ 
は曲蟆 r^=e" と2セ。っﾡ4およびとと%の覧uて 横分ナれはﾡめてな 
及に來まる- こ式でイは評猛紫町のﾡ絡で, と っ』マe「",に冷い、帚殺でも 
る. ただし Yoけ戦v常だけはなれた0客領mの相照係なくある。

系統的 的会の各々 に こか公式を 通用 し c. 概術ﾡが ノタュから 

32sの 間に ある こと バ わ かった. 平均的分散 に 対たする 係準ﾡ送 

4% になって いる, これはが査縦然和Wのﾡ楽信途ユクフとす比さる 

さものであろ.前法したよっに, 千向P か数にたるぷﾡ締遂 

今7今になっ< いる ここ ろの他マ の思作為ブロッ ク標木ﾡﾡの械準』 

※と沖比ナ . さ れ は 3,から ク7 4 にったっている 

系銃的胡冬のる々にっいて "t"の4と計し, tのﾡ論分布この 

北較 と行った・ 自友ノ。 で e.s なるカィ 平方の値が見払されたに.

ﾡI 表に ミ ク地以で見される4っ の主広分損 に対づるﾡ来&ま 

こめておく .

WdskEg t。儿 州の地図についてほ. Docッg&.-よ型についCのみ:るニYに『 

る.この汚合はに/のマイレ離れた8本の調五練のヲ○祖の総和は. ク8s ナェーン 概準縮 

を示した. 20 マイル幅のム但のブロックのる々 におけるユネっ 

調を終から作られるﾡ作為ブロック加本は. o4コ エーンの 探 型 係 

※と示した. 菊▼図は継刈さた3。ﾡの選作 為ブuッ グ株本の/ 

っによって この地域における Dovyldss-fir 林型の分布を示した 

ものである. ﾡ作為脚をの分散はﾡ一率の系統的ﾡ査の約 

(ナなわら83 ﾡ) である。vがわかる. この場合にも, 系ﾡ的 

ちよびﾡ作たブロック初含の平均ﾡは非守に似ていて, そ nぞn 

&34o お上び 280 であ った.

受にﾡ子対すされに公式

S.D.- = 8ギ(バー>

を用いてく ここで おおよ び▼の※味は剤ごﾡじである ) 総の標星
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ﾡ炎の北文ﾡがス○個の 系袋的ﾡ本 の各々から 計字 さ. ら 

はヨ4コ と ル s纟4 の 間 に あり, 平均的分散からポめたものH755 
になっている. これは笑ﾡの然o樣ﾡ片ﾡ 78よ と 比ﾡさるべ

3もので历る.

ﾡ生祭ヵち為 地域面ボ の君化爆作あおよび不ﾡ的河に対するこ 

れらのテス トをま どめLIギのﾡりである。

ァストにﾡいた責料に対する倉化太作ゐ調書の分字は, 同- 

袖架のﾡ統的さ査のそから子すざない.

ュ 系統的にこられたデータに, ﾡ作ムﾡ木公式をあてめるど, 

総和まには平域の地設その又位にりが止る-

こ確のﾡ料で, 爆作 %にはんにﾡ期位に選作ぬ*本公式を 

適するご, 総和の 設 爰 の信相でさ る椎文値の えらルるこ 

とが示され石.

4. ﾡした斜ﾡﾡご測だしないﾡﾡﾡとの相ﾡの椎ﾡから. 

系ﾡ的ﾡ本っ報ﾡのﾡ頼でさるﾡ立値のえられる ここが示 

された.

弟/図 散域の林作地と桜る3○本のざ査ﾡからる系統的杯ネ・ これは32 

マイルのそれぞ九のマイル内 におけるざ『ﾡ条/とからﾡ放される.
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回 地壊 と横けナる 30 本のﾡを終 によ ってF ら れ るﾡ作為 プロッ ッ 標よ。これはノ5
悟のママイルﾡプロックのる々のヤにおいてﾡ作為に送んだス方のは練からﾡ 

れていろ.

あノ図 告点位 (地出の左尚からマ イルてまわした常)の上にプロッ ト したム〃 0椚 の 
基ﾡのる 々によ って 切 ら t る併作地のチェ ーンく64フィート)数

るマイ ル No.& 吹の粒ﾡ倍 にして次る& 多京式を小自求法であて はめ 
た. 用いたﾡﾡ値太いたで示ナ。

3図
0 ◇S /。 /タ 30 " o う

«マィル

誕旅燦 No. " およ び" No.どにっい て こ ユ.3マィル 触れた阴曝球の相関係氏

熱全燎〃 と ム についての概劇値り相関係教 とともに,ﾡ触/マイル以メ下の化玄欲の袖 

K係救なしてある

あ5招 Douslas-fiy 地以冬示ナ地2
ノﾡの ユdマイ ル協ブロック る々の中で, ﾡ作為にﾡばれた本の河登の作るぶと 
仙のﾡ作冷ロックﾡ本のノつを示ナ。ブロッ "のﾡはﾡ叙で示・



/忍 上の万法て算した主ﾡっ の派型につい〔ン僚木総和 ﾡ準ﾡ光の准定位

被承型
系 ﾡ作Aプロッルト

<

S.Dr V24o.-v 応3vr3 S.Pェ
cr

S.Pェ
叫

SP L (SPェ S.Dw
エーン チエーン. ナエーン ナユー ン チェーン チェーン 1 チェージ ェー>

耕作地 2 ダ火 s4* 6ク6 ノクe/ /7ジ/

※ 木地 タコ ・ミノ/ コク→ ・<os クマ? ノ4o /585

報 地 o 3 /S4 ノケコ os コ57 4/8 "タア

株、地 // / /3o ノタシ 2 s2 s8 aa s4

) ○ﾡの居作めに出れた系究的標本総和の研準ﾡﾡ

() 不ﾡ的城本載測はから求めた総和の平地的か数ﾡ文盤の平方感. 減卜自来送 eあ <はめ 

多«式からの茨炎の平内平ケおよび可ﾡなナべ<の系ﾡ的なについ、て編則された羽針の挫 

ﾡされた平ﾡ相両係数の自乗からしたもの ・

() (z万じであるがめてはめた多式からの残炎の平平万と平的平方S次光。% でおさ 

かえたもの.

c) ノマイル町岡で系究的に脳とにが客会を, コマイルﾡのブロックハ各々にス本ﾡ入るよう 

にﾡ作島に位ﾡづけたという収ﾡの t どにえ した笑和の平 的的分敷の平方根

) 平均的係本内予均平方から求めた (ヶまはのル同じ)裸木統間の概準係送の4知偽

o) 3。何の*M甑の探空偽M. この杯太はそれぞれ3○本の全く思作んにごばれたﾡ登投 

からっている.

林分調査に お け る 無作為 

抽出法と系続的出法

Random andSystempling in Timber Surveys.

By D.J. Finney

(Forestry22,/949.後Theetficiencyoi emumeration と盟りて

Buii.No.146,For. ResJnst.Dehra .Dun .Ind ia に 円 )

(ク) 平均的ﾡ本内平均平方にもずく ぐダ)の巻ﾡ



—77—

ﾡ分誤ﾡにおるﾡﾡ出法ご系ﾡ的光法

RandOmand SyStematiC SamPlin8inTimberSueveyS・
By D. T. Finney

( Forestr.>二./?夕?. 後Tncefficienc/of exuxuabot
ビﾡしそ Bull../o./44.For.Res. Inst, DehYa Dun,Tndi& 
にﾡﾡ)

,aき

告ﾡごきﾡいほ点のﾡ町2もっの対父の浜の合立回じく. 

ホ旅における壌点査の方去ば点ﾡふﾡをにみとかの 隊点を与え 

るためのま究系の役に立モさいよ う さ☆ﾡ ごも さけれ ば« きﾡのお 

もらぐてもふい・ むりろそは、 正りく同いた場合に有ﾡ意ﾡﾡ 

2早えるか、 もい不注えにぶえった感合さ誤さりと受れふいよら 

r点ﾡ検ぶてある。片英. 条氏上うさく 銀 さた係ホさ、 ほ々孫 

夕条を会なﾡ底するよ ) 倍ﾡてきるﾡﾡを与えるも の ぞある・ ¥

っ のば足Fされているﾡホは 矢系にば会文ﾡぞ欠けるごﾡ

る貞だ的ぼﾡこみよ び記係の あるﾡの 除を愛*す るも のだから 

てるる・ 知ﾡをﾡし路ﾡかっ十か試銀された当をK ピ公ﾡ に多* 

。 かっ条係いていﾡいﾡﾡ巻が、 e.ﾡをから答るよりも-ﾡ

依のある情報2与 ～oの殺点から行るこ〜がざるる. その上 

Kにﾡ部みよび&ﾡ生な&点が天ﾡ上催かるすC. Daムa〔xei

係点西を方去の目ﾡと. その全歌督査にる科尽を顕無に受約U 
r. 低のﾡ点さ. 二>ズ始ずるものこばﾡったタ4 プの西ﾡから至 

びかれたも o てるるがし かしﾡの 熱述さ、 浜木ﾡ委去の ﾡに係り 

&もっすべての人々た乙ってﾡ係ゐるものごあろう。 く部分ﾡをが 

資系的ふ主ﾡ込し てばﾡらしいものてあった) Ir におじる監盗 

0経殺た誉いて、 a～#4 〔ノタ次ク2 cル)J 占次の送にべている 

*行された加査ﾡ系と 頃査託の ﾡ任巻 ごズるるﾡななﾡ後条垣当きの 

&ﾡを経く一般ﾡにきとめると、 平均台き矢件のもとてば〜。 

0汽在によって. / 日当リ正ﾡ約2。〜0工 -カ - く町石/ﾡリ 

のﾡ哲ﾡで志 < 2co.。 auz ) かave- eo エーカーの右ﾡﾡ) 0
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ﾡほをﾡﾡすることがざさる。 一様にこのようさ旨浜査の長百占 

全女ﾡ冬のお々xなり • 時部さ久てホむ。

本立長0合のが示認生の-級ﾡ町さ、 すべてのﾡ旅督が怒知 

すべさものごるる。 二れらにつハては以ﾡの始丈てﾡ当ﾡりく鈴じ 

そおいた〔 Ficz. xケ(55〕・ﾡ本西症デー9 名かﾡいたり権ﾡ 

値 の 着度 と哲価す る深にﾡとされる計的計ほ. 経験 oはい人 

人にば始めぜﾡのれるﾡのようにﾡわれるかも bれない、uか 

しそれはぎ査の外だ*光ﾡすればとるにﾡらふいものて あリ きた、 

ﾡの 低乏と氏のこ近弓収無Y込にする住かコ代催びある。 a 
ごﾡ点さる場合ズも能計及の即吾乙ネめるべさに云うき ごもき が 

支ﾡの公ﾡびがホ管ﾡな殿ﾡる客符U に 旅林 运 の 泥灯の ﾡ原2こえる 

ことばきすさいてあろう。 しかい、 伝点のﾡホﾡﾡにっいてﾡ計潔 

の一の ﾡをめ客とするよ う 昼言ﾡの存左する こも疑いのきい 

ところぞある・ その氏な問ﾡの-つこの論女て取坂ろものてある. 

査ﾡさ・ 商o鈴よ がほ六ﾡ査支の 原ﾡの-後的さ統西とり < ﾡかれ 

たのにり て・ この鈴永おそらく その大き か、S埼ﾡのみかも bn 
身いび、ﾡ絵が係係セ の ﾡ示を呼ぶと こわるよう8統計的さ 品 

ﾡた述べるという二之とぶらかにし てるきたい,

以ﾡのﾡ夫において着太ほ、 添分ﾡ意たこの途の解本ﾡﾡ手航 ヾ 

林分您叔農 の 不窮堆触像 を 与 を借る よ うさ条件る終ずると、もに 

更に* 一福本の デー5 を権 こ権 の高支の 評価にﾡ甲い ﾡるよっ ウ 茶 

件についてもﾡじた〔 Fぬxy *ン(シ。ﾡり2 ﾡけ ゐため. f 
ばﾡ倉ﾡﾡ(ﾡﾡ行さたばﾡ北) るるいはﾡ研のﾡ位をﾡ作逸に 

ん だ 系 後匆浆求 と bて. 逐ﾡ的&慨町に 従っ て渡ばきればはa 
百い・燃ﾡがそれ各矢のﾡ交のﾡ価を与えるためには、 シ全 武： 

すべさ-の記工は. ﾡ州 ﾡﾡ作治坊払 かるるいは各ブロックから 

二っゐるいそ以上のAﾡ位乙 透当 す る ﾡﾡﾡ 冷般ホ ごる a 
-の系在的条ホあるいば各ブロック かろ一 っ の単をとるﾡ為 

ﾡﾡから答られる年支ﾡのﾡえ、 才 - ン ドック スさ金ﾡ悠手段 ・ 

大部的&証から哲す る 二ごきぼい. それにも か- わらす、

—79一 

そのようふホの条のﾡは. -役ﾡ&会送の示すこニろによば

のﾡの0yイ プのものより舌いようにﾡわれる・

このように条麻ぱなﾡ在と計風する日 ﾡ着 はゾレンマにおちいる. 

※ばﾡにﾡ々点払2点u ・ 出氏差の正り い推こﾡな*める二 

y、氏立する問り において. 小さいキーふロック町ち、 それぞれ 

二っの塩当位る塩虫てさるよう ふ大ささの ブロック をいるべさ 

てあるりか?. 彼はその定佐の友の及&番めようこいて、塩A 
年なほげにして合いて、 ブロックの大きさな必に終め. それぞか 

ら/ っのﾡと書此いてﾡ迫の評価2 様雄生 にすべさぞるろろか? 

あるいは資行に ごほ科 ごるるび、後 に 整席するような 繁控さを招く 

と= Eにﾡ及の評価の不可ﾡさこYの多い塩油半位を系ﾡﾡにﾡ 

が出す右方法る糸同 b z 負作合書A 2抜ﾡすべさごるろう ハ?

二れらの疑問にﾡ単にﾡ答を与えるこごはぞさふい・ もしるとの 

ユっの力ﾡによっ てﾡられるﾡ及のJﾡ が使 かぞあれば、ﾡﾡの評 

a 2栄先に ・ z a てその ﾡな方去を珠ﾡする ﾡ係ささい・

もいこの科益 が大 さいさら. この方表2科点するための十公さ翌 

ス と をる かも しれかい。 任量のﾡこの林て ごれﾡﾡ のﾡ町が可ﾡ 

かzい っ こ立は、 その旅にっい zた女ﾡ査ぞあれ浜本気査てあい、 

K査をってみなげればbから&い。 しかい 類久のの休の経験に 

よ っ て ・ そのそﾡされるﾡ益の大込さを示し得るから、 ※ ま差 

o天たの増針立することがてさる。 多*の小単位に対する記の彩 

ごられる大きい休分の合*をのデークロ. ニの経除のための速

Yいてﾡに点益てある- というの、 それらﾡ々のﾡﾡ計風に

*たする多 く の力法びかﾡてさる からてある・

ﾡ点の合女ﾡなに多く 0長同を受し、面aてあるから、 ﾡ将 の 

を記ﾡ之十分にﾡﾡすべさぞある・ も しこれらの公ﾡによって、 

糸金約解ホの 統重 び一扱 に 十分大さい二Yが系され、ビ平-の系や 

ﾡﾡホから済及之評価てさるﾡﾡﾡ方去とﾡ来するため に者たふ努 

ガを払わなければさらない。 Faこィ*ぷ<すJ、 H&aeP〔バ2マ(>万. 

ﾡよ w L anPauなc こ/33 co)J 口系統的浜ホから符られたデーク を
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るたかもﾡ生 ¥ﾡがﾡ会.:&ばれつののよ う に8えて分#する= 

キ&方浜が&てるる -<2及ﾡり - にﾡさる方まても . ﾡ計条 

ゲ き近ﾡ き すると ろ の確ﾡ浜※く cxc z 0王区分た o 

ぽ 泛に庙 たて,旅分A伝の 単にをﾡ当りの シ意交ﾡの佐各 っz 
ﾡ系ぞもﾡ台てもふこをﾡ云かればェ ・いをﾡ値と与える

ご逹 T い• Ccccxcこックx4c3、 ®2c2こ/クィa(/>フ、MイaんcロPは 

は本点点拓年てはﾡする糸ﾡ的天町の夕4 プにっいマて考えペるr 
毎8せ客ﾡ区ことﾡbた。 二らびﾡﾡにﾡ 為 油 り受合ょ り 

なﾡさ計承をそ式するものてある。 その上. それらのそ当粧にっ 

てほ(女談省をヨ)さ店もふい。 そほいっも代系白さかの倉を 

認をのﾡこの-致-受めなけれざさめさいヶ. との5合ごも浜 

Xの経験がなけれざば・ 去で括をず一"かつﾡめられたパラ , 

を系を釣採こよるﾡ系ののﾡの部分ﾡ左に支同びさる込いっ = 

とのるきり ﾡか&条在さり さい. Yato〔pa4 (っtう は*行: 

するﾡのﾡえ方た示り た・ ニれらのﾡﾡも ま 会の属をから代 

られる武行的解点のﾡ意の充使立比ﾡしさよればならさハ. 金 , 

示において. ﾡ体のデータに方り て 十分な検策•が殆ん ごごきさﾡ 

論をもと ・ ナる方法よ り も. 単-系=のﾡﾡに活及の比ﾡ2おく※ 

檢爵& 方法のガバ. みとらくﾡﾡ百白にいて十分店頭てさゐほ差 

のﾡ岳を与えるの ごささいかとﾡわれる- 二の二つは何れも重受5 
ﾡ方去てるる 今 o ¥=ろﾡYちら についてt系枢省点当 

の所張について浜本顔生香に共足に町者2早えるニzばびきa、

第/に経天すべるKﾡさ、浜系を的出式=ﾡ凄のダt67 

どうか まモもりそうさら. その大ささはどれてあるか2い3- 
とてるる、 Yoloe〔タィ4(2ッコ みよび F めwy 〔xケ ( は . 杯 

そのとのﾡ蔵的督冬にあい てら. 一長には系ﾡ的塩光の方が ﾡ度 か 

ﾡいというﾡ活をﾡﾡいたが. 後巻に・ﾡめて喜いいﾡﾡ様式の 

合この始始はどら すり も 氏立をずさ た西ﾡ的浜ﾡ2示す城ては. 

系終約ﾡﾡのﾡﾡばるるﾡの 軽作為五ﾡ去さよ 0 もく る ニ立さえ 

ありﾡるこそ2示した・ ﾡってある応口に対する @〔クxz&(4)コ

-8- 
の鈴交(デークさ地ﾡ主が系往的にﾡ列しﾡものてあるから、 それ 

をぜよする哇一の粉を的き方志は素経的会やり方ブある,.工いう二

には 普ﾡ当冬当佐が欠 けている・ Gn#な〔バzs & -2c6)-() je4 
a-c ()- (s) J およoHaaど こ ノ," I は文ﾡさ全«をの 

疑2ﾡめ 二れみ2梅ﾡﾡ方法の比ﾡに同いた、そうしてﾡも 

※ﾡ的出は-般によ り 者い点及るキえるこい う絶会を下いている. 

これら0若ﾡﾡばその デーク のﾡっかを点ﾡい 二こに堂着の 一惑立 

入った分ﾡにﾡえるようふﾡにしておいた. それらはある旨ては受 

に#ﾡてろりある尽てはあき り詳行てばふハ。 受止 YaAotes ( 
-よっ てﾡ学さ た系ﾡ的品 におる く共示糸件にするﾡモ ) 

2反人れるﾡ会が得らた。 二っの京だけの デー5にもとずいて・ 

x経的は曲増なﾡすニ立ぼﾡらかに不可堂ズあるが、二の塗天は、 

支ﾡ&デー9 2入手乙さるﾡの 人々 の. 類夕し たﾡさ分ﾡのH区 

工ぶる 二 とを目的•とし てﾡ虫されたものてるる。 G および 

Hoau2 からの引気を除いて. このFぞ点いたボ話は以ﾡの給支の 

ものてあって. み六ﾡ冬去の走 ﾡﾡ 度 の 一ﾡこ全 はを尽にっいる さ 

さ0ﾡ永となほされたい・ 従ってニ・ズはﾡﾡかそれら を 氣知 b て 

るもの立依こする.

2 データ

(2) M cwnt S ひauよ

ノタメsバマ 甲 ル式以 Dux のイン ド 板菓 駅験踏 て 隔催さ れたﾡ 

尚※会び、数FFの登以モ立残な資求のﾡ報を反楽するための 

ほ度なﾡﾡが京ﾡの登びあるこYがﾡばられた、 ( ﾡﾡ 将 い うれて 

るK左方去のﾡ左ﾡな正確ﾡについては、 秋々さ全総知数びない 

かあるいるつてもﾡ少てある いう二Y2認めきモ( 既おのデ 

-夕 &ﾡべるこ立によっ て . -ﾡﾡ彦知ﾡ乙えめるこY がごきる 

zいうﾡえのも立に、協様会ぞはﾡ摂香去と研ﾡするこY、そ 

ら の 姉率と登去 の さを記ﾡによ ○て家甘する 二このﾡ客性がカさ 

nr・ そうして、『産々の去て千ﾡされるﾡ及乙、 &なのタイプの 

ホゃ地以に知する ﾡを年をぞるるだけﾡやかにせ示ぞる るよう にす
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る-め、 〒炎各示区に既なのデータのﾡ会封2全めるめ0権成ね 

号えるという夫が5された。坪ﾡかっ正合ﾡ全Gﾡﾡより t 
もり ろ大ﾡの知数及千先に家める込受がるっ ミ ・ ［qngi,rtac)］. 

この夫淡にﾡって. A. と. e ・ん4 緑+さイ ン ・各ルの多な0会 

汝哲在るよびﾡ分類をのデーク みﾡべ、 二れら0伝をﾡさ の型式 

みさび垣光ﾡの 浜京な送 ておるかえた%合に紙られ「立Xpる 

ﾡ京舎 性 の俺否ﾡ之論ずるこビかぞさた。 一年のロに役ばそ0か 

ﾡﾡ米乙 ," Gりーフレットに式Yめて 整我 bた［ 。吻&, ノタ" 

② -8 c4) - C/ラン. タxど ② -C C/3 一(ーラ B:zou&出t /?*4 c) J。 4 然 

そのど尽えいズ安行された許ﾡさく発越かっ汇政 舌足. 色；： 氏更,'- 

はありﾡぶい。 GcKさ, KﾡのK金資〜ﾡ来のxれ 

めにﾡ始ﾡぶをに十かさ ﾡた早 えらnﾡかっ た と述べ てるが 

ほたﾡぼ正当にも . 金計 ※に系統的ﾡなﾡをにﾡす る彼のﾡr: 
小&解番を与えられさかったニてZ裕括し てい る.炎みや点戸さ 

らがにこのさうにしてがら0たﾡの下て豚もﾡﾡなつと (福 

同成ﾡ報をﾡ系引ﾡて平品に4え。二 と,てるった. そう b こ 6 ゴー 

4 ビニのことを確にやりそげたのてるる、 その登ﾡにa <ﾡは 

ﾡた 掲 極宠が色 致系 芸 に 打 す ふもう -っのﾡﾡ的かっ商台z 1 

系し得る方去てるるという役n 主ﾡに十かな頭2号え、ﾡホ相 . 

信のも つ誤送の大きなﾡﾡ示いたのてあっ た、

ﾡ着ば 44 ﾡ士のﾡきによって. 祭の研究いたﾡも必に 

をの字全ぼデーク 乙ニのﾡ支にﾡ同する 二とがてきた. 彼はその* 

う の 句ンョ に おいて・ c&dxox によって (南4 ン ド 多 丙落案* 

常のﾡ部無やﾡ旅C,の3&件 •と b てかﾡされ-r1 &/to。 州 の : 

Cooよxtu 地方ﾡに打する不頑引&形の 久 srさエ ーカ -プロン 

クの誕本走馬をﾡ祖している 【 ノタ* 广 クタ>J。 欠必秒よび成物は 

4x44 の 始天にﾡ約 されている。 この成さ ノ2テ -ン年。 m 
にﾡaケェ-ン ご、ばYﾡ<平行に走るﾡ面のﾡ線Y高ﾡ&は1 
3な によ っ てﾡ査が行われた。 <なク ばよケェーン の長さ=v 
別 々 に その 中 の 木 を記係 した. 従って 字め単 ほ/キェーカ-てる
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った・ ,各察•負について, I フットの)活同話によつて3フィ - 

からアフィ ートまてみよびそれJ上のホのﾡこ受に同国3フ イ

-卜きびのよくPoム)女2記疑した- 敵高ﾡﾡのﾡに権から、 た 

よ数mW4 に こﾡされ ている 方ﾡ確表 之甲いてﾡﾡ2井ﾡした.

二のﾡには /40個の <かれ2 が合 3んていた。 一番ﾡの そか は > 

-3年0ﾡ仕な谷む受さて、公から a きての <ム にロ3 
一0話の に恁 ■位 ゲる り それ以後は 面表がy さく さってみからバ3 
ほz はノー20 位台り、最ﾡはﾡび玄く さって、 面の端の3o 
の < にばそれ ぞれ約が伝 のあ先々 か倉る る。二 の 城に、 会

堺ば々 ほぬ型ご. 会部ご «/ 額の ﾡ婚花を会ル てい る。主 

ﾡすそことは、 二のデーク はﾡ不坂 のK量が生ずる ずっとﾡ 

z. 会な気ﾡだビからﾡ条されたいう 二こぞある。装点や <

その庶 のﾡ的段区か ら 堂ばれ ものご、点塩 払氏ﾡび権でさ 

れるものとらずしも一ﾡし な

二の鈴文に同いたデーは. ﾡ燈でホの大ささにて係さく. 及列

常はA区意 a . 4 クa/ 優の各¥につい て戦- 0女伝とし そﾡわ 

しfものごある。 二の程の透ﾡ&気帝係においては、 十かG浜示& 

呼るにはは番ふ優糸だけﾡびﾡれた小ﾡにをﾡづけﾡ条する音同 

、 をめて馬く ぶるかう、 <t ﾡがを一のﾡﾡ方まズるる・ 

oク が麻&友点に感切るこいう戦にﾡとられたﾡﾡは 点式ボ 

帳2=次えのら-次えに常ﾡ火するものぞある。 二のデークは・ 生 

A a ルケ 外の記ﾡﾡ位の紙 が承 点忍ﾡﾡするよう下、 もフご 

同のyいﾡA成式の研にも右途8こごと立ほぞさるが、 ニ ぞ 

多女のA 2ん からEるよ う 合ﾡ京のみを乏えることにす る・

二の綸文オ 包然 m 旅、ご受される よ う ﾡ滝ﾡの委町の表とり < 

二のヂーク2取うものて、 rww6 stau6 地扱ての 氏芝ほ塩光方 

去2特に京坂うも の ご宮い。ﾡって & な に対するエーカー当

) 二 の 全旅 とﾡの畜ﾡ 々さ エーカーの原に/ エーu-g 会い 建 

があるの は、の問西が不 HLWI aEめぞある。



千灰&のみをﾡい. ¥均ﾡ計さのもと、きっ尼義*のそいを 

繰逐す ②ことにさっ <ﾡ張を¥冬り . 幺“/". Pよvd- 

り—〔/な3 ce? : 系さのﾡなる ・な =する <oy 知心勺 

そ論じたか 二の方ﾡばにえべるべっごﾡ多くのか析にを問する 

にほ逐のるるダズえる。 <ウ 当り の族希を. それるが症認の まと 

に氏するもの てるるかの よ3 に 敗我 っ Z 得た '坂的さ くル如と* 

データは・ 故席の一次モの安ﾡの埼生を呼らかにする上ご瞬じく点 

さものてるる。ご、 色«は右式方浅の再片約ﾡ率にっいての経 

資が、各 <なタ こそのそさのの受みと与シて分ﾡリa活 

それるものとそっ大さくﾡっ ニ ピロ 老ん ヒ历リ そっ も M い,

(c) B&c&e 7o..& 除太

・e2 こ3夕 0力： = カリフオルニ"北ヌ部。 Lw...x 点点 

にある豚生点の、 全女摂在か行ほわれﾡ 先 z4o 工-ル -の地坂に☆

て 高20規作る五表と系ﾡ的玉去のﾡ的ﾡﾡと細せ相。

く 諭してい る• ( 二の旅は, Pozdwcocz a (Pu。Poどucoa.Du) 

¥ 丁イ P (P4Pw ○xx.Cx) がﾡ隊のク"上た占 

るマツの紀麻てるる" この支ﾡば. F 1に示すよ3に配度さ し 工 

それぞれす。 ケエーン平方の?っの乙湿からﾡっている。各U匚•、 

質条ほ チ エーン X as•ナエーン の ﾡ係単位 にっい てミおんれ 

が、 二らの乙品には»低の塔からきる sa ホ、0飛面方☆の aんn 
が合ま れていた。

ニニぞ同いたデーターぼ、営経2意えきい ﾡ径ス4 ンおよびそ 

れじ上の全ﾡ木0承ﾡ合てある、 今の百ﾡにはそれぞ02 
が私を み2 ケエーンみケエーンY さっ ている <なゅ ャンプリン 

グのみを考える二- bた・ 分所に 阻 い伫数獲 ば a。 エ-力 - o 
<イタ 当 リ の女書債 コみ価 てある、 この制ﾡばユつのﾡからと 

れたものごある ・ ーつはM ou& S &wu4 のだだと比敵てさるよっ - 

するためぞるり: 一つはこれﾡ融大宮データズさえ. 以下にﾡずる 

一次え川 くサムプリ ンゲ> と面じなﾡ細に二次えの ﾡ払形女之ぬ
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; するにほ不十かとﾡわれるからびある。 MouutS haut の旅ご逢

SerieSA SerieSB SenieSC Serie5D

10 I2
N

23 24

Fi81 -

っ z ュんy, は-っのﾡ上にビ炎んぞいさかった。それほ ﾡ為 式 

4 系だ的 の 比ﾡを行う 際にほ ﾡ b た < のﾡﾡ が書そさ 

多立きるから、 例えばﾡ/こ乱の (Fia I) 最ﾡ業の < がﾡ 

ダに用の氏にﾡの<b にﾡく立ﾡえるこツは不公平ぼ権ﾡ2ﾡえ。

ﾡには 二のル段そ4っ の ク の系列町ち. 先3. ﾡ0、 ﾡべこ 

mの4 ・イc からなるA. 劣/メ. ﾡ2さ 乙画の 44 オッゃ からきる 

g、 ﾡ/. 第/3、 劣a4 Eﾡの4 *切 からGるC, ﾡ7乙湿の 
/

ラ2 3ク からぶっそいるDとbて 取扱っ た。ﾡ出 ﾡﾡは各系列 に 

っ てH"に計域してから全ﾡ意にする平均に投ﾡした、 分数公 

ビ からﾡにきる -◇イク ( 例 えばﾡ /、、ノ3 区画 の 対府する 2ん 

のようほ) o区ﾡにある り ﾡﾡの ぼいこ立が示されたが、これは
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おそら く注ョ し てい ニそぞあろう- これらのかﾡば今のﾡ受にさ 

あきりﾡ保がるいから 諄と百/だす る ・

3. 分旅の及ﾡ

<な サムプリングの形式につてさﾡの天〔Fir# "タ。 9； 
て十分ﾡしてるいたから、二>ごは足く ほぼそ又べれざ十 分てるる.

-会部て/仮の2ん かるるとするこ、 %の祭例系区作を挙ホ& 

2るにﾡ、 M/ﾡの=から%く区なとﾡこする)伝の ルタ と全くﾡ 

為に 式も云けnばさらさい・ ニの合系るるデクラメさ登び力

てさく. ﾡ※弓ﾡﾡびのﾡ作倉な千章がを客ズるる ・ﾡの 百的は 

こいろ. 全点にわたって式ﾡ立2一周度到節にﾡ髪することにる 

る。 大aさ /。 sるブビック次ての外0ﾡ にﾡ、たﾡ点は M 0 
< を/。 &る六きろの次々のほたプゴックに点かり.各ブ 

ロックかろﾡ佐為り ②点す乙,にの受ﾡに合ﾡするﾡりば 

ごさるだげ小さくるべきぞるる。 外の系紀約展ホほYTなるK隔て

られた学 え番ﾡzCtr)く ク+2r>, くク+3Y)立うようさ 

2 の条まり から ふっている ・ ニの え会 さるﾡ町ﾡからそれは場 

作 為五光。 方法より ・ 全と一居よくするよう a数ぬ と与える 

乙いう 二と か尽々 主ﾡされる ・ 系統台にの 氏ﾡの ◆イや が受合 

に変ばるいれば、 -れらの形云のほほはすべて不みﾡた2字 

える。 このは.ﾡ"でる宰のもYぞのﾡ為行ﾡ夫込、系 

父ﾡ祐ﾡ法 との 既係た、 ー 後的な 旗 位を乏汕そう xい 点 乙も 

て経ﾡ的に 板免する ニと で ある,一 後角 片旅独の 底変と いては.=

坂のみのﾡては不十かぞあるから若はほ*系の旅点ﾡ査にっ 

いz、ﾡ&研ﾡがﾡ立さることを布控する、 quAR% も /oau 
も ¥も に分汝びy女の梅光りの ﾡ合 にﾡられてるり、 ほた GxifとA 
は、 xによつてもたらされるﾡ 為五 の. ﾡ度の丘ﾡほも 

を考条してい宮い・ こは二人の芳ﾡの労作の価塩えようとい 

て述べているのてらはさい・ Gxfc は4イン ド の 24w&x 力法に 

っいて、 系ﾡに以客こされた一般的なﾡ告を行さうため、 の多く 

0杯のﾡ査維ﾡみ分航い た。 ほたza2 もえ全ふ2ク 以外のs
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1 0 至 の W小 は 位 を片艇 b エ・ ニのﾡﾡのﾡほ、 Maut8t46Y 

Bxx&。Mowwotoi. て. ﾡ年/のﾡ為さよ が不ﾡ曲 2なP サム 

プリ ングZさうﾡ合に生ずる払誤ﾡの推を資じてゐる sec s 

ご知るこYがてきよう。 二、てrスかろ32 まてのﾡ医ににるる.

分許方去のﾡﾡほ taa/ の同"たもの立ほ係ごある。 そてもﾡ 

だお短にっいては、 みく儀かの8モ2行らった・ 二そろは任条列 

A B、 c. D.からとられる2«が強*にでらさいような権

&いた、めV系Yなった。系 ﾡ約 塩送ても Haou2 の 方去ッ同氏 

.； . サえられﾡ率のすべての可ﾡな浜なるり基するごいうペリ 

ガ2点いT。 しかいこのﾡ台、 o&c4 cat 4ぞ玉べるﾡホ。 ﾡ火

ckムzmx)0順正のこめに多種ﾡをが搭した・ ﾡﾡ位が 

定江. かっ呉作為にﾡぜれたものと低こUて、 系結ﾡﾡホの造地授

台を計ﾡする活合に共ﾡするﾡり 、 塩送革よの低々 の記 ¥ﾡo 

愛町 からﾡ世談を2する方夫 不当ふも のごあるこいう 二こに 

っいて、 諭のﾡ支〔Fiux) /タ •ケ cよゝフ ご注ﾡしておいた。ス 

ﾡさことに. Gwpk% の - の 茹* 氐 こめ ろ の 二つの 吳 歌に さって 

台ぶいにさっている。 その-ﾡほ分ﾡを艦いぞ行せわﾡばふらなか 

っこと ほ三化の-初よ系究的爆浜にっハて 十分でﾡ計的去 が 

ぼいことによるものがるる しかし後の2ズoz てみらる燃に、 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

の 名:のた4のﾡ史を来めるための、 もっと並*わかりﾡい方ﾡがさ

%合、本々 はﾡ為ﾡ木にっいて氏ﾡされたや計ﾡ方支を誓分冬の系的に 

配産されたず一9にﾡFした。系ﾡ的にEﾡされた ヂー9の系紀ﾡ式にを 

点しﾡるﾡ計 的方去がこれきご砕ﾡされていさかったのぞ、 税は二のよう 

百方去をとらざるた付でかった C4x,ノク*&(4>J。 ﾡ計ねてある 

x合込にか>とらず系ﾡ的をメﾡに系坂う場合の回ﾡた、経参b e 
こYのおるﾡﾡばこの 弘 附文 の 第二姉 に 可 京すふであろう。それにもか> 

わらす、 そH aac2 のﾡったよ うな彩天の顔にり て支当ぞ 

るることuﾡびあり. はまた塚作あな2な。サムプリンゲの場合ても不並な方去 

Coな4 の又役っ z いる 部かが逃 恐起係輩位てるる か。 よろ に哀 

坂う ) 乙ﾡﾡするﾡにはﾡら さい。
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同いた方去が至うにもか、とらす. 二の支の分定氏らﾡ右点に 

さ 6zム。 主度結途立F- てるる.

系をﾡﾡﾡの 番ﾡ & 緑示 穴 の Kの平方をら旅ﾡしよらと

するぢみが誤きリ 乙るく込いらことu、 ﾡ戦ﾡ人お的さ82着え

わかる・ ある京にAﾡざ/。 ﾡ の <かバe が倉 まnzz、 そ「系 

紀的 弓をﾡ状ﾡが次のようにめてﾡしい必ﾡする。 町るノo 

まぞの各 <な の承にエーカー当り ケoocAt、 さたノ〜ュ。て 

はエーカー当リ 4ooc&.A おどのよらになっマいz、 ノケ/～40 

の 各 2な のエーカー当ッ P.2ee cu ヒ、ご経っているとする。担 

に平均ﾡﾡく勿ﾡそのﾡﾡはエーカー当リ ノ ル ,, cu.ft. どあ ろ が) 

は描出 火。の番木から推来される ・ のとなさする。

&) イﾡ0◇からさる浜知区ﾡあ際たてさ そのか系 :. 

合立ﾡ国の4ク ※りの分救

の 二2ノ, seo

からﾡされるようヨ平埼借が得らる。

二のﾡホ子均の分なにする ﾡ慮、町る断特安は ﾡ述の 式 

によって

パ=ダ・-ﾡ

=/c2e

てある。

支ぼの場合に は ば未知だから の支 ﾡ梅払産ﾡの疲喜か 

ら計4さたﾡ五良少の塩北炎差ほ各系列について別に引ﾡいて 

から、 全を哀にすする平均に等した-

(8 ) このﾡほ例え番る/一 *e. 4/-2e. み/- o . ノバ -4o 

の 2e <なﾡの グ准 に塔さ れたのも しれきい. ﾡﾡ , の塔x 

尿を爆ホは. 各居から緑作に交ばれたイイ からきる、ﾡ点 

の dな 当りのか女は

0ペ=～ 22
この2さ c②Yほじ公式によって

--69--

○文 -ク2。

単¥- の迷ﾡ、から 各度にも づ2 それ各条の分ﾡのこ会が与 
・

えら九る。

(C) ﾡとによる市及のﾡ証、2。信の◇そ からせるみﾡをﾡい. 

各居 からﾡ冷にっ っの ◇な をとる 二と によ ってもっこ大さく す 

るここがご&る。及の <先 当 り の分支ば-

02 = ,すoo

てこの立さ ・

のえ = /o

さる。 -の 係なかろ それ含ﾡのかなの控に生のら れるこYは 

ほげてあゐの、 二の合の各占ﾡはみてある、

4) 政も松諾合砂の 関 化はル ◇な からなるどの月をﾡ9 ・ 各居 

に う 他、出 為に / ・な をこるものてゐる- 二のﾡ合ﾡの <t 当 

り の 分※さ。 だかろ希話のば。 ごるる・ 氏にパ4の 単 出里故。 京

は s22, ククク,...  ・ o22 の 順平 てさければさらさい ・ それにも 

か・○らず・ も b デーク が -のほなのみから答らる のさら、ﾡ 

・ の < 当リか数の塩ﾡば不可だぞるる- この ﾡ値に 対する言 

及ば/ っもさい。

(e) /2番巨なの aクタ からられる 系ﾡ的ﾡﾡの合も $20.4e0. 

yvo,-.. ,avg。 aるどの短が裕られるから、熊百二のとちも 

のェ 0てるる、 条なの Fな く c2Atrx&イ4) によって 生ずるﾡ 

2に このﾡ点に秘経を与えきいこいてﾡ硬することがぞきる、 デ 

ーグなﾡ一のﾡﾡのから来めるYきにば、 この分ﾡさこてるさ 

い. もし単町の平方和から権ﾡなと*めよっとすれば2当リ 

のかKの 数位

4 - 〔ケパ+ "ク'十.......................ぽピー ミバ =つnろク”

zなる・

二れからえの 分ﾡの &飛佐

て = /3.子0o

• xがかるがこれは 革紀ﾡ冷係点の それより大さい. ﾡﾡﾡ云
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(4) の分*が各騒 からこっ 止様 Fの 交ﾡから坪ﾡされるさら、 

同一の のえ がイ らnる. - - にﾡじた例は人冷釣さも のごあるが、 

り かb それほﾡ迷お砂の塔こるい は系紀ﾡさ地0帰合ﾡも大さ、 

帝及が本られる・ c 契引ﾡ授為ある いそっ 級☆ごさいﾡに採作 

冷祐式と比ﾡ bて 乙ろﾡﾡは同武にホ0会平位町の 平ぁ和か 

ら ﾡ* にﾡ摂差2ﾡ価するとさ. 非ﾡに登大は数り 2EくxI 

う客ﾡぞもあることを示し ている。 も し流のﾡ永び苫じﾡよう忘ﾡ 

ﾡﾡﾡ票が&いとほﾡする&ら. そのみの式ﾡたさ(e)ごﾡ品 

た宿より大さくGいと主ﾡするこてぶてきる。 じかいこの ﾡ式はも 

し真の誤が. 二の上ﾡよりミ常に 卜さい、ﾡ合にはあまり 価度ビさ 

い。-方ョノ4。Eo2次。の伝と採作なき済てこ列しPﾡ合

、 今述べた河 の在送形式ても. その ェ 報側区塚午 為 出 z 

百-てなる・ ※ﾡ約布ご予及 が老ま上ﾡない aいよっ8えのも 

とて頃. 浜ﾡ、の ◇ク ﾡの 平方点から 子 し 光 義蠶 に は 參り が 

日い・ 建談 便 ﾡ為ﾡ虫Y夜 b た合、ﾡ式分数が小さく さる 

めに※も木『さ=っ の居ﾡ倉振 法の砂云ﾡにﾡじておいた 

て Fwy ノタイみCゝ ・ この長初のものズは任えに送にされ た書出 

率. 例えげ々 の占払季にっい てﾡを2T信の式単を倉む ン 

クに行分し 、各ブロックから2 ○の重位 を授作ﾡに ﾡぶ 二 z が お、 

ごるる・ ニの方式ば、 ブロックが小さ2 さるにﾡってゴッグFの 

か放が小さく さるこいう一般的及則を、 殆んど長よKにま て科点U 

乙いるばかりて与く、 こによれば、 ほ-プロンクから立られた単 

広の対町のﾡから. ブロック ﾡ分数町あ塩ﾡか数をにす る-xm 

ズさる。町ち¥-条ホのﾡ部ﾡ証京から、 平均ﾡﾡのﾡホﾡ支ﾡの 

書文 が評 価ぞさるのてある。ﾡっの方式Yﾡの塩はﾡ位から合る 

ブロックを同い・ 各ブロック からﾡをに一つのﾡ化乙霊ぶものて 

ある。 ニのックば. ﾡ/ の方式のものより小ごるるから. -な 

口にそのﾡ地か教政少する. ﾡって推ﾡ店亜に正確込宮ろっ。し 

かし不ﾡにしそ¥一のﾡ点からば、 もは や書度 の 評価に凶ぶデ- 

夕は得られ万いのてある。 二っの方式はそれぞれﾡ去があって、 A
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本査のデーy が人手 ごさる活合さ、 短5れについても資0古誤迫 

&面ﾡしるも のてるる、

«.か休の力会 -、

そこてイの点虫年にっては、 三っのﾡ為ﾡ放の予式、町ちﾡ 

sﾡ当. 大きさっYのプロックに居といてするもの. おさび 

r 0 プロ ックに層 し てするし のを考えるめ受びろる・ 会地成 

カ 0 ◇な当 ) の全分広ほ、 祭ﾡ下ﾡ作為ﾡによ る権支ﾡのﾡ 

ﾡの年の 杏ﾡ立さるも のてあるが. 二れ&のてそわい、大さ 

さっ「のブロック ﾡケ 液 そ dぱ、 Yのプロック分ﾡる0f て私 

すこYにする。 二れらの分ﾡ、 <かゃの坂的なﾡﾡﾡ集五: 

するものて、Mの ◇な つぶつてﾡ浜されているﾡ中。 ﾡは ・ 

団分::す ぎさい こﾡえるの が 任利 ごるる・ ニ。 -2c<ム 0 ペ 

リて述べる近り、任ﾡのﾡ式された所にば、 有区ﾡの <な先 b かG 

い とっ 平乙移乃する の。 にﾡとされ る式ﾡﾡの Eさ、 次に 

占声単さ形て<。塔りのか次年ﾡﾡに返ﾡすることかてきる、 二 

れにって、 包占度にﾡするﾡ乱々、 このﾡ正を二覧にﾡすごいう 

&ﾡ々近ける ニYがズさ る・

二れらの分文の中、のモ は原らかに品峯ごﾡK兵ぞるるがの. 

mi プロックの大るさYゝもにﾡ誌する- の の雀 集 41 は ・ 

浜知の方夫によっ zA ◇な に対す る低差太 点合 計から式めるこ 

込がぞさる。 デーク点の ◇か 銘なNC rtou Stacよ ぞさ 4o. 
p&c&。 バ1owntte ごは、 A. B. c. ○の«系烈の-つ-おuえ 

ﾡ oんe 女)がT及rのﾡ放さら、 ヂータば大きさTの介ﾡのマ 

ロックにﾡ分することがぞ&る。 催ってブロック 長ﾡから*びか 

れる平均子方2ﾡs、 ののノっのこ度てある、 このﾡ甘ﾡに 

卜 ﾡ分許 ﾡにま立のるYﾡﾡぞある〔 Coc&can,ノタラ? (】。例 え= 

r1nunム 5 ta にっハ て は、 かは公竹によっ て 久 がペ られる (ﾡこ 

¥のﾡﾡについ て は Sec。 $なみよ ).
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分冷旅からそびかれるの さ.

_ ま 動_____ 互___________ 名石奏 平和

大るさ 3" のブロック

大 ささ の ブ 匚 ックヤの大ささ〃のブb ック E 

大ささノ4 のブコックK

大 とさ4 の プロッ グ六 大っさみの プ ックﾡ 

大さみのブロッ7ﾡ 

大ささみのプーックF 大なさク のブコッ クﾡ 

大るさグの ブロックﾡ 

大そさイのブロック 大そさっの ブロ ッ ﾡ 

大きさ2 n ブロックr 

大ささスのロッ ク 内

£

う-子502

__ R 4a

?

/ク

ス

_______生/ 4 222

ノ? /o,a85"22

___< 2222

3 ?

z2
/,イ→ c22

ア〃"/

ク 

> o

/,っP®222

・ ・

/5 2Pケ 222L______ 単______ _ _____________ :

そ </メクク 220 ノテタ =アク $22
2の のの株せをこ催ざゐる.

Y=マにフいて 

T=グにっいて 

「=P に フいて 

T =ノ4にっいて 

Y=3>二つい z

Yの)約女込なう

Z £ H イス95,0eP e M //ee

= C/5,42ク,ee。 -/,4o5PPe */ク ニ ス:Po
= <5423400-スケ5220)*/42 =

イ = </542ク204-イ7ク402eう/+。 = ,Tce

8 = (ノ542ス20e -228乙900ゝーノー = xo/oo
3いよう 「の ﾡは系 がﾡ当ﾡしい。それら

にフい乙は、ニフの方云の円の-フ 

敬 の d 2除外し、 残りの aウ 

あるい はか片を二っにわ け zきい

がﾡ ばれ た。町ちﾡのﾡのy 

数がr の悟狭と sるようにするか 

. ﾡﾡ2平ﾡするかのﾡれかて

ある・ 例えばイ omoA Sau の旅て浜のニっの ◇れ を除外する 

と、/44 の ◇ム が残るからr=3 ～に対するﾡの計城にば 

これらをﾡいた・=つの除外は経めるﾡかぞあって、範 大を 彩 誓 に 

生じない。 要にノ〜 /一2 ま ご の <t 4e まての a&^に ；

いて引々に旅を行えば、 それぞれY =ュs. 2Y= 一。 z対する座
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らるう. =ﾡする平占子方2平点して2こいた.このよ 

うにする込云ﾡの ◇か ○ﾡられる。ﾡ点) 2yし受少二ﾡﾡるこ

にさるが、 しかし二の合にも形番ば少ミいぞあろう- B&& 

unなk の※A.ジ. c. Dについても司だき方去て、ﾡ々に分許 

を行さい. その後に系公るつりの ◇クe 女に比がした空み3:コ;3: 

/ &るﾡみ5用いて全面税対するﾡみブ会平均ロ作った- ﾡ号の こ求から照 らかさ 

* ろ にﾡの rにするのそ P Yに対するのﾡ に寺しい・ 従っ て

そ の花こ位 グきこし < N r に汽する ﾡの依るンれぜよ い・ ﾡ 

に合祖払の かﾡの計ﾡ力去につい て ば. 二れ以上込べる手ばさい. 

マ数みら、ﾡ点キ虫のﾡにﾡ示している意にこってほ. モ ルウ オ 

疑のぜぞるるかろ。二のﾡﾡばﾡ/Y第々ﾡにほごあてるる。 系 

#劣若払の qﾡを京ﾡする ら め；二、全花風正 の データ &検討するﾡ、 

営受にYらる方、庭 駅 台さ呼孫ズ、 ナべマの 可能 さ午の系や 

そ 支 木の舸をセリ. 二の紅のﾡ区ﾡ考原の三町乙計することてる

る. 例えば 三虫てド、 4なe ノ +ノ8 T+....... , ◇ひ へ T/ダr4
・, < s r/r コク +.... 等 る・ そうするこ電の <た 

, き"のﾡﾡ子ぶ忘から、 市の <な がを号 2 s. .... .ノ

Fからﾡ先生あに登げれ-比合の 勿 条なに支切さ ◇か さりの分 

z ﾡこがマびかる。 ニれは 22ど <s か が戸いヨ方去ぞる 

z. ニルにに二っの不ﾡ益かゐる・ uかbデータ が認 大ふも の ごも、 

/ムの広主ﾡ信にﾡかくT - ,>の含5支から花こされる-す 

ェない・ 系紀的払Yﾡ おA のき番いﾡる之袋る行うたのにに 

A ,式払の合の ﾡ占ﾡごさえ十分とﾡえろれる 二 にﾡんどa 

一 第々にもし杯の-塔の常からﾡに毛る 血次 の半玉当リ 

ワ預に、ﾡしいA命Cかuイ)がある合にほ、 氏辺の 2ﾡ作 

A :工ぶと、お出ﾡﾡ2ﾡ返しﾡ合に行られるﾡに使の不ﾡ業

リ を早える 二 と、なろラ •例えば'磁初の <な か ら長校 の 4か M ま て

Rが一ﾡにﾡし ているこほﾡする。 も り/の系ﾡ的旅点のボ/

2 かとr よ り商の位番にあれば、 ポなﾡの 各<xれ に足する 

ささTのプロックの平均底よ リ もyきいﾡ及与えるから、 平ﾡ
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ﾡ云のﾡこ噴にくなる行がるる 氏立の ◇ウe の にEがよYよ

り そてるればﾡ匠大な くる . 式2ﾡﾡとご彩ﾡほ平占さnれ

そしううのろ. これにり ズにさい・ uかり . 古の客に名り 

示てそれによって*没のほ矢ﾡにをヒ大らく二る そ. 系た台 

ほ六が不矢づるる冷にほ. 初の 44 ・ まら:ﾡ式位)。 ﾡ 

合がﾡをてるるYﾡさて2、ﾡの台文て述へたよう : 

〔 デ w2z・ /ク4子 c5ブ ニれに全くはほつとざろる。 しかし五千 

ﾡとがﾡの 系烈てり かいよ ラ も の ごる ﾡ0ﾡて

ずるいのﾡりほﾡてえいこと が多 い・ rの大ささの次々の7 
ロックのF 答 o ◇ウ 名 zz / ,だ町 よっz

本にっている・ 哲はこﾡ2り て 低ら.るほほにすべてﾡりい か 

つのキみからほ平ﾡこいての条の平均新は俗られなて 

るろう・ りかりﾡ々なﾡぞ一近のﾡ点活査乙さえば。 二のﾡの 

9 *向されz J まっ塔てるる (ﾡのﾡチ〜注ﾡU 桜に百の

イイや ゲ-にの彩乙ﾡぼす名ばるつても ・※権ﾡ法2?
すぶ、 五走が六のﾡﾡだビぞほご会庁に か、,

う ず. ホrになれて いない ( nクフ2 - Cka。 ポﾡなりﾡﾡがな $

るのそくこめ・ わざとﾡﾡの坂ﾡの ◇か 乙 栄、作冷にﾡ ぼず「「 

の示とさの各ブロック のF歩の ◇ク そこるﾡ合がるる ( / かな 

ひYるにば中天の二っの ◇かタ の〒の/っ乙立るう。 そうズさくぷ 

町の<ん ②ﾡ為に玉ん戸秀合にほ、 ブゴックFザからのﾡ会 

もとづくかﾡ認か&除去するため. 全点にい袋ﾡするの立百

栄なF 心 に系こ 

払の利尽2后
( Cxかvaピarタ 2レかm夕F が さる

るﾡ合、 た本誕ﾡデ ータ からﾡられる

・ 系だ的 

すべz0司

ﾡ云点にその よう な中ﾡ正をﾡﾡする さ、 この万※がﾡも 

ﾡﾡびるる こ がが示さる ぞ あろう。

これら点にﾡする計ﾡ方去はﾡごゐる。 それズも任ﾡの全さ

—95 —

ﾡ会点に するマﾡにﾡ合するここがづきるへ このグループ さ点

土でる る 必 过 & 扌4. 受ﾡさとこてもﾡ迫ﾡこに質リば生じふい,初

捨それごも計-点い 

ズさきい・ 軍契 ダルー 

気かか ら の ﾡﾡの 番み 

そ0ものが部かごンに

電に&らい ごるろう

狂2えたにﾡﾡする合にそﾡされるﾡば 面ﾡてある。か歌

たの各ﾡﾡ乙示さく するため. <れ の会糸列さ小さいブック -

か小祭するこ乙がぞろる。 って 数は各グル ープにっいて 訴 b て

千全 含占がﾡ ち に理 

をﾡ友さよる こセに 

か多y不いにふる= 

そ3 どく っていぶ

米の倍ﾡ長を示す も の 

よって 坂 のﾡ々さ 

こがある。 bかい分ﾡ 

けれぶ、この予ﾡほ商

動ﾡの ある赤さグループのﾡ (-3～ハム -

んとど <2 3と ウムイ/2タ aL0u18 ②公 平、ににばに注意が手

ごるる。 T ・ C 小) A こ こOt-xLyi4 &.ctnuxよ ) &行 う ための計ﾡ

二 例 を為元る ニ と によ ってき易にﾡﾡすることがてるる、

rownt s tcaut o < にするエーカ -当リ 平灯意さ力,X.

.....ノ x,45 のようにﾡわすここがぞさる・ ﾡ可の.ケ? ホ、の ・

-片する玉卒の系台活乏ﾡえる、このこさ中化されたﾡ

点 C CBじzu8と2xかz -◇イ& ) さ最の5夕ほの低にする-次の報衛

のutzc な*" ) のﾡ番え坂与ってから ズッ 2のにダす るも

のx各るように硫正乙 行なうY町 さ公の撃示に対す る示正された 

tは〔 Yatx. ノ?*4 c29> 参懸

X + メx +Xメ +X*み
r

方 + Xs t ノs； + Xジ + 告 メダ9

すち+ メx + Xュ4 +X3ァ T ん so

方十 ル2 tイT X夕4 T

芳*+ Xa r メtメ* r

xaる・ ニのごきﾡﾡの平方和 

松 芸 に ゴノろタ勿 ふるく 各市及 

いzもﾡるえさる。 ニのグルー

初如

メメャ 、 ー、［ - 

は.ニルうの戸便の註Kう計終それ 

う。 二の計賃に化のグループにコ 

プの及、 例えゴノからsク ミご
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の さ 包占/のとの子方紅乙ﾡるにめ

/jr 十 メx + メe 十メr

方力+ X-ョ -メ rメ&x - 皆/"

ふとと点てﾡﾡさ七るここかてきる。 このよ う - ての

方5+ メッョ T メメ: T メー 7 とx?

ルーアとしF・ が、

%お生 

ケル-プ

そのﾡ※み次に示す

«っのの 夕 E からさるグル-プ

子方和

/ - ケク ア/ろ 22
バ/ - 4? ク2め, 422
aノ - ク?

/ - ?

ズ/ - クラ

« ee
一, o o 

チっス aoo
ケノ-ノ2?
/ -ノ/?

フノ - ノメタ

タアち/0ク

22, 2oo
メノ2分 よeo

/-ノラ? 426, /e2
ク/ - ノイク "ツ 4 eo

ノo/ - ノダタ 

計

?a, 20

44イ 422
この/ﾡのグループの包占及ば全部ごノタノてあるから、 平均子力 

ばタ*イイダP2ミィコ/町ち4%44o ごるる- 千方ﾡ2計ﾡした計' 

ヲの 々九夕 の 私 だから ・ 版研ば二の千点子なゲメの号2たする 

もののようにﾡうかゃ しれさい・ ごのみは-。 タ4 プ0系ﾡ的 

さ並におる<ンパ送りのかﾡてるる。 大多は0針の=分坂0』 

のからふつているという二Yから、かﾡばﾡかにハさ4さリ、 ま
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三ﾡ=。 3区0tr。 子点 当介 数 が ィサみ+ のラ/タラュ京 ちう夕4?の帝 8 

る-とを新馬に系す二とがてさる・ ﾡ払年牛に対する- ﾡ公ズ e よ 

び &の . の:メ=4にっい て上述り 2力法をﾡいるこ

午点平方のﾡﾡ償=(&- テー )のす

てるる。はにめﾡのFの の圭こﾡはみぞ

,4494 = 44502
町 6 4 =4800

びるる-
ヶ鈴 各グループがロさっているから、 二の在ﾡ値は ノコ/ 0ﾡ 

話部ﾡ-よるものYほレ質足と魚するのごほさい・ ーカそ"ば 

E6各占ﾡのみにもとずく査ﾡよりずっこよい二とほﾡかぞ8
• . 日おささ、3。 ○資立ほ各占良("メ学 として得らるう 

もとづく権こ置よりか合り使ている。 からシ まごの 「のほ

・ <科についてそれぞ百成き計ゞた行っつ・小( ルあ2 ウな4' 

なまるべさ ◇ク 歌急の登び方は左妃ぞある- りかしるさり天さ 

&zとゐとグループニば(T&TT-/ o ◇な〜P が合まれ8ば

-ら時から」 バループバリいしかとれさい- まつえがハさすざる

*ﾡF- 々心 その4 o な+分さ表会2もっ そ浜受する という系 

2u司K0料長2失さわ«てしまろてるろう。 rowA Stuc4 て " 

。-4こいﾡ.B&&。nowxなuwe のデータごに・ &=。のグゲー 

,A,y c. りの系引に創合よくるくはまっ 二、ざもか敵0 

こ法54示烈て0ﾡ工さ営-よっその、 その依3コiジミ/ 0 

昇合てまこめ・
-の8e cな。 <玉べ ～か女ほホの 当リ のケ敵Yり そﾡ楽 

zar. てが紙。 な? の平ﾡはといそ得られる工 -カ -当り 

6平☆区意の権 ﾡ値 ご、が こいﾡ合、 その分ﾡば

のヌ = の/z
こおく=と ゲズa る。王いい匠ごもるあリまた二のﾡ丈の答ぞ二 

ご甲いz 2つものは二0スか、 o ・な */ のかさり の執合
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を三oているいろ ここを方えにへているろ -

こ i 頃
*=号cー特)

ズるる・ 昼し Moはブロック 4り の プロッ トﾡなて、 7oは繰六のめ 

にとら正ブーンク*りのプロット色本てるる。 ﾡ台ﾡ軽午ﾡ垣虫 

ごに-らの公は/ z -さって

ぞるる。 -のﾡ王にエコマくαのがらてるって花払率ゲノ。ッ 

にをづく*>、 町ろ。= /。 になれ ざ ラ は 0 に 鉄 する。 二の

つとウot のさとてぶべたようこ. ﾡﾡにに対するものYb ての 

2品を表するこ〜の沼長. それによ って'ハ X 炉

る形にきることてるる ・ 数に ケ 2 を権ﾡほ 4・ご※さ つえた# 

A. n運の シ の孫からえめた工- -り 子区番の分放ﾡ 

た短さ、

Yヌ)=だく,ーー

Yふつマ、 <cctいx と ご司み公式なみ。 系だ的ﾡRI す8 
とのボEは、 ニの公式にそっ大きい令は与えさい・ 

分ﾡ2り鉄するﾡっ かの力去ば <cなox 4ごﾡずる.

5. あ 敵 G 也 迂. 度

(Q.) M のut S なよ

/4o ﾡ の < のそれぞれのなﾡほエ- t - 当 り の α/t.て求ェ 

bた・ 千ﾡ的互計やすべてこの監によって行ったが 分ﾡ( そ 

糸ﾡﾡにるては、 のデークYの比歌に帳利でよろ召か年ズ権系 

そﾡわした・ この <と は、 項ﾡごのエーヤー当リ約/0c f 
から五びのエーケ -営り約々40。Q.ft に利る-般的さ兄チ。 

々配のるるこ乙示している。 全部の ◇あウ C ◇ク の浜さ 1 
るﾡみビつ町さ\ ) の平均権エー カ - 当 り •/"<?a 5Cu.ft. ごる:

99

た ・

ﾡ« の形式の サムリ ン ゲに汽する分意の方法ば Sectot « 
ご玉てさいた・会た塚にするﾡﾡﾡﾡ作為塩はの公はは

- = タろ s2
>から ss まびのTにするﾡﾡﾡFの二つの秒式のﾡﾡ花為

、および系ﾡ伯速にするかﾡのﾡ権はﾡノ未に与えるる 

る. 任ﾡのTに汁する4の位は2rにﾡする4その値Yほ-てあ 

る ・
※/未 右にぶするM ouxE 6 など ご の < 当り分軟の塩 

こ
〔エ-カー当リ Cu.+t. の平ﾡぞの価をノ2ク ごほるめ三もの

r 41 温 <マ

々 /ジe /5,ノ22 ノスジ20

4,2oo /ス>。 0

ィ , P P2 /ス 22 バクク

,g ダ oo イ «co る. ジeo

く, ク22 q么タクシ /4,ラ・2

ク 3620 イ ?22 /S, 2 どo

う4, 22 , 222 2く、ク22

ク 3ク /oP 24 クe2 ,422

/o 3o $20 名4°e バ /22

/一 名 eo ん. ク20 /4,ぷ22

/ うみ s2e o, /22 2000

/ 3ク 242 . P22 a。 400

/4 <6 /2P 名 r22 23,222

/み " ス0e ク /eo 26,22

a0 , e0 e すoo 26/oe

> *・・ ・ ・ 36, o2o

2* *る 2gc % 3eo テイ /e2

2 4% タクク 3 り 4ve 咻 ケee
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r=っ こY=コど にす る授作済式。 -文置にさふかっ

スム ・・ ・・ - 22

28 4ろ -oe 3る320 夕«20

30 44 422 :タクパ2 , 4ee

2 56399 44 /20 み ク"o

た、

ﾡ/を れ ば<マ=ノおよび4そリー営 てかさ こが 

aっさりらかる。 しかしき私*<ラのﾡさかそい

受て系ﾡﾡ五虫2行云っつ合 ほし点ﾡのプコッグリてﾡ 

にとこるﾡに冷光よりﾡﾡのよハワ帝こチられそ - '-, 

こににリいﾡ活がるる. ﾡらかにﾡﾡの古上の大係分 ブロ ク 

0有ﾡな大ささ が索 少するこてよるのEから、 ブロッグの大ささ 

が半分ズ ブロッ 7 キ リノ 堂になとる 便. 生 為-あ ヒエ 糸結咕ベ 出 之殆 

んご資及が正らすい. 任ﾡのYに対する分女み大きい4 のAとに 

べればわかるをD . あ始こからの 三っの培式千ﾡﾡ も ﾡ 

柜嘉庙出よ 2 も れて い る ・

ノ未さ 二れう の-劣さだ送え点つするも の ごゐるか 

ﾡなにﾡう分ﾡのﾡ5洋に千ﾡ野てるる。 ヂータのさそほさ 

佐の るるかﾡﾡ定な2つの よ う a方古てにるにネ +分てると 

炎って送方ま2本ﾡ的に歌する済にザノえの 软世 の 平 ﾡ化 が 义 

受ズるる。
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皿匚灯するもいの目乱

•m：

函

$

Mイouxど Sとd, 3x TYの ﾡ .

Xンキ ○2

辛

+
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2 田はニっののそれぞ -ついて 2a 4= の 23 r に対する 

ﾡﾡび. 新し ている這のﾡ西てﾡ々支ﾡYふる こ次を示り zい 

る、祐出字らケだから、 ニれば店は以のF数にっいての水型町ﾡY 

ちえ力てもほいこ之てみる。 二のK係はB&と&。Mイouwぬ oデータざ 

はもっこはっさりいてハるがくﾡ3ほ>. 二れらは経該ﾡさも0て 

占も輪ﾡ気ﾡがるるわけてさない. それても こ0ここZ氏茶0K 
炎験てさか数てプロット. またばーックの天ささのKに※的 

なﾡ係がるるという 6wパ〔/クシ? ca) ； の送株と比弥する立ﾡま 

かるる。 多分この西ば最良の合に、 -般台五則のﾡ当さ近似名 

*わすてるろうが、 しかしこれらは古権の百ﾡには非に縦立っも 

0てある。経ﾡ台にﾡらた ゆみoう の点に与えるべさ正いいﾡみ8 

共来することはﾡ的て台いし、 ﾡさる7に対する店Y任ﾡの-っ 

の当ケ支込はﾡ的に岩立と はえられきい . し かい登言こY 
は先っ ﾡのRの紅に老ﾡ省な方支て 左ﾡ2るてはめるこYてある 

そ ニ てに23 rにデする必34 o 金み ﾡっﾡい一次の面常方経 

式 が河 いられた.

このﾡﾡをﾡ2西に示す。 才ﾡ式は

2z S 昱 = 名ノタク + Q34sよ 2a r 、

上子 S を ニ <oよ4F + &ケa3 2egr (ど

23S予= タ ク/4 +4 タタク 2a r ン

てある。 こ> てぷ町 ﾡによって キえ られる 对応 するび の千※ 

とりたをﾡ値てある・ 41*4登のﾡ方去から、 ②ar に河する 

それらの対歌のﾡの重帰は &3 2 之登を方ﾡにずら也れば問-Xa 

るとを示している。 任ﾡのrにするそは2rにﾡする41Y 
ﾡけズある、 bかしあてめた ﾡずをﾡは平行に きって いさい. z 

いうのはそれらが要さる 値の紅から得ら たものぞ. 冬系列は3Y 
3a の悪の「に対いてのみ与えられているからてある。 二っの面ﾡ 

ﾡ筆は 一距ﾡて平行にせるようにするよ0も、 むbる 級前 通 0 * 

函よて枚立に計ﾡする才がよいよ 3 にﾡわれる。般制 ズ鑼作抬期 比 

についてに、 平xし たﾡを計ﾡてさ ないからSこいて c5 式の4t 

をとる・

) 8 ム c&。 rイ のunaim 試験点

8 函 の <なxゃ さすべてほじ大るさだから、ス0エーロ -の -<イや 

数り歳なﾡさか点に都合のよいﾡ位てある・ このはo。 フィ ー 

トボードメ - ジィー C Pecc 8oaxd & )てﾡﾡた・ 系烈Aの 

なﾡはﾡﾡの 4o- 5o o ◇ク? ズは. 光からﾡに伝って一ﾡに※ 
. さ0姿落面いて長後にボてよきスう少して"る・ そうbて会 

昼列 の 平均 は シ％"〃 ボード フ イ - ト ごある。 系列Bの平点依ば 

"りノルボード アイ - 卜ご、 北からﾡになって位 かに塔加 b て る. 

系列Cの平値は3っ<,o9ボード フィ - ト、 ニのﾡ合にも光からﾡ 

に古って 枚ﾡがﾡ加 bている。系烈りの杯表さかさり大さスて、 平 

占債は 34,900 ボードフ4 ートYっている。 この系列は知かすぞ 

るためにはっきり b 邑旗值が免求也ぶい • コみ 價 o ◇な の平均後 

は a っ4, 4oeボ- ド フィ ー 卜 ぞあった。

> 0各古ﾡともっ途千な和から、ﾡ"隔経作をの公な 

表こﾡ

4 =4220
がﾡ られる。 感 に抠 Aの二っの秒式にする <かや 送りの分故を 

こ面は4っの 系みの各々にっい て別々に計ﾡい が ﾡ さ する. 

-報にPにす る権ﾡﾡは. A、B、C の対応す る女塩よ り も ﾡ分大 

z. 0もの立多少一ﾡせ治のあるここが気められた・ -2.cとcc名 ズ 

べたよ う に この4っ の 系列のかﾡは3;2: う:/ のﾡ合ご平均され 

,例えば ﾡﾡの4ﾡに対するﾡ値は、 それぞれ々,/ク2:

: , 23o : 3)よ。 だから平均値は、

イ永= (ラメラノクor*や,*ど。+3メつ2シ0+うよケ0)/? =2/0

おった。
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〃 夕にするんoのyrの目委メケ

&まIに六するくe &arの巨任メケ

り.生 に する<。 やgrの巨径xす

第み函 B&z c&。 パイowxLoな ; <3cr との 、・ﾡﾡ

Xo, ○o. 十<マ

表 さﾡ柔午にする Bムzc&e ・｛のあぬu の <ク 螢リ 公女 G 哇 运衰

これらの之工に示す。

(スク エ-カ - ダリイパクボードートン"単くの他を少ぞうるめたもの

r 4 1 4 ヨ 4 帝

% 9Pe ダ -49 タクク

・ , o/e イ アo0 % 32

名 e. o P2 イ < *2

十 , «/e , oF2 3 ヘ2

4 ,^2 , 2/2 < 222

ク e *e つ,33ク < ss2

ケ , +Fe % サオ ク

? , /ク2 >,422 ケ/2

/2 , クタ2 , */2 < 63o

/ 3, oe , 20 //2
トル , コ0 , ク*2 , 22

,オタ2 →. s算o *ど2

4 s cx2 I, sPo , ク*2

ノタ ク+e 6 ノナo うo2e
0 ,みクe 3,クク2 0,

a ・・・:・ ・・・・・ ,P2

イ ろ 3ao う "e 5 /3e

・・・ ・・ 当 a32 ・*・ ・

se ・・ ・ ,み3o ・* ・?・

3 ろ *2 う04o ・・・・・

大eハrにする か数の後っ かぼr#し さ かっ た・ 各系に対す

為分数盛足僧に. こ の 場合 c s Y-/ごきく く«Y一/>xの ユな

0群(店ち&=3 乙甲いてい る こ2を除い てN のu S t4イ の

活合立ほじ方式て W zに計ﾡし た。 このよう にした、め、 系列Dに

する こ価ば培 出 ﾡバ マかそれス上てさ ければﾡびさ丘ひっ

た. た系列Bても x きたばそれ以上のﾡにしてしか計
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てささかっつ。 それこうの系列の « 小 = い っ-為て 

あ る ・

ワの 4子のﾡさの系列よ 0 t小さく ロるﾡ伝があリ 、 たヶ4 
とも大きいrに対してはA、Cよりも引の ラ が大さいから、 全系列 

にたって平均する合にば、 これらたﾡ去するためのﾡﾡがめ愛 

ごある。 この女盛をみると. た系列について来わされていみを塩出 

季に対する分ﾡの平均の な耳 いるぜ業な示正をさえば・ 浜上 

十かごあるこてがわかる、ﾡこのにして得られたﾡ工ﾡのば 

BYD乙ﾡﾡしたAとC の¥術平均からボめられるものと大ﾡさ 

みそらく Bワ乙各め・ﾡた催さしうしﾡズさるものとさ 

ったぞあるっ ・

M w/ S taど の場合立ほじく4ﾡは4ヨェリハろ 、 3 - 
いYっいてド4ょ り も小さいが、 大きいr についてば第に4そ 

に等しくさ○こ がわ かる。 このﾡ合にも工,立.の各左虫万式玉0 
分女 . ﾡ別 ﾡﾡ作合五払 の04翌よリすコと小さい. B&c&。Nad 

0データズはJ2み rに汗する2g4°のほがをﾡと云ることとに 

ﾡしてみいた・ ﾡ3函はﾡIﾡのﾡ値から*びかれﾡつれらのﾡ 

ﾡた示いている・ 町 ﾡ方 程式ば

2g 8そ =3.ノ4/4 rQお/e/ 2g r :
22 S を =タノケ/ム +2 2<イ$ 2gr / Cア)

&g 5 =2.みクタ«r2ク324ムgr

てるる- ニ>ても 5"ば今後の の平看したﾡこをたすの

ハ & ・ 民ﾡ区ﾡ作為石 払に河する51 ほcの云の J w に 弟 しく4っ 二

&. ﾡ式方云の乙ﾡ

々 の支光方芝に対する < 当リさ払分はをこ価0章 >

て ば、 ◇cズ。 今 みよび4 において 蚊師 した。 いま捨げこ い と二： 

の ア、に フ1 てば、c5 みよ び式 によって押料京 作為 出 ォ, す 

る <な 当 り か広の在 こ債 5 1 び与 えるれる。 の複出年0ﾡ合 

方ﾡエズ aな4 ﾡなの午を会く 受先あに払い て摂をり &5n 二 

さあﾡt、αやよ (み式ば のヨっ の式方去にする ク .
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か敵の こ客とし セミ 逹 近 之 号 える C れるのとほばT によ っ そこ 

sる. 方i さ活にﾡ作逸払 て、 二北ほ旅之。「花。 登ﾡす る 

oo。 o ブ=ッ 7 にかいし そぞれ から ニっの ◇じuP を ﾡ作倉に五 

ん する もの ごる る - 方1 運縦す るrﾡの ・e からでるプロッ 

ヶ2ﾡい. 各プロックから一つの <ズッや 乙 緑作 を に ※ぶ暦 照作た 

塩当玉ごるる。方古Tば系ﾡ的古ぞ- これはYr番百302なを 

所優し合ﾡホに ' FはとﾡE ( cectx&ag &4ju2txu8 ) < 22cox

&みよ)2盗点するものてある。 これあのっの方去0店ﾡとぼ 

る-般的麻ﾡにっい ては約に治じ zおいた〔 Fiat, ノタ4み c5)・ 
ニ o occなw: ビバ 而出毕 との 宪僚に あいて これらの4力去のﾡﾡﾡ 

話度2示すためﾡ々 さ近去ぞ 表す る 二こにする・

ほﾡのの五払彩式Y以ﾡり ﾡ合。 系ﾡ的五の 河条 (- 

ouxey)は. ﾡこの埼払率てﾡられるごﾡわれる花支催の斎良く分 

数の式ま て覇った( Fo&x>Pe" cs〕のてこ込される・ この比 

s 片月するルしれ ) か数権こ任の 0 立て ©る、浜女&8 c#に 

よってそれぞれの新史の本位にさ.系ホ悔の ◇な «とは幸によ 

ラz さまる吉-る か※ 入される ・ ﾡか条て本わしﾡﾡ幸

E = ee %者 (ア)

てある. 信b、 かそにばﾡ初のう2のﾡ方去0信れか0か& 

に入するもの立する。Mow48twグ, B2ac&ペ r1ouxなu.t, 0本れに 

お、zも、 まこrのすての権にりて8ヲは5さ り ばるかに小

から、ﾡ別ﾡﾡにを払に比ペ る ごa系核劣云0ガ幸ほ大さい. 

劣2、 第5ばそれぞれM ouaE S tx4 ¥ 8&zc&e トイounaa にす 

るこっの秒式の塔ル祐此去のﾡﾡﾡ季を示す・ タイ プエの意化 

経ﾡ区ﾡ作塩 当 と べつ光合常 こ ﾡ及が民 く 氐？ N \、み が、 系 

ﾡ劣出去込比べればまだかさりっ てい る、二れは常に式幸

大 さ い 合 には4-マクの対字て、 よくﾡいられるダ。以下の

出条ごは シッよ り後分小さく &ること2示し ている。 タA ブ。 

の活ルてもT か卜 さいこ-ろ ご系ﾡ的出 0方かか&り相 利 ご、 

店に B&zc&。rouutxtxの デー y ご r=2の 合系紀省垣地 0相
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管ﾡ条 42 。のように大きいﾡごきっている。 しかしﾡ出ﾡ かム, 

メ下の埼合に系ﾡﾡ塩出がほれている0は. ・4 ブロッグの有埼s 

大さるびタ4 プ'の場合のa r からYにア少b たことにもこざくも 

0ようにﾡわれる- ク4プてYwのﾡの差の起ﾡいうにこり 

いものぞ、 おそらく行れかゞ点当にれている ここそ示b ている 

のてらふいてるろう。 っのﾡにする互浜に#によく 一救いて 

いる・ﾡ打ﾡ条ﾡの共宰のも立て. さる去出方支にさっ 

てろれると ・わ7 る 今 のつのメ表&生えるも o ごある。(0 

V(て)の式にばくノー ふるほるがそるつん. 二の条さじろ丁 

しも正ﾡ ニス定 のﾡ民をポ めるためにどほ弓ﾡ対台さ大ささな示す 

ものぞほさい。 るる雇の 意弟 ヶら. 炎過は.点の大ささが冬f2 

盗にﾡ保り ており、 きた哲をでの当をする 主たるﾡﾡの -っn 

ﾡの及を加ﾡにb 乙受も経済ﾡに来bるかといろ 二こごあるから 

-盛有再ぶ比ﾡがぞさる。 /ﾡの ◇なu のFからとった/ホには 

ﾡの<を。 が各されるくツが区女ごさGば:の後のﾡ$の/

っ&そる・ りかb/ が大 さ、、とさ に し こ G 松正。 彩番 郡ズさ 8 

ズ あろう)か ら、 ) 式から

v(ヌ=(,---)

(ノ
= S(「-//

が答ら れるから. 二 の 式 の5にを当き2なゃ 当 ) 分ﾡ2バ人 n 

ば い。結量- の 及 ばぷ(Y-/> に 夕 する-古式象%のこ 

さ ・なケr 当り分女がずてなる枯式方去て、〃の 系統的曲出の それ ・ 

答bい 及の 査定値を祥る ためにさ.

SxTば ぷcr'-ノ)-5ﾡ(r-/) c)

さるぶ係をﾡﾡし なばさら s・ ()乙浜や新い zY/Y ご長 

わすことさズささい- それば3その もの がr'によ って交って く る 

(S2の活合を除いて > からぞるる。 し かしﾡ化塩ﾡの-っの砂式 

ズば、(のきたは (2)ぶ2甲いてﾡαの出ﾡに丘するかﾡ2針 

する区式祭と冬めに求めることがてさる。 このようにL z、 特にの 

速出辛の 系ﾡﾡと ほ-の ﾡ及るﾡる のにエ、I. の各方 支び
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ほ5相1年2こ尽るこツごきる、 第6区こﾡグﾡば=つの旅に対 

する結ﾡを示す。 』Yて=するニっの さﾡはﾡん ビ ﾡじて非略に 

よく-致しzいる。 B&c&。Mイouxtx の ﾡﾡ州ﾡﾡﾡ梅監 ぞ

ほ投辛 <>

イ区 i ouん 86 ； 々0について活給、

エ みよびI*ﾡし ときの系だﾡﾡ爪のﾡ率:

上の占終; 工にするw、 下の 出点 ; 正 に 対するT

イ のuム S ひaイ ﾡ 送率をそろ品ﾡにﾡ加させなく ても よいYい う 

こY2反まり て、 ﾡに述べたをリ居による利をほ小さいニビな示 

し z ハる・ oデー9 0紅からﾡられたﾡと比ﾡする ためにば、

送りの也授差を < 平均収ﾡにす る召公率ご支つすと 

星科 ごある- (の)式 n ( / -) さる耳るて来わされる有ﾡ母ﾡ頃 

ここの般略ぞ4入し さければさらるい、 従って ◇なや 当りの 百分 

字ぴﾡ妖送区、
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c2xeジe Aクノケ?マ?4 す ダ 3
払峯c

先夕阪 Bk c&。 イ 皿レシ：： 毎々 の お 壮 架 について,陰 也 ﾡ

ﾡI、 およwIﾡし たとるの系校的

条.

上の法ﾡ 工 に対する、 下の由ﾡ、 直に対する

す /P /す 0 テ e 3ナ
Yc*放)(任し玉当条ら) 

ずs う方 なナケす*--す < *

ﾡと頃 M oun 6 wax4 iるる幸の 系ﾡﾡ花 Yほ 

一ﾡ父之裕る の にほする 梁作為広此 

エ,工. の太出ﾡ。 下の古救: ﾡにするエ、 

Fの占渋: TにするI、 上のﾡボ : にす 

る m .

M のun 8ひxど

<エーゃ 当リそ分字S、E.=

Mイ oれズxr
り ﾡか年 S、E、-2な 当

さる。

どee5Y(クー2 
ろ。2ケ

ノ22SY(ノー )
3ス4、ど

(/)

為払の &はM ount Stau のものよりﾡ当ないが、これ外ど 

っのﾡ はよ 4 一致しzいる。

の女店名 Y- てﾡると cツ)式によるﾡホ平灯の召 な

率ﾡﾡ が将 られる。 し かし 比ﾡのためにば C/ユ> 玄の方がﾡい。ﾡぷ、

先2区に火 つの共方去の各々にﾡする合分梁ﾡをて に対 て プ

ット しそある。 千ﾡされた近リ B_2c&。 Jイounhu の) ﾡ、制ﾡﾡ
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玄条( 系台)

第/区 8Lzc&e " のuxto.x iある云此条の 系ﾡ的払Tビ I 

-ﾡ受えﾡるのに零する緑為複弘工 t. この

放年・ 下の当ﾡ: にするL. Fの占終間 

に河するエ・ 上の店なiWにするて

Gr〜#te (44C (み)) *ﾡ々の枯出方去で符られ Mn5uA 

0様点を支造の際光のﾡ系2推じた. ﾡ8a口系いたﾡKさ、 =o 

糸支て送じたよう &診云の枯上方法につい て同尚さﾡ系之求める0 

に同いることがてきる、 剥えば. 先み留さん出の系ﾡ鈴塚点0 

2んP 巻りﾡﾡ浜ﾡド ノタバ んごあるこツ2示いている。るの/h 密 

ホはrイ のu4 S t てはノム 信の ◇どu から可○zいるが、 二の

マ内権の百ケ条概会=メバイケ -a.テ3

ごある・ 2os Pよが2ペ/確ﾡ水準に対する妖ﾡの麻系は二の系曲 

< こらの確率に汗点 する正ﾡﾡ Xど おょ がっみ乙かけれ ばﾡ

る。このだ米は・ owA 6 tuax4 ごはﾡ - の o系紀的ﾡホに も とず 

く年こぬば ﾡ値からムタ以上かけﾡれるこツまずふいごいう戻 

-無森する 二とがてきる- このよ う さﾡﾡ。 Fの後っかをﾡI表 

ほこめる。

*の論永( F 九パタ. *r cs) て ケPiと4 の授会の 益こをせ判 し 

ておい・ 系だ営座ホにする役の授治ば aク 平时機 に 対するを 

れらの値の便差子力冠らﾡしているか. るるいs. 多女の2な 

内 n 記ﾡﾡ位 c女 工-ロ-、ーット')之あ己のもそれら が点 t 

班れた出ﾡにざるる かの 炭に方えz ﾡい z いる。

ﾡ*区 Mouaど Stau/ ;2っの祐出方ぶ、 エ、こ、 てCべ<採 

め) および c 系ﾡ告) に対する a 当りそ々 

ェ

ﾡにごべた運日によって点全の 位互ﾡ当リ ﾡﾡがるる ヨ
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の系た部るば行こﾡう秀合によ. 5の彫ノの方云ズエ そが示 

るだヶﾡれた<か ﾡの案弥た行いているニウろ、 音系五虫浜為 

の 選. 大途足 2 手える 二 N ・ さろう ・

若 工 え mut s :ルouど ごの浜雅の c .

キ % クe ろo

※ﾡのえキ ククタ co/ ムガ ど. ノ/ cot /

逆方&

ほﾡぶ袋.倉 (i) 夕4 N 火 /メ.コ x4 24 -タノ

ﾡに旨非島 p) 4 8 み/ / 名 / 4

活ルﾡﾡ為 to r 4 夕* 〜 ? バク

系ﾡ4 (w) o 先 2 x 夕 / /メ ク

Secox3て与えた 人 倉的 と留 ぶ. このﾡをそ送なみて示て 

る・ ー方ﾡの先2の力去ば 返じ ◇か4 のプゴットﾡのﾡべのため 

にﾡの妖送乙燃に少塩注する-と、 ろう・ L anga-aptoc 
こ ノタ 3 ? cコの力 がをを し三透リ <ズや &+か小さい 平位-ﾡ分す し 

H. そによって好ほろる準妖ﾡを任ﾡに小さく 丁ることパ< 

&る. ・の*『だたば ◇ Kのを動からﾡされた店出 

んoる ﾡ省出 の妖をのﾡがノ . z 4 ッ ご. 紙終ﾡ祭ﾡ 

Kの交動かろﾡﾡされた平がイY4 %ぞるろ 二くが示さてい 

るが、 つのﾡ合 ク の紅分2も っ大&く すれば二のF原の権い 

柔みれたぞ5ろう ・

ﾡﾡの二っの女ほさ糸ﾡ的玉式に不公平かるり ・ 玉た先。の本短 

先立云に示された4、 ク/に乙ベて、 その済及乙不当にﾡ 

系し ズ いる 二と点らかぞるる ・ 6 クメドれ e 後 にろ。の 系や的杯点の 

二っのﾡﾡ2し てみ。るﾡ2るげているが、 先てﾡの "% 

z /丈* ソ。こいラ不体弓なこ比ﾡする、 おそらくこの合にも記

・/) モ確さ' および着及くとうﾡ活のル のは呼の

ﾡ的さ同玉Yこ従には口じズない に Finx, ノzみ(すゝ) か ら た

ﾡ之たさふいよ うに注ﾡし さればらい、
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い

T くﾡし光条ば)

ﾡ9函 B以a c&。 M のuxtn ： * 0 の 而比 方式 工. 工 置 (すべて 

ﾡﾡ為 みよび▼(系ﾡ的) に対する <な 当り音 

年度ﾡ

ど単から計ﾡし て いるとﾡわれる・

GuAPとぶﾡ の計ﾡい 三系變的機必の数板を,ﾡた為はに対す 

る5成S低Y〜Kいているが、ﾡはﾡﾡ下授作々五去のみ2おえた 

zいるから、 後若の方支に公平子ﾡ汚来&Aえる いる Yいえぼい・ 

ゅ0さっ- <とu マ占点にもYずく モしい介くそれてし汝ほヨ 

似氏すべての業卒にする平のりにﾡ一Fのみ2ほい ている 

二 ﾡらかごるるび> ん此の系下平 C / 4222 2ocど ) が 

生こされ己平均のノ3。くのチﾡ率永辛) るるいほノマッくの"/2季 

xゝごるるここそ示いている・ ニらよﾡ1*の /メタ おぶ びペ4 
こよく-致しzいる。 しかbM ounム S u24 の データ ごほ盾化す
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るとﾡ作あ玉古0父非に大。く次るでる=とが系されE。 

ﾡ式条が分&たばそル以下。 (古出率の大さい愛たﾡを炎氏台さ 

受そ佐ささい)毛合、 ブロックそ小さくこり、 各ブロンクから- 

っ巨サの ※ そ登ぶ こいうようほﾡ路さ移のﾡ火ば、 ﾡ0氏述の 

杯にっい マ い えば糸ﾡﾡ承 ホとﾡんごほじく らい 受で さものズぁ 

ることがﾡ了ﾡからわかる。 二のことは. おそらく糸ﾡ的ぼ益出ね 

行った、めの点文の利会が、 そ系小ブコッ ク &こるよ 3 にHささn 
こいる三かに生じこものごこいう=Y2示いたといらきて、 主に 

差的ミ笑張る卒び尾すものてある・ 炎ての方去ほそれ食資から様※ 

2をこする三Yパ不ョﾡだから、 ﾡ▼の方虫よりも炎ﾡ路科をがy 

引い.愛に登系ふ二とさ. 予工0方云ごにブーングが大さい※倉 

も ﾡ工の方去て生する左ﾡの大拓か乙十か除去ごきるとう 

て. モれによって瘠られる任爰の限厚も. *ェ、 #o方まに込 

そそう氏くさらふいから- 城 ー 承など無 爰 の 群植 てあるこ、

3京びある・ 芝工交に示b たﾡﾡを受通すれば、8uue 

の/4°優の<在Pをエ・ ﾡのどの法ご描虫ﾡ査いz。、 

ﾡ世字のとさ友優の夕り点. さた % ごは系度のy %さ 工 

ご資値の/ケメ内のこ依が殆んご確ﾡに谷られる25 -こ 

なろう.

ﾡ夏口に系された絶米は、 緒乃森 を作る。に 高 い た ものでを 

2て 、 エ※と話横ふものてるるの、 E〜=ば Bムcx。Hsax 

02が生。 な- F 河す ②ものてるる・ 装のためにほ,% 

の软员 學が塞ばれ 三. そば全Kて2みほ0<んにるてはめる。 

にﾡ利さこと、讓本当！)の < 本ゲrww4 su.ax ご私い己油 

出率 の 斯合と,矢深上点けにまるためてるる。 ニ0場合にも経制ﾡ 

ﾡ為出のﾡ及が、Y1ouど6w2 ﾡﾡくふいというこ立え除 

ば・ ﾡW表ばﾡ立来X非幣によく一致いていハる- 乾にて,でも 条斑 

ﾡ益の ﾡ及の 伝上は十かふも の ぞ、ﾡ火係作ﾡ出 oこっ0秘式 

とに鉄bて、 俺かに妖塗のﾡが次くきるだけてるる。
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供 く を 3』c&x MJuズwごの)ジた)ﾡ近

袖 出 2 夕 ク

2 s oe/ a o/ /” 夂〃

M成台:ぬ(I) a 夕* 4 /*.2 /3 u,./

ほにﾡ 為c) 糸夕 メ2 &o /o.4 /マ .

月 ﾡ為) 5 o ス a 夕 + 8 /4?

系やSJ z。 4.z e バグ 5ク

Gx%ドと4はまたノキェーロ- 「プロッド 町ﾡ係産のﾡ制ﾡﾡ 

た治ﾡホによる走こえもﾡじている・ %のﾡホ対し て、吸ビ aes 
およのみ/0ﾡ年*卒にﾡいて それぞれ4および»ず。さるﾡ治 

の#24そた。牧二のカヌ 4o 系ﾡ的ﾡなほどﾡ及がよ く 

,とﾡﾡいたが、その 行にば にﾡがか、るたら. 延国 茶 

て るには順ﾡてなゝ" こ ・う ﾡ占ごそれ以上ﾡﾡするこツ 

2とめそ・ 気帯ﾡてみし た小峯にからさる ﾡﾡ2ﾡする ニッの 

※産的てきい ニッにﾡﾡの会ﾡ尽いが、 炎浜が老終ても っと各話 

弓ﾡ出糸件のもこざは、 二のようき方去もﾡﾡ込ふるぞるろっ。 こ 

の方去の ﾡ及にする可 ﾡ任 について、はごﾡﾡにばにﾡされて 

いaい。ノつ二次モのﾡは. <なe 出ﾡをにみる一次えのﾡ

/ ルイ&が氏こ。 埼大、タタク ペく/ケ)) ご、大新の 条常示ぞら、 

ﾡ"為はほほ各総矢件いらﾡんど行不ﾡてるる かきだは. 

炎的ﾡから*行てき 百いﾡ登同べかさで かの行れ かズるる^ 

¥いうﾡ占 て保為振 2 故•刊 bていゐのに、 おそらく私立 

し 小プロット のﾡを乙妥するよう な受なの32矛えて言 

っているのてあろう・ ﾡﾡの場合ごも. <ウ 0 系ﾡﾡべホ 

ご対ﾡ作冷方式て断ほ数の シ会さ ム 2払い なこの 顕 

に、 手商き -さ包総師ほﾡ性にやいてそ うさいﾡの 生 ずる = 

ほyさ、。
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の場合と5じく、 #与りボ当ﾡをる少する上ズ倍ふも0<る 

ろう〔きヨ %が倍る送 のうにって、 氏成によりい旅ﾡ 0 
絵ﾡがﾡっ 6てるるう,

HaZ 〔バsケ(工っ ビ. 牧の B&c&。 Mイmuxtzaの ヂー &ﾡずる 

ﾡ・ 主とりて ◇ メ外の 例えピば夕女ェーカーの小さいﾡ紙策位、 

ま ﾡげ二れら0後っか名 ﾡ合=た払ﾡ化を長炎っ

¥位の記【か二えにわたっ て天ﾡり ていろよ う sﾡRの 可虹に 

二の 除て述べた方去乙飛する 二とはﾡﾡにおい て ﾡヴが、

の 8taxZ や o./ の 8.&.cAx ・イ wよo: のざうなデータは 

炎上ての交ここいう 浜てば不T分でるる。 っ < の ﾡては

< の近とぎ浜:ほにu たから、 Ho.c2 の年ﾡとな的さ, 一 

行 うﾡ会ゴ少&かっ た ・ のダク表ばご面 (3ぷからほるプロ 

ク)ドののﾡかきたは、 系を的名8最坂っている、後0そF 

千方さ 係 ¥によるかからポ mれ たものだから、上式0ﾡ工 

とは致するめに子倍しﾡればならて、 4ﾡの0aYの 

致ば・ 当ﾡそうるるべる通り. ﾡんY正誰てるるくH a28 て4モ 

=み* ジタ =。一o).しかし2マ=する Ho22Z の 数値非能 「 

さいくア*/タタ=%ケo>。二れさ4電0可ﾡ互ﾡ糸統始ﾡF:も2 
ずく坂の企たにら t分さ佑ﾡの おJEい 二2&チし ている ・ っそ 

らく糸もﾡ手ぶ比段 acc2の ﾡ振から ◇な 当り 0 百 分 ま 轟 靠.* 

光を計ﾡし てだられるもの てるろう ・ 治工 の承と塚作あ虫てさ 

ニれば /&4 。 *なりくﾡク区の平ﾡしﾡばタイ"てある)ま 

E系的古ぞは火よりてある(ﾡ2区てはマ H aa a - n 
系往的点だ0分散が酒との も o 竹半かびるる立結ﾡら たが、二0 
他ﾡは系後約査のををﾡ大覆いているようにﾡわれゐ、形= 

の雄ﾡは、 全政ﾡ権のデータから系 ﾡ的抜 払の 族 盛 を 計 境する の 二 

をﾡ甲いらる方去は. るﾡり各アが小さすぎるから落い#る 

女造 が られふいこいう 42c火2n* て 益造 し ﾡ京2来番する しC 
ぞるる ・ 上にﾡべた多«の ﾡ云る方払部分る 紅合 とてﾡする方 

に ば、 系ﾡﾡﾡ地 0利をが彼。 数ﾡの 示すょ り ずっ立川さいこ
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ハうこくかつそリする・ ﾡﾡﾡメるよ びなに する劣工 の居化速 

出0翌系やよひのﾡ制ﾡﾡ作為祐払の平☆平方が、 Ha20* 
表に示されている. 二れらﾡにﾡﾡした»る係本をﾡけば、

二のﾡxの 千系とし て ③い炎険伝Y一致する ・

ク 燃ごボﾡ

「5る杯ごKﾡの域摂をの方去ほ気か?' いう氏には全事さを

0ﾡﾡが既に与えろれてい るる合ても ﾡ単に若えるここほごささい.

< り てそれが氏ﾡの との 条ズの 経除のみから 答えさければな o s
こさになお足てある。(ぎさる汚ﾡ正にこﾡにた送するめ手 

ゲるる・ 6xタバズ&〔ハタ**cCあ】 によれば、/ァ メ ) カ 0 意く シ教の

でからぼつてみリ、 ﾡﾡ及の々ﾡにも-ﾡの点がな ・ っ て 

手常に相かいﾡ在をしさければ、 そをﾡ当す二Yが古ﾡてるるよ 

ラさ、ﾡんルごーキ京にいﾡ常旅ぞさ、 推々ﾡ作為式が、系ﾡ当

光よ リ もﾡﾡい始ﾡを与える 二 こが知られて いる のてある・ 

二のほ合ﾡ\ ¥いう ﾡ系が殺なの ﾡの ・彦 2ポ すのズ&れぎ、 ニ 

のきハ方たしく さいさう にﾡ○れる・ ﾡ々の去ﾡの立ホなﾡ

全く確幸的に分布いているようきぞに、 塚ﾡﾡ琴たよﾡﾡ作 

冷るるいは系ﾡﾡのﾡ彦く. 与力これたﾡ此季の全右払方式は、 同 

- ﾡ 及の花起 ﾡをびく ぞあろう ・ ホﾡの分布にﾡかﾡ伝るって、

体上の矢ﾡに系的なﾡ嵌 か各左丁 る場合に は. 一接 に 層 に 無 作 

冷世はﾡﾡ係 為 より臣 にﾡﾡ のよいに盤る与え、 ほた 

系往的培出はﾡとﾡなよ リ も点史の よいこ価み早えるごるろう. 

Eまたきこのdが、 系だ的不のﾡ原のﾡ孫込同じﾡﾡのﾡ点 

ﾡ訪を示す場合には、 系ﾡﾡ古の ﾡﾡﾡ為Aの ものより生 

くFるのも知れでい 、-,* cs> フ。b かい 伝K。 ﾡ木 ﾡ阪 ぞ 

二のよう s•ニ と. クっつに生じさいてあろう ・条示、てﾡする左 

町 の 形式る地/ 臣に示す・ こs cw4 5 u の /4e fe o <や 6 
それされのエーカ -当り 平均区てるる、 務し= ◇か ・ニほ産 

-ﾡﾡがるリ・ 示Secotよて近べた近り、 ﾡからﾡ-告つてﾡ 

しい点爪存正する。しかし 系紀的、の ﾡﾡ乙全然転さ とzb
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っ 占う さ式台ミ占声生ようられさ

ﾡの考台・支方去6さ!各たにのそと.そ-ぱな こ 

展 かろ 自 更 之务延 できる こ とが最 よし ハ と.,ラニ と、 およみ式ガ< 

。 ﾡ活さ ゃ楽行ﾡ任さ ごのそほ-4とす4+の てさrさら 

い- ﾡってX及の方ﾡほるる きごあ力方の戦ごるる。気式さ 

ら 系ﾡの方ﾡにヨ チ合 ・ ニ九らの巨そ-ナU こ与える T片当。 

整をﾡにたち されるケらてるる ・ Ge マ るる= A 
永のよう 分許は. ケ表乙ﾡえたﾡ合に千てさる新ﾡの変化よY 
れぞるる かそ示寸ﾡ度 のそ町 し かキえ るここゲてささ、. 当#ル 

の点成ぶ全本ﾡをの冷 か ろ流ﾡするこYがﾡてらると z も 

M。••〃4 6 24 と 2 ム必 イ owoなxx のテーyハららPさ内 

愛にﾡそほ呼ほの%っ ケニ井り <5待2ふえるたの +かさ 2 ) 
している、

もり形一ﾡふから当成た台送逐によって . マ☆り出授 

。モれ 食 算 の 挂 在 な をがめ る 必 診 かお れば、 ぱ州問ヨ さを=ッ 

グからリく と二っの ¥位そ迎下居に ②ヶれかこょっく eo-
撃化乙ﾡ合こて式しさればでろさい secta5,4 てえ 

-経生女とﾡ確云ﾡ示にって、 こuろﾡ返りﾡる炎小のッ 

クを同いること、 町ら名ブロックから二つ大のﾡ位2 狂 よう6届 

化ゲ菱きbい二*が示さた。 二の送方去にさって、受ホ/の左 

麦からﾡをと評ﾡす るこい うﾡ約のもこに秒けるﾡﾡの益出率て? 

ﾡﾡを及大 こするニヒ あるい にﾡをの る卜のﾡホて望度す 

るニとがださる.

団後合及ハの プロッ ク から さ-っの c。そﾡ午おにﾡぶﾡ営さ 

ﾡ支の層ととか. 系袋的在始て. そが度の氏そさゐ: 

こてさきいが・b かb ニれらの 方去そ孫点 した塔合に、 洋-ﾡホ 

かろ 将展 を 評で 2aくさる、 品え倉るる次えの ・立ズは、 系総 

台ホの 込 の点上マその授司さの方バ. 不科をよりも盛大てラる 

とこ当にうえるかししふい。 bしﾡ賛で居は、 それか* 同 E 
不検ズ あ って、ﾡﾡも系ﾡﾡﾡ払以上のも のごない-1 か- わら テ
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F

ず
：H

*/, iK M のム 5to/ のノ4o の ◇クや の それぞ化 のエー 

カ-当り の 平出W曜运木 するダ ナフ。

妖ﾡの評品に不ﾡ合ざるる というﾡEご、 おそらく ﾡ始守さﾡ示し 

かもたさいごるろう。 二のﾡ丈ご研究したデータド、 糸金技さ 

そ守う京及の塔加か、経ﾡからﾡ床のをﾡに系ﾡ的3感のるる= 

と-ﾡ付いてし、 ﾡ山ﾡを。 ﾡ長 にする二の僕株の 正確ミﾡﾡ 

こよく ﾡ岬し て い ない人 々がﾡ帳するﾡ大さいし の ごさいことを系 

・て いる。 先4 町立* 区はYもに、 特定のﾡの系ﾡﾡﾡホビ 

用 - 最を塔と ﾡ作為てるの・ そう大さく狂払ﾡを糸ささく て 

もさいYいうことた示り ている・ ﾡて表Y党▼、 活化ﾡ式のゞ 

¥のﾡﾡ爪、 いるべるわれる品率にナする系ﾡ告培のも 

の»エ リム立く なる こYをﾡb て、 上ほ-ﾡ旨と挙分ﾡく未し
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ている。与益季かそに大きく3ろツこの1下き4きる

ころの天ビ、 e をほ麻類 品ズほ本ﾡ占ぞロいzいろ 

4xPZA の主示を十公こちするものてある、旅 分狀育 0 焼木推 迅 

なさ. 麻百的に洋して十か宿ﾡてきるものにし行るのほﾡらかて 

ある。このようにいてﾡをのﾡﾡYﾡﾡの多大のﾡ約が河ﾡとせる. 

ハ、選よのﾡ台にさﾡさﾡ孫が可ﾡだから、 これによつてﾡられる 

ﾡのﾡいデータの方がﾡかけ上は ﾡた ぞも勉に集められたﾡに底 

zか、 全数をの記必ほどよりﾡﾡがろる合が多い。Yat。〔zパ 

(2クア は次の にべて いる。☆ﾡ順にわたるﾡﾡﾡ兵 ( az 

2wug) てはﾡかにﾡお枯比よD も系ﾡﾡさ &ne ま Pほ希る祐出 

が望るしい立考えられる、ﾡﾡし各る席ﾡ2ﾡべるのにﾡ受きﾡ 

的な*さ、 資ﾡそのものてﾡﾡさ れる作求番て告とが てさ日ハ 

ぞるろう.このﾡえ立云河に、 二のﾡうFの浜ﾡから、ﾡ族0塔x 

ごけてば系ﾡﾡ出をﾡﾡする十かき茂占母リ各ず. 栄って次点 

可ﾡ性に っい て ﾡいﾡ※がきい Kり ﾡ ﾡ作あﾡ去を同す べ a 

ニYが示された・ tいﾡ一0系紀ﾡ係ﾡの精及2評橋する方法か受 

ﾡされゝ ばﾡﾡを失な5 が、 しかしﾡたごは /時加ﾡるﾡ 2ぬ 

歌こするものメ外には. 二の成き折は不終立ﾡわる.

※々ﾡされる 系ﾡ的2出 の持は Osborne〔/☆コ (a+う J 

のものごるる- 二れほ造生型のを承( cover(-tみpe acdaフに 関するも 

の て杯公ﾡﾡ ごさく、 さたデー9もいきの方去の分片にば利てき 

弓かったのて、こ、ごは紙か4 冷じふかった。 全祝ぞP4oﾡ。 旳力 

の中の 4o。 ﾡにっい て顔をし たデー 92Fい て Osborne はば. 後っか 

のﾡ5る coe2 - t#ゃ2の ﾡﾡるこ する巨ﾡには、 44悟からさる 

ロックの各々から、 aっの ◇ク ことるﾡ化坊出去よリ t、っの系 

ﾡ的出 の方が滞度がよいYハう 二Yる報告してい る。 は足式書 

(ロの型式のうﾡ化はﾡﾡしてい宮ハ・ 系ﾡ的ﾡ払によって生ずる 

ﾡﾡの塔は、Y1owE 6twu みよ び Bムc&。 てられ ﾡ 

しのより 大さいようてるるが、 b かしそれほ一つの共卒について 

しかされてい言い0で、るきりﾡﾡぶ結ﾡをびけ台い。多校
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0※云るﾡ光率2活い て 0sborze の データ 乙 妊に分ボ するここ 

a. にのﾡﾡ0選こ安をする合0各"ミそﾡﾡ玉出 ﾡ去の 

ﾡ打的ほ通価をはっ2り さとるい っ味において、非*にﾡ味が 

るる ・

-20 系ﾡ的解点からﾡ治のﾡ定権を求ゆる方去を方ﾡてとれば 

壊出 方玄 の 圣な はも っ立ﾡるに互るてあろう ・ ーaccなor / て述べ た 

ように、このようGオほ旅の法ﾡﾡ式について受に多くの依えを 

おか宮けれさらさい。 <&cot 3の例は、 系的浜本の太式半位 

の▼方元からﾡをを坪監するとさ、 ごのさ らなﾡりが子ﾡされるか 

z汗いている。此 我の /兜港、 特に Laa 2e aぬな< 〔3 C3o辺,Ma.sluc4. 

こ:夕(sゝフ みよび6stIt4 【ノタ 3214>J ば妖治を糸やﾡたホ次の 

ﾡﾡするﾡ商のﾡ、またCX,一2なTと3ゝ, (Xミー"Xッ+X«> 
すY043 さ*3 ※そから前塔する と ②王ほ ﾡく二、ごとX 
xs, ..........ばポホ0次々 の ◇なゲ のﾡ2表わっすう。この0ﾡの方汝 

=する 誕原 、 戒ﾡごるるよ p も o bろﾡ表ﾡさし の ごでれ 

さろず、従って全は旨ﾡ が行 われたについて 上ビの ようb 
z計ﾡされ塩払妖ﾡび不ﾡざあり、ほた糸歳与益述の英撲たの 

あ ゐ 経度冬当忘推こﾡてある ニYを示すに区、 これほごのものより 

し ﾡにムﾡな託顕 がそてある ・ Yat。。 ﾡ条〔ノアダと(コッン】 のよう 

こ、 二れらを系のK- の系未対爆ホ。 授ﾡ忍示すものとして使乱 

するには. そのに全豪ﾡﾡのデータを径々条める ﾡ文的口ﾡ b 

さけれ云らない ・

二の☆ふてほﾡをY系ﾡ均五式方天の比ﾡ0みと及私っT- 愛 

看、 ブロックゃ権ム単放の大ささ込か予みよが既知の、 あるいは 

汚えろれ るﾡ手度の 河配にﾡする そ北ろのﾡさ さども ま た禄ふ 

店 の ﾡ度 に 彩巻 する登客はﾡみてるる二22 契也 bなげればさらま 

、。二れについてはﾡのﾡ天てﾡじておいた〔F 高/, " &ど c 一】 ・ 

ル改の函たたる込い う 受求も益出方式の透択をさめるの秒え方 

2なるびるろう- 従って、 合点意金こ乙区ﾡとの妥支条件の基 

ば越乙ﾡさきしばきらない。 作求の 全段路てり経ﾡさウを
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さう方ﾡゲど琴てるるこい9 ﾡ計*の ﾡ自=. ﾡ送 の区を2※義。 

こいる人2に殆んとに委がきいてるるっ- ある出ﾡ佐&ﾡ立-経 

受え し て活をする ニデーク な賀の手の方ま の点体ﾡ託分2 ) 
ス 準馬 レほ ければたろない、 そっりて、ﾡ計的分ルは賢ﾡ を データ 

そ示注ﾡほ計等によって合さU = り sいs う十分-サェッ ク bさ 

ればちらaい ・

・・約

-3Y...x。の長番性ﾡ柔受天示 も うーっ は C ク% 力M o 
マッた示の全女類径乙っモニっのデーツ2戸いて、 3'4oau 
益出 鬣た法の吆支を北った. ﾡ別区採ﾡち4ウ法出 各 ブロック 

から2っもbくノっの < そて る周 火爆合担 光 おひ系ﾡ 

当生に対する かなる々から%ま ズのﾡさるﾡ払ﾡにって場 

- 5ecがox < にみいて・ のデーyて司成つ公許2行8っとすさ 

人々の為、 女えぞめるのに戸ハ方2学紙に約じ、

このだ采さ、 旅分灰ﾡみをたするためのみホ行さ、 不※に点 

莅 い 標点を 白七 丁 = 奈百ﾡにして十分低系てさる盤25 
ることと項謀にﾡりている・ 个カシ の き浜をいゐぜ条てな 

• の かゝ るノク。え の 鬻左 は. 玉改のそ営き花こ復2メのる°め= 

不 •に 学 で ある,. --て盗じほ=っのに次てさ、 全がの ◇t に た ? 

らヶにﾡ当する o-う- の ◇ク から客るﾡ に さ ﾡﾡﾡ浜ﾡ 

け、ﾡはのケ以ﾡのをこﾡる与える二とな独んご確資てあった( 

つの旅ての2クビ経ぶケェ-ンて- 玉選の平占なほ4 --ロ- 

ごるリ もう一っの方ば. 幡っよナニーンごﾡ及a。 E-力- お 

ヲた.☆出条が-? 半分のﾡ出西冬ごほ軽ﾡの 0 と れ/L 
ドら s クの-払断星ごば来佐のケ以次りを皇触ドら2. 

これらのﾡﾡはﾡの二つ0旅にもYづく ものごるるが、 =っの町 

私しハー致がみられること・ ニ九る がy aく とも 化 の 火 域 に讨す 

ゐ依候と考えてよいこいう有危Ζ力 づリる tの ごある .

や 断ごれ たように ﾡ伸 同梁先 あ生 の場 ﾡﾡは 0こっのカェ 

よりるかに大さいこンが示された。 6ecxぬご報告 しモ#結は
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パ2まとPると. 系経予 #ごの彩式の 五は よ り 新の s ・ 

二と振西さこが それニよコて生ずる振ﾡﾡ塚のﾡ少さ、 系ﾡ 

さ由出そFする -Yの一桜台在之ﾡ当する には示十分ごるる 

z3 二こにロる・ み封U た データ から、ﾡ払摂をの表がﾡんご 

金そづないﾡ合の外. ﾡﾡばに多ムく てもプーック当リっの 

。 を 建二 岡 比 国 保 為拓 比 の 方ゲ. 塩払ﾡﾡの 評価が全ば虫系さ 

業ﾡ事よ り尽々をまいい=と ゲわかっ E ・ 系ﾡﾡ浮ホの ばﾡ

を臬还 ナるを 陸 的 な方 式 が 更出 され 、 K 旺信ま 義•って く るてるろう. 

こそれうてはﾡ炎ﾡに系た当ﾡ出のﾡ味するこ二るをﾡ動に方 

ﾡ -依にお,てのみこの方去と下るようにいふればならない.

二の 熱支に <な ﾡ兵えい る-次えの五虫ﾡ吉のみえ取衣った. 

: ・つ小 記祭 戦の語ﾡが炎司ﾡてるるようS点においてば、だ 

2 氐 %た ごボ当ﾡ査するこいうﾡﾡ2最除けざ、 与えられこ右 
※びのﾡﾡときくきぞろる-とが 千ﾡさ れる、ﾡルﾡﾡと系ﾡ 

上 て *¥之契智ﾡ ﾡ冷書 社する方にべて気れも 済度 が 

-塔加する、 もげ き当 デー5 利 点ごされば、 このよう ボ及 

0店の天きさ2-> ご点た方会 &t 兵するこ2こよっ て研史す 

る -とmごきる
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請 辞

ﾡ番イ ン ドﾡ業技み( pez ラ. ・死のﾡ区AL年ス 

ﾡ士おさで coSfwruc 林芸およ み数ﾡ試&場の 深色 A.A Hiaod 氏 

が: このﾡのも立>ﾡフたデークを味与された大な炎町にKろ 

¥ころが非幣にナさい・ た忌さ. rイowよStxどの-夕の候之 

ﾡとれたイ ンドﾡ業験ﾡ長にしても、 当然みをし上げgげ 

ればロろ与い。 G4c円 土えり宛針 円士のデーク乙そのﾡ大 

¥にﾡする ﾡﾡ町にわたる 大登なら びに烈のﾡﾡにするﾡ台会い 

ﾡ京によ っ えに大会く ヨっ・ 笈ぶま 三 RocAaxo力4 系： 験陽 0 

F Yatwx ﾡ士が. 分統方にっい c 糸念乙与えられらこzH し 

てもるえと市し上げたいごﾡう。

談除。 ゐ る /条作か系や的描 か? とtろﾡ度に対りて at 

逆べたﾡ方 お. 私包条のりのてある。この論 之作 り るずるのに 

ﾡと与えられた人々 にﾡ対を茨ﾡし 含 いの は. その人« が私0そ 

た論にす る音任な分垣り て い る 二とをﾡ係するも の とおﾡzK

たい・ ﾡ ﾡ士みさ びtoouどf にし てﾡにﾡﾡ する0 
. 彼冬が、 ほじデークマﾡたのとﾡっ考える私が述べているよ 

う は疑店の あ る 西ﾡの ﾡ系に. そのデータをﾡよく貸与された:Y 

によるのごるる。
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変動の ーイ列 に っいて

An Example of periodic variation in Forest Sampling.
By D.J.Finney.

( Lecturer in the Design and Analysis of Scientific Experi- 
ment Universiy of Oxford )

( Forestry, 23.1950 よリ
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六示京折を多に おる込交ﾡの-ﾡについて

A Exampie o! Peri od ic Variation in Forest 

Sampling- Bン D.J. Fianey.

Lec-ureiらんz Desi9nan4 Anal?sis ofScientific 

E*PeTiiienこ,u:ve5;y f Oxford

( ForestYy.>3, ノoよリ) 

他 s

派立の送支〔z( ) おいて, 若ﾡにﾡﾡのを在このための 

経作為及び系並的 44 ッム9 ングのﾡ均科ﾡにっいて ボべ た.

あるﾡ注表が幣に花求しﾡるといっﾡﾡ為台ボﾡは/U い, 

Tムプリング計面の受にるつっては. 添ﾡ ご普 玉にﾡろれる交町 

っ < のそ株の ﾡﾡYても に 、 従ﾡ▼のﾡﾡの埼有のﾡ&杉 

I, 万 れば ふらさい.

系ﾡ的及ホにる 花に償 の ﾡ及 U • それ が多 く の合- 出中 

のﾡ作ﾡ払よ り も高いも の ごさあるが、 ある足のﾡ町サムリ ン

グにン て 可とるメ外ににそれ2ﾡ点宮ﾡかうこする事ば不

だるみる ・ﾡﾡにっい乙の 知びに意大のえの確示Yの ニっ 

り百 地出吉をま 支す るﾡ =ラ 品さ れ 合 けれで さハ.

チを的もて 振代 b るﾡ及の 河 舞 ・ タル )0点は、 西らかに 

を字 ごらる か経 除台に河oるに方ま去ほさい、ﾡ支において量 

ビタ ジ魚 徒ﾡは、 二っの原(まイ ン ドの Mイzと s ルルイ ¥ カ 

ノ フテルニァの Bムc&e ネ。.本). の 点盗 之介 項一に 通 すく もの ご 

るっﾡが・ 平.剥イの信ﾡし得る椎をを行うには、はるかに多くの 

ﾡとやすべさことかﾡめられた・ ニの巨ﾡのたのに、 な生語の

5 ﾡから将らみれた吸ﾡに多くのデーク か ﾡされている。これら 

の一っくインドの Doa p.% ? ては. 以※の介においzえ 

らルかっﾡ 係る る 特虫バ受わ uマいる.うのば、二のデー

には ﾡﾡのﾡ興ﾡ互ﾡﾡ的ﾡ介が示されているのてるゐ,に 

［ァク(Dﾡ塩した工りこの:うる s ﾡ 作さ チ 染 的 > 上 G 百 マ a 

※しく下さとるものご、 一の=出年のサムプリンごは 呉 る



- 134-

ﾡ#**みり e・ -さべ<チﾡ4 :; 彳う 

か阪い不ﾡ安にﾡにする 二こさえみる

二の持天の舌夕=二れえの D ・&.x D. の デークにする古『ﾡ 

の ﾡ打ﾡ分高の ﾡみ・ﾡ大立旨に 字 る二こて5る、戸品 

並びに方注*周性の めに*入さ正受う の2砕けさ既に+ 

介 たぶ J た 亟 リてある こ/タィンα) ノアタ / (2) /

ﾡ (The Dzt2)

6n外2 こック名ク(あコ に Y/oxとAuwt エゥ火 ・ ムイ Pxmuatce! " 
ク-eイz Dt Dいcto. の saど < サ ラ ソシ ジュ ﾡ、の冬点ﾡ2報ﾡ 

してハる。 二0土拓救常多受幹の落支ﾡ旅0生先及A生は炎の 

古支にほとめられている ・ ィク年 . 二の受の0の分ホﾡをパ 

行われた・ これにほ市ス ctaなx の s ウ cﾡ) 2同ハモが. 新をはこ 

るここの当ネ-会5シの中各5番巨分のSウ について行っf 

8t のそれぞれ5- ch2inこﾡのFの六 W 2 -ことされた 作 

っ て エーカーﾡ 位 o 先が行さわれ たわけてるる、 5zhait/e 

ほ、 この気査力法2ﾡしく工べている.二っ0シ京店点 Sfo卜ea 

I0b4S生4. zer+n および Terzizl2 tozent09 W ：： - ! 

にする ®インケから→クインナのメインケ菱径商、 &ぴ ッ 

4ンナ上のﾡ大点女がﾡ係るれだ- こらかる土方ﾡ系 (/oea 

vo/uxe tab/c)によってﾡﾡる計ﾡいた. ﾡ着 が各 uwX K n : 

繁足0統ﾡﾡの *料2科当不たの は、Pr.6rnpic& の 谷 究にぶる t 
のてある-

この 海文 に 眠 い ﾡデータ さ ヶ の ﾡ 単 (recordinsunに;

2各公コぱﾡの Str;P にﾡするしのてある、ﾡﾡの北面労にある 

9tr;Pほﾡかく, そ0治んどはよ-単2合Cのみてある。4 

"/扌 で の 5ヒT;Pの大部かは シ2一5位からほっていz単 位 n 下 

のものば一っも弓い. ム -/ク2の Kの5t7;Pは短かい ( xs は っ 

¥位の み )・短 かい クク - 2ア3 乙除く残りの5br;P の殆んルビすべては 

産位数べから火 のWてあった・ ﾡのﾡ支 エタみ (ュ> :二 み 乙
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ご5じく5triPのﾡさ乙ﾡ等ﾡﾡするこ2s4. str:Pﾡりの平ﾡ 

Kﾡる分許に点いて. 一女えのサムリング町ﾡのみ2ﾡﾡした-

小ﾡの花たくTﾡEstA2C;0n ofVorioxc2s)

許に研ﾡ b た riount Sruart こ BlockS Moxntain の 旅にっい 

てほ・ こ のこぶの すて o Scr;P の 零不をの ヂータ が頑ﾡごさた.

De hra Dun ての 2クぷ ケ の Str;P は. 頃基が行きわれたかも虹れ 

sい統計4e ケの Str;Pの系からこられた、 0・の系ﾡ的釣業木 

にすざgい。 っ く二の杯の0平向区ﾡyの比ﾡばてきふかった. 

そのリ。ソ。」メ下 の光幸のﾡなY このス9ﾡのﾡ本の権乗Yば

教するここがぞきた・ﾡ音すれば. 二の >ク2 ケ の5ヒrPはるたか 

もそれがある旅の ﾡ会 3 品のﾡﾡごるるかのよ うにボいるこゞが 

てきるから、 そから こらたﾡなるﾡ払方法ば光ﾡするﾡが虫系 

る- このかﾡからほ旅全なから立られたﾡ為及び系ﾡ的士光の紅 

対的価値(nerit) 2全く公平に示す二とはごささハ・ とい うの ば. 

二れみは隣校し た str;P と立距ﾡの StYP置の哲ドに大さくﾡ番さ 

れるからてある。ﾡずべさﾡ京ぼ、 二の杯らﾡする事平の系る 

株史の形式くtPe のすべての可ﾡ弓ポホてさsく、 コタコケの 

5trPのFに合まるﾡﾡされたScY:Pの姫にすぞGい・ そう い て 

ルコケ の " 能で 5tYr;PKのﾡﾡは、研表する ScriP項のﾡ翼よ り も 

一投には 小 ごある、

介にﾡ当き記ﾡがﾡ話にあれば、 Denrz Dun。 データ のﾡに 

そ れ がa。・承Fからﾡられたﾡ次係ホ CSub-S4nPIc) ぞる る こい 

う尉ﾡのために有てられたかも しsn. 炎ﾡ、ﾡ式天町の広ﾡさ 

fにおいて同"得る デーク さ ・ ﾡ単に一方の 側への結給をですに 

るきリ少岳すざた。このこYから Dehr&Dux のあﾡほばじらに 

との二っの旅にっい て述べられたのと百じく 悟ﾡにし てかﾡされた. 

同ﾡのﾡY上、 ニのサムリングは タ2 ヶの9tr ;P が会 蒸か て る る 

かのようにボべるこYにする。 故にr分の/ の深本YいうOばﾡ 

に ほ /名42 ケ の Str;p からﾡるﾡの ﾡ、から込ら1た '夕r 0ﾡ示ごる 

る ,
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し かしそれﾡ互 が ほわれた 393 の Str;p からる特この毎か
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らのみ式するようにﾡﾡされていろ。

ラタ 丁の5 こrP の ( 

子均するこエーカ- 

*ﾡは大て 天部分の 

ニズるって、 あるしの 

ﾡ拓てはこの4はェ-

5triP*の ﾡみ乙っ 3子のを啓は 

り2Ar.グc&.fヒごるる) 士. 左 治 0 林 介 の 

5t/Pのﾡは工-万 -当 り ・す。。Cu.t 以 

てほエーカー さリ つ,o。 cxt ここえる。 氏 

カー当リ約 see cu.ft. に ごぬ 下する,

蛍充祭冷描光、u&rc9tricced rztdox 5znP/inチ)にっ

・1てっの<r;P G 惜爰 ■» 恵•り、お 計 碌 でれた 分敵.(5 0 り 

Cu.ft.ン の番 て

5 = 2ケ,220
てるる・

Ta.b/e『 G 2r<5ヨ blocr に よ るﾡ～終作為ﾡ式 (5trattie,

「47d04 Sa 成“•―九 risW)b/ock ての意にﾡ作島祐払 <3tratifie

r2nd072&xP/;?3ン, スがチﾡ的ﾡ作倉式( ysEeagtic roxbo,

64AP/iれ8) 三方する SrriP ちり 広の花ﾡを示 テ .

笑作冷ボ 史|「2zd0ペ 52nPi;タ) にっいての十4は 

との黑保を表わすの に後半こ秒えらる低な。 r o にっ 

わtた。ﾡﾡのrにする8E arost *ほじデから 

0二っ0か太占区いほ系に浜っす=とがごをる. cFiaI 

た=* 丞乱いた系紀ﾡにっい てば . =よネ以上Yする 

ﾡぞるるが. 自原のユ気によって.ﾡ牛島忘ムて同ら

今政とr 

いてをむ 

・ こルら

二と不 

れおか=

たみ忘多く の rのにっいて分 が行 ﾡわた.

Fia >は8 ヒrのMの 手係を示す.

ズc&.Ip.iu-2〜n ぞの5triP当リﾡの来任,卜=送

〔/ee <ニーロー塔リCu.fこ.のび

r ・ Sを S 引 S 5
マ *ケ名 3a *:/ /3ノ« バノタ4

3 /« s4 o /ジケ ノ-→.? /,M ←
名 48.? ジ→ “2 3 /so4 /3 ?

ダ «タチ ".3 ・** ・・・ コ, 今

6 アエノ "力 a.e /« ク /ジク. /

ク 45. h 3s.e ・・・ ・・* ス 4

み バ/タ4 48.? s/e /夕2. み ク /

/マ ケ☆? “ク ・*・ ・・・ 2 4

/2 ノノ.3 w ・・" ・*・ /o.4

/ ノノト7 タエク ・・" ・*・ /タタ &

ノノ 4 .. 1 ルサ /+&さ /コミ.ク

/コ.7 /パメ タム2 ・ /ダメ2 /"£ /o、o。 ・・ 夕4 /ラよク / ・・・ ・・・ a*マ

Y 1 ・・・ ・・・ /一みミ ・・* ・"・ <く>

/子 : ノジo. / /*タ o ・・・ ・・・ /2タ

o i /タラ. バ/o.さ /* 4 s4 /N抗 o /く « / o
A i ・ ・ ・ バ& 9 "イ ・・・ * ・*・ タク

/+03 バケ クタ / o ノケ3さ ノジ よ ・ ・ ・

コー /ジクケ /ク*/ .4
・ /

ﾡ作為払の放は「バ加するにつれてﾡ正に送加する 二が 

わかる。 きた大aur てば5Y3そのﾡに感かのﾡ がﾡ られる。

すし たr の 全や 面にわたっz、 rへの5の ﾡﾡ ﾡ系るそれら o
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対女ﾡの一次式てまわす-ビさく ニれ ".c: 5tuarf えび Blzcks 

Mou2taix てはTかと活われた)資の死糸をだわすにば不十夕ごる 

ることさ店らかぞある- 資孫ﾡ監さ «を約だ型 てこの%派名 託用 r 

る事ぼ不西ﾡごﾡわれる、 : て落るかaﾡ奈

を互くここがぞ2るから、 次の分女の花支恒sそ ¥5そに対するサ 

ムプリングのなﾡ(efficiea^y の枚芽さ、 二の生条いらﾡみ

Fi2I 「atr;P oくTYPeて っlocK☆ご活にりた出 

ﾡのﾡん奇光の 考 合の卜 女9vrの※み, ;ほじモ此ﾡべるるか 

arのblock 大ﾡくT/Peて»の毛合のすヘプリン". -のﾡ合« 

yrのリにコrる。 (S2とrの巨ﾡ戸な

理OC
S
O

G
*
kz  9

0

ムS
J

七03
»

ミ
ヾ

ん

"

"

 

M

a ダ*メグマ? M•”«O知/•" e /スパ

rの確
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る二*ゲ<さた。 F:92 あるいeTabci。氏数のﾡをこるY系だ

福の 3triPa りか«こ r ヒの低げ受に私ておるﾡがるかる 

-後に 3 r がすにっれてする・ しかt二のﾡばr-、 

r-夕x, r-ケ/の 时起 に おるﾡﾡふ塔太によ っz 受に恐め られz 

いハる-系にr=22.r=«。.及びr<sケ 0 商近ぞ るろ・ ニれさ 

etriP¥り 点にK西約クのﾡﾡ約る豚京長ﾡのﾡ左する予を強く 

示す るものてある-

阪・ 断ﾡ在ばriffit。 によって与えられたﾡﾡから丁てにそ 

0お左がﾡるれていた、ﾡはDenr4 Dun0データにっいての報告 

〔 /Pメナ cヨ>J の平ご、 河ﾡさ8っの2キッ. 査平 占こ4ヶの « ほ 

/そ ッ.ﾡをの 平占店、ﾡち-の☆の ﾡﾡていえば分&び % の系 

紀的保ホの 子占値2示U P・ 火役ホの 平占権は分のものより 

ﾡらばリ が大 さいかりてなく、 (最とﾡ小のﾡはてはで 

るるのに、火てはてあり. 委町は出ﾡが半分にきった合に 

ﾡﾡされるものよりさるかに大Y日つた- ) 速 o4ﾡ0ﾡ太工 

泊ﾡて星ﾡu て ・ ﾡ平向以上の広を系いている。友の 西ﾡばクに 

土いの ご、/ 低 o クポ 2 こる二の長象は受に足送になる - Tple 

は ルﾡ式の/ケの系ﾡ定ホの各平均債乙示す。これらuﾡに 

大さなﾡらり忍示い ている. 大立*小Yのﾡばようてあり、ノク 

ヶの統ば戸一ﾡLﾡの活化ﾡ作為ﾡホよ りもるかにい運ハ が大 

さい・その上この平 ﾡ底 の系列さ ﾡ町 約互委動の 原ﾡがき左する斬 

&はっさりﾡいている・ 町ら課ﾡよ-?じ特にﾡ2.ノ3一-ノクは特

く なって いる、

/r の塔火ﾡ作為ホ( TyPe ェ> o 平ﾡﾡの ﾡ注誤ﾡは約み立3る.

っ て、 ﾡい も忘く Dehra Dun の タコ ケ の StriP頃、 ノクケの 

5trP分にﾡﾡの 普双のﾡ又される 系列ごるる こいっほﾡ2示 b 
ている-

(町ら急ﾡてみ の5triP矢こaる>。 このﾡ野在は、のﾡ 

呼による交ﾡによって不町ﾡさる。 それ a ヶの 5trPのﾡ全

てばはつさり しふいm74bleI2作った平にのを行え ば京
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T2bICエ Dehr2Dunてのャの 系を的ﾡ点 にする StriP当リ

千均ﾡ Cacre4リCu.+t.)

さ2始0に6P Yo. ■ ■ マ占区 |

/ クタさ ノノ
7^1

?+ ノ ・ /e

3 イクケ / /ク/

// / みクー

夕 %4 ノナ み? ?

イ ノタ ノ4 "7

ク % シ/イ
・ 澤・ 澤

み < 2ケ2

? < o/ 絵千占

/e イ2ク2

家にふる 二のﾡ本にば価るるﾡぶもする客らぞみ5い T 

ﾡそれほ土ﾡほたほ之ﾡ台がﾡの 町尚き交動からﾡじたもり かt 

ﾡれふいが、 二の方2気る倉のﾡをからは. サムプリングの行 

われた&マィルにわたる系係ぞ、 土のﾡかノク。ケェ-ン場 問 

ﾡﾡにﾡわれて いるこいうムﾡさ何も 受す 二 とがてき日かった. 

二のﾡの特ﾡるるいは五払去にﾡ係する行ら かのﾡ断がある • 

ﾡれさいが. このﾡの格ﾡﾡﾡ5才更此亡そらにはさい、並にこの 

百 ﾡ性 はﾡ総に よるものかも知れ言い。 工f条して生している 

ﾡ木問の超子作点の複ﾡ性は、 -概に5-ゞ"ﾡ争" 5る-ﾡによ 

つて片片ているが・ 寺したStr;Pのをﾡはこれによって用式 . 

夏ﾡするのぞるるから、 Str:Pの信の系列に " aurocor relate(自 

こ屈ﾡ之もっ> いている。 短かい系列にやいz 、―—ﾡ計京論 の だ、た 

る と 二 ろ に よれ オ, クコ fよ りはるかに云い系 列 ごも そのFび経 

ご佐依がﾡれるこ*が多いYいう支係ぞ"知" いの ごるる一1の 自 

ごﾡﾡのﾡ体 支全 にばﾡわれない かも知れさい u ・ 5 たと低茶に 

紀化これすざだ(の&z S;nPlifン) 型ごわれるかもﾡれない。
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Dehr4 Duた の杯てわ九た区長の安争びﾡは. #らずしもノククナ 

エ ーン のRさの ﾡ送らﾡ佐を生み払すものYにだじせいが、 た 

またま このﾡご受つれﾡﾡから受にこみ入ったﾡ式の 二の麦可 

の か についての 千リ 乙与えﾡるかも気れ忘い、

西 海 ﾡ浜 する これ上。 ﾡ条ばﾡ甲込 受わ れる。ニ0ﾡ 

大の主岳百ﾡさ. サムリ ングにおるそのﾡ号をﾡえるこYぞる 

る- Fi#2においてrによるか気の会汝さﾡ立は、 rがKﾡ 

/クの倍数に辻く ふるこさぷも 玉 に乱 される、 よく知られている 

よう に系統的出よチ定く ﾡaの iotervzI 西断Y一致するY 

&称及が低下すろから、 一っの孫ﾡのすべての戦位は原ﾡの山るる 

ハは各のﾡくﾡきる紙句がある。 一方※Kのinteryal が項の 

竹/タ、コ,、 +----倍 ふらたき たき断の 山に当る StriPはお

にあろ 3trPに引外ﾡく から ・ そのか支ばﾡめて小ごてるこツが訴ﾡ 

される ・ ニのよう 彩«はFi3: にばっさ りﾡわれている、r=夕2. 

〃2 げ の 府 ごほ分玄 が小 さ2 さっている、 これらの&ほﾡ大ほ 

ごほ○きリ しさい- きたこればﾡﾡのギ分の前に わ れるが. これ 

ほおそらく 品ﾡのそ か対称で い二Yによるものてあるう、

各戸の全午的なAﾡる系わすため、 FiaI と送に全く巨分ﾡて、 

F2マにほめらかさ占ﾡそ列いた. このこさ同ﾡ性によって 彩 さ 

れているこYがﾡらかさ尽ばﾡ硬した・ このこッほ、 占ﾡのあては 

めbに大るな 主ﾡ鈴ほ系セ 入いたようにﾡえるかも知れさい・ ※氏 

二の度水はFi夕 の古びとほじ秒とさるように、 小さい「にっいて 

は上にH, 大さい rにﾡしては上にﾡにﾡいたものてある、 その理 

占さ・ r が埼すこきにも分ﾡほﾡﾡﾡにさ大さく aらふいと及ﾡす 

る方 が冬当 ごからぞるる。二のﾡﾡYゝも、印。 部分 &FiaIよ 

り長2 すると多く の京この古表 が非 に去足みものてるるﾡ2示 

・ ニの占ﾡは研断性の aいﾡ合の系ﾡ鈴の分女2えわすもの 

2冷えられるから. ニっのイ プのサムリングの 科及の -袋ﾡ忘 

ﾡにおいて、ﾡ作為太のかﾡYの比ﾡ0こめににほﾡ支ﾡのR 

かこ考ﾡしてすいた占放より も 玉当 ざある。
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この データ から、ﾡと訪に対する行ら かのな的そ デルをほ 

するこYは十分てSハように見われる 二の方天2てらずに支ﾡ 

をﾡﾡして、 サムプリングの病えを研ﾡするつとも花剰する二て 

たりﾡりが合い芝ハさい。 かﾡにﾡめらかなﾡﾡ与えるをに、同 

ﾡﾡﾡによって彩ﾡをたﾡのをく乙払系るだ紙うよ うにいて. 

F;82に格正した古条えﾡいた・ ニの虫ﾡは「=/ク、ラ /ズ座 

旗を X だ程大C あ Y ケ-ク※の ほすなわち r =コっ. タク. てﾡ小 

値をYる。ﾡﾡ在がはっさり 彩そり て いるﾡぞさ. この あ 欄.よ 我 

ﾡの由なY活じ復をとるようにいてある。 r-«おいてﾡﾡが生 

ずる。 そこぞば8マさrニス えがr=さよりかり佐久ﾡゥて 

る。 二れﾡに非ﾡ古ﾡの低が的反てるるか、 るるハほ書A 

②同 ( 6cnP l;na:nterval ) がクの ﾡ表をメー 峯位 えるこ- 

ろてほ. そのほり、の 異が友的 か 出 施する のであろう か？ 旅麻期的 3 

ﾡば. ﾡ2の 請 かる てはきりそろなr=2、:、 4に対するﾡ2 

非落にﾡ氏にをってチく ことがビ き、 た原ﾡ占数にっいて最川 

の友のr=«に徒ばれている。 二の原期血窓区、 それか同ﾡ任0程 

答をこ的に系すも の ごるるYい ろ以上にﾡえて ばふらさい 今振 

に多4のを造ﾡがるっく、 の出ﾡのサムプリ ングに対する5引 

。 値が ○れるる合ごも、ﾡ足すべきるﾡ量的ﾡを十かこﾡ テス 

るめの 二 のよ う に 二み入っ 昭保の占歳がデータ から決記びぞさる 

ことはﾡごある・Fi2スの険占ﾡから、 弓めらかな6ﾡのﾡが※ 

かれる- それによって文権的ほ宮来によるﾡﾡ性のﾡ炎が五だ2日 

るのぞある ・

以下 においてさT"ble L に示された資験ﾡふかﾡのり に脅ら力 

にされ三施糸乙点いることにする、 そのﾡ合

51= つ0ろ ve

ごあり5:Y5まこはFi? I から. また5はF;?2からﾡみこら 

る. に此ろ岳いﾡリ、 Sﾡばにﾡﾡ悠乙すものする、 

去の 歌( TneCゥたP&ri50° of S&xPlina 
ProCedures )

二 > ごI-Mount Stuazt 5. び Blac&s Mount2 iル ご行ふわ 

れたのこﾡくほに、 ﾡ々 ミゃリ X で Denra Dun 0 データ にす 

z ﾡ作冷成び系ﾡ街ﾡ払の ﾡる行う -ビびてるる。 エハタなx cコ> J 

系ﾡ的ﾡ払0Kﾡ作冷志此にするパーセン トご表わした支率 

c Percentzaefficicmcン)&F:38に示す・ r0大さいﾡを除 

い N5. s子は5みょりもずっY大さい。ﾡつﾡﾡ塚な若出に比

る系ﾡﾡ比の妨幸ばそ2.与にTが20 より小のととは柔気 

gに頃そのﾡﾡば *, %をこえる～

rPeI の忌塩払(stratificztion) を系ﾡﾡ市払Xに数す 

れこれよリはよいが、 TyPeT のうが亜に兵れている、 bかbこ 

れらニっの TPe 2比べても、 a0以下のY の大部かについ てほ系 

ﾡ的ﾡ払のﾡﾡは々倍以上こさる ・
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F;22 x史末午0そをや払にする分ﾡ"vrYのKAR. **ほ文ぞ*F

性立してにべられているものを示し. ﾡ税さ ﾡ分之ゃ逆しン 20zぷ之fす。(Syr0回 河 1

ヤイク

>2ク -

・°上

ノ算ク
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云、をC5dPin?icce5ic/ :、rount 

5:42「- 5vBzcs/1ou2t2;のデータマエられみに、 系ﾡ首
-ろ=つの活店出 の項のの Wは 突 際的に 口ほっき り わか 

う 孑 い。 メイにチられさかったﾡﾡほ:にﾡいﾡ寺(T <8 >

< ・ﾡ相 あお の初ﾡがﾡ的区をされたニツごるる。一銀に Deh.z 

pu のデークてぶﾡに分片したものよりﾡ為比のﾡ約効手が 

生でしそいる Nioudcste4 ﾡび Bどzc&xroutごは . ﾡも不科 

さﾡの 卞 ごさえ尽と採作島此の ビ。 タ イ プ も対ﾡは系や的ム 

・女下こならなかっ -・

「/ 3 ～ ﾡ安町えも た浜い Defu Du の よ5な ホg. 三ﾡ資の 

ムアリ ングニ対する垣告ﾡﾡを示す・ 火 「分ﾡ53 2ボ 

ろにF2の体正占ﾡな同いば、 それにはﾡ断性が入ってい 

るから ﾡ路率の新いいﾡがﾡざさる、 二れらはFia4 に未 

されている、 - ・ごﾡび注ﾡしてやかきればきらさい二〜ほ、 虫 

0ﾡ新にっ い て さち方 ゲ っていて. それら こ性節ﾡ ﾡ こ 

てのみこいいこいっここてある。 系等的さ0ﾡﾡ古光ﾡﾡゲ 

昇点太にいY二ろて性、らるといろ二さ、 一爰的原則 かう 

P市されるものズあるが. Fi8< によば D.sf.c。M 0がごばほじ

#をの周ﾡ作め描 出 と 比べて沼営のﾡ季の佐下2系すﾡ. 獨輯 

性ゲほっさり式われて ハることがわかる、 一ふﾡﾡﾡが断断の施 

数をﾡ千撃泣てもこえば、 歯交ﾡ区かがお左しさい場合より も 

キほ部。おる。楽って rに対する条のﾡ長K保 '型・ の当 

桜=よってﾡわされる-

? 5・ 特この送ﾡの系維府花ﾡY同-培を裕る為に、 三 

っのタイプのﾡ作為ﾡのﾡ々について凶ﾡで古幸之示す、 ニル 

ら Nousど st/x4 及 び &cc&。 パイoeなa o 対応する 塩ﾡ立非ﾡ 

よく 以ている・ 西ﾡ反かと各むYさの 尚本正されてﾡびノ、 

くけ て ﾡ大 が ﾡ る. しかし一方ろの尽化ﾡ為当の方ゲグヶ 

n系や的梅山よ り お•度 がさよく る,の系ﾡﾡﾡ4のﾡ度をﾡるに 

り』M 般 他 為 曲出 がめ 霎・e x いう こ yを示すﾡ経は云いだろ 5.
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Fi23 系分え TT<iえ三)の、 ィの ﾡ化作ﾡ ゴ うびて二

/e ク ジク <2 2 あ
Yの位

従っくﾡこ岐ﾡばかさかっ た。

ﾡﾡﾡ三し た ◇ 当ッ のパーセント ごわし た思許ﾡﾡ(Pと- 

えど44&-<才～イaイ oz 町る

_zcesYてニジ
クる、Z

ば2承意のサムプリングの各2にフいマ、 デ:84 に系2ている

Dxん.. Dx ごほすべての ﾡﾡﾡ があか さく、系ﾡﾡAのﾡ
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送びよりﾡﾡてるる手をﾡば、 二ゝても古ﾡﾡの孫旅0ものY 
り < い小る- 原ﾡ性をﾡめに入れた ・ 支製., 告族は乱かなかった、 

TuA& ユば上にべたを方の恐々 はお式の サムプリ ングご子白

いてﾡﾡされる 千均区ﾡをﾡにおけるﾡ&の 平 を示す・

ジ示のために逐ばた三っのﾡにNの <な.x4 &びBLc&o 

Mcwnと ご原にほいられたのと大ほじぷな当!◇かﾡをを 

4える。堂 攵沒生を毎点の方な工艺に •及 すると島 厶 な 及 之非を 

表をする。 二っ0型の活ﾡ出にさその摂ﾡのR玉に大ゝなﾡ改

Fi? 4 Sgetxz&c 々..ムT(阪Gﾡ)の、ﾡ早の-.とシddxanc

rのA



•'* ' ； の 5式字ての 23rxとう.zびシ函 第 、)ソ；,r及& sえる o.-

出そ「adon 6exe2z の生幸、

<のをﾡ :そ«*花。-

項の巨終:2rの4rc& 活

Tの=: ro4o& 点活4て

(政は ん せリでスカ～な0& 5ボと送て4.たく4的 -ますする。

2にすべ<の の ◇・ム ごこ ごこ- と *. .る *.』5.一 s )

いe りかしおく ともほ界宏ﾡの恐いなにば・ 形に光0リコ 

(ﾡに者#条 がミ ﾡ:ていとさ 糸ﾡﾡ古払る点いル ずェホ ゝ 

科 得 ゲ得 ろれる、 ・かノ& の様な わ一 ﾡﾡの形額 バだ ﾡ

にほっきりﾡわれる右ﾡズのものてろるかろ、 ﾡ当の pxん4 D ノ ・ 

のデーク ・ﾡﾡ化された非ぶﾡ片な結ﾡ立こFいマ にっいz 

や的ほどの及古士立歌U て もﾡれz るy (。
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1っeゴ D2ん:z u ご() ※送辛 ・

花 出 舞 以 全

座た。 5c-iP に 9

妖*のキ e oo oes oe/ ce生 ム"/

玉ェ方 : •

洋 f rardv ) ノー ノス& ノメぷ 32*

盾 忙 r.xwt ・) . ク ノよ す K ;ミタ 〃必

・ cひ) ! ク /%.ス ノ氏イ 2s

5p加uaLc()=て性 タペ ノo.2 ノ« -4.o
1 ・ 項性 r i 2- /4.2 a< / ;W ".3

*( DiscusSion )

ほ旅犬点ﾡをにおい < ほ p2&ux pwn のだﾡの 二っの 到 るが異味深 

い- のﾡ天c /タzみ cゝうに砂いてば生 に ニっ o点から得られた 

チーにtYずいて« ﾡ梅当 方去のﾡ失2的にﾡづけたの 

z、 硬に多くの ﾡﾡゲど 受な二た注ﾡいてやい三のぞるる、既に 

指ﾡしたよう に. pc化.. Dwn のデーグに二の百的にほAく +かふも 

0Yいたさい・ きどならﾡﾡがﾡ用てさた2タ>の< ば咲* 

し て いるのてばきく ・ それ各条の0%,の系営ﾡﾡなさし て いるこ 

いっ二立によゐしのぞある。

二九 うの 心そ についこ行っ尼任ﾡの五払去の帝及さ、 そたり 

2 ゲ の aク について行った対井応するサムデリ ングよ リ4いこい 

うﾡﾡﾡされよっ、 F;?4 &びBmc&。Y1owぬtり)対伝する因長び 

*2メ表して」 バーセントご未わした様ﾡ淡差及びほﾡ。 ﾡ平は ご 

のあても大さくさっているﾡがﾡられた・ もし順京性&ﾡﾡすビ 

系ﾡ的ﾡはど=てもﾡれ。 ﾡ作為虫よ り t ﾡ度の奇いﾡ証京 

された, また系 先的ﾡ 出 の ﾡ ﾡ性ぼ活 化 ﾡ作 為に井いてもとの二っ 

0本旅以上てあった. F;夕5 緑為ﾡなてﾡこのﾡ党的際点とマ 

げ青及え将ようYﾡえば、 宰をう。-r。 .あげふけばならマ 

いこY乙示す。 これがどれ位 aか の 非 通統性 によるものかさわ か



-150-

らさいが このﾡ町こ ﾡ* 彦セ折うご名をﾡﾡ点発んど 

ど度のﾡ氏がﾡらるYい2経白2デ : :式べモが、

二の維途二> ごほこそらくるま リ に未ﾡにすさるとﾡえaれ 

さら さrい<

D. Px の劣二の平手ほ盆はﾡﾡだてるある。 ニれにっz 
は行持の庭宴なﾡﾡも早えることがえるかった. 以ﾡ的任い商の 

系列ぞば同ﾡﾡT&bleのよ う ご依みし っずてあるツいう 二 

こはﾡ終ﾡぶのかもしれぼい・ も ﾡ々ミ式ﾡず行ったに系ﾡ的培 

の-ﾡの ﾡ祭を組 分 ボする 二ののﾡ針ﾡﾡﾡゲ本多く ・さ 

れば・ こして低袋だのﾡ○-、原ﾡがぶわれゐてみるう。 

町5ク ・ 、ﾡ宮すれば クe cんow の西町乙示す ワ sん.c pu o 字 

ﾡば、 受いも5く Tz4& 二 えひFi?2&しらべてみるくわかるﾡて 

ある、浜柔常に午ロー女の合にのみﾡﾡ動生じたリ払 

KRﾡﾡの倍攻にﾡるこYに云るのてある。 く 切 抵 焼. 过为力 伝乐 

が さわた砕点Yか・ ダ外約に度則己しいﾡﾡ的兵件2もっボ点 

においてば. 予ﾡされるﾡ師の倍女ゞふらいようほ此研ﾡ成甲 

いること に 纖発すべム で ある>, 二の氏き一女系金ﾡﾡ出のﾡﾡ 

一こしてﾡけ系らるべきものごある- それはﾡテてはあるが、 

もり そのみ5ﾡがﾡった野合に、ﾡﾡば希ﾡら たも のよ り 近かに 

&くてるものてある・ Dzん.c pu の ぶについ て いえば. ﾡ化ﾡ代為 

祐出( Mルズ I) *同じ北佐くる。 たのﾡに干いてわそら 

く これよ り度に低下するびるろ う ・

その上ﾡ声愛ﾡのおたについてはﾡﾡそのも のかろは手舟りば問 

られい・※際にほむしろ友ﾡに、 ﾡﾡ4 x の各々 のmには照 

盗日-致 が斑わ れ る 履向 があ る. ［ノク«ク(/)】

工/夕«ク(1)、/クケ(2)Jの送大にやいてﾡ類したfり . -般に系 

ゆ的描出をﾡ下するﾡば. 主浜ﾡの点師ﾡ査定がどほてさいY 
いうﾡえを多け入れる登てるる ・ ¥いう の 様なから正り い企ﾡ転 

が各 ら れ る見込み あまリさいのぞある。 馬京ﾡ町によって 帝度か 

本ほにふるこYがるるンいろ 二こ、 ヂータから二のようﾡ ﾡ点 w 
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しさいかもﾡれない、 Yいうたﾡ性ほ、 ニ、ごもさ たﾡめ おUれ 

おらr。 二れらぬずし1系 ﾡﾡ右 逆〜のをぞるハニYは後 

及立らく十かに性原しらY二ろてるる。 ホ策的せ=Y. 条麻を 

に系たﾡﾡを株同する馬合その低権せ*礼 た該性にっい ても t 
办こ圾我をもち、この方去をﾡいもの立ﾡい込Dあまリ・ 乗にﾡ 

ぬ描 出のと0利ﾡ起し声ﾡするこいろよう8ほめはﾡえ乙もっては 

K 5 ない (登去において術に多かっﾡ代に). Ta.ム E成び 以商 の 

ﾡ央の応する未からしっるり すること. 系的承点は一紙に斎 

がﾡいれYも、ブロ ッ ク当 ) スのﾡ思作為燥ホは普逐二 

れにﾡする高足をもっから、 系ﾡ的志当ﾡ示十分ほものぞいほい 

込いッこ立ごある。

Ya&。 さ氏立 を の 立注なる 書 文〔 *み(よコ において、 系釣速 

式式のﾡ造2持じ、 二>に同い三2占くな方去によってﾡっかのデ 

-9 の系列の番ﾡを行った、

ﾡのな大の堪音及びﾡ冷は、 口こえ二のﾡ途の主体が、ﾡキの系 

ぼ的常力 の 施困外 ごある ヒし ても ・ サムプリ ングの炎るにたづとわ 

る人«のすぺてにﾡまるべさものてるる。 Yoh。 広坂のﾡﾡから系 

#ﾡ市並にるいてに "伝さるによってもﾡﾡﾡすから、美通 

にEいい※ﾡの ﾡ史ﾡほﾡら オい という 配 かﾡかめら た" こ述 

べている・ ・ﾡお振ﾡさ全ﾡ未ﾡのﾡに河りて、ﾡ全ほ定びた 

もってﾡ同するこ立が払系る ・-もか、わらず. 系帯的ﾡ を株 同 

b たﾡ合にさ、 ・ 汽家の千らでいﾡ在の めに常にﾡった結 

系2*く かも気れさi平乙本ほ食りている・ もﾡ式されるﾡそ 

0ﾡﾡ性にっいてﾡかっかっ て い るかるるいさ・ 企ﾡされたﾡ夫が 

主ホC xか <ペム うの授計の為の全くのが町ﾡ千ﾡこbて、 * 

条の -部の千ﾡ戸ﾡそしﾡるﾡ大 ﾡ験さも 0てある場合にほ、ﾡ 

Eの 添ﾡ的ﾡ出はよ り 看 應の 武修 ある も のYsる。

系やﾡﾡ点0呼本ﾡその不ﾡ在に値にする次きの共ば、 委に 

ﾡさいﾡにば大さく ない誤の上ﾡを与える ことぞるろう ・

Fﾡ耳ﾡの多2にっz、 研ﾡﾡば、 その大ささの同が、 ﾡ
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Fi34 イっのだテS て、1.工(夕ﾡﾡ,)およの<ﾡﾡ台ば

の権に十分をいらドわかっているぶ り も枚の件たあ走 が小 さ .

いう 二*をﾡんご述べるだろう ・ Yaなe のから oな4 (K 
はの払ﾡ位) ﾡ動が主し て確条ﾡ (xo..ケ% ) てるゐYき 

に、-2の系推的係ﾡのﾡﾡら紙られるﾡ差の上Kかどれ化のホ 

乏さてあるかがわかる。、 b かいXz ﾡﾡb たよ うに旅のな の なfl ィ
の 立木ﾡば確率ﾡに は ﾡしていい。ﾡﾡのﾡな祭る切怠ご
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さえ・るる 町 台 a 5anP/ン4 と受こさる・ Y.t。 ば 逸m 0¥& 
主解ﾡ(. ・x2 の々のﾡ町のﾡ隔の、 、 そてこるﾡ 

ﾡの系ﾡ台番点る、 水の全域・ あるいほほた沖象の-杯分にのみ

Eﾡする ニと 2来U 正～

ﾡさこのﾡ町デー"のほいなを示した、 非に広い ﾡ地 のサム 

) ンゲ足ﾡいて ・ にの巧ふ計画か係ホのサムブリ ングにるいてよ 

) 有科に同てきるかう かば しい.ふ数 試かの ﾡﾡ歯 が確民 

さも のごあるためにさ、 そら冬当ふ女の 各占ﾡにも こづか& 

ばならさい・ ﾡってﾡﾡ全よの大ささ込か>わりなく 、しかも有 

ゅてるみよ うな帚鲂サムブリ ン グの大ささにはﾡ小の区ﾡがある・

主保ﾡ( っ・ セのク幺 > が /oe たばそれ上の < から段って 

い怠い合ば、ﾡた2知るために登なﾡ町データのﾡ合が金ﾡに 

大さムﾡって、 ﾡなもしくばよリ少さい ・な 数のﾡ作為がる方 

爪経済的ごいかどう かﾡわし く る・ も りﾡえスいるの がよ。0
A率てめば、 二のこ立に系ﾡ的ﾡホの将及2ﾡるためのﾡ町サ 

ムデリー グが足済的に 列 ち合う だめにE、合斎点にら020あるい 

さそれ上の 必り が倉 ほれふければさらさい ことを竟冻する、

受約 (S ルペンの・ &.rフ

このﾡよてとり坂っﾡあ支ば、 立ﾡぶ権このためにインドの 

penra Du の氏る森株にっいてふわれたサムプリ ングのの方 

去2研する0にﾡ同さ北ﾡものぞるる, 弭 い たデータ日、 ニ北ら 

の杯、の5っの2ズなの浜記殿ぞ、 この殺ホからかれるK次 

(5-5 anp &4 ) にっいて 色々 さ乱をﾡ条b た・

ヂー9からは近気ﾡﾡの頭らか&ﾡえが俗られ亡・ このﾡ気大 

路 ノ7o ケエーンのﾡさ百っている・ これﾡ々ふ砂式のﾡﾡお 

s び系ﾡ的此のボ対井的ﾡﾡならびﾡみに産大a彩番之与えゐ ・ 

-授に系ﾡﾡ益ほ、 戸-塩出系の ごの ※さ秒ぶのﾡ作為も式よ り 

t ﾡい格及を与えるが、二のﾡは示ﾡ的係ホの 次々 o ・なゲ m の 

腐 藩 が. 近ﾡの倍女Yる既合にはAく益表する. このこ立の系や
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的祐の 炎行ご系ﾡﾡ張なによ ゐ佐の さほ送の評品0K国に 

対する重ぼ牲る渋じた。 しかしこのﾡﾡさ. このデーワが旅の嘘か 

の解族だけにもンずくというﾡヨ"ら- 絵件村•で•受け入れ身けれ 

ばさら己い・

Yztcs の長近0ﾡ矢は、 系柱的ﾡたのﾡﾡに対する上ﾡ2ど0 
ﾡに坪低すべさかにつハての後っ かの項ﾡ尚可塔示を早えている、 

不ﾡふ二とに二の方去ほ. それか非ﾡに多く のﾡ肺ﾡデータセ※ 

X す ろ こ とかう、 森旅のサムリン ゲにわ»いてはるき り爆えそうに 

ないようにﾡえる、 おそらく非幣に大さい 点旅、ごさいﾡり. 依炎こ 

bて研合 は新員 の坪任の打ﾡﾡ府なﾡホとおそらく らずいも 

夕作島撃ホより三狂てば云く. かえってそれﾡﾡのﾡﾡにっI て0 
告系てさ る情笊を気色に する 系紀的標なとの 二着択一を余候ふく、 

れるごるろう。

ﾡ 辞

4ンド・ デラダンの庶業年史府長るよのAL、6wムな 士(上 

こ史府 0 高株室 )ゲ・ ニのﾡ大のもこ、Sっモデークの彼FZ 
そしたこに打て斉着ほくﾡﾡするもの てあら、 GnutA 尚 上 

ほきたヂータに西するﾡマ国ﾡに千がて原2与えられ お 

とﾡ乙い たゞハ た.

二のﾡ丈砂さよがのﾡ支にっい てりﾡに多く 0 年ば x 
取干の方«にでってﾡいた。 それらの方々が非ﾡにG斜ふ仕Vを点 

心かっﾡﾡﾡくほわﾡ二2に河b て =の n会&かり て浜諾の歳 

を我する 次第 どある .

-155- 

同支試

<Iう FinneyD.J (I947):VoluneEstimationofStandingTimbeT 

bSampling FoTestTy 21, 2, 179-203.

2) Finney D.J. (1948): Random andSystematic Samplins in 

TinbeT Sunveys, Tbid. / 22. I, 64- 99.

(3) GrifEithA.L.(I947) TneEfticienCyoiEnunerations.xV 

Sal cSboTednobust2)FoTesti DehTa Dun Divisionof the 

United Provinces. Forest Research 1nstitute, Dehpa Dun, 

indian Forest Leaflet, No. 96.

(4) Sahえi,R. (I947):PartialEnunenationintheOehraDunForest 

Division. Indian Forester 73. 437-44.

5) Yates,F. (1948): Systenatic Sampling.Pbilos.Trans.A, 

241. 345-77.



- 157-

I 林大分調査 にお け る出課差

Sampling Error in Timber Surveys

By A. A. Hasel 

( Jour. Agcic.Res.vol.57. 1938 よリ
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示分所 ほにうる三み准

SinPlin8 E卜NOへ ia tinber Sunveys
A・A. Hasel (Jour.AsRicnes.vol.sz.(タジめ)よ9)

き量立木ﾡ云にやいてほ. るる早えられた之の千占区服2、系 

4 X b てこられ 口小、師かの宗にのﾡ位るﾡるたり 平占師政ﾡから査こ 

する・ ニの在こさた千内悪かるるﾡ及ﾡの平☆な政Yﾡってく 

ることさゃCこGいてあろう・ 示でﾡほ0五たのﾡり、 るるいは 

不を当ほﾡﾡ手の保同さごのよう ご回ろ2徐去すぶ、 ほ。 平均叔 

承Yを にされつ平均区々ごのﾡのﾡ吹こおもoれるﾡ回、 点誤 

米のみによってさきってくる・ tし最本え苫反するプロットま三に 

生士ﾡ位0近の方か. ﾡ立在Yﾡ作冷0糸件る渋三すぼらば、 浜 

ホそのもの・ 中:ﾡ出泳ﾡそ注にする 0 にピ登8ﾡ報が倉さ れ る

平占ほかゞれ。 幾良. てﾡ こされモヶ2知8 二こほ兵系の るる = 

*てるるび - ケ*そ系色き 支からさ えこされたﾡﾡﾡ込装ﾡに 

Fb てごのよ うさ係よそこば十分か2予こいゝる二とが-層ﾡ 

ぼくゐる-出ﾡﾡ原未気ぞるれば、 二のﾡ虫そうるのそのば 

かろ？•幅凜広を. とる 二と. が心義 で ある、これによって、 平占疑のﾡ 

4ゲこる1いつき撃ばにﾡミるようさ※品、生) ﾡ2にめる 

二とがご ろる。 表矢行されつ作ﾡかを当さものとなるよろに

来の 査行と 、 t に 敵費ﾡモ台 ケェックそう 二こ=ごある.

ﾡ刑$る阪去ごプーット2系ﾡ的に配度する 二こが多い. その 

よ う 百合の 様ﾡ. ﾡム たプロット からなる足のストリ ッ 

プ・ ほﾡ蜂距ﾡのﾡ災上--こ0べﾡてYろれﾡブロットこかる 

ﾡ及される・ たいていの 立ホﾡをご語ﾡともに旅短ほおよびた 

彩ほが作られるが、 二の日ﾡの たため には塚の すべて o 部分を一 

をﾡてﾡ火ごさるように、 ﾡを政とﾡmKに授けること が し . 

Fケで麻ﾡの愛ﾡほ一役口にな託ポに変示さ力気ご氏大ごから、 き 

ﾡ役ほその方行にとリ、 ロッ ト も殺町よ ) さﾡにﾡってﾡにﾡ

る・ ニの方にさって 床店 やぶび等哲*る-ﾡ に ft ※づけミ
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た区する ニと <3 る, そっりて え書の ﾡ大云方さて古出ﾡ2大 

さくす ればみ書接たをの F度庁☆ -する

このその の路て記支し 「ア=ッ ・ こや計評におるﾡ A 
ホのように扱って- サムブリ ングの冬女のぬﾡを行きうよう- 

¥をす れしﾡっかの五ﾡが生ずる ・ そ九ほある坂ご可ﾡほ 

ごのプ=ットも、ﾡ本式 の 条=迎のさる 渋会さ 平なかっロ 

てさければふら なハとい う法点ﾡ受求にえし ている からてるる.

ﾡに幼の条珠ご. 芝ﾡのるる部かかつのﾡ分にかてル任か 

系ﾡ点 にﾡ究することが浜ヨ示るれている. Pま己u をを =ブ

ットは・ 平ﾡもてﾡれたブットよりもﾡっていることか多い

抵に って 予松ﾡﾡがさ ・ 3と= エ・ Lの- 桜だ -xらら+ 

プット の分条ほほ多少YもツﾡﾡごるるYﾡわさけばきらEI 
※女にKサするﾡぼ系が. 浜にやてほごそれらの浜のW台 

ご米わされることと係するﾡ-のう去 ﾡ止差のたこにる 

かるﾡ本の プにッ ト ・ ほたに師分乙奨作為にﾡする ニ立ごるる. 

例えば- ﾡ査するプロッ ト ほ. それぞれ堂aブロッ ト位ﾡを示す 

よくかさまどられそ«ﾡをめさして登ぶことバてさる.堀かだ 

る ごそにﾡﾡ2ﾡへした糸方そも こに戻し . 次のを始らるﾡに 

もう -ﾡぜ合わ七る ・ 同 じﾡﾡがﾡ坂し更われて t 二政占からば 

乙ら日い・ さだふらばれた各プロッ ト単位を積るﾡリ ほじEの

報る早えるが、 こから7氏されるﾡ点吹の在気象はﾡ証ﾡに 

対b-ﾡﾡ合み占めるよう にするのか巨約ごからズるる。 引成三g 
状の 自由性を矢話する平に低れた才. T;PPett o乱紙 :“)a 〒 

いるものてるる- 二のさうなプーントと不北に授する二Xド系だ 

的にロットを 記援 するより面ﾡてるろう し、 た区製のため 

にﾡのﾡ査族及ﾡはる至が生するかも知れさい- 二れは登4さ紙 

※之ﾡするために&ばね さらs いﾡ椎 てるる- ﾡ坂集のは特 

そ除いる ・休分ﾡ友ﾡﾡのﾡﾡが土にﾡ系性があるY私われる地 

のﾡ本査てのも の 、 よ賞ﾡに同じだンハう ニYはこれまてあ 

りよく記ﾡされていさかった、 二れさて、 要ﾡ先2株ﾡいかっ以愛

— 161 —
はら占ﾡﾡのこばに丁るその砂«乙除去する込い う ー ノタA 

年Fisher およびMzckenzie(s) によってﾡめてﾡされ記玉さ 

れE — 方次 がー 科ごれ てい 百 いこ I ほ理ろか で ある. 林型、 旅、 

今伝みよp ヒ がほじ乙毛えられる頃ば不一S番糸面Yし てﾡリ 

坂われてさた・ 任資ミプロット巨列がﾡ"こﾡいられてさ た-Nu43eは 

およびevorkiaatzc4) WiScoれSin にみける起ぶﾡをの信 

ﾡ受た在こするのに、 ノ2.ほたば3マイルれﾡ千行ﾡ上にマ4
K昭び丘づげられプロッ ト之同いた・ か係されたるるタイ プ 

に砂るﾡﾡ 為 ﾡﾡは. 系ﾡ的にﾡ列されブロットKの全 

安ﾡからボめられ. 河ﾡいの笹0広系ﾡ林概をにおいて、seAu- 

n&cAr と BZ(?) は3マイルﾡれた※浜ﾡ上にマイル同孫ぞ 

*られプロットからﾡたるたこい・ プロットを示ﾡ、町ち及生 

派. 訳す、比. 二 次ﾡ分等に分ﾡ、このようにいてられた条ﾡ 

伝ﾡの動子 2両い-てﾡ妖2年こし た・ Yew Ena&4 におい 

て、 ocdsP ecd く« は・ うシ。 フィ - 卜ﾡれたﾡ長ﾡ上にノケフィ 

ート K係に渋-ッ ト を問いる &aa - P&c でこ、同じ«上ズ 

それぞ長さノ4ケフィ ートのﾡボﾡくStriP) も点立ほ区店Y 
り て こる近ﾡﾡ紙ﾡく Co2 =i2zoue - o triP-ourvey ) とたﾡし 

, スハ リ ンデ*プロットば 2x4。ﾡさったから. 塩光支弥ばﾡ 

にば各ﾡホの よ 。にﾡられた・ このデーダ &た計ﾡに介u て . 

ﾡは同じﾡﾡごﾡ照するこき、 二っの去ばホ賞ﾡにほタの、 そう 

して塔 くﾡぞさるﾡﾡを与えるとﾡ論した- Preston シノ は 系

的 &we - P&t ﾡ示2佐計的 に分 許するこごを花義し、きた 午型

が々に、 かっ摂ﾡの前にﾡ火すべるここ乙示冷しﾡ、 今ッ.と 

か/。.あるい はのﾡこのあら かじめ千質い ﾡたﾡ光ﾡにﾡﾡするこ 

¥の塚なな二と乙格し ・

カナグにおいてば w/r; 4 cつ) はoケ エーン ﾡﾡの 拓査*にﾡっ 

z/0ナ エ - ンMﾡごﾡけたッ ト に甲い. ﾡ状ﾡ査の 場合長n 
スrり ッアマイ ルW際ごとられ. 記ﾡば2今エーンの受さごと 

に別々 におこ政われた。ﾡ/ ﾡ、ﾡ、の プロット こて長さマィ
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各ストリッブの派初の。ケェ- ンZこリ ・ マ2ペ成oプロットこい 

て女の4ケエーンそとるこハらようにいて、 Rそな4ェ-ンの= 

ット ご度ほさウる炎ィ 常ネぶて2 って っ。 さこﾡ パ天 めらル .

式軽迫のﾡにる千ってF・ ﾡﾡにﾡする -n ら。 ク っ0た 

お この 子5そとって 全ブロットの 平占崎 に登ぼし た,'M,* s 

や許ミ方云るﾡいて在この 及く ccc:tzon 2sべる発合。 = 

己5資さ、傷活てきる及変生送の「25るここ:るるこ近てる. 

Rそやンmル (,ほ・ キ -こ - V -っ < 坂ﾡ悟受2う るの+ 

分なぶのブゴン トこYるため、 "伝折ダFデ 々テーク とか点 ・<み 

た書氏から、小歌の天バ=ッ ト2ﾡキに 3.: さり 、ハ、プロットロ 

ヒ-ち等- ケ する方がﾡいと こべ こ,る, ﾡにラィ ンプロット 

加示の 方ゲスト リ ップMﾡよ り 書及 バよい=こ2出いた、ﾡば ス 

トリ ップﾡ伝てほ ロ ト m一方缶についてﾡてるるから . プ

ン トその方点にっ・ての2こ当るﾡ台以上にに系するも0 

工 考 た た, Co4 さ. えらたれ 起 •険 o 令及庁封4く 呂る旨を 

方式ば、ﾡ伝0将及が点硬てヨいとか、 るるいほ全変ほごさS 

いよう ほ方えより ほるかにれている とそ ている。系統跳 = 

こぼしたストリップとラインプロットの系方る同いたか、 三の希ﾡ 

ペﾡ ﾡ伝の 福ﾡが十 ふぞるっ た か合 か乙ﾡるこYがぞきるのほ. ラ 

イ ン プロッ トの埼合だぞるるとﾡ持。た、

このﾡ受においてば 5ク4e エ-n -の坂にすゐﾡの平均区遮 

よろ に プロ ソトﾡの兵のﾡﾡがつかっている。 プロットﾡﾡのか 

行近ﾡにこﾡ分てある ニとケ知られて いる . し ﾡがって野ﾡ 

ﾡにアするﾡ的知及の本ﾡ劣なも の すて 先 ミけてるる。 

ﾡﾡ平均Y天の平このの千ﾡさるで2、 ントの六きさ々 

予、 記を号さ グ右字ふピ ○ﾡろ。 彩各をﾡ焼にい nz計卑い、 

こ心られた計高にしたべってこられﾡFから、 ﾡ値こ平占価Yの 

も の 変族 ざれ 心渥を 二 の •千这直: に/した, 症方去の校的a町 

年と炎系のﾡ辛の兵合に与ﾡに行ぼっれる、 こいう の究しP点 

世 が、 B ムc&e バイozoat% 珠炉の一師び、 そのろククァエ-カ-0A
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ﾡがて口全-ﾡをさておリ. プロット&、 旅、なもよびた 

か因化さ心ているからてるる ・ 系方 にこ受し rプ ロット、 基 

送 が点 立ハンﾡ作倉てゐる めの マ件 2えくいるゞいう、よくお 

=なっゐ区ﾡが、 ストリ ップおよびラインプロット家長の浜方に 

片し 後斜でれっ・ のﾡﾡ方のﾡ幸ほ. キえた られたﾡ支のﾡ 

さほ 2う るの に 専するお出率の からまこされる、およ 鉄叁の冬号 

日こ盛かえろ九るよ う a猛ごさ、 8条ほ分ﾡのﾡ本にﾡの

ﾡΖボめる二v がごまる。

ﾡ乙方云

二り分ぶえおこぶった 5アどゥエーカ

P Co6-u.c 光平ﾡにるる。 旅ﾡはマ 

: Pバン "oっ.42tocz Pッと) ¥ Jゲッ 

が積のクッ以上之ちめている、 その

の)京生点 H Cucout 恒ﾡ点点

Pム2
世 の

そそ示ぞ、Poxo アスZ 

: P 7fuu: ux ・ cot > 
告ば w&& だ くA&&。

ッ り

cc%c4ot C%dL* a4 cvdez > と ぬtcとneと Cイ&c く..4ocイx..s
ucuxLe。 あごある。このかかに幼々紙および近べ令ﾡが十

分各ていて、 す べ て の/金級 がそろって いるが、 面の々ﾡの帆 

台か少ふいのご在ﾡば正ﾡJ下ぞるる、小氏乏献いて、全旅地は 

一のようにﾡえたから、 ニの よう を 冰 の風化！こ 吊い うれる 産率 ご 

ﾡり かっ ﾡ・後きす ざ全 く奇-な号年ほじ毛えられたのて 

るる・ Fiタ/!-テU?っの <2cとot ば、 そ rb ゲシ会 さ や oceなox 

zおリ、 川、惑乙いてはすべて立ホといろﾡご研ﾡのﾡめ

二 ばし つものてある、 タ低の <ecクt にとふれる ジoば« っケ

力 -プコン ト の右火にっいて、 ﾡ径/タイ ン今およびそれ」上の 

たのデードフ4 - 卜枚ﾡる 計 した・ ニれらのﾡ形プコット(つメ 

e+エ- ン) 2ﾡRプロッ トと名片Uた。 そらにそれらの位ﾡを区 

品-へしﾡから、 商するプーットを経与亡て、 会部ぞろノ5ス ﾡ 

のサエーープロット(ケヘ エーン>、 ケカ 侵 の/クェーカー 

プロット </2メ'e ケエ-ンう、 ある いほ初 と兄 さ ざが. ﾡ点プー 

ント の大きさﾡﾡの倍数立ほるよう&のブーッ ト作るニとがて
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れ示正そは. 定に対す 

ﾡホプロッ ト の ﾡはすべ
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ックの大そそてみ2示いている、ﾡホの-部をﾡ収するプロッ / 
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卜己ﾡさ. 客ブロックにn六ﾡ全の応一 乙ごるょ っ と釣ホて 
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エーコ

発/ 表のたぶに

する、

- プ ビツト

ﾡ之

ビ ソ

光ノ

百 か

ニ ナ

ア、ジク.ス5 は、採、右

平平ﾡを一の ；4

れ 、AP2、ダアょ/ にベ てかさリ

プア

大

-お ぼす彩そば平均債の ﾡに対す

パF平均偵の分ﾡ、 す互わがポﾡ誤迫の二ﾡ

株 ﾡ プ ッ ト の分散すさわら平均平

ホプロットの数

しこﾡﾡﾡに対して、 ダエーカーブットの

る公式

し/)

合の L ば

力 -プロツ トの«4ク 3 タベ/ ムア タメシ/ = メケがりﾡであ

るっ 政終単ﾡ田のﾡ本にわいて、 よエーカ-プロットごっ

エー カ ロゾ ト と同じﾡﾡ乙う るためには. 株本面稿をく伝にし
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さけれ百ら呂い。状言すれば. ユ エ-カーブロットンル歓する

さ、 2エーカープコットのﾡ幸ほ. っと. ッタメ// «タタ →4 - メ、『どゾ. 

だ2いう ことてある。エ-力 - プコッ トの腎合すエ-カ -ロ 

プ ト のﾡホ益出と同-ﾡ足の政権宮をう るにほ湿点さ 32" . 

てよ い ・ ケ エーカ-ブットにク ニ-ーロットﾡする 

とさ一摩 有利 であ る. それご炎Fア=ントより大きハブロットさ 

bらﾡ費也乙戸いるとさに、 プロットの史点コットのﾡ牧 

にし たバって玄に霊みこつる、 ほ氏に/も走たアロッ ト のぞ 

去す、 ニのようにり ても 、えらるﾡ浜差ビﾡらかにﾡらない 

平均平方忍甲いたプロッ ト の 大ささで形. あるいばﾡ列にか、わリ 

ほくﾡを比歌ぞきるようにするため、 ﾡ始支てほ二れろ2並-0産 

ホット あたり ご示す二とにする •

ﾡ2ﾡからﾡらかはように.ノクエーケ - プロッ ト の中ぞﾡもﾡ年 

のよいのﾡ長い形のものごるる、 こればク xpゥ +工-ンケクメ

ノ /ェーンニどブィート

第2ﾡ 程々の大きさンみ状ロットのﾡﾡ的ﾡ

プロットO大さ さこやに 平均千方 妨 幸
みもたで与2うるに 
との項ュ笠ベとさ

よエーカー : っケXノ0ェーン スタ2、Vタイ/ /e2"e" <c2

fエー-一 : U X ルタ ニーン 4ス ・ク24 <t?
/2エーケー:

つ メ*ク サエーン s44e402や メス 22
ケ く 2 0 サエーン クノ/ み2ク/や 3. 4s 2 +コ

ノPメ/9 ナエーン イエタグククみ 2ム e 2 ____ .4e

) 条臣分ﾡをW々に計し 乙ズめた・ ﾡの系平方さずべてﾡ

/ えの さ占区とそ方ﾡみニナにb てﾡ幸ボめられる ・

っケェーン ロッ ト とﾡって、 二のﾡの プロッ ト ごはﾡ権が全くさ

っにり、 あるいはるっても座かて、 平均的ﾡ礎えﾡさるよう 

aﾡ立ホプロッ トが少かったこンに一ﾡのﾡ回がある・ 杯分安動 

の大5方た-すろプコットの缶さの珍裕はF:3 / ご示される,
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示かほﾡよ ﾡﾡ手高と ﾡふ方点て近大ごろる・ ニの資乙ﾡ任 

,eﾡに、 プゴットのR近さほにﾡ五方点てるった・ すふわら 

ac&w% のゐ託並ば年幣に大きく ・ o.cZtont 4こ3ごほ受近 がﾡ 

大ﾡﾡの方伝に句いﾡブロッ ト ぞ、 <ズ*e。 ク ごば表大ﾡ町の方師 

こﾡをさTア=ットご. 5た .なac 3 <町ぷ大長動と平でプ 

ット て査がおこさつn- サムプリン ゲさ このぞは 必なb 商

z 大 朱ﾡ合 が立れていC二とがわかる- もbプロットの受立及常に 

桜終YﾡﾡにごるようにYっていたらﾡ長いプロッ ト の利支区ﾡ 

に乂 ちかっ そで あ ろ う から・ よメク+工 - ンブロッ ト は/eメクキエ 

-ンブロッ トよ り はるかに失れているよ うにﾡわれる、

ﾡ>系のﾡ系、ﾡ的に ﾡ下 さ4ﾡ頃から0ﾡ作為みホ出に 

よってえられものだYいうことをﾡしてやかちばでらさい・ 平 

白にちﾡ野ﾡ互ﾡこたほゞ二し. ブロックﾡのﾡﾡをﾡ除するる 

»て崎ずるﾡ光方去ざほ、 これうの点対的菜ぼﾡﾡに近いﾡこは 

るが、 ずしも同じﾡ米がえられる立ばﾡらさい、

景作為ブロッ ト およびロック ﾡ作為査

上並のように. 緊ﾡa番素田ズド. 式ﾡを終立かっﾡ作»に 

ェんて. 修性0ﾡﾡが大休その黄の料合て浜わされるゞうにする 

- z が ﾡてるる。革に>4 ニーカー ブロット乙同れば、 

春衣落便本に よ ゐ介ﾡの確 こ依 ばほの分数 -rっ.4タ/ に血" 盛とa 

み ゴあろう ・ 係佐の はび多くなば、 それらの平占-月量 

Aにﾡづくざあろうい、 aた大ぽホのらえられ たﾡﾡ も両じよう 

=*のﾡのまわりにﾡ条ら ・ ﾡその正概去則に非常によ、一致す 

るごるるう ・ 今はの全当は保ホたﾡﾡは公式 c/) にX入する ニ*が 

zさる, そのYさればﾡ知てるるからﾡﾡﾡ差が紫ズきる。 二れ 

によって女々さ、 ﾡの恐ﾡﾡ平点ヶなの確条て会まれるようほ点ホ 

マ均度から 0乾をこめる= こごきる・ えら れた凝ﾡﾡ炎2ス告 

すると、シ。 0確年て交左 が合 ほれるよう なﾡuがえられる-

ﾡﾡﾡ査の場合公式 </> 2いるy. ﾡﾡﾡ乙ﾡ当ﾡ大に推支
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する 二 と 二 ぶる・ とうの=三始= 送 号 ボ 五 マ =から0 
ﾡ乱乙生起してハるの!対して 本«か二、ごデのているの0ほ同ら 

れら 22 にの >5 ニー々 -プョッ ト の4糸回にっ・ z のﾡ西だか 

らてるる・ 公式Fの2に ,2< &人すろ。. 方秀ﾡ面系均4に 

対する 冷 桀 三 ¥ 落 直の 貶 史 G 位 足 底 かこら れ る、 二般ﾡ平日ﾡ 

のか教て日更保さ部分て、=の 斜z *わさnる1の ごぁる

のi=ゲ-デ S

二>て

M=右託分ﾡほるげるっ ニーカ-プゴントの最

炎の合-とらるやそ一. 億.欣二 咫 优 とそ カ,にっ »,、る み 

数 。 您更近の 二って ある、 二っの:合のデークて. 点麻ﾡ京ほの 

長のかﾡと平灯ﾡ かお かって いるか ら、公 え o/2 町ルせ ' ・ 

a五字て千ﾡされる系の 平均塩のえわ ) の 接求 平均•隹の バラ ッ ■■- 

の 冥合 が計 比 でさ る・のさブ=ッ トの大ささで形と ・ もにﾡ化する 

から 二れみ の子のやﾡはぎ糸千宛される採千占債の敵らばり一 

&彩する- 公ぶ の6にバへするのにﾡ切&平均平方2ﾡさ浜 

示す・ ニれらはﾡ/表から算しつしのてるる- 各々ﾡ&さのプ 

コン ト からほられる表"の式ﾡの 国為ﾡ点-っい c. 千ﾡさル 

るﾡ資採逸る※グそに示す・ 確年ﾡにﾡﾡいエブロットアﾡ&全 

部ごククの険空にkbて翼G分故から東めた西得祺海援是があげて 

るる. それぞの盗をに対いて. 子ﾡ店Yﾡ瑠仮2比数するﾡめ2 
フのﾡ な解衣 が祐 出された, 必用〃 信のプロッ ト に並希活をっ 

各頃ﾡにﾡなケ表の プロ y ト そ TipPxdt cJの乱表求る同ハて曲 

当りた・ 来の平占優から0縦本談た砂よ び展来ﾡ治の ﾡﾡ盤2 ぶ 

するﾡのﾡ本ﾡ込ゝも にﾡ«来に示す、
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わごブビッ グ平均に対するプロット )か駄
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フ) 大きいプッ ト之ﾡ広し ている速本プリッ ト の子均権の分ﾡ
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しかりか数か和2同て全。え=る民知のま動因 る字分すコ 

わら- プロックげの安ﾡ込ブロック 天のジ跡-- 乙部かに ・う 

るうに. アロットのをﾡ己交ろ二と->ェ. ニハらの紙訳 

差を塩少する二とかぞきる. 各バ=ック=経島にプロッ ・そA 

する 二と-よっ < すべて5成さ柔ﾡ小や-さる. 炎点子占 

子力乙こするためには、 ブ= フク あたリ 段っ っのプロット と 

琴てるる、 二の透心のブーック そのう系 ふ右 かる= sわ 

れるメ小の方形当化とﾡえられる、 右払幸にプロッ ッーみよ ゲブ 

ント サイズの英-よってさっz< 乙- -のェう 反 ア'ロット 型及 

さ. 合た況に打するブコットの ﾡ作倉宿 式2戸される。 ﾡ倉 0 店 

出て始んごの告ブロック占のﾡ式率はほじ:さららい、

ブロック部ﾡﾡにもこずく子方ﾡの各占定さ. ブロンクのなよ 

/だ宮い。 ブロック吹矢による平方和の包ﾡは、 町位 

の数マイ ナスﾡﾡるこるのに百ハたロッグ平占ﾡのﾡ坂てある ・ 

Fﾡﾡを査乱し てみる立すべて0%合にっい て伝ﾡ平点平方が有ﾡ 

に大 きいここわかる。二れ ほ投ﾡ分ﾡに企ﾡ均平方 てロ く 根内 E 

均方乙Fいた二くによって. 花光ﾡﾡYﾡﾡ係な主を百分ﾡの灰 

分がﾡ去さルるこを示いている 笑3のデータね同いて、 プロ 

ット ナ イズ エ タ エ-カ-の <と。 に w する 二 の外 航•を. 愛さ

京込、も に死5に示す.

ﾡヶ未 * -2<とか: ブゴック と ラ+ エー カ -プロッ トにする

ﾡ ﾡ分析

愛回 平方市 住由宣 平占子力 F

& co ボ

k -2cズot 内

全 株

4ろ4:2クすケマ

4,52Z422

3$

ムメ"

,23

ダ"8 ダ$o3

ノコ、クメ*

2み～タクム/

N2 メク

この方法ほそ当ぞるる、 ふおう各プに グ そ野条団み忘し ﾡ 

さの プロソク西平均平方は、 ブロック平均価のﾡ乙ﾡﾡﾡに、 

ﾡのﾡﾡび同-ボなら てるる , ツク軒の 平占平方た
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ニみ-9 三卷 ﾡふs 各に没か天さいつる点たブロッ7にﾡ問した 

"合ごそえ、 ¥-アーッグウらボウに花資権よりずっと正産ざるる. 

卜さいデ=ッツクﾡ点によるﾡ送分kのぶサさ. ﾡ3表からぶらか 

てるる. フ.ナエ ー カ - デ=ッ ト を古戦位とb ・ F: s に示u Eﾡ作 

るEﾡて&%久頃査こお二さったYころ、ﾡﾡ分故は>『ペ.マァ4/ て 

浜率認ﾡな平均復のユシ3とさった。 ブーック ☆爆為ﾡぞ、 

/«x ほのプロン トた々 4ズoxe 一これはﾡ5浜Y Fia 8 に示されたよ 

う&プロック単位てある- にさ当てるY平«ﾡこきる. ﾡ公 

数 a ノ.パイマ* ご、ほ卒誤ﾡばつアテにぶすする。 ※«のさ品 

ﾡごのほ為式こ表すゐこ、 ロック大ﾡ作為志ﾡご千系さ 

れた受ﾡﾡﾡの 系少さ丁べ< プーッ ト ﾡﾡの そい ごかろじたこ 

込べわハる. だ 菓 医た 衣に もとゴ く 各ﾡﾡﾡﾡに汽する *ﾡの役太
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ウらこいたメっのこと、 二つ打こTるﾡの 二ゅらr ﾡ 

Fこ占互の転た ゲ ころる-

プロットの大るさ 彩. ごほおよひ石土ﾡモ!ﾡﾡハよほ

秘各ば. さたﾡﾡﾡにるいて式れる・ きよルづJかう

るろ ﾡ 幸にここも5う師分きえよって. 近ﾡの ﾡﾡ佐 

乏ほくﾡて. 二らのﾡ4べこﾡにそめうつくすば、 E任 

生ﾡり0産産ぞ示oU Cほ0平占値かろの報点平占のﾡﾡよ古ム 

ﾡﾡだから生ずる大ささ以上にはさらないﾡぞめある。も ・ﾡ哲 

ﾡの 坪猛 にﾡぶテﾡ がでFF に命き か て い r ば. 機海浮 ﾡのﾡﾡ 

推 こ権 ケらボめﾡ注墜て天わいﾡﾡﾡの報. 域 じよう に 正用 

法町 かろこいつものソー云するてるる、 千私こェ4-系りﾡ

兵みﾡり系-- 9源三衣は. そのような区行のチソズ千ゴ 

されるのF:おさﾡっ こ いる。
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点 ﾡﾡ伝

ゲ6 の 千区のミリ 0ふ千占値のうリ ・

こ成さ*。 みぜ<

1 たわ」Eりかうのﾡ送の幡
点行及な

运あ堂氏
ーックF*と

をの条平
によ ②

冬にさた 
王※差にさる

7ﾡ 
ﾡ る
< 
平委白にさる

--
. ケタメ下 s4 ク *

$8 ハ o A s* s ご r 4 4 ク 4

o.キス* ら o.マ→まズ ダ

AZ*2 かろ くみきぞ s 4 < ク

ススタス上 - 4 * 勺

計 2ス2 2

ダ っの<*のどな'
=・ ッ ・タ ィ 

為ﾡなやる 

っケエー カ ー プロ 

の 現■膏、 % .xte- 
Cイクく «0ケエーン> 

2ーッケ -と 

っ た .

次( ◇才や ンu"ど30 )
二 しま ご 殺 し 示、さし 三 ほ、ﾡa っ の)

プェン ト かと心6 

点あ福此・ J 

・ -の価サの 

生非ごてる 

おいてプロット

いリ 云いがぞささいま

るの ﾡ る 試 存の 不ぷいば 3 3 

リ ンプ足ﾡ為にこるつYつよつマ.

い

うなきろのロ
おっ エ-カー ゲ=

ほ、. プビットの

ニとが 姿かしい二 

がたさっz、引の

ック2いる " ブロソグ六 

ット の "活"古去てるっ 

炭ここ、 と塚全部みﾡネされ 

とでるる、 るるバロックに 

函とにのみ状手ほ ﾡﾡを 浜 

ゝﾡされる。 プロットなEﾡ 
sのよ うにブロックぞス ト 

あるﾡﾡる ニンがてさる
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- □ 「 - 

ララ ラさマーー

3 5、 ダ%のス ト リ ッブナイ ンプットﾡ社に

代点ブロッ トﾡﾡ

A:系ﾡ的ﾡﾡ. B ブロック よﾡ作をﾡ在 .

型ﾡ ユメ。x 内 G の点之系す ,

この5合のビ位ばによメ2o 十て のスト プご、これプ"

ビ ツ クごある xよont 内 「、 信 Q うらからa ご

れ る

比し

・ そのよう政 

た 平☆平ガ

スど

、ク

不間 の ( うテ ニ 

にるるように

-ブ ツ い

み、 ケミバ/ て る る

リ ニ や

. 韵 に

べたかろ、 これば aecクoィ ストリ ッﾡの平平方から計

ﾡしたﾡ放誤髪の かの平片平方2にﾡって い る 後ﾡし この 合こ

は クコチノククP 込されて い る, 境 运 で 二 の イ反 炎 に 乙証を あ y る

こ込はごき弓い ・
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やッ尺 ﾡ式年4*のストリ ンずﾡをにする分ﾡ分析 

ブロックﾡ作ふスト ・ ップ

変野 因 準 ろ x 4込 F力 デロツクに
"る公 ﾡ」*--------------------------1

l 1査ュeの: 位

: -oなcいm ストリップ

. t

' 全体: ストリッ K

ノム： •アノ グこ 3ク 3/丈 ケ2 ノ 20

っ.ぶ «・久 クe
・
:

・アろ アダ*ク*ペ3 1 

ノクスノえ 4*r/ 

うテ5 024よ023

・3

今 , 40ス2

«ノタクク

25.2/クo

ジ 2全シ.生クイ 23 クム ノ22

な条今数う

尚をで
-o&cZtt

-accがox1ストリップ価 

全・ストリップK

夕< ヘタ$タ

バ メスるメク

•

・ノ2タノタジース4

/0K3ア人Mクク

342ク42208

ブ

クク

/,ァノノ 44タ/ 

ジぷくコ?s ス

ク$ミ.ナク34

系ﾡ的 ストリップ' の

懈衣：原 ,文3 ケ2ク34 /5 ノクeノ受 ユ コ/

ガ殁R.3iたね然 バ$3メノハクさ*4 % ノタふ よマクマ R" シ25ク

-o2c...cストリップ 46/e4 ケe タ "玄 aノス3タブク

ル 計 ユ U//、シ2 よ生 ユク2 ―乙歹"、ノアメ,

た: ストリンアm__ 4 ■ _ ---  - 24, -2夕/ aみケ クナタ sas3

R：订の 渋をn 千占杯※

) 2.4= 有ﾡ込&い

えこいる ・

3> 其の平均夜：夕久F3 

x) ど価のﾡ足の平占ﾡ

ダど、バク

7っrイマルと6 **ほ この・を二

ズみラ

QR办 内スト リ ップの戻の棚楽田平平方は うく ミクケマ て あ る、

られで定権が、これY有登にﾡ云るかどうかはカイ ニ葉分点 

ご依こする 二乙がぞるる ・

カィ=東=そ有 s



-180-
= 堂 タ:•二 の)ケイ ニ 最 よ P=.ク= ごュッヌテ・イご・ P= のコ こ 

ばミクなお40 ごるる・ヘ=x夕/.コクキス とだへし、 対ﾡする客平方和 

にっいて ﾡて コ5コて洲 るこ.ニワェう 行の アク -るいマ千 

ﾡされる平平方の幡が与えろれる、 えられたﾡば ラノク ◇2ケタと 

すス0x:: ごある。 しがって. 繰 ホを ﾡえﾡうさにもさ 

い ニ つ る・

とoc ﾡの史ﾡば2ち。 内のﾡより石字にﾡさいから. チ 

そ-全分数2点い。と希にS大なにﾡえる%る ・ りたがって 

こにu < さい・ ﾡ迫の 子子ﾡの在ﾡﾡにっい <、条娥.第乂 

ト y ッ プ紙をに フクご授作為にとっストり ン プ -全 く 区気 

するよらにﾡわみ、 隣リ合った 4ほ の 4タﾡﾡによって地域の 

ooすなわち全邪条ほが&われる- 二にもとづ・<ストリップ 

評をの 野条面か故がﾡ クの下のように分ﾡされる。 そのよみらﾡ 

浜mのを動ば、 ブロック大ﾡ島Eoもの、 ﾡ¥かてるる

在Z有利ふら bあるこの利尽は. そのよう a試をてはﾡ払が 

スだ。 o各々につっいて平ﾡにおこさわるめ、 ずっ代ﾡ権か 

るるのにい、ﾡ作為書の合のﾡハブロック が eN3 ごある 

-之粉ﾡU ても お騒めて ホさいのぞある ・

をTの ※ﾡ は兵ﾡ為払の 話合にそのよ うさの? ナ • e 
、z千ﾡされるものよりも卜てるる、 りかUストリップほ守酬昭- 

からFﾡこ足悟いるのほﾡ当てきい。ﾡﾡ的こﾡの合に全かなの 

ほか想午おﾡﾡのものこビﾡうかるれるため、 ﾡ女の 

A#2る-さった・ 頭らかに、 ストリップHの全野ﾡ面ﾡﾡはどら 

2 のEほごもほじてるる - こ>示した伝は、 査支にﾡ路2 

、モ . ゅモそに ほじぞふい. bたがって反分も浜さる- <cto
する ﾡﾡば栄作ﾡﾡ賢さよ り 系や約 こをの 方 が小 さいかろ そ X, に 

片点 し て kwx のストリ ッブの 動ゲ 2くふっている・ チﾡ 

2 気死 の 協合 の 子均平方の 深下*と優 s. 般作為 での ように 殯 

-並づくYいうつとが云いから、ﾡ治の千占平方 ②分離 する 制他 

かない、 ¥-0頃張てさ. 二のようらケﾡﾡみつでうためのﾡ報が
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早えられさいのてある・ﾡ為ﾡほてば、 デロットこ受にさって・ 

デー クの4えるﾡを。 平占平方をﾡこするため。 ﾡ乙び-っ史き 

る5ら - のﾡ&て -。 二*が来行てるる ・

-の s合。 よう=. 生 く -氏でな公ての ﾡ出幸のマいえごぶ. 

系ﾡ的ス ト り ップにべてﾡ作るストリ ッデの示から生する区 

充こﾡのﾡ及のではﾡ坂てきないものてるる、 るる合にば、 妖 

ﾡ分長2Tﾡ辛こごさる ざけ の 各=受がえるれ るる てか数い たロ 

ッ ク なﾡ合 ストリ ップて六ない、 次にﾡり。 ﾡ分を 系やﾡにﾡ査 

オるごと爪Fﾡごるろう ・ このようにすればこ債のﾡた許冬同 

厚占にﾡめうるよ う &浜の ゐるﾡ去が確炎にえろれる答てあ 

る. 話火に震利さ二Yもきた二の方去の迷れているﾡぞるる。 ある

数ごはﾡ左に逢当ほ北区がﾡてそることしるるが、 しかb大 

部分のﾡなてほゃほりサムリ ンゲによっそほ乙るこゞが主を 

a応超である ・

ラインブロットﾡﾡ ?

F『2 ケの採作ﾡライ ンプロッ ト記Eにおいそ、ﾡ比単位 acbax 
2ばし てﾡm隔にﾡﾡされﾡ4っの っ.$ エー ガ-プロツ ト からほ 

・
っzいる、 プロックごるる a2ce・ から 一のぶう な平位«古 

ﾡは3マ 信のャ0ユっが爆作為に至ばれる・ ニのようさ本ﾡの浜の 

か数はaコノみオノス c 第 ア 技で ある)。ﾡ作為祐における盗き氏 

※の権 こﾡ ロ. の -<xctどn: 内のチイ ンロッ トの平均平方ご与えら 

ルる. 二北ば浜阪にﾡづいてゆく・ このようきﾡ兵とすと わ二忘 

っzえられるﾡするﾡ泌昼さ、ﾡﾡﾡたのﾡ頃内にるるから、点 

ﾡに有ふﾡほさい。
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ﾡみ長 五公ﾡ4女。のラィ ンプニットﾡ:丁ゐ分故バ

ブロックﾡライ ンフﾡゴツ ト

gE条

-------------- - 

・

* "** 
ブごッ て 
■ 1e分S

*をば /o253P2 55 ・

気ﾡ 年 ら -だビo ノ4 ク,タ ル〃ク ダ xs. 5スクテ "严 ・33/8

ク2ホヌンッ! 22ろタク4:ク22 %o2 うコベ/ケタィ

小 貫 3タa44こク生 _4242
全 : インセットﾡ ノ xxX. シ/ $4-----------------------

年巨分

※を原 _ュ2 乙 乙ノ

や -2-ク4 商 /8 ククメ、ケノノケ /ク ーケメクケ/夕
メ 

シタ/ダ う&、グコ

% <uxホラインプロット /マ3,ア2タ、クコ? すすみ ラタノ rさ/

全 ﾡ : ラインプロット ﾡ >ケう, s4、シ4* ク生 23ク2ク42

系ﾡ台ライ ンプロツ トゲ

城夜；徹 

ﾡなF%<よめ ﾡ

々 2* ラィ ン セト

小、 計

全 : みインなット同

ラノクん/アヌタ ノ5 2久 〃 U 4 メ a/

っ4o >o0みケノクろク矢。クグ→

ク,/2み、メマ。 z

24タメクス $$zと

ヘクコ

タル

4+ラ.バ/ダマ

>+2. sケケマ

イダよ xク+ど

2 , 84232« ク __ペクュク4?
衽 凝 曲

ﾡをユX4チェーンプロット

2e**e 内 プロットボ

ハ 計

会 帐 : プロ ットﾡ

ジノe ど.4ケz乙 ノ ___2クグ ケ <4

< ケタ /4/o名, 43ジタ44P

よ よ4neヶeo

と4ろ2ケム タ4&

タノタム

イノダマ

2こ

ラ4久2タ/タ 

スノタ スシメ 

2z2.Z824

4$。 み&/e74 2 3o さ ュgユ. 3240
--------------------- ー ー-

とﾡふ支5
1-------------
三 自2 こ子方 F プロック に 

呼寸る4ﾡ
類 き鼻

>のメ☆ナtーンロット

20メ名 ププッ ト 原

・:プロットK

2ュ人ここ ス 

ぶう®,ミケ

ダ*& >&484

452, F乙.4コ2/

フ,Aジ2

2,303

～,ぷ4タバ42

>eP. マ-。 ク 

A82.424イ

ノノ 4項の径ぞの子歌雨= イ2.72

) 7・4 = 有資ﾡががヨい、 ** ほFの ! 、そこえている・ 

)ﾡの平均ﾡ=«2.み3

) メ虹のﾡﾡの子均ﾡﾡ=<みさ 

s> ﾡの乙均依= 42 se

F;?午こ示しﾡ系ﾡﾡライ ンプ ニッ ト 類 を におい てば、ブロック 

#なにっいて次の 二ご乙こ了る合に 五ﾡが丁 る・ すさわちこ 

のよ らさーッ ト記ﾡほ呉作為ラィ ン プロッ ト に打比すべさぞゐる 

小、. あるい大込るコoメ。 ケエー ンの ブロック吹から2っ。 ブ 

ソ ト &こるﾡ作為ﾡ此ツすべそかこいろ 二と で ある. ﾡ医に 

S. -面ﾡ在だけぞはﾡも有 &信報の えられる方法2天す 

る 二 とぞさロい・ ニのﾡさﾡについるに4ﾡの 協 集 によっz

られる断条頃-河U 乙、 上述のこをお二ふうことかてさるか、 

しかいその ﾡボ 2-最 するわにほかふい。 五整位 がﾡ 

ュ かっﾡ為にﾡばれる合にに、 ほ走の平占平方 乙こす るため 

の たしい法ﾡにっいてﾡ等ﾡ量は生じふい・

系的こをを候為ラ イ ンロッ トとほけように最派う 二こかﾡ 

されゐなら、 プロックにﾡする 分ぶにﾡ年ﾡ書 の 浜より 小、さ ノ 

コリ・ 3ロッグﾡ平均平ﾡずっご大さくふる。そのよらよ* 

ホこ低はストリ ッず気査の場合とほじく. 合分なのﾡの値に。 

、K缶がるるが、ﾡ猛の か玄は打ﾡする異作為査の ものよ 八 

さくはる。 がっ て 全か立2ほﾡ点 :氏する ﾡﾡ こ分部 れ 

侍り がEずる- 一方のﾡ炎が方の近来によっ てﾡミち
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てい乙のてうるっ の ニ、 ノく<2エーンコソク込丁 

あとき一ﾡっ・りT4 : ・

※会占平方の ュ っの在ﾡにﾡょ交のﾡ生- ゐろ- 込が示さ 

れるてるろう。 二っの中、 0メ〜。 工-ンプロング子占平方の 

方が一騒有同弓ﾡみ手えろ、ホか一つしかY5れ百 さうほ覧 

合に、ごららがより 若ﾡ母ﾡﾡにた与える かと、っ 二とわ 

からほい・ スト り ップﾡをにっい てのゴは. 二 -てビあら2登ぶ 

かというこ立と区じく治項の西量てるって. これてらきり点同て 

ふハニと系されている。 年1れ の合てし全分数をﾡﾡ分ﾡY J て 

Fい るの はそ当 で を•い.

誕をの ﾡﾡ的ﾡﾡ

ﾡ々ふ頃ﾡの拒対ﾡる妨率を比較する束ﾡめいて、 本々はァ々 

去にり て P=22+て平占催の o。 %こいら妖ﾡのﾡﾡセとる。

り たがつてﾡ出ﾡ22倍の 4にすれば妖迫は 33 に求yい 

要にス倍りて ノ1% 立すれば 4.o。 %。にﾡ少する二Yが千ﾡされる。 

こほ公式のから塔が かれ る婦渝 ご ある. ¥-のユケェーカープロッ 

トをもとに すれば, ニの 済及 3るのﾡするほﾡの 平均子ﾡは 

"タ、アダ アタ ごある- 有ﾡ5条頃ﾡ正乙こすと 率 ほよく sる。 

といっ のほこのﾡ合の平均平方さ、 公ぶ(からわかるよ う にﾡホに 

各はれる断条のﾡ合三少するからてゐる。ﾡ的効 家がるる 

リﾡっ て 二 けい のぞ先? ﾡごばこの常王ばやっ zい さい。 平白平 

の修正債が与えられゝば、 率のﾡ加にこも百うプロックサ4 ス 

0系少の姉 系が疑会 に分誰それる- ノクヌ クsa4 の ﾡなすはら登分 

ﾡ ( ぬ-aa& ce ) -220すoe を っ エーカ ー当り の 信ﾡも、 

二そもとにいて 各ﾡをの ﾡ報度る*め る ・ 報番 が々単化だ*い 

うことば・ /撃のﾡ本とほじﾡ及るうるのに2倍の大きさのﾡホ 

が咲客てあることを示している。も し単位を融ゐこり のﾡ査営同 デ 

話じさら、ﾡﾡ2ﾡいれば低ﾡ がス にさるいろ 二ざある
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第ヲ表 調査のﾡ的 さﾡ報 

3ツ»。出

* *生登とそのき彦_」 平均平方 当分で2 3v-
J.タ エ - ケー.% oicec次 ゼクたソトを汉 

ケ*『e ケニーンストり ップ.怪島 

oよエーンの玄ﾡ上てﾡT系Iに4つの>ケr-ホー 
7’ロットを工る,谩蒸E"* ド ご は

--- 〜 - ---------

2/3・ダ*名

> よ2、"/夕/

2oe*クク

6ク2 ノs

429ジ?ケ

& タ*

&コク

2クァ

4 夕

フ エーケー, ッxセ9 てスプにット なと 乙 2。久イタノク aee ダぶ < ・パ

+ * e チェーンストリ ッ <:c6x ぞラ ケスコス o. Q

gパニーンの支が上て羊ばﾡにダっのラよェ --
プロットそど込る.証ド今<&かv さごっﾡ ススく マエノ3 乙. 2o ««/ e

よエー - 燃 ・cム:x ホてタ プロw > シノタコクタク クル3“ 4メa
! /クエーカー,厶 oたか% e ごa ブット ク久44e : & e-2 夕

$ェーケー, torニンバごスプロッ ト ノタコ、ククコ* 2eよ/? < ・4
み**夕0+工-ンストリ ツフ:/・<x父夕 ご2つ ミ2シ、 ョタ/ 4e0o?

8サエーンの 徴上でやぶ予にダっのラケエ 
ーカーアロットなとる。ﾡメうパメる氏ぞaホ ノス シ“

ケェー カー, >* «。 ぞ ヘフロット コ/く 4oよ aeeジ*a
2 ェーカー, &<Zoバでコプ・コット ユ/ 4283 2

/ 分数= ﾡ所を方 ッe 52 - /ﾡ年単

・ケﾡては. Q*水ごの&22の誤治・ 4ﾡﾡぞば 

グ.“ %の教会, およびノ ッ.ﾡほ査ごば<。・のﾡ産を/単位化 

■する.

福ﾡ場ﾡ必モに各琴さい・

a っのさる日二幸にっい こﾡげあれたそぞれのﾡにるてょ 

ほるのは.っよ工-カ ーッ トIによるプロッグ 濕源 為を去〜 あ
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る, 三式手がいゞさ ブコッグロド"なラィ ン-ロﾡのﾡ 

字さそ ラ フく るく い ゲ、バクェ うかレい 字 く っ 

zいる ・ T 受ら ゐニ*> アュットハ えこ-利 ぶ 二 

yから、チエーカープアッ!の. プロッグやﾡイ ンプョッー 

記長2登.:の か我 ベ ごﾡ iルる・

と-られそ光峯にてほ、 落タ衣 に氤と れ三优ズ・「庵加 にとも 

をう報そのﾡ広に. プ=ックの尺きさの双少心よみそによって 

五式委治とﾡﾡ然ミ ﾡﾡ 除云されみためて cる •

この 用台 にに、 ﾡﾡ5のッ.をのみ糸紀合ﾡ込氏の呉 

為ﾡをの教たのﾡ2〜夜するつこだてある。 私ﾡ摂«に* 

ク0冷そnよう-丘いボ、 ストリ ップテみライ ン 

プロットのれにっいてもバ人スﾡ匠の平占匠Kの長の安奪ばに、 二 

の右限近ﾡっいてﾡめろれ「ものてある。 ビの合zも、 平 

ﾡあほ司み受学為みものより小てらる、 この-と・E 断 

合 がよ いY・s こ¥かe. 一っ0浮ふご土採ﾡのこに受る 

ﾡ報が走る tSいごいってこれみの祖ﾡ 2ﾡ 黄に 体 ごけ：： よい な、 

どっかﾡしいように乳oれる ・ ころの2ﾡﾡはこいﾡて2 

夕ごさる 五ﾡ ゲる る。 ヒほが*手てミいか、 あるいすてにら 

1,ているようミ透合にほ. ホされる系ﾡﾡ顔ﾡYほじﾡﾡご軽行 

A振委がごきる。第 役者 に店出黑をの 推 だでっ け 応をつれる 会午5 

ﾡ度 か ・ ﾡ 意え値 のモ確さの式少によっ てﾡﾡされるかどうかゐ 

さoこればふうふい・ ﾡの平占ﾡ0まわり の 疾終的 緩 広 3 府依 G 

ﾡはに. 方彩ロック2甲ハたブロックにﾡ為て千短され 

並ほとよ く -女する ニとが、 xに示それている ・

t い母生み行てそのようミプロックの 多女 がﾡ為 に平ば t ﾡ 

作んﾡそによっ <ﾡ母それるなら、 そのよ うに い こえられるぎﾡか 

ﾡのこめゝた 来点ほ、ﾡ払かるこはれのﾡに十ん

* toa/,A.A,/xイo-c4Pビu 添の怒みぶめるためのサムリン

ゲ方の今 C;、 4 Rorye 三xP. Sと4. Rム ・Ju& ノタョグ
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こごろうずゐろう. そう て死リの.ブックに糸ﾡ生ﾡﾡにぶっ 

てﾡ底了るこYがごきる、 ニのこさブロットはじ女ぞ、 そでﾡ 

も同じもの2同いる。 ブuエックの秒ﾡにコてのﾡﾡ&ば、Fi8 

=:テいﾡようこ 系や台 ストリ ップごほに対するいまのﾡにば・ 

xox3。ケェ-ン ・ 寺 ヘほ品の大Sさ> のプ=ック が豆当 ごるる・ 

さのよう ミよの々天飾u “W sx4』-工づいてWく。 ニれに 

x70なHの マ占子ガノエ ◇/マs こ常にさ く久たﾡてるる。 

しかいﾡ分て 似 する 三めにﾡされた-。 方ほ、非常に短 

ハハス ト り ップマ転ﾡいロック2ﾡいるごそ当ほﾡほそこえて 

ョでれるこ込:ミリマすハ・ みそろくデッグの兵さほその番の2 

ﾡ2こえてビミらヨいづろう。

系ﾡ点 ラインアロット2同いる場合にほ. 上Eのう お※ﾡ分表 

0近知支こほするの全と受われる、 >o*<ケローンブロック 

ご0ﾡに島ぞ#浜迫の子占子ふさ、ふみ., ルク て、 ネ施ﾡ夜ﾡの 

千占マ子方に ュクバ42ごるる、 花出設ﾡ。 二の こ4方夫 の キ当佐ば ・

:から頭ろかごるる。 系ﾡﾡ豆ﾡは. 受あより べﾡ佐べ書い. 

ラ ・ ンプロットﾡ払ごぼ、コ, メニノケ ニーンの 各々、か•3ノ プロットた 

石払する、 -才、 ﾡ、作々査払てばロットﾡ受がそのようさって 

、、 さいの ズ、© & コク*A。チェ ー ンプロックマはデット が全災書 

されデ、 ほ-るるビックてスっのプロット が玉 出でれるかも o 

れない。

ﾡIのRクとル.Xイ ﾡ平ぢ験労の主任*計表師づあるF、/aか。 G. 

各ロッ グDFて一つのﾡ撃泣原どうルて いるよ ラ 系ﾡ的 

を』問光ﾡ私さ、 じ大 22 プロック ご最作為に迎んだへっのﾡ 

以 ﾡからﾡさルるﾡ分ﾡの ﾡ艦 ご止久 ごろるここと示bた 

プロ ック 内今女のTか5ﾡ領2う るこYのごさる換令浜え己 

作Fて一つゴ行、 Nそ糸たﾡ記ﾡて やする ニYかぞa 

る. との年ﾡ、ﾡ作倉近をごﾡ阪り そ不待告ﾡのドﾡ佐 が在 い ヒ

うﾡ尽『、 プロック ○大るさが尻じﾡの 島&のTﾡキ 

午ごよいYう二のﾡめ にﾡ分ﾡの 少Yさってるらわれて4



一I○8一

②・ ? トリツプﾡをごほ- メﾡ雲 ぼ の平占マ方

a パタ2/タス ごある。々 .cなo. Fの年倉 ト リッ aの平Fマ 

方、 済に引弓したﾡきT-う、シタイノ ごる乙 - が示 されz る. 

をこにFい た生三及ﾡ か/てる ゐが <ﾡﾡﾡ5ご0括ﾡ 

¥こさるを町の2司二るる。 タヌ»夕s こう-の点ﾡぼ* 

面 ビ ・ か反 立りS、にのほごな五て上のよ5さ※ﾡ2お-63 
Y、その シメ/-こい佐こるてるろ

プロットのア没:-乳だ) - プョ トのストリ プz/っ2 < 
エリ・ブ=クロゴブコン:2光する力がえ、メ合- ・

デFェゲいづてりラ ン プビ ッ ト よリ ごこ名そっ与える * いう 

二こﾡﾡて2さい・ほ版に、 々ス、リ ッーェ りはれてる- 

云さ -そ 交の ある=比天づこいっこここさる、 系統斜ス 

リップﾡの誤稚乏をたする二の力に」 許式のストりッアロアョ 

ッ ト 矛たたﾡ合に立ﾡごさる *ラえろる

ラィンアロットこﾡご. コ○の方云ての至ﾡし冷によ»めて 

いる- xみe ケニーンプロツクのラインプロット武ﾡ位ﾡの 
・

分な、 タ ジ/"4ごある-これュ0メッのナェー ンFのプロット a 

の分ﾡ 2"2、子ケ2クヒし り 7盛っ てるらず、 ほ た各さ&/て六 

したュク、バよス も海ﾡふﾡない、

のﾡろそそのき> にり てみいて石払柔え2倍にする こ 8.02 % o 
ものの五 決差は 5&4%のoRs るここと商に注ﾡいてらい. 右出ﾡ 

ﾡのをﾡに丘をふ文とかﾡを分ﾡの資のも と>さる光幸の確 

小安ﾡふごば. そゐにさってﾡ々の庶ほからのﾡりのあるﾡ糸, 

第 を控え信 の 合ﾡﾡの 大部分に 彩箱 するYいうことがaいﾡり乳 &
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2 -を たもの てるっ- 太こは 二れらの倣に左いてw4 

「てある・ えのきわり ご係点権 こ生そのもの が*布 bてい る生面 

・ そ九らの年こに科順ごそる各出ﾡのみぞきまる. そのよう5色 

注伝の ナ が含 昌 るﾡが意々 のﾡ作為書出にb て公式(3 

から計算さ、 第0不に与えられている。=の た権が、ぶとか? 

0ようにさハﾡにﾡてボわられている感合には、 ﾡ-0が点から 

H妖た盛の幣-大きかA、 すさわらﾡ承性のyさい 進ﾡ しかえ 

られさい ・

二の月ごビ始冷プッ ト の方がライ ンプロットさリ もほるかに 

占利ごるリ ・ ぼた袋えにスト り ソブﾡをより&れている。 b かua 

から・ 小、ﾡくの <4<ブc2; -つい て スキ エーカーよりもっ乙小さく、 き

おそらくもっﾡ条のよいささのプコット2甲いて、 番ﾡの塩 

出率のﾡを2おこさえば、 ﾡの十かな塗ﾡがえられるごるろっ- 

このよう云枚討之ﾡ未に示いてあるが、 二れほ尚に 述べ たように 

ﾡる系だぐ本乙おこなう 前に、 ﾡ作為司ﾡ ご試左 し Sければミ 

らロハロック よ2さめる来とふるも のである .

ごビない・

五公ﾡ之小乙くb 乙ﾡ約される時高乏ﾡリの妖ﾡのﾡすにふリ □ 

ける ニ乙ﾡﾡによい 二こごるる.

深ﾡ分ﾡの 注領 の) 清良

妖ﾡ分ﾡこりてとられた平占子方ば、 系坂っている野来ﾡのﾡ権
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だ系の示 iff

函をのﾡに. ﾡ会点に正JいしoY ﾡに 炎行てさるも0とのを

民2受すこYゲﾡてある。ﾡ終のあるﾡ看占、 それE"て 

に 西た かて を 小、、こ と>、ﾡﾡﾡ復の 商及ゲ系た的点ﾡほ ごょ4 

ふいというここのたゆに、ﾡを除いて ﾡ作冷ﾡ証の2甲いよ う 

エビ、日隽えみ いごゐろう. ・かb. ﾡﾡ分女のをきかっT今&ﾡ 

え催そうることもﾡそてあるが、 こればほﾡの時区およびﾡF0ﾡ 

先2るまり大さくしさくても可社ぞるる。 そうすれば塩浜ﾡにK 
するﾡり、宿 も 佐ﾡ改才玉ご受なﾡ及のこ依を確ﾡ口入干する 

二Yが!ﾡる。 払 浮ﾡがわ か>てハ nれ ばf. ﾡこ値そる x て条麻に 

考レ てめた*ビﾡするここによ っ <、ﾡった到ﾡ僅からﾡい 

誤た ケ する二こが示ﾡてるる。 ・たがってそのﾡ客史にﾡじ 

てﾡ存誤た2少する とい う 方伝にﾡな乙かたむるこYがぞきる.

ﾡﾡﾡすべる北ばは徐っかのW々の番年頃からなっており、そ 

しろはほ化に同いあれるを手にいたがってげあている、 野条国ほ 

二 して ﾡ長方六る炎行にﾡすﾡにほ、 -ﾡを-われる示ても 

とﾡびば-やごおい立ﾡえなばふらﾡい- 次にほ、 プロットの大 

・さこ予が量ぼ氏ﾡﾡこなってくるから、 単面惑ありに含ま 

れ る 派分 安前 が最 大こaみよう&プロット. すはか ら 蛍のﾡ 

ﾡ 2 すため検可 C など ) 2お二なわわばふらきい、 号えられた

のﾡ-するﾡﾡさﾡ介のﾡ払ﾡ2示すにほ、 二の品ﾡにﾡ

いたﾡハブロッ トてしﾡらかに大き丁ざる、 分 文か ﾡの方去は、に 

っさり 番ん ごいるこﾡぞさきい好ﾡほにもあてほるが、 要 にん 

ご研がみ二さつiれるまざの大休の日やすとして、 プロットﾡﾡの

介布小正座になゴいてゆくような我乂、プロットサイズを示してお•く. 

いずれにし てもﾡ打するﾡ小の大きさるほリ多く 0 デロッ トて次

・がりこなるよ っ ぼしのごばいけハ、ニれらの星ロッ トな 

ﾡにぼする時ばと基本プロットのﾡほ、 プロットﾡの立距ﾡる

Eり 0移町時mおよびﾡ化時Nと > も に記然し さればなら い. 

氷麻においてほ、 預ﾡ釣に示されるﾡ小の ロ ッ トZ多故ほいるよ



リ、 卜ﾡ " 天 ブ ロ ッ -• ごごで Jみ方 Tヨ てみら こ と

示されるごるろう。ブ:ーク

リ. 石#=ユ高:さめるそ-Vキ〜さ1る :で 夕 が 字ノら ? e 

=ッ»まEと六当字に. そのうさ -コ< の 簷 失 ﾡ ・琴合 

. 受に引すら。みべるる- 考えるnて・るぷの ロ 

ご採作為プットま己はラインプコットまﾡ2いて ときッわ 

力るよりﾡに行虫辛0大きいを2条行すべきてみる。 チ. きとそ 

っ ているときほ隣宝するブックﾡきとめて 天ゝいブソ 72作 リ・ 

ブロックーブックWのみが己よ-5及こニみし - 至= 

さ天ﾡろの ブニッ"よケなこきこする 二とかう従てある

さく行されるさう-. 旗 を 就 を 蛛 け て 改 K 友 統 0R •/り い 无 ― 

が予くほるぶうにアロッ トの532ろめるのか付ﾡてある。 土たT

客ﾡの <タムx. ぶ合の よいブー グ ¥位-さって て 

2cムwe の を政 にﾡ新の方ヨ-したかって、 -お-希止ま 

品方何に走る- 知部宏ﾡ乙小さ。、 そにつて叫の安町 

大るく するぶうさ大きさと予の ブロックをいれ、 り述ご炉 

※5可ﾡ奇の ホぢﾡされる . プu ッ ク 知 分 ﾡの

じこめ 授ﾡのサきﾡXにﾡめ う るよう r十日本のほ占 か 

えられた2さ・ラ4の 配ﾡみよ びーッ ク ッ ィ ズ-与えらる を〒 

¥るたり 0伝武ﾡのそてさる- 行方 告 で 字 つ る プロット ・の子 

河の移ﾡ時KY気を時ﾡがかれ、 単北報るつりり受点 ら呉

為記長のﾡ台0長も訪ﾡのよいさ光古ゲわかる。 断じ右手0 
金弟 記量ご通& で するこ、 ﾡ=のて型置ェ &大 -さるてある う. 

プゴックのよるさここし. それぞれのFなに一っの系ﾡ甲五光冷 

化そみく ニxにすれぼ、 工ﾡ上する. 振ちの示ﾡのら、 二の 

天さでの プッ ク 灯:→Uるあﾡﾡヌの分な がp ハコてハれ ぶ、 

二のゲロックﾡ介ﾡnた2ずロッ ッりなき二ほ系待的に配ﾡ 

しﾡブロッ ト のはてると平占価のﾡかﾡ0にり区パえられる 

二れ。 マカ点が加住子伝n 送名てろる。

ﾡ冷にノ プ-ッ ク に ご保に為ﾡ近& 、ﾡﾡかﾡの 年
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をみ-日うるせ外さ. 試じようさﾡて上

Jモ福をKや!干やさ2徴るすをい, 二こて An...x 

Po.. 0紀示のよう.、 〜・ニ-n-もみいそれゝ人二のブックﾡの 

即 它 小-堂 てるる 5 う コ 示かの、 i止率のミいﾡ元にご5ごミる 

力支2秒テ-。 を歌n 千 成引 、rビ て 頑し るﾡﾡ打u てﾡ為 

ダを支Zいる-Yu -ﾡ-平に不ﾡほ入千ごさ日いとさ 

一面ﾡづるる. ニの-とは ﾡのﾡﾡさ方におる浜旅ﾡ査 

05うに. ﾡ年け六さYさごもほじてある・ ししこれらの分 

みしﾡルをﾡマﾡ2一部にれば か 広分外 爪か◇号そっく それら 

か多衣のゞﾡなほﾡほからなっ て い & ここが示されゐ ぞるろ らから. 

• ﾡ的に ﾡしプロット てぶめ 夕 分政は渋ﾡ分訟の 正b い民 

Aにきらさいてあろう。 そのうな権こﾡば. Nﾡい云4透大ﾡﾡ 

こ価ごるるとい う ﾡ示みい てﾡほ ご るるにす さ い・

ﾡﾡ計 配のﾡはや土 科 雨の年にみいての、 あるいさ 

乱さて\ろ か 試ﾡのﾡ及なもこにし <、 主示点みぶび忌々 n 

Fx先0も こて十かG呼示&Yるの -し辛のさよ い方えﾡ 

する-Yu. ¥ﾡの炎合に非常に&をな結ﾡ対びさﾡす二とにさ 

るだろう. 江近るる険ﾡ、わよがﾡ〒の条ﾡ点ば、 同ス示の主さ 

かセ公平にえずるものごﾡえられる・ ニ九ろの之ほを全ﾡ与木 

bz 「か小さいﾡにっこ別"に枚ﾡを供すると、 それらの 

バ 千する庶分 oサムプリ ンゲこ行さう上て食でﾡﾡ後ﾡがえっれ 

ごあろ らう。

花 ﾡ

BMx&。 M.utu: 袁旅、の 5ィ40ニ-ロ -0頃における 杯かﾡ 

T。英資性H、 ニの旅かがﾡ頭ぞほ-にみえても・ ・、ﾡの交ﾡが 

系を缶ごるるY、も に後かﾡ区叫性2示すよ 3 さのﾡ町ごﾡ城 

いているこ*乙 にぷ している。 . ・

受ﾡきﾡﾡほご幸ﾡ母ﾡ狂るみ-ふうの に登手さ日るほプロッ 

・のてなさ立老ててるる、 出ﾡのこしいﾡ頃、ﾡ洋がﾡ
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立かっ採冷にばれげ合-のみ引一ある て 岐を一良&穴さ 

そとそのブにケ. そのな«から云の yくともュっ0出 

墜ﾡこべa. ムルc のか歌分げの方支ズだケ玄 W为 0 く名少す 

こ-こ飛2てるる。m 可分式 上して •金 数を お いたり. ・=系金 

急に贮 證し た プロ ッ ト &塚為堀出を作こ り こﾡするよ う 合 

ﾡに千二 < ・ るう去、 お士なﾡ巨を一とﾡめろ1れるこさ 

にのみモしいてあろう- その *う さ条の芸たたこれるのげﾡYえら 

コモ、し でも 議である • ポエに 民作為五払式る同い-とさのみ 

を况伝に 影囈 す る客ﾡ2そ0浜の 内合てベ示す るv8チられる.

系ﾡﾡをよ同るえ作め石= り こ産ミﾡﾡにえ早え 

きたこ0ﾡにし示ﾡてみる。 出条の各ロ・クの安町、 

右光設ﾡの区てしかをわさいし . きﾡブロックの平均ﾡ込も点 

泣だから、ﾡ を分ﾡの 強Eすべ 2未た店をる ﾡ支 にうる方支こしては 

十分ぼ採作為査之お二 ほうメ介に aい こ ¥ が示 される。 もb好ﾡ 

西のみり そ系や5 に記ほ b に ﾡてﾡ冬すルば. 渋治0座と店 

少し 透点 にさるぞあろう- 系ﾡ的ﾡ牡ﾡる一ついか倉まさいよ 

う ぶ R さ とのブ U ック 内 の 交ﾡる. ﾡ迫分 数こして百いば面出※ 

差 り を似 もっとょくaる- このようにいてﾡ作為書式に比ペてに 

*の音い系キﾡ玄えﾡﾡにいれるっxバてさる、

引同、

t) Cancy,えH.:Accuracy oi Methods 1q EstimatingTimbeP 

joup Forestry 23 : (192 7)

z Fjsher.RAStatisticaI Metnods ior ResearchWorKerS. 

(1934).EdinbuT9h ane London

3) FisheTRA v rtackenzie,wA Studles in CroP Variation 

I.Tne :1anuriaI ResPonse of Oitferent Potat。 Varieties J・ 

Agric. Sci. (1923)
o Goodspeed.A.:A Modiliea Piet Mctnod of TimeeTCruisifs 

AppTitaゝ Ie n SoutheTn New EnsTand. Jour- 「oTestTy 

32 (19 3 4)
5) ImmeT, F R: size and Snape of PTot in ReTation Field 

EPeTinents with Suanr Beets jou"AgTic Res.44. (1932)

6) Mudgett,B.D.andGevorKiantz,5R ReTiability oi 

Forest Surveys jour.Aner S:atis Assoc. 29. (I934)

“ Pepston,J.F : Bettef Cruisins Methods.jounForeetTy 32 

(1934)
⑻ RobewtsonW.M TneLtne-Piot Systen its Use and APpIication 

Jour Forestry 25 (1927)
9) Scnumacher. F x, and BuTI.Henry ・ Determination of te 

Enrors of Estimate oi a Forest Survey.w]th SpeciaT Ref- 

erence to tne Bottom-Land Hardwood Forest Re8 ion. jour 

A8ric. Res、 45 (19 3 2)
(0) Snedecor,G.W.: StatisticaT Methods APpTied to ExPeri-

nentsin Agpicutture and Biology 10w (IS37)

(l ) Tippetu, L.H.C: RandomSampling NumbeTSくI927)London

2) viright, w. G: Variation in Stond as Factor in AcCuT&cン

of Estimate. jouT. Forestry. 23.(1925)
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ストリ ソプサムー° リ ングに ○
林分材積の推定

By A.A. Hasel

Estimationof /oluunLinTimber Stand by Strip Sampling 

( Ann.Math.Stat.Vol.3,I942 よ>
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ストリッ プサムプリ ン グによ る 林分材秋 のﾡ足

By A.A. Hse I

Est,mdtion of volume in timbeY sta4 b striP Sd&mPli3 
( Ann.卜ieth . Stat. Vol. .ノタuコ よリ)

この論*は. み株機ホﾡ ・の後っかの万法の性頃ご標ネのﾡ計 

的処型を系統的に研ﾡする目的でﾡ払された一の研%のﾡ二の 

めのである. 林分 材 積 の 標本支値 o再及に対ナろﾡ単位の大

r状. おょび配置の彩得についてはBlacksMountain o524。

カーの矢険林についてﾡの鈴文(で報告した。 全林る木のデ 

ークから, 研 したでﾡ小の ユ5エーカー ブロ ットが, 他の要 

に大さいプロットIに 比tベ てでも効率のよいﾡ平位である こ こが 

わかった。 町ら一又の条では誤ﾡがそれらのものより 小 

さくった。 細長いプコッ トは司じ大ささの工方形プロ トより 

効率が良か った. 一又のなさのﾡにだって寄Nﾡに記音した二つ 

もしくはそれゝ上のプロッ トからﾡ成される ラ4 ンプロッ ト < &. 

-A8ot) 地単は, ¥-ロット<single-Plot)半位と円 

線項 の 効率 で あり, たに燃から燃まて哉したブロット で作 ら n 

る 帯 <strip) よりも効率がﾡかった. 地域地 と等しい大ささのﾡ 

ブロック)こ分割し, 同-袖条でるロックから桜本対するこ 

とによって催のﾡ皮が切上した. 示先的ﾡく ッsLenatic sa- 

mPlin9) では. 子行なラ 4 ンプロッ トまたスト りッ プの当 

。 *衆 +等庭 催に度ﾡゝる ゲ その材がの 様本 推定値 は 比 

し料る思作冷標本の礼え位より改るされた。 しかし 時天孫 ミ 

行なわれる様 に, 派統的標本つ仙々のプロッ ト上の 材積を無作為

のﾡ測値のように取扱うことは, ﾡ士額※の怪めくﾡりっあ 

る定催そ号える こどが示された.

、の文において は. 不ﾡ則な形のブック内からとったスト



-200-
りンプ点木から得られ るが本並支 こ. その劣求としてﾡよ内て 

の長さ と変え/ﾡ単位を販扱う。 こみ才法はラ4 ンプロ ト標 

本に し 円様 に通用でさる.

Neyman (コ〕によって べ られた一級叔念に従って次のことが 

考えられる.

c/ ﾡﾡﾡっ公式各Yくとひ標本み公ﾡに通ﾡすべさなら, 禄木 

袖 の ﾡ 輸ﾡ型は ある確率化のそ未&合さなけれはならない.

c) この確率化の愛ﾡは 標本 とﾡ作為にるこどによ って , 

合」< 考入でさるが, しかL . それは収ﾡされたﾡ型から, ﾡ 

さ れたに地ﾡ内の立木材ﾡのﾡ髪 <deviation ) の分布において 

しまた現れる と子でさる。

c3) 系続的記置を続計的に及扱おっとる多くの試み は誤 り て» 

る. 何数なら こっ文ﾡはﾡ作為化の収Xっひどに論された公 

式を系挑的証奮にﾡ用するもの だから cある。

もレ複出のﾡ置が系先的で, 確率鈴な設近建物主に」 

て与えられるものであるなら, ミのデータの夕ﾡはﾡの系 

ﾡﾡﾡ面および家のあるﾡ手的なそﾡの桜ﾡな収xの2 。 

にﾡ給された公式にもとずいて行なうべさである. このﾡ。 

処夏の初は, 殺業ﾡ映の系ﾡ ﾡ町 乱の8理について 考ﾡさ 

たNeyハt&n次物緑の才法 (Memans met/od 4 Pdrabolid 

curve ) (コ〕である。

cの) 最後に, 任そ老り天際的Nﾡに対ナる数学処通は, 慶論の予題 

と 矢検的事矢 が十分一致ナると きにのみ為用である.

ﾡ方法がﾡ作ゐてあって 系統的であっ て も数字的な 油出使* 

には, 帝に袖万法自ﾡかあるいは袖さ れる対条 についての あ 

る似又されたそ素が含まれる。 将支の女学的処製が突原有用で必 

る z 率 し 得る ためには, 呉炎の状悠 がﾡ善の仮 文と 食い逸った 

ど3予測のﾡしさ に着し い彩番 «今えるかるか と知る ために験 

的な研 ﾡを行ならこ こ がル愛で あ る .

-201-

フ 記毛および来教

本諭た入る流 に統計的用話や記号の ぎ味を説明しておく のが月 

河であろっ. Neyntan に桜って, 統計卖務家 の樓々 混同する 三っ 

の巣なるﾡ急とはっ会りこ別づる・

夕※/ :ﾡに兄ずしたﾡ作ゐ化を令じ矢検で号えられるものでも 

よいし た丁及今任きにばれたものであってもよいが, 山,,ム, 

---un を任念のﾡめられ た数とす之。 このどき これら の女のKar! 
Rarson のいう " 標属治 " 町ち記号でS は S 一Vミ<u.-aん 

2後わっ. ここで = Zu /N はuo平均値である・

いま* は確率交数を表わすも のごる・ これはその値を傾ばﾡな 

サ行 ( chance expevintent ) で決支しよう と と < いる次炎である。 

従って*はある 地域 か ら ﾡ作 為 に袖 しよう としているストリップ 

上の立木材積であってもよい. E(x)でu., ....... ........, u.なるﾡ と と 

り知る交数*の数学的射待位を表わナ・ そうるて

E(x) =L.P+.Ps+-- + ZL. p
でめある. こ のとさる PはXの相ゞなるナべての能な値のそれぞれ 

の璃率である.

央救コ: "*の標ﾡ教送",認っで6z は

のz=VE (*一Eく*)

をﾡわすのにﾡ いる。

確采ほせ* の標準設ﾡがある坂u »標楽係送 と等し いここ しあろ 

バ, このこどはニっ ﾡ急 がﾡ等ない し似ているというこ とさえ芝

するものでないことがかるであろう。 E. 従っての しXの 

ﾡﾡ法則が既知の場合にのみ計算でさるもので, それらはﾡ本柚 

と行なったﾡ集国では一文である。 これに及してSはな集田の柱急 

の標本について計算でさ その植はの標本ﾡにﾡ化づろ-

標準術※ある いは標洋談光 々混同しや すいダ•三の標準 漫芸推定％ の帆 

他を就明するiに. 4汝 ( Paranete r)の不文依 (un b;ascd 

cst;ntate ) についてﾡしなければな ら な い



-202-
他個 の 感 ま 受数 X,, ……・Xの組そ芝える。 これらはﾡえ は,

無作為な 方法 また 以 その他 の 方法 で, ある地域から袖払しうヒと 

てい る た 個 の ストリップ で 相則 これる 立木 材 禎 でし よい, *o確率 

法則に含れるな後を8で老わナ、 初えばβはその地以の総必ホ材 

積でもよい。

Xの念の ゐ数 &下どかく.

次&3 : もし Fo数的用得価が-き的に &2考し c なる賜合に 

は, F ほ e 不』雀電で ろる といっ.

き6み不伝え値 禄坂に ある. これらはるせFの性賃によっ 

て分類することがでさる.即ら然型拒定値とは

F =入o+入・メ,+..... +入 *x 

のようんものとおえらる。 ここそ入はある条数&わ- 

知※4: 9○条不ﾡ格定値 の承教ﾡが. 住ﾡ っ他の徐! 不 係 

ﾡ又値のそれより小さいかあるい少くとも等しいとさ この壌 

値!ﾡ度祭型不4文値 ( しest lieay unb:asead estiaateうﾡ 

てB.L.UE といわれる. な女○取政係ﾡ不崎を値を決ﾡてさる 

にもかかわら, その協率設差の値 阡 の買が不ﾡな常令がﾡ 

ぐある. そhれと知るためにはﾡ払を行なった全め条田を知ることが 

世％で あろ う。この桜なﾡ合には, ﾡ準設送の二ﾡ 即 ら ,ヨ o不 

体推ﾡ値が演される。Fの標家差の=ポ。不々益文値をノデ と 

害く。 これが上に注怒したﾡ三の概急である,。

ﾡ型スﾡ椎来値およ びそれらのﾡ夕のス度と老えられる杯ﾡ談送 

を広覧に用い緑るﾡﾡはLiapPounof束理ビ よれ るものである. 

その内なは 大休次クﾡ に※べることがでさる。 し表そ*,.*ュ,- 

-...X.が枚立で 7とがあまり小さくなければ, F-8が。 ある 

他数々起えるﾡ率は盗似的に正規法ﾡでﾡめ られる場ﾡ合のﾡ率に 等 

とい. 上記め結は ﾡ原において 払ナる ごﾡわれる*のﾡ部分 

布の々何によらずまた, ﾡえば為ﾡ母条団から非役えﾡ c) で* 

めら た 場合 ク*クように互いに点立でない場合ても正当性をな 

わない。
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上の結会は 上記の又最の 窓v でﾡっているよ うなえ値 にあて 

tは らない. ﾡ標に そめよっ な推えっﾡ楽 設を心ﾡ友っ+ 余な 

ス波とはなり得ない.

ラデータの記述 、

Lassen哲有林におる Blacks Mountain»天験林からﾡた全林を 

木の データ ほ, 表林調をに対る採ネ調査襲論のた用ﾡﾡ性につ 

い < ﾡな ○資料を今てる.

この林は京生株で, ナべての令ﾡを令むマン(Pine>クﾡ林 

であり, その材績の み○%上をPonderosa Pine およびJeガー 

reypie おめる. 毛の大る門!はﾡﾡ太町ら#令sce エ以 

上の木がちめている。 この林は北*Qlforniz 合地の地位*およ

下 の 表のまず代求的 なものこいってよかろう。 一さの 地球と 

除さ, 全地域を。者通に用いられている 生準に歲って一椽な林 

相をもつものと して地図を作成した. 位についてもまたかなり 

一 根であったので•, これを学一のﾡと考えるここができた. 一般 

に倉内のﾡごと の林分材ﾡの校動性は, なるﾡっ ﾡつNの 

安動性より平均するこミ小さ いこ こが予想される。 F杯 倉 内 o 

小さく a 2 ま っ た区型内の交動はﾡ全休の平均 的交 動より か さ い 

2 思わ nる. 従ってﾡ ﾡ性はﾡ をブロックに ﾡ分 しるブロックを 

別々のなﾡ田として 収 っミこによってチﾡるこビ がで さ る.

矢所には, こ の地域 の全木およ び利 々 の 事業E 毎ちる い 

は林班ﾡ に 材積推定をしな け ればならないここがある- 一ﾡに事ポ 

g D外ﾡは道, ﾡ福, , およ び 規 動的な 土地 运 劇 綠 に よって 

戻め られ る。 これらの*業区はﾡ合よくブロックビ してどること 

がでさまたそれが十分大ならば二つない しそれ以上の ブロン クに 

か刻し得る。以上のことにﾡさ, この研ﾡ地域分を行なった。

こ れらっ ハブ \ゴ ック» 会林冬 木の データを第/ 殺に示すナ. ス トリ 

ソ プはすべて 幅 ユー チエ ーンで ﾡロの方向にびている。 及さ 

Xは oチェ-ン 単位で, た材ﾡVは /eooボー ドブィー ト

板で与•えられている。
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4 材ﾡとストリップのそさごのﾡの相ﾡをもととナる推定法

ﾡ分材積のﾡ本第査で 営通に行なわれる方法は, プロック内の 

すべての若ﾡなブロッ トスはスト リップクヤから, 規則 第 な 

商耐かあるいは想作為にプロッ ト スはスト リッ プをこびその上て 

刈来を行なっひのである。 ブロックの彩は大ﾡ不ﾡ則であるから 

一列に並とたプコッ トの個壮 あるいはス トリッ プの長さはな北 

する。 この交勃によって標本銃計受ヵ計算について. 正しい"ﾡ

づけ・ という可ﾡが生じてくる。 Blacks Mountain. のユ。gの 

ブロッ クの中 ノ5個でこの様なことがﾡった。

長、を例えば。 チェーン単位て表わしたﾡど登の及さXどのス 

トリップ上の材ﾡとY: で表わし Z ブロッ ク内に Nのストリッ

プの母集田 が合 れるご仮定ナるど スト リップの /oチェーン 

¥当りの平均物積は A=ぎ Y/ x で ある•明らか 匸 

ししこx がﾡ知でこれがしい場念てあれは, ○を推ナると 

いう問題は全材積 と文っナ るこビとﾡじである。

ブロック内ののスト リップから*と Yの個の対を今える 

ような大きさのの標本をこる。 それらを

/ン み,; え.. :.........: 2x, み

ど者く. ミのとき比 ケ= 方/j/ e と. は/8 の支2 考 

えられるから, ブロック内の全材積の定僅は &x. <お 
t-/

る ・

こ こでの表々 の百釣は不備性○都から上認の北文値4を所究 

るこどである. この論文 では ストリップの抽出 は 全く ﾡ作 A に行 

なうものとナる。 &が不ﾡか否かを調べるためには. そのﾡ特ぬ 

を計算 しなけ ばなら ない. とれは二つのﾡ噂にわけて行なっれ 

る。 まずz,,23, ,〇九 の 里 は何等か の 方法で 選は’れていて 

固戻されているものとする。 従って4の値は子のﾡのみに依なす 

る・ 2の今えられ僅, 例えば2,に対して 丁タ /つのか と い 

対天ナ るが ブロッ ク内に 存をす ることもあるが, 一般 に は河し 

及さ2 でし立木材ﾡの緊なるﾡつかのストリップがある。ﾡ本
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に今める だめミの群( grouPか らどの striP を し て も&の分 

4は- である が分3 は変勤するであろう。 を画史したという 

ﾡ の下で計ﾡと たﾡの期特値は

</) E(& I と,そ>, --・・Z) E(#I②c) 2；>

である。ﾡし E くcIど。)

算 し た み の期将ﾡである。

は2ざ が一定値で ある と 依足して 計

町らかなように Eくat*)はみの

Z に 対づ る 町T シ材の ストリ 

九るものである.

E(ダIx) クグラフ はﾡん ご 

Lかし一方では, 不規則な形

わ滑らかな出欲をﾡいる ご, 

が知られて いる. 従ってE(#/

プ&さに対づナ る回ﾡどよば

い

D

っも多少不規則である どいえる。 

真の友数多ﾡ形つりに回用をな 

ﾡめ て正確な結果の得られること 

z ) は適当な次求のろ A式

E (#/と>=4e+ A,Z +A2+ AsS
で表わし得る ごﾡ して も強ら不当ではなかう- この式てく 

式 にビる こ

E (少/Z,ン, ・+4.+ A.キ ・.子
ゼニ/

バ
ノ Zェ ) =

が 得られ る. しかしこれはZ"位を函しごいう兄のもとに 

計した4の 系4付期特値であ って. 計ﾡの ・塚店 に ナ ざない.

ﾡ々には2 が想作 為に送ばれたこ いう仮の どで計算 L たﾡ対 

的な期待色がル受である. こ北は ・

t s
P) E"e=A(ずる-)ル4,+4日 (ン)*+4E(才を)

8の値はEく 二z/こz: ) の代リ に 二*/さXcが入 るというミご 

と除いては)式ごﾡじである. 一ﾡにはﾡは営らずしる幾き 

とﾡし くないから βが不ﾡであるための受十分糸は

Ae=Aュ=---- =As 一。 なるこくである。 との条件 は>み 之 に為
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る ﾡ帰標が尿点を通る互祭

(3) 三(312)=4,z

である こ 2 と意味する.

(3が又さ れるか否かはﾡ系におけるNXで そ北の格成ある 

解答はな抵な調査データ について 直ﾡ 函ﾡを研ﾡするこYよっ 

てのみなえられるものてある. これどどもに注ﾡしなればなら 

ないのは, (引)が普にえされるど収ﾡでさるためには, それ 

が多数の 地域 についてぶ立ナるこどがは受である。 並に小数の地 

ﾡのみの所ﾡで(3)の真でないことが示されたなら, 本知の 地域 

p標本額きを行なう場合にそれを認めるこ u は馬鹿気 てい る.

こっなをﾡえするため, 林ﾡのストリップの長さに対する祭型 

e方程式 を Blacks Mountain ﾡ験林の ノよのブロック について 

計算したと:ろ. ﾡ&須が正たはﾡの灯れの場会もあり, 経対 

ﾡは /スからとグクのﾡにあるこ とがわかった- 供って スト リ 

ップの¥位きり 平均材ﾡについて の普通の椎ﾡﾡ 8 には, 偽 りが 

あるらしく 選われ るいら, 不ﾡﾡ 定 値 と場びく他の万法を係ﾡ+ 

るろミ とバ 妥当 で ある とい う結論が得られた-

5. ストリップのを と に 対ナる材積のﾡ型回得 にしとく材ﾡの 

ﾡ及祭型不ﾡ文値

この与では上で考えたものの改ﾡと考え得る林分の ﾡ材 n町ら 

eの権文法を摂ナる. ﾡしいう法は eの祭型不ﾡ格催 と用い 

るものである。 この益突値の形を*びく冷に, ﾡさ北る林分に 

対してある収気と設けな けれはならない.そっして. tいこれら 

の扱知がﾡﾡにおいてﾡﾡさ九ないような場合には. しいﾡえ 

ﾡが希す る不ﾡ性の性ﾡをもつとはらない.

来然Fを場びく%, 標木柚と行なう林分は次の条件をﾡ又 

ナス の と依定する.

()立木材積のストリンプク&さXに対ナる当ﾡは ( it以 的 に ) 

終型 て

ロ ツ クふ号

ストー / / , / / ア
今 3 

/
ぞ を

乙' み ぞ みそ!す 子*

/ミ
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第/表 Blaks Mountain 験林の/5の プコックに対する全林木のデータ プロック系号

(ラ) ズトリップ / > 三 <*..--..4 と
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○)国ﾡさ れた*に 対す る Yの交勤性が工確にわかって いる

しかしこ の編弘Yﾡ童徐が産標ﾡの尿長 と重るどいうこどビは 

仮文しない。 とれ によ っ て 上に側示 したよう に4 に備 り があ るゃ合 

そもFが不ﾡてなり4るだろう。 Markof(s〕,(3〕 に従えば,c 

なる系件もとで不仰であるようならの条型椎文値はﾡ限に 存な 

ナるこいらこどを窓易に示し得る. それで. これらのから叔準 

設ﾡが小さ < なるようなもの を型択する こ ど が可ﾡと なる. しか 

しこれは, *の 値が函ﾡさ れているどさのYの交ﾡ性についてﾡ 

かわかっている どさ にのみﾡ能である. この論文では このﾡっ 

いて()の条件をな尽するこくにづるが, 天孫においては. 一級に 

そ北は全く 不3 能である。 この点は要に sec. とにおいて考 繋す る。

そミ で特刑な個 x.,Xa.-.--.Xs をもつご仮ﾡし得る来の本数 

メ は 非 確率 交数どさure or nont-vandom varia bleゝ を考える。

Xi(t=-I>.. . s ) のそれぞれのに 尺 る Ni週○数 

ut,,u.s,.......〃4•"ゼ からなる有ﾡ紫団 がある と 仮実する. 

また品条画 2 の 平均 u;はX。の 家型あ※ であ る と坂文 る. 

町らﾡのどについてめろ未知の植4. Bの

u.=A+ B え'

どナる。

出集国7 のそれそについて, 非復えでどられたつ。個 

休から なる く但し0<< ) 黒作爲萩本がある 込のどし, 袖

ゝ北る"々と su., み..,---- .x. ときく・

も し 立木材ボ のス ト リッブ 長 さ に 対す る用がﾡ型 なら, 全 

な分 と推ﾡナる問選は

8=た(4+Bx)=A差 Nど+B差 Mどx. 
ビニノ びx/ d ・/

-------------------- ・------------------------------------------------------------ 

(3 されは, Fr&chet よって考ﾡされた非ﾡﾡ改」よび非成年戸故くo-Yandont uum- 
ber annon-Ydndom fuction ) e去ナィれたムﾡ "nombre ceYtain"お 

よび "fonct;on certain"の英αでおる。
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を益ﾡづることと同じである。 ストリップの長さXは任芝にﾡと 

だ承たから測 知 るこ とがでさるから, 一般性 そ失る に 
ぷMX=0乙仮足できる. 従って8=AMど=AN(例え ) 
«=/ <に/
どなる・ 百したそれぞれのざについて オカ に 周じみ を つ け る

こ,8のBL.UE は

0) F= る入る

とるわこ。がてさる ミミで み。=Zみ./ん. である。

ミ の 場令入は 不ﾡ性

cs) E(F)=e
およびﾡ速性

&) の = ??

の系件 をえ L なけれな らない.

(s)の系件 は が

() 走 っェ =N Z カー x = o 
ゼ=/ ゲ=/

とな る よ ら に 送 けれて い九 ば c)によって 尚又 されるこ とがなる 

に示せる.

ことで条件(と) と考えること べで さる. いくっ か の昭 平友致 o 
ﾡ型る数の分散 に対づナ る 一級 公式かこと ・ は な。ヒ独立てあ 

る いう $炎から

の) の=だ「..x: s:+ どくバー"犬 E〔cyte-u.)(3.-))

=左(2 s- S
- 7 くッ2入ーィ )〕

. (- ど )

-217 -
と表わ。 ※に(ク)式を活又ナるためには.(8)を戒小にするように 

入。を運ばなければならなし、。

Lagrange のう法を用いて ○くくMおよび A.* ○なる

ど さ

(y 入 = (α+8x.)/i4 '

4ること がわ か る.

まずナべて の ヘ.<んc, ゲ=/3......... Sど仮文する. そう

ナるこくおよ び8 は c7) に (夕) を代入 して得られる。ﾡら

メ ﾡ w +8ﾡ 必’ *ご=N
(o) , 。

メ こ wr.Xど+8Xu Xご= o

但しﾡっ ために

び/)
(ヘ-.S

え wt=W/C=/
CUゲ =

芯

どおいた・

tL uをX=Xどなるとさの ﾡ測ﾡ のﾡみと考えるなら, 次 

のように*の立みづき平値およびづさS.D と挙ナっが 

橫利であろう.

- ux. , wx:
(/2) ぞ = _2ニュ_________  ・ Sx= -ニ --- --- - プ

W ' W

2の記を用いて ひo)式をさ直ナ、とがでさてぶ易に

-と,s2 入=とA入3 (例えば)

2こでSぷは母紫出てノみ(S.D.)コ 町ち

ュ / M'
Sc=ン< - ccc. )

V" "

(タ)

ノ (Sそ+え)
" - -wS-

が呼られる. これらのﾡそく)に 代入 tて ﾡ単な交形 をするど

0の) F=(テーそ&。)
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但 しボ得られる。

表わし

子=一み /w ぐ, 少。 は B の不骨ﾡ価を

&。 = (w) えw.X 戸ー を引 ) /Sx°
がうえ られるものてあるろ。

次のﾡ階はを計ﾡすることてある. (s) に W を 代入 して〃) 

およ び()を用いると

-= W( +○え >+ w8°S2

が得られる. 結る (3を

v。 =(,

用いて

+ご

となる。

任意に 退んだ単位での 号えられたス トリ ップの長さをXで太

し, ブロ ック内の これらの*のそ値をヌナるこ() およみ

F=N〔ラ+る(ス-そ)) ;

"e ～ ,, (又-そ、「-(十 -5マ )

ときく こどがでさる。

戸様に ②の一っがNどに考しい, 例えば L,=ん,のような最 

合に は

F=(4.+ふくヌー x,))

なるこンがわかる。

こ 、 て

及 =
ろじ(X・ーX・)(み- .)

差 wくx-X,)

である。 ] に
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てめる. 上記»公式でX,はめらずしX の受小のものを及ナ 

ひのでなく. それらでど=ど どなるものの一つと示すもので 

あるこ どそ強調しておかねはならない・

』のユあるいはそれ以上が, それ ぞれ 対たナ る M. に手 しい 

ような場合を細かく考冢する必耍はない,西混ド数窈に巨綠であ 

るこいう仮と, 例えば,=ん,および〜:=んュなる仮文を-緒 

にナれば ストリップ の 長 と に オナ る 材 o 回ﾡが正確に知るこ 

とがで3て, 諛差 なし で 6 の がヨﾡで あるこいう 結論がぷび 

かれるであろう。・用が直検である という仮試は承及っ場合でさ 

え立製釣に力正しいYいう守ﾡから. 岩ﾡの設送はめらず ﾡれ 

るL, 従ってせいせい一つのっc が汁たするん にま しくな るよ 

うに地を行なうか, あるいはここで芝えたものど翼 なる夏論に 

も ど い< ﾡ本の統計的欠理て行なっ か のﾡれかがﾡ対は要 と な 

ろ.

ど. Si に対ナる附加れ的な仮ﾡ

(のによってﾡめられるw についての公式(&)は Sがの他がネ 

であるという こ とから央ﾡにおいくﾡ用ナることがてきない-

我々な し得る親善 は, Sの値がごと なものであるかについてガ 

しらL い 超亜 そ行なうミこである。 これらの社登はせいぜい以 

的に正しいという 隠を受 けているから矢豚にﾡ用し得るらのﾡ

値は"i似的にのみ最良"なものてなる。 しかし冬るにわかる

Aりそれらの不偽性は係っこどができる。

我々はSの推測値を で わ こことる.

2の個を(s の s のこ:ろに入して, 例えば

F = え 入 か.

の不備性と

(8)
(X二X) 

土 w.(*_X, 
=ユ

6= 2 プ
(- カー)

アフ ニ 7 入
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の歌小ﾡを係証づろよ うな入。 と ギ すべて っ お ﾡ を振 

返さね な らない.
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入2

入 の

シタノ

てる

の値は. それらがSぷでなく Y にﾡ係する ことと除けは

それど司じ 公式から求められる-結ﾡ Fァ

F,- N(テ+ど: (ヌーヌ)

される. たたうところは え, ラ. ふ. が

はF ビ じ形

ここで3 万 の 室

み
・ (/-/)ぴ =-------------- っ- ;

・ (-)Y2
て計算されね はな らないことてある.

V=

も し 

準ほ※ 

友って 

を

Fa の不術推え値の形がFのど灯じてあっても。 

の二系は受に複ﾡ てある。 それを計するに 

・ それに格定されたﾡみw から容られる新しい 

しなければな らない. 即 ら

そ れ の保 

は cs に 

入の｛

ご喜く ことづる。

い ハ を長ﾡL (2o) と用いる ご

/\い 3 NxwR (r, こ(ェ-そゝ」 ぞSz 7
S3) --v--- /t-s----) s'； )

を得る.

公式(23) はXがそれらのﾡ条田 平 値 又 から 測られて いる場 

合のものである. これを*がそれらのもどのﾡでう之られている 

今に戻ナ に は, そのり にくそーヌ)をたる- の代り :

( えーヌ> を入れなけれ占ならない.

従って

入バ =7 (o'+8**)

" "--ャ(#3と3
月様な続さ & クt,= ん,= / でxくペグ, 狙 し グ=2s.-・ 

s, なるﾡ合にﾡ用すれば容易に

Cの)

か ら

C/)

を得る..

とこで

oC = - ( sダ + ぞ" )

■ VS

ュ チ コ tイーー?ッ) 、
0a =と,Sど 7-7 入c

=wP ('+8'x.)2
ハ/

こミで = Sッ/r で

び.にきしい立みそや

づ さ 平均 値およびみうさ <S.D.

る. それて

ある・

つ. う一っの粒翔の

) の記送とぷ入 ナるこ

*のﾡみ

収利であ

2 ひざ(XャーX,(ダど一,)
(ユタ> Fa= ター<X,・又>一----------------------

および

x%, ・ - x x,- ヌ い-* 

さ i (メベ-*バ〕 

この公式は在齢したS のの受当性セ な部づ るめ に役支っ.

の ふ号分任 には同 じ数の Sド と rのeまれることに 受がっ 

くでるろラ,う々が在測するじﾡのあるものはすべてS2 に例 

した数の恒でわってS その引のではない- 系々の岡悪はB&と&.

実験本のデータにつハて. このよラなﾡを==検討し 

それらの十から-依に小さいの を与えろうなものセ見ﾡすこ

<ユユ) 乙
を1fXビ 

す v Pc
s=そ1パ

* をv所

X
とでみる。

ャI夫は /s 個のフロッ クにつハて計ﾡしたS のしそれに
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L三

ﾡだすろ*ど の但そ示す。 必ー/ 邸ち Si=の なる場合が小 

なるろ。これらのﾡ合は云に含めなかった. ャIるの s2 ○恒セ 

用い. またス の 迴 の 覆2 乐そレ て これち の ブロック の 空K こ計 

章した。 ニっはるフロックの全本ﾡの承衣ﾡ型在史値に 

すろﾡの(SE.) であるが、 しかしぞれらを承本データから計 

軍すそ 二とロ不可ﾡであろっ-

の はSぷ=対する次のぶラな椎現を月いて計ﾡいた.

( これら 以*/、 と 系臾像で ある.

ス これらは*グ<例す る.

() これらは「に此例る。

(&用ハAロック ニみでﾡい を丈 のンは。7ァ。 ～でa 

2.74?. ミ三らでは4777であった- 千均的にハうと. s2 がX: 

に止例するとハラ在刈の場合が一番の o 平均色が小 さくなる= 

と がわ かる- りかし二れらの三っのﾡがすべてのﾡﾡﾡ商ﾡで口 

・得ろとハラニと け兴原矽ろ 手 災であ ろ.

のデシが のx うなﾡこ番々承ﾡ奈型不備在定告 Fと止取した 行 

の ﾡ 季の ﾡ く axcuxt 44 </4〜m2ズc ) といっこビがあろ。=み 

蔵合はRA.Fu& が惑入しをものである。ある場合には. こク 

ﾡ法セ正当化する次の文ラな性京セﾡする- 即ちF 8計ﾡする 

主めのﾡ本の大ささセαとするヒさ. も し景区ﾡ型不術査定気F 

をﾡでさば、 二れし同じﾡﾡのﾡ定ﾡが、 大ささ ～の/の 

■心から得られる であろラ-

二の論大で為ﾡいたﾡ回では. この旅なボﾡは起らなかった- 

それでも のシなx は事虜を説明するの にﾡ利な ラのと思れる

9 の 位の稚方法

S8 がわからないということだけが上 の公式の ﾡ用 を困難な。 

しめていろのでなへこヒが理ﾡれるであろう- それしヒお= 

のﾡに肉理する向題が各するの である. ここでは殻っかのフロ 

クにおハて たﾡっかの契なるストリwスのさにっハて



イイ / 'ニは

ッワのみ外河そめれ ば距 →られたでみろう. しかいルとがもっと 

小さくなることの砂る楽廷み 式況二次密=«うもがﾡ &とﾡえら 

れたのである- 二の旅は合初々は ベネキ には=えいたモ= 

例えば*, 口るすべてのストリッスが合されろ今 5 しれなく. も 

しそのぶ ラなﾡ不にY の*にする回ﾡが求密に宮部でおると 

うﾡ台な原このうと こﾡ論されを上部の公式セﾡ用すば、 < 

はめる 回 需は餘がる く * Y こ 野る ことをﾡいろこしになる. 

ﾡ密公ﾡﾡの反支がこレくな"ことがﾡらかでるリ、 さ承さ 

*1.のス、リッフを全部合およつこでさろのは. このみうなスト 

リ ・ スが極く小数 しかなへさのみでおるから. 上述したやリ方 

ではすべて最経の ﾡﾡ価こ重大な不正ﾡさがずるかる しれム( 

これをﾡづる一っの方法口:ワ委ﾡ田から複勢されを公式をﾡ 

忍うビ=には・ 注超の与えられた云さのスト ッ ッロ決し て全部 

・せてはならないとハラニしでるる.

真の囲ﾡ長 く x49za.dcw: /at > く*・Y) が条 際 ﾡ ﾡ上に 

ないヒハラ季束さ. 司 じ長さの ス トリッフならRるﾡ年団の有ﾡ 

注を方ﾡすろことが. 引ﾡな控値の 有ﾡにﾡ利か否かとハラ= 

とるめいいにするものであろ.

ﾡの年で式々は可 じﾡでのス トリッス の数は有ﾡ属 しかないと 

0う仮たと. ﾡ財が燃盗こ直ﾡであると ヘ う不正歴な反ﾡにっ( 

て検甘しを- 二の商で我忍は、 それによってﾡ=の仮の不正歴 

さの彩署さ遠少するという見更しのもとに一 の返庭を淡なする 

ことにする.

イをが何れも郷ﾡであるとハラ仮定は. 入»をﾡ双するﾡ合に 

のみ用いろが. これによって至みも衣ってくるであろう. 公式の 

はニク場合に れz-?Sス ビなる. おし受に Sぷ一*バクA 

と仮すれば(但し 午おび人はるろ 故 で お る.)

W=とひ=メ ろガーが-マチ
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で景をの性定ﾡは

F = "〔彳 ナム(ヌー キ)1

となる。

F の 導準誤差の 三系はここでも (%) と同 い形

(ス2) デ=等(+ービ〕

となって、ﾡヲビニろは W. ・ および S ぞ「である・ もい 

～=2なら 即 はなン仮でさろから

T7=&さっ

ぐ 記宅又、ﾡおさど Sはすべて昔ﾡの平均信おふび(S.D) 
の 忘、の もめレなろ.

=夕 ﾡに対す ろ王歴な公式は ﾡ易に対びウろ であろ っが、 

これらはﾡまリすっさりしたﾡでない. しかし、 もし公要 が じ 

れば あ=Y*さ からﾡして計置ろこしがでさろ。メを除外 

レてもFの 形に は 影響がな o.

ルi' が有ﾡでるるじいラ正しぐ説ビ、 団帰がﾡ密に直4でる 

るヒハラもう一つの 不正ﾡな仮とセ組合せた方が、= っの 不正 

な仮説を但合せるよ り も 任れて いろかビラかしハ ラ向題は.

sec.? の 抽出 実象 で,研至 す る こしにすろ.

ダ ( の不ﾡ値

数の系列 く -4なt < zvc<ez > がS2 にﾡ例するしハラﾡ論 

が放皮する見込がないわではないが、それにもかかわらずS 

の悪の値を確し工うとすろ こルは全く塗みがなハ.ﾡって太 

本ならFのﾡ及のある獲のﾡﾡセギめる必要があれゴ、 税々はの 

の在値を計章 しなければならない.

秋々は. Yのxに対すろ回ﾡがﾡﾡに直ﾡで、 sZ は*さ に 

例レた がすべて有ﾡで あろ と。 っﾡのも どrに =の 向超を 

取区っこビにすろ. これら (な-I/(-») なるﾡによって 

公式ヤに入っ てくろこ しがわかる でるろう. もしな がﾡ隠しハ
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うのﾡのラ とこ公式こぞめうじﾡがおれば、 二の比こ / でおさめ 

えればよい・ﾡ静記琴がはい→モ こ木や科セ狂しコワれなら 

はハ • ﾡ系クロックゅのストリッ ス総なこ表わすかっ. がﾡ 

ﾡであろ とハっ仮2工 って剥場されない.

<れらの仮定のも とに

E(ず:う =A+ Bメな

のる-E (5 -A-Bメ:ヌ=S =ムメナ

し・ 4のあろ恒は正歴区推測でヨると仮するが. 明産にﾡ 

するべ突さない. 式た&示知の例式でおろ. ﾡって=のぬ 

の 凝誤差 の ニボ は

:= ﾡ(～7)
4- 2 & *5( ニ 4,)

ルc-I つど(-I)

でみるこ とがわかろ。

aフ)式の右ユはﾡ々が崩てみ。 で表わしえﾡ測値の メ=* 

ちろ みの並数に等しぐ-

上で秋々は. Fを与えろ公はみ。の値と黒南係であろが.ル。 

の向の比乙はﾡ係すろ二とを注起した. 言いﾡえれば、 おし永知 

のﾡ数んを省昭して. この比をみ と書ゴ.

(2) 2(イニ/ 2
*』 イ - み

どなって. これは既知の但し分合れていムぐ. ぞうしてこれう 

さ新しい重みじレて用いろと. ラしの重みのレタと会くﾡじ戸の 

ﾡ が塔びかれる. こニこ でゴ重み み表を衣え て公式(の) セ用ハる 

と 郡 合がよ い。 二の新らしい 意味の z を用いろヒ (スみ) は

の = そ /wc と書ける.

契に求々は. ルくビも/つの観測ﾡセもっよっな* み数を起 

吾ので恐わすこどにする- 換言すれば. wはﾡ本内のストリw 

の異なろ浜さ (24メ/eud &rgt& の数で二れは式たこれをモ 

どにレて計幕しようし してハる異なる ね の数でもわろ
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ここでFの ﾡ準誤峯の =茶セ与とていろ *)の公式をふりかえ 

ってみエラ。又おxびS は不知のにﾡﾡ人とﾡﾡ係であろの 

に、 おとの重みの合計Wそれとﾡ係してぐて、 かっ新しぐwど 

の 高を用 いろし.

W= てえ

であることがわかろ. ﾡってこのﾡ合のは

(ヲ/) / 一デー 羊な

と書くべさであろ・ そっレて 包在するには、 人のﾡ定値を 

ギめれば十分である. その不偏在ﾡは、 Mazパ火o理(引Jの 

才=の部分セ直用すろだけで意易にギめられる. 二れにぶって. 

自 由ﾡm- ズ の自由茨 に もと ず< &の不ﾡ位は.(x) ご 〔4.-d-<e(Xグニジ
=, シーヌ

で号こられる- ここでΖ みおxび<。 はイて およびどに対レて 

与えた仮定に従って計算Sれろ. しかしﾡﾡﾡ(み)は、 そのもビ 

となる 自由及が非帯 小 さ "ため おリ 正度でなぐ こ とが予ﾡ3 

れ ろ.

そのもフルい推定値セむめろため、 まずﾡﾡにふって、 Gス) 

ハ分し似ていろが、 前このダ こはっ=リな存すろ和、 ﾡち、

S= ﾡデ〔ど一み-<くx;-Z)］ ﾡ

の地行値さ計平するてどから始める. もし火がﾡﾡならみ。 と 

ず;。はﾡﾡであるから、Maxk.AA の定理はSる に月でさなぐ 

こ とがわかろ.

記法

7 =み-A- BX

= 一 7J一み-A- P*
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之湾ろ. ﾡル系い互がだﾡであろが ﾡこ Sが

差 2
C=/

の形に音さ直とろつとがわかる. これはﾡ術値をギめる軍 二 

も 候利なﾡ である.

ず

ぬ.. ビみ とが互2ﾡ立でう. ;

o *

E(ﾡwぴ)

E ( て,ゾ)一々メ

E (2) -のえ-

nろ つ以がわ かる.

ヌに ど*j に対レて 

ヒ れj.もﾡ立でろる. 政に

E( u,) = 
経々

こ /至ん. , 匸

=ﾡw E<7ヌ> =メ x 
バ=/ ど=/

とはる・

ﾡ終に司じ理由から E(E u(メ:一えう九〕一&S左u

したかって w
E(S )=&「

/シ

2レ(二/) -z 
- い

であろから比

S
(3) だ 2(ルー/2_z

r - バ

=
とごてy-テ-<,(x»-ヌ)y 群

j一/________________________

子 2244-22 -x
为 イ-ス

は々の不 ﾡ推質である. すべその バー/ 之はすべてのが

知限大である場合には. (ヨッ)の分研はSダ の負由 »ァバース こ

等しくなろ. にの数値のﾡが大さいか小さいかは くルー//(イ-x)
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のによって"ろ. 我々α夕くの実 ﾡ同ﾡで は そ れが小 さハと 

ﾡ将でざる。

Si=

Y U

2 
=/ ﾡ 三く#-5/※
ﾡ “X"え)カ/竟 切、

Sx S#
ときく こビに する- 

これから.

S - 差 ～S;(/-r>
,z/

となる. こ の公式を (ラシ)に代入 しその ﾡ景セ (ラ/) 式の4 のどころ 

C代入すれギ結ﾡ

a x -x< _®ピ 「,. ・-zと) 

た 24(4-ム _ュ、Si
- ス - ^

を得る.

のの-フが対忘すろに呼しい場合、ﾡえば ス;-イ=/ な 

るヒさも 同じど方法で取ﾡえる. (/ダ) ど上で月ハた記毛から.

ス 。 xて(Xi-ヌ)こ
«戸 三 イ マ

N M くXiーXI)
ゲ=ス

と書く こヒがでさろ.

of の不術在にﾡメ の式がこれとﾡってぐるみさ、 それ=ベ 

太知の 数人のペ り z その不席ﾡ数ﾡが令 まれてぐる尽でるる- 

こ の在定値を求めろため.

ﾡ x。(X一X,)(が;-ア,)

受 M(メー*,)ス

ど=ス

と用(て. 工と全くﾡﾡにして
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S=ﾡ ご〔ダ-4,-イ(x.-X,)] ﾡ
どッス J=/

の期特値の計算之ﾡめろ.

ジ の不高稚産星は

_____________4S (ーヌ

(タメi-ラッイー えx
で あろ。 メミ の自宙及は

! - だ 久,.-/
どース

である

2 ニれ張での理静の径吹知は検証

どのx うな数学理の起房で引 . 変 していろ型象に対すろェ

歴には工 し、ないみる種の 阪が合4れる- 理ﾡか らの予忍が 

ﾡレﾡし得ろしいら方望を受当公らしめるためには. ﾡ験的な

検討な行なって、現ﾡにおいて音西にﾡるよラな、 理論のﾡな 

セなす仮とのく いﾡいが. えられを 理論の研ﾡに着レいﾡ省 

2愛ぼすか否かンい らニレを調べなナれならない. この報での

我々の目的は、 このさうなﾡいが理論の塩用性に影者を与えるか 

ピうふ、 土さそれはどの 程ﾡの も のでるるかどうかといっことの検試

であろ- にの目的のためには、 理論の可能ど恐われろ受に重要な 

用浜を列ﾡること が月用であろラ.

ャ/のしレて. 不町の立太材積4を確定するﾡ次杯型 ﾡセ 

ぬFのﾡ友の天友でゃるぷ事誤の迷衣セ方える- あレすべて 

の収こが工正 ・<て、 ﾡ本の大ささ ニz が宝当で ありさえすれ 

L.ueaxッ のた理に工っ て

(&) (F-9)/のe
の数は. S.E.=/ で 0 のわリ. 非に正規にﾡい形で分布

すろ こと が保証ごれ ろ。

もし、 これがﾡﾡに正レけれゴ、 E の)点は色な9推ﾡの
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ふうﾡ秋3行なつさめの受当な一つの基準セ与之ろものであろ. 

しかし、ﾡみも以どなる仮説し現ﾡしのくい登いはﾡにFに 

店り)をﾡびくものであり、 式た上記のの の電受が庄ﾡを失なわ

るも のである.

にﾡ々は. はず改呼におぐて現るよ ラな示のも とで抽出 

&祭災えすビさ. (と)の止がネ当に正ﾡ法則ど対し得ろ形で今 

布するかどうかをﾡべなればならない。 Bどx.&。 P..xなx英異 

の /ee %調ﾡのデー 7は ニク検請資*之 今える .

型ﾡのキ=のお用は.メF の用法にﾡするものであろ. = セ 

計算する目的は、釈本から母られた下のﾡのﾡﾡのﾡ徴セ示すた 

めである- このための景もロな方透は2の点ﾡ区向くCスん&.. 

◇なxど)セ請ﾡするこしであろ。これは

7 F-な々Fそ8そF+と々

なるﾡ{5] のものである。 但し. と はメ作 の自由英»よが世ロ 

れたPのﾡにﾡってヨめられる ・Sな.xイ"-正.んc のtである- 

信頼で向はラしそれが夕ﾡの球ネかと計算されるなら、 &の真位 

が F+な、4一 なる阪界内に あろ損戻は倍釈ほ誉 くcoxんxu.. と.x- 
なみN, ビして実救される =/一P どハラ値に近ずくとぐラ 

荘ﾡをもっていろ.

列ﾡしたﾡ々か仮説を5にれば、 あ し#のか布が正奨なら. 

上記の倍ﾡ係数にﾡ する論述は全く正 しい. 塚本の大ささ がかな 

り天さハとぐ ラ示作があれば、 Keaとu.とz (コ の 定理の缶果 と 

・ て み み公布が正でな いﾡ合にも 可じ論述が班水 的には立す 

る. 上記の理論をﾡ用すべさﾡ合においては. これらのすべての 

阪定は浦ﾡされない。 それでも告領区商の公式区非能に行に立っ 

であろっが、 しかしニれを用い るには袋っかの経ﾡﾡな板択セ求 

めなければならない. 検討すべさ長予重受公点は.に町ち

(2) t=くF-2)/XF
が柏域をﾡﾡえした児合 'sと.t・ の分布とレて知られてぐる 

理論的な公布に十分ゞいものに従っ か否かでめる. おしをのな



-CにC - -227-
ﾡ的分ﾡが "3だuとt^ の去則にくなら、 (7)形の4に内 

するﾡ送がエレ"回ﾡは. 登ばれたにﾡ以的に班今く. さた= 

の逆もい える .

このﾡ歌てのみォ系に示した相わけにﾡって面された。 且し 

すべてのメが浜承に合されろ桜会は一ﾡであリ 女を宠ズ弟んじ 

全くz ﾡ例 していて 検着の約 ス5%でおる. 任ﾡのストリッス 

群から«のストリッ を袖するには乱衣表 (7 名用いを. s 
個のフロッワ に路等に分する 全部で ノs2個のフロ ッ ワ のぷ本が 

祐法でれた-

すべての "2く於 おる場合の來本はヲ5但ある. これらに対 

レて. Fを計ﾡするために公式の)を用".は=S すべての 

ストリッﾡさにっいて一ﾡであるどいうﾡ測のもどに. の s 

公 式 (ス からギめた。 比 (%) が0の まわリZ SE.=/ で王受に分 

布してぐろどぐう仮説のもしに. も し 仮説が典なら. ﾡ測値が 

任起の希定の区陶に落ちる確率が aos にレく なろさ ラに.(4 
の可能は昼の浜ﾡ輩田セス。個の区向に分起した. 栄って 2s 
ﾡのﾡ本について均希ごれるぶ区同の須戻は475 である. ﾡ 

されをﾡ及をャ取※に示す。

観測された分布と仮説の分布との一致は。 通合及(poc.ムux 
メイ> の4次の平週を検良 (/uwd &t ぶ 。

て検されろ. ニの検ロ ・平河(Sx.ex&"ヒハラ=ンので冬る 

仮ﾡ的分布からの 施 りに対して問 に学敏に なる x う計画されて( 

ろ.それをつこで用いた理由は. もし 比の気原の分布が正ﾡ式た 

は "Sんム" の分布 ど着レく登ラビﾡえられても. 二のﾡ際の分 

あ2更わす曲ﾡは、ﾡ分車一のモードくるあゝセもち. はを仮説 

ﾡな曲ﾡと小数の尽でさるラな '平滅な" 曲ﾡであろうと尽わ 

れろからである。 この林な場合には ﾡﾡの スﾡ定エリ4次の 

平 週牲 検定が X リ有効であるし ◇ラﾡﾡ的なﾡ賀がある(9].
次の子滑ﾡ検起で用いた検た基ﾡセ ヒ書く. な立されろ 

仮説が真なら、M/ はﾡ似的に包 由度uの8布に従う. * g

ﾡ ﾡﾡﾡに対するっの額

k 日
ンク

*x i 1
な ! n一 ’ 一

フロ 
ンク

XZ 「な スロ
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ャﾡ 運忍 の収のも どに計ﾡさ れだ(F-の)ルeおよび(F-今Fの戻方 "• 「 ・♦- ** - *琴*****------ .. ... - - - ・• S

支 : ストリッフの条田 有R 限 こ : ストリッ7の引条団は短ほ

(一の/ィ (F-e)/= (F -f/=

すべてハス<イ /っのスi-c すべてのzx<ぐ /っの x= 3べての2c< ノっ3だはぞれ ・ ー

スス
5

2る
/ /

「 える 
ア

元
三

a
ア

s /

5 ス ス 7 ス ?

2 / 2 ス / ラ

3 て ベ 5 <

4 ス s 三 ヨ

5 / ス 6 ◇

G • ス ス S 4 ラ

G ス s ス s ス / o

_______Z 2 6 / 5 三

/ o ラ o

/ ヨ 4

< / 一5 支 7 5 / ス

5 / 三 三 7 / o

5 / / 7 / 今

x
!

3 ク 5 ノ ノ

5 ス < /

6 5 3

/ o / ヨ ス ス み

4 4 / ス o / /

4Y 2s _z 25 SS /So

¥ x4 ヨ3タノス 5445 ノW 27/ 2255

ィ "

ス57ス

季 ■.

574#

P ・ss <. e/ ・ ス5 ・ o/ ・ o/ ・4s ・27

Pw ・57 <. 20 • _____・ 22 1 !____タ ・ ノス ・ /

> 確率のス0区向にろ.
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早はのこ して行なっ.

とを曜女数ビし、 その分布が完全に指さ北たふﾡチ( で 

おえられろじぐう仮説をけと害く. の動ﾡ町は 25=2o 区 

向町ち

(-A •勺). 14, •ススン --------(2r9.+o)

に分割されるから、 モレHが真なら、 二れうの任意の区ﾡに又が 

ちる廷番は正延に225 に等しぐ- このようなﾡ分はﾡ々α) 

に対す島当な系からﾡに行なっことがでさろ. これうの区同に 

5いて この4番目の区向に対する こが

= ス4-!_ L _ z(4-S)-L,
管 4s ス /S

&一/・ス........ー・ズS

となるぶっに次登Zを与えろ. モ し我マ6忌 4s 6 ら出発し. 区 

向を右および左に山ってゐ「ざ、 対たするzめﾡが.

となることがわかるであろラ・

次て変ﾡz に対すろ方ぶを Xのﾡ測値x x,----工っ のものに 

おさかえる。 あ し任高のみ優ンx が々番目の区ﾡ z/-,く2バ イム 

Cﾡるしすれば、 これはﾡる々 を作り出しヨアのﾡ測ﾡでおるし 

ﾡ釈する. 区向 (4.-. a4)に落るﾡ測値xの数を とレ、ま 

た Gu.&.u の記号〔 z" は

〔z =だっ.z2
メ=/

&表わすものとする. 4次の平河ﾡ次束名ﾡ用するためには. = 

のふっな和セ グ=ノス3u にっハて計ﾡしなけれゴならな(. 

そっレて二れらを 又のﾡ面セﾡ分い区ﾡの教が スS-ス 

に等しいと ・ 仮定のも どに単 びかれた下 記のおﾡ式に代入する 

26 =ク- く a443, d。 tzコ］ス

2=ズ(ノラ 5o。 ssu tz」- //xス, x4/っス
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火 = ス-く 53. &57, ラ8 tぞ」-223,527〔こ

ミ = 2一/(ス/S./5,227 cz" - 26.x525s7(z"コ +ノ/ョ?S2ox 

最供に が=2チ+x:+25+ス5 でおる. もし 軍 したが 塩 

が監ばれた有ﾡ水準に対なする 目由水4の どのﾡを望ﾡすて よ 

検支し た収説"は系却すこである

ﾡﾡ茨はﾡ測され三»布ビ期得ごれた分しが非市にxく 

すろこビセ示いておリ、 ﾡ作為ﾡ法の誤ﾡのみからこれﾡけの誤 

ﾡの生ずるﾡ年は2z5 どなっていろ-大々の区南のﾡを全部でo 

ﾡの区向がでさろように祖合せたプ検の対なする但は. 2s7 で 

る る.

一っの ス。=イ-/ビはろ文うな場合のﾡ本は44個あろ。 一 

れらの京本にっ0て公式(え5)からFのﾡﾡ討計ﾡし. 問びS のA 

が7ロッ ワ内のすぺてのスト リッスのそさにわたっ て一ﾡで3ろ 

とレて. 公式 (スと) からの の筐セ 計ﾡ した- この 場合 ヒロォ取表 

に示した ﾡﾡﾡからク ﾡ差は.再ﾡのみにXろう みと り ては大さ 

すごろ. これらの結環は検z工っても与えられろが. それz 

xれば プ=ス5.29/ で P<2o, く旦レ包由ﾡは? である-

仮 の - っが. スト リ・のな兵団がﾡﾡでみろ 見合 ここれら 

の結系からせかれるﾡ論は. フロッワ月回セすべての M ブ/ L 

なろうに次ﾡするふ. あるいはそれがでさなけれさ. wのﾡを 

%=/ おろス ト リッ スから袖ﾡが行なわれな。x うてさめるべさ 

であろどいっこしになる. 対忘するメが/にﾡしいか. さは六 

そ(レ. 幾っかのみが0にﾡレく公ろしハつこレは、 理ﾡのぬ

(5) 工記ののはもとの平測性検止の詩文のものし少し堂っている 

それはﾡ谷のﾡが群わセ レな ハﾡ測伯についてのみ用するぶ 

うに計型されていろからである. ここにるげた公式は はじめに 

リートのﾡで並た Stvxdca/ LaAwcty " 謚 zuw.eutな ッ
CdムルスG のブベスト から得たも ので ある-

もし区向の枚スS がﾡせば、 わけレたテータにする公式が辞 

わけ しない 合の そのに 班ずム こ し が寒易に わかろ.
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さに=して天ざい影等之与之はい- ﾡに説頭レいたス<イなるﾡ 

本に 対 すろﾡにに おいて. 公式レ)おび(スの)に用いた x。 っ 

も・ロッワ内のすべてのズト リッセ ちえ ているのであって.管 

実の云さ*のス ト リ ・スの 栄っかがあろ ﾡ本中= は現れなへ とハ 

ラ宰は方ﾡい ないのである-

同じﾡ本を用ぐ、自由ﾡセ毛起ﾡ入れて. 上=べたのと刊行 

久 給宏によって 、Fー)/ペ= の分布さ ・Sんdxど-F.&.. の*分 

布と 北ﾡすろ.

oズ のﾡ定に用いだ公式、 町Iちメ の花定に用ぐ芝公式は( 

ちよび(ヨ5)である. 昼し前着てはすべての スと<イそであり、 殺右で 

は-っの ス*=を である- タ の 連定直、知之ゴ下は. ﾡに計ﾡ し 

たも のと変りは公ぐ.

オ取表の平ﾡ性検定で判ﾡすろしさ、 理ﾡのこのキ=のな用に 

ふって得られた結果から. 理静のォーの良用から得られたものと 

河じﾡ請. 即ちストリッスの交年団が有ﾡであろと(ラ仮こめう 

と では加ﾡな 2 も油出しﾡして はな らない ヒ へ っこヒが等びか 

れろ.

-っの c-る=/ ビなっているﾡ不に対するくF->ムxF み 

慶測された分布にご検ﾡを虹用しても、=のか布が"S&.&.ど*の 

逃則にﾡっビぐ っ仮説がﾡ却=れな ・ ビ o ラ=しは*味おるﾡま 

であぞ. この場合之のﾡ画はﾡ廷ﾡの2個の区向に分切され、 ほ 

らっれたどの値は/S2タ/ であっを・ これはﾡ由戻?では2oァ 

オー ダーク 尸 を 与 之 る.

(6)の止はストリップの立素田がﾡﾡであって. -っの z2=c 

であろとい う仮の もビでは ※すろ こビがでさなぐ。 それは 

S/ の値がこのっなスト リッフでは手められなぐからでわる 

このx な仮ﾡの もとでは、 このﾡでﾡ善しを公式にX→て店 

&計卓すろこビは不能でるるから、 理ﾡの*一の更法は除 

公ければならない. しかレ、ボ のﾡ定ﾡはﾡ木からﾡ監ラ 

とがで さろから (a②) がさ れろ。



-232-

理束動Fは み4= ビおいて公式(7 から軍でれた. 二 

ど問じ公式は. 一つラ レくそれ以上のな が祖士レﾡくされて 

も登されなくても適用でだろ. フロックノ=グらのる球本とロッ7 

/スからのノ 浜本は 二っラ しくは それ以上のス ト リ〜 ス長さ名袖 

し登していろから. にれらの推定質改これまでの仮定のもどマは 

計算でさ公い. しかい. ここでいほの反起を方いればボめること 

がでさろ- 書定値々8 は s がすべてのストリッス扱さに対し 

て-定であろしし. グ=wLおくこビr太って(ク式からすべ 

てのﾡ本につハてギめられろ. 一つ三はそ以上の4が柚し 

登されたビハこどによって. そのエラ公ﾡ本に対するﾡがと 

のよっなみにおいても來化すろことさな(- ャIﾡの すべて の 

み*<% なろめ合にっいてが 検定から得られた P=2o8 分ろ 

値は. ﾡﾡされた分布と地得された分布との-致は. ぞれが緊盗 

なものでないにせ工 受け入れ 得る あのであろことを示していろ.

ーターを72 田の級に埼名わけレて. プぬこセﾡ用すると自由 

ﾡ?にっいて ド ニク./a セ得る-

/つ引 レくはそ以二の ? =イc ヒなってa るﾡ本の 

の分布にな 検定セ資用するし. ﾡﾡﾡビク対さが衣おである : 

と が余でれろ. ごのﾡ果ﾡのぞでの 対なするﾡ票 と着しく更 

名なし. た与えられたﾡこ のス ト ソック数が有ﾡでおると ハ 

仮を 永奪すろ こビにエっ て回が正 レ く 宣保でおるし仮す 

ろビさの 課ﾡがあろﾡ灰坂終われろしい ヲ五ﾡ的なた緑にも と J 

いて. ﾡにﾡ7辛でﾡ町したﾡえを支すろうのであろ. これ。 

の愛新てうヒずいて "もレﾡ出zおハて 与えられる及さのス トリ 

ッスのなが登されろなら. 週ﾡﾡの仮には除くべさであり. はた 

ﾡ本在ﾡは、 すべてのがﾡﾡビいっ仮定から尊かれた公式で 

前卓する' ヒぐ ラ相ﾡセっ加えるてしがでさる.

ここで. すべての ス<ぐ となっ てハるよ うなﾡ本の 統計的 Q 

理セビのラにろかどいっﾡ向、即ち、 為ﾡﾡ祭団の収定で導 

かれた公式を用 ハろか. る (はﾡ限ﾡﾡ団の 原て球みかれた
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ダご用いろなじいう可ﾡが攻されていろ. 減経的な逆ﾡは.塩 

預区向の相的な大ささによるのが承も い. すべての =/ o 

ﾡ合、 連定位は何町れの仮セ月"ても円一である. 全フロッワセ 

こみにして花ﾡナると、 有 ﾡﾡﾡ団の 確ﾡどはノ○ず行のうち、 

9s 回が2の5.5メ内に年る. 一方類ﾡﾡﾡ団ﾡﾡでの対 

起すろ年は60 である・ 供って. べての み。<父 なろとさには 

竹 が有ﾡでるるし(ラﾡを用いる方が放(.

ニこで方家りた袖出方ﾡは、ﾡﾡつさよﾡ令袖支く2ん4/ 

そxイec "サ必イ ) とばれろものである- 二の制ﾡは、 同じ 

大さざの羽出撃位さとて群わワし、 それらのﾡっかの群セ黒 

作冷にﾡ してから、点•固 の 群から最作々に み 単位こ袖すろ 

とハラニどぎづである. 同じ天さごのストリンロスコッワ向で 

井ﾡにくにるるﾡ合が号い- このエラなとさ、 ニこで若奈しを 

ﾡ順袖出は・ぷ本内の愛素がロ ッ クの地球上にタ小 レも一本に 

か布するこどこ 宗証 するであろう。

必要 ﾡ

ﾡっ今の 森林爆不調浜 とﾡ本の ﾡ計ﾡﾡ理を方ﾡ した. 

a.c&。/wxtﾡ求孫の全杯ﾡ木のデータを用いて、 ﾡの場合 

のこの 方浜の検討 さ行なった。

材ﾡのス ト リッス浜ごに河する家型回帰がﾡ爆ﾡのぷ塚セﾡら 

ない限り、ﾡでない フロックからとっをスト リッ スボ本2戸い 

て在定を行なうﾡ前のやリ方ではﾡ リの みる控定短が得られる こ 

と がわれかっ そっしてこの 無作を仮定する 二とは忌 ﾡであるこ 

とがわかっだ。 そのﾡ果, この劇ﾡセ災けないエラな番をﾡ 

ﾡ した。

承宮終型不ﾡ甚こ値に河すろ ﾡ切な公式が次の仮定の色々なﾡ 

合せのもビに ﾡ論さ れた.

(/) 立太ﾡﾡのストリッ 云さ に対する司 工派庭に線型で芝る

が. 率標ﾡの原点さﾡろ二ともﾡリまた通らなぐこともある.
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ス) ストリッブーの不太ﾡの くS.Dのﾡは.

a) 異公るストリッス長さに対しても一 こで あ る.

() スト リッアの云さにた例する。

(©) ストリッスの云さの予方ﾡに止例する.

(ラ) 各ブロン7内り与えられた<のストリッ数は

) 月Kである

(4) 呉隠である.

仮は. それが訴リでみるこしがわかって"ても、 他のﾡ 

った仮こ、側えば回ﾡのﾡ盗な夏欲性セ番ﾡするﾡﾡがある 

ヒ o っ直ﾡ的な為ﾡにも とザくも みである.

な)の ㈤ の 原定 は. の)た○)の 同れよリ ﾡな約票セ与えるこ 

とが、経験的にわかっを. レかし二の利益僅少であるから. 

若有の毛えでは ・ 計ﾡの商単なの仮ﾡを用ぐ る方が氏函でるる 

と思われる- ﾡで他のすべてのﾡばつの仮にもとずいて行公 

っ た .

正現理ﾡの正当さに影ﾡセ 与えろ理論の仮ﾡとﾡﾡしの一致 

みをﾡ本の小 さ.い ビハう= しビﾡ合 

せろビ=、 E現理ﾡの正当 店が 登ﾡ名ﾡけるかビっかを検討すろ 

ため. 広ﾡが柚士東験を方かった-

号えられたほさのス ト リッス がﾡ本にﾡされなけ、 い っ ごも 

このエちムストリッスの そ条田が有ﾡでるるYぐ ラ仮定でもﾡ版 

で乏ろヒいっ仮束でもビもにﾡ足公ﾡ系がﾡられ、 たそれから 

専かれろか布も 正ﾡ理ﾡからめ られるも のビﾡ似することがわ 

かっを. しかし同 じ浜さ のストリッフの 逐条田氏ﾡﾡである ( 

ヲモレ ぐ仮定によれば.ﾡ 区南がよ リ 彼く なること が証明べ九 

た- ﾡ万・ スロック内の任超の与えられたﾡさの全スト リッフが 

様本内に警されら ハ 効合には ハつでもこのようなスト リッの表 

に対すろ真の仮定を用ぐろべさである. って有ﾡ優象田に対丁 

石 型みセ孫用 しを公式(み お (a)がﾡ切 であろ.

標本が与えられた長でのストリッフスを王さない場合には、この

-235- 
ぶ なスト リw ス数が有ﾡで あろど する取ねぐ し. 立木林程のス 

ト リッ 云=に対する回ﾡが祭型であるとぐ ラ不正確が仮史とセ 

ﾡびっれば、ﾡ計のﾡ恐の分じ正ﾡ理論のものビのﾡに若 

レハ不一致が生ずる。二の不一ﾡは. おえられたねさのストリッ 

7数がﾡﾡで おるビハラ仮にﾡって. 公式7、 めで計卓い 

たﾡ型には存左し公( 二 と がわかっ た- 二れは. 与を られた云 

さのストリw セﾡ本に 芸す べさでなくも しそ れが不可能なら、 

与え られた最さの ストリッ スﾡは受ﾡであるど ぐラ反たにもとず 

く公式セﾡ用 しなウればならなぐ とぐﾡﾡセ示レ ていろ。

得られ芝公式は、 ストリッドかリでなく、 ラインアロットに 

対レてもくあてはるものでおる. ﾡ本の平向スト リン最さ 

が坂事団平均にぐどご在論レた公ず2対する景も 有効かﾡ本哲 

査が得られるが、 そのﾡ合ﾡ本のストリッス丞さﾡの交動は素大 

となろ.
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森林標本査 における周辺 

効果 ニもンボくﾡりの 除去 

について

The elimination Of bias due to edge-etfecte in forest

sampling.
By.D.J. Finney and H.Palca

( Forestry vo.23 949 より)
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: 森林標本調査に おける 週辺効米 乙もと

ト ずくﾡりの除却について

The elimination of bias due t。 edge-effect

in forest sampling (Forestry,vol.23(J4°ぶリ))

By D.J. Finney and
H. Palca

立 木本戦ﾡ . あるいは林の池の社息の計 予ﾡ対株 を進たす るた 

のの求本ポ水ﾡにおいて . ﾡﾡに協りの生 ずる危ﾡ こ百さハ 

島には、ﾡ々の柚出の泣ﾡをこめる起則をに注式する二

が系もぬ零乙ある. まﾡとひる則は、3n位 の番 火あるいは思 

%ひしの独立むﾡ本意ﾡaたは、ﾡ初の理なの位ﾡが抵々に送 

ゴれるンさのすべての¥位が書ﾡにこまるさうG糸飽ロ ﾡ の 

配五形 式と用いるこ立であろう ・" 迫切ロ環則が救ﾡに寺らm、 

. 二らの力法にﾡし林のきﾡ向燥水を与えろから、苫き馬平 

ﾡにいって浮求さ2測ﾡ遮の述こロ央のﾡと目じものになろぞ 

めろう。この進ﾡﾡは不 < cra&aacd ) ごあろ。 一もし迅書ﾡ 

が自分の個人ﾡさ好みや傾の三めに地出ﾡ格の位更を 交でするこ 

ンこめる湯合には、 大ひﾡをずるおそののる、 主ﾡ命5 

ッ糸が導ゝ さnる。

沢しﾡぬは きﾡﾡポ本 ご さ え称換 でのこリいに多の不ﾡを 

するこンを Eで い ・ ﾡ、にﾡﾡ出 ごし系的地出 でレー桜にはﾡ出 

単位の中を迷規則が合されるしのごみろ。 また林のすべこのさ 

分が十分 代表さnる=とを 係左 するには、ﾡ位 はその中のいずか 

のt分が林内にあるうですべて の中に対 し て測ﾡしね けばG 

e な い。林く に近い中は林ﾡになってい る洞位と対対ぞさきた

故からか外側にあるロでさえ、 そ の河位の一部が林内に合A
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"そ『も辺れない。 こらの軍なこ 除介す る=とは、林桜にい 

介ご状本で代表さﾡ<かる c ・ - 以戶-ZMZz )こいさ 

R 艰き超厌す る。縦っておそらくﾡりのみるA定ぜがcかるぞ 

み?う- 処えぜもし油出 平位 ギ径Rの田であnH、会ﾡ本はヤ 

ドが林内a た お林セYU a<ﾡRの strip 向に あるこいう 則に ﾡ 

?てためらるすべての円から導びハねばならむい。切ﾡエーカ- 

当 リ の立本本数ま たは材ﾡのﾡなう受の権京値は林内にある こcら 

の平位もし くは羊位の一部からのみホめらにる-

太 面 段の一っだ けの林ては 中公を林つ*創にもっような柚単ぬ 
やという不都合は時者しか起 らないから. 多数のﾡ会な袖 

先 ととも Z小数の一ﾡ分から な る単半位が合ま ているよらなﾡ木 
2や合はさう多くない. しがし多桜の小林分zナる大 
ゲ校を契査 ( 例えばECacoイ Iz おける材及資の支覆 りご妥*さ 

ア*4ては. 国辺部分の曲株< ee axcad ) はﾡさにた全 

王- カー 数の相当な初分をとめるてあろう. も し系町なﾡ 
ﾡもたしい使りを生ずることなく. ﾡﾡの大ささのﾡ位のみを 
今林内に合ませろよ ラ 乙ﾡ出現期 を修正で 3〃 ば. こめﾡﾡも 

支賞用そとも に相当ﾡ少さ せる二 とがぞさ ろごあろう。

「°restHy conmtsstonの主性研炎員である Mr.M.V.Lurie 

同ﾡ近ヨのﾡのﾡめなﾡ正法と 来した。二の論文の日飽日、"L- 

4drte 抽出 (Cac-42moa-)"のﾡがR小となるうる 

糸 を D末 し、これらが次飛にお いてどの杯に崎こさ るかを示す 

ここであるJ

本後の樹木 は 光係おさ びﾡをの 下す必がS < なリやす いために

利 である。そさしてこのﾡ智 は幼今ネぶ U した令 の本でよ りﾡL

い・ Sec.2の法の 明 からﾡらかになるぶやz、 ﾡUセじな 

いための 正確 な ネ井 は本木 犬長についての "旭立ﾡ求 " の将性に( 

ﾡす るに運いない・ *故 から#内に到るﾡ向について お祝何せる事 

ﾡ的芝ﾡにぶ って しﾡに規ﾡすることﾡでさでい . 何故びら、 t 

のﾡ向を3でるよロデー9 支ポめるここは逆当ﾡﾡ求ﾡ書と
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行うよ北ﾡ用がかゝ るからである。 しヘしUぷEれ るための系 

が林砂の交初に対して、 どさみご<ﾡなでなけば. 大ﾡの査な 

&用いてもあほ り 不郡合は生じないであろう ・ ▽3二のﾡ通左不 

則か外移 の林に っいて 理的 に研ﾡする二 とは会くゝﾡ部さはで <、 

a*れ に伴ゝ論もめ ず球さ n咲ﾡに高ﾡするものとでる.

2 他出力法 (SaxtP/ina procedure )

こ、では=類のﾡ出ﾡ位をおえるこYにする ・ *の一っは一m 

の浜さゲ2Rで、 立の向きが林故に平打ぶ正形軍位Y, ゝ一っ

半任Rの円形ﾡ位である。 正ﾡにあ用し母るお沢をべめるために 

日, 正力形のﾡ合に は林が形 ごあるY次たじ3ければSらな 

い。 しかし多の不則性日あって し始んご支下びでい ・Rの大さ 

さバ普ﾡ林の太ささに比べてNさいものごある- ﾡえば二 の研光の 

レと、おった洞での地出ﾡなは半任37 フィート ライ印ちo.ノ エ 

ーカー の円ごみつだ. ららのの池出ﾡ位し*の中に対するﾡ

にぶってﾡ会にﾡためられる・ 従っ て Laurte の岫 出法 

にさって 浮入される 修正 こ刑に すれば、ﾡ水出 の堀則 に他零なも 

のは、地出位の中N支たのるめの児だはてみる.

A) 標ﾡﾡな状本堀査法 < standard SamP/i,g )

sec./ ご道べ通UﾡUとじないめには、 軍位のヤのとリ 

ﾡろ位設は林の冬めととのさわリ を取リき < ﾡRの帝伏地でで せ 

nド守らない。このﾡﾡ向には用いるべきﾡ率にﾡ当したヤNめ 

救べさまれることが心翌である。ニ の救片ﾡっかの単位が本数こ x 

aるかもしれないから , その林分で 心ﾡと される ﾡ本の 大ミさに専 

し い総面項セ も○洞立求さ リ少 L多< なけれ ド らふい。

P甘二のﾡきされた 地 内でﾡいにﾡ江にいっ公く ﾡ作ﾡに送 

ゴれる。ーカ*れらこﾡﾡ的で、柳えざ=の林分ヒ*れる取り 

aくの上にﾡねに正力形のﾡチの交に 認習 することもでさる . 

くヤNセ 系ﾡ的 に配置す る ﾡ合には ・ ーつの位ﾡ之さめるこのす
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べてがささろ。ﾡU &けるたのにに沢初ものセﾡﾡ鳥に当ば尽 

けれげならない。浜非ﾡ孫本と 系統命孫なの相対的日利基につい 

ては記に他のﾡ合で論じ z>。 外*、のごらかの創で雑R 

内にあるPじ財すべて林想と室るようなﾡ位と与える =のと 

3ポなはﾡ内にﾡ全に合るれる派位と、杯の内側に合ヨれ ている部 

分から ぼ る 位 の全部か ら以り立っ乙いる。初え ばエ ーカー当の 

求硬の企価 は、 なYと画なの- あ分 の 合計品ﾡから ごaていると 

走たYき の孫なの全立不*ﾡから導かれろごあろう ・小ﾡかの洞 

査で日かひりの 教の平位べ杯絵と nる。ﾡの内部のﾡ事さﾡた L 

でけれげSおいといンこ〜は外求の登をﾡmさせるものであり、 

さた&々ロﾡでったポ木部虫を行うことに -って データを分が す る 

仕ﾡが着 * る .

(B> Laurte 油出( Laurie sanplcn )

Laurte にさってﾡされ う法はの内にあるのテ 左 と 

るといっ天&ﾡけば、標ﾡ的ご他出法の場合とﾡじ <aずや= 

こする二とがや予である。 標ﾡ的でヵなでしﾡ正 法乙も合から 

は全く林内に含されろぶうびﾡ会なﾡのみべ非られろから、二の 

Pの教はﾡからとら るべ5ﾡ本の 丁 会面環 に平し いﾡ教が問 

られるぶうに逃ぶこと、 なる。承改 ハら R以上のﾡ姓にあるpNに 

対しては、 き通のう法でその中に対する円ヌ甘正力形Xしてﾡ 

がとられる。林*か ら のﾡが Rぶリ もハハさく dリ も大さいぶう 

な中じ( こ、でとはあとでﾡ救する) に対し てはしとの中じY新し 

い中なぬ5ぶ衆が杯後とﾡ角にづろこう にPが林#か やRの姫雑 

にでるさで平位る切のす。wx 林ﾡか らの以内のﾡﾡにある位 

は・ もとのPからﾡ紙に下し登ﾡのﾡの両測で、Rの正離にあ 

る ﾡ* 上の沢E"Yする二っの会 位とこる杯に修正 する 

縦って出ﾡ位は長さ4R. ﾡR の浜あ形久あるい村相裕する=っ 

の¥田ぶって構及される。この三つの▽ﾡな j河合 さ F,9 1に示す 

ニ ・ で林→そのﾡが2Rぶリも大さ <きた角がﾡﾡし将るほビナ
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分大ごのろンこする。即お林#日、 中ﾡの浜ﾡ急袖出にぶって二 

っの辺かもR以内のﾡ雄に途らるぶちなﾡべ塔 る科会を ※ で 

SるにNさく 寸るrのに、 十う長いﾡぬ部かの系列からﾡされ 

ているこﾡえるのごある。

ﾡM ce:なc2 dcocancee > dは査岩 の! M で ※ぶ もので 

ある。 もし彼が選辺氷主ずるぶ うてﾡﾡ の注ﾡささ <xロってい 

れぜ・ Laurie抽出 が平し て裸 ﾡ9袖出ごﾡじ沢支与るう 

かdのﾡまﾡするとがご3る。 sec.3においては色々な干式 

の複向に対するさ犬め、ほた Sec.2 ごは3っ たべ支用い下合 

口 ずる ﾡりの大ささについて冷ずる二Yにナる。 琴で式はﾡ

であリ、まだ研ﾡし 乃ﾡ向はﾡ雑な自«象のﾡく ﾡおなまゞﾡ 

様型だであるからお *らく *れﾡ身はあま ・J恒呼でも のごはでい・ 

*れにもか一わら ず永 スﾡに て にとどのておく 二 とがﾡa し いと 

思われる。 グラフ*ﾡには3訟に忌しﾡ家でもの衣全評色ふれてい 

るの三から 3も者 は式でヨ どわさ れこはでらでい.,

Fig l. 正形きに日ﾡ形ﾡ出平位に対する Laurie 柚出法

* =位のはじめに送ばれたやこ示すナ - 次決 林 を衣わし ・

ぬは ﾡYE 離a(Sec.ラ とみ)で引かれている・ 位日三

つのっる週に対してﾡかれている e
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ヨ. Lourie 油iにおけるRWﾡ(Thecritical distance in 
Laurie Samtplina )

商のめ杯分収ﾡ受ﾡ推ﾡするしのンと衣注しJう. 二のﾡ日 

全本確え ﾡ は時ﾡ郡事 の ir 水ﾡ項、eべ窓あるいはな分に おける

の佐意のﾡぞみる。エー7 ー のﾡはのPじ部ては本線か 

らのﾡﾡにﾡ場されるいが、例えばﾡ&のﾡmのの中乙はﾡ 

Rにざってﾡﾡがﾡ客をダゅる ・

"杯の外側の木は、 又やﾡを神長すろ姿向が$く. 3下森 

米*し税.内 り 林終 の向どを軽く ナるﾡ向があろYいンニYの 

ために杯内の木り大sく ・ 引な破べ多< スﾡ向がらる。 

一う林め木は本内の不りﾡ張りがそしく, き形ﾡ意い 

木ゲ3 く ロるからﾡﾡﾡは立不ﾡ預は称F3 れだ測ﾡ遠年に 

父って、 3< しﾡりさた少なく もなろ- 主にﾡ出し「な故 x 
ゴ老令永にﾡ方するころては. なリの系の項ﾡ初沢をず 

る " ( Laurie の私花)

林女み らﾡ立のﾡﾡ税断する代表的傾向として 三っの求型さ方え、 

ﾡ平距塗に対 す ろﾡ向の形と 4の位との 泥客 をべに。 領向 の=っ 

の衣型 は次の通りである。

位 不史4型 ( Discontinuous)
ﾡﾡすべで攻意の平ﾡﾡはは ムのぷ辺滞会ﾡ にわたつて一た裂ﾡ 

だけﾡy (ﾡ少) する . 初塗=の区ﾡ は林のP ぶで変勤するの と会 

くﾡじささにして二の内の各天初にﾡ北するごあろう ・ LかL平 

知飽 ひﾡﾡ初Rはﾡ4の冷 の上では 一杯でそれがら内ﾡ ではﾡれない 

と返定 する .

ci 株 型 (linear
X挙の 平ﾡ は林ﾡか ら の距雑べ ムとロるとてろ4 で、 通ﾡ滞を 

横切 って一にﾡく 又Hﾡ加)するとﾡﾡする。 れからやでは 

周辺効沢片生 じかい。二の湯合 も衣ﾡ ら一足ﾡ離のﾡにさえﾡ 

あがおするであろ う .
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Fi8 2・ 遇辺効Rを表わすためにﾡい三アのﾡ向のﾡ式 

く 夕 - 羽辺効Rさ女ける 林の ylL滞のm.)
林ﾡか ら のﾡ 離がち4のと2ろの効沢は全選ﾡﾡに対する平 

Rに 専しい。

(t) =次型く Quadrotic )
ﾡ域の 平植は、 汝ﾡ故く Parabolic Curve ) で表わ し将るなで 

かたちみﾡ辺ﾡ横切って滅少 ( あるいはﾡ7> するこ 浜足する・ 

二 の ﾡﾡﾡはﾡ離ムで水平Y G ij 以後はﾡわ れない・ って ﾡ辺効 

系 は み の近く で急振に扱少し、 それから内に入るに従ってろ 

やかに減かする。 平 の効沢林株、か ら0.42 &のと2ろでﾡわれ
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る ・

三っのﾡ式の 承向 と Fi8 に示す. ▽論ﾡ資に日ムもな向のﾡも 

ともに 林と のう邪にﾡ化する次コ こ ごはﾡﾡしでければロらない. 

不型究号ﾡ向が台 ﾡ で恩出される二とは少ないﾡにﾡわれる . 

しかしこれ村ﾡ端な-例として、 ほたﾡ営命にﾡもﾡ撃形のもの 

であるといとﾡ由 で合め るこマとにする。 ﾡ型おさ び=次型の候向 

は、 木お現 の森なﾡﾡ に対す る選立県の りざ当 な表ﾡで ある。

社起の-つのﾡﾡおび何れへの秒式の油出ﾡ位に対し乙、 環 

ﾡで出法おざる Laurie 出で期特されるエー カー当 リ の平ﾡ 

ﾡ をあ述 するとが乙ゝる。ﾡﾡﾡ油出日不ﾡである。悦って承準 

ﾡﾡ本から ボめられたエ ー - 当 IJ 岐着に林の全ﾡ事をかけるY杯 

分の総以ﾡの不ﾡ定値が与えられる。 Lourie 油出べ不ﾡごあ 

る魚の糸井支導く にはニっの平均ﾡ 収 が専し いとおく ごとがﾡモ 

でみる。 マのお沢はメR発ﾡご表わされる 4R に対する高ﾡ守理 

式とみる。 2の式(時に形出ﾡ也に対し て> にさかでり面 

ﾡ6項が谷きれろが、しかしての不理はさ易に 飛解 することがて 

3る。 一では飛のみを述べる2とにする。本の 品が ユRェリ 小 

マく ひいリ これらのﾡ沢日のとﾡﾡ係である .

公式は9 につて表わすの一ﾡﾡ利 である。 こ 9 = ごぁ 

ろ ・

三 ○の湯合ﾡち .

ノ<9<2

2<9

る図別 しなければならない。このとさﾡ方形地出なに対す る4 

沢は次 の通 りごある。

(i) 不通続型のﾡ向

侍=ノー49 o<8そ,のとe (

は=# ノ<9そ2のとき (2)

おぶびっ< 9 のとさ 4Rは不ﾡ乙ある ( 即ち 桂 倉办項はこの條件
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と消たする・ )

圻) 欲のﾡ向

ル
7?ZNH-QC

=ノ-す夕 2 < 9 < ノ のンゃ (ラ)

92(3-2) 
一6+728-38 / < 8 <2 のごさ
2

= す 2 < 9 の と S

(ガi) 三次型の向

合= ノ - オ2 2 < 9 < / のとさ 9
____9ゞ(2 ニ ” 
み-22d 72ス4みース9S / く 9 < 2 のさ ?

戸 2 < 8 の と 多 ッ

円形出H甲位乙の対する公式ﾡﾡに表雑であるが次の通U ごあ

(i) 不 逆 型 の ﾡ(〕
a gr9 ニ29(+8)(28-93)+48Sと-(-9) _______
尺 ー ー3忆ナ/28e ー タコ*+/N8ムー少 * 4,ーのひシ灯*+ 45,入石一の

2<6<ノのとS c2

z _ 3c9_29(+8)(28-8つ4-49f..-'(8-ノ)
尺 Sた-4(9-ノ)(29-9ジーS.-(8-I)

ノ<9<2のとゃ ve)

Nゝ でし2< 9のン aR は不来ごある.

(ii) ﾡ型の向

ユ _ gE(2+493)一2(2+38+263+209Xご9-8シき-4(9-22うぶ一の
ペ 一 め一»3立«一の+*(+のつィ/一みつチ+2S2:-2-2(9-2み+9(29-今ジす一(-9)

ペS4t-(一の)ナ 2<6<I のY ミ <ノノ

念= _zx(9+40)-2(Pt20+203-203(28- 95一4c8-3) 5:-(9-
-8+5C(+8)一2(う一2のみ)(2み-のう - み7=75 -77e-

ノ<92のとき の二)

ぎ= 2王
a(93C一 2<9 のと ミ (ラ>

(iii) 二次型のﾡ向
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ノ乙(&-98-49ジ)一2 (/20-夕59- 2902209 409(20-8ッチー
チ= 51449*+3ロ (ケー88+«8) ー イ9(/9 +二P(/一 Pジメー/2 (/+4956

一S。 (8-30 イ9タノSェー(/一9
-2(ケーバ9+40*-20ジく22-ジェーβ(ケー$9+8Sケt'(ーナ

o< 9 <ノ のとき ルタ)

z ケて(P-28-499)-2(0-259-380_240340C29-0+
天 - 夕(2子み5てター8び-スみ 一2ケー79+403-3の3(28-み3つざ+

_+30(8-28+49 発S2x-(9 ニ リ___
+4(5ーテ2+4の3S-(e一 す

/ <9<2のとさ W
4__ m (20- 时____
ア 三 /ラて(2の-ノー339 2<9のとゃ (4)

こ2れらの教の為セ送んで Table .Iに示す。さ己これらはFS 3 
とにも表わL 乙ある。条型おび= 型 の唄向状eの社意のに 

対してとる4やのﾡ は次Wに は局- ごと いさとがはつさ リわかる。 

二の一致は円形柚出ﾡ位でﾡにﾡしいゲ正力形ﾡ位ぞし9 = / の耐

さ除い てはそうひどいくいﾡいはでい。 子期したぶとに不ぬ型 

の 湯合 はは着 しくっっている。

6が ) リ大さいYマE形と円形柚出通位の対決する ル欠 の 箱 

は非常に契 く 似、て いる .

Tble .L Rの で表わ し だ ﾡﾡﾡ雑
正方形 至 : 近 円形位

不型 銀 型 三次型 不先型 旅 型 三次型
②. 2 ノ22 22 .20 227 2.27 乙・ 27
ク•ノ 25 227 2.78 2 7名 o. クタ ろ. 74
0.2 2.22 ? 2 22 2 23 乙 ラZ
2.4 2. 2 2夕7 乙 ?2 2.22 22 乙. ?2
乙. 4 o.20 282 o. み 乙. o. 27 227
0.8 0.42 o. ク5 2.50 2.55 力" 2.47
.2 252 247 ク 2 ろ.58 2. 4乙 乙 2

ノ 2 C.42 2.44 2.2/ 2.42 2.42 2. 44
2.20 222 248 2.75 • 4ツ 2.43

2 c. 82 2 45 227 2.みZ 乙. 2名 242
2. タク 2. 44 247 2 子 乙. 25 244

― 22 22 2.47 247 ノ. 22 クルタ ク"4

2.タ 委 S ろ.27 2.27 245 22Z
3. ク 247 247 2 245 245

0 2.47 2.47 245 24
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F8・4

Fi3.3おこび4・ ニ砲※の油出平位に対するRのか教乙表わしﾡ 

限予 離 (sec-9 aみこゝ

( R=正方砂地出率の一辺の浜さの半\分みるいは円形袖出垣 

の¥径・

歯余i):不ﾡ純型の頃向 (ce >2のとき甘起の 4や の曲セ用 

い得る)

也 像(i): 熱型 の頃向

也杯o) :二次型の 傾向 .

4ﾡ り (BiQS)

次奈にやいて は &は未コである . Laurie() にやいては、楽 

Eの來で は少く ともn は相ﾡ 回にﾡ々専し いからﾡっ乙送い 

でふ-"ムフィート ・ ﾡくﾡ令の林4クー42 フィー ト のﾡ内にあるこ 

とE宿ﾡしに。 をﾡYば大やのムの伯セボるユしがごき3た思 

ロ効ポ →Sec.引でじた三 っの型のﾡ向のどれかで+う 衣ﾡされ る 

ビ灰こしてﾡ当なαのﾡさめるとがでさる ・ 4受送ぶ 合 に ※ 

っ町を 下 したらどわなる ぞあ ろうか。?

このさあにして会林のﾡの進定ﾡにぷ入されるリは、 4の古 

の他 に K旅する ばか リ でで <岐ﾡ の-ﾡﾡ水 にも依杉するもので 

ある。限沢距能火变韧 して と 潮 饗される の 日 題勳 收爽(ル f3 aie- 

&4)に対するﾡﾡのみごあって、 4の選立帯の ﾡ特は選立効Rが 

a< 中部のﾡ茶の水準が林がﾡ鋭い 乙いるこミヒに 与 らxるもの 

sリ の番性3 <なる。( 株故に工い ため に攻ﾡが なく aった 

ﾡな林は、ﾡきのﾡ資のため、民の込剰事求をもっものときえる.) 

xﾡ残の不や中央部の事ﾡが林ﾡ部と殆ん ごﾡわでいﾡで森では、 

二 のﾡ型 収域は会体に対 してﾡﾡ空やでかい部とヨめるから . 

二 のﾡ剰 収送の定におい乙少々のﾡUあって ものﾡが飽 なﾡ 

値に対するゃ書にﾡﾡし乙ぶい・ しへしハさい 林永 あろ い はX立効 

沢のﾡめ 乙着し い杯ごは、二の払発U は全旅の炭 リの分を= 

めるであろうから. 術りき避けるユとがﾡ撃G方選となつてくる。

もし林の全面積に対する週の合がP乙、 aたそのエーカー 

当 り の場則 岐養が中部のエーカー当 り 政穫 のeなる合ぞあれば 

( 叩も思立滞のエーカ ー当 U 平均ﾡと中ﾡ部のそれと の比は < パ 

+e): / )、近型収ﾡは全林のエーカー地U平均ﾡに対して

e P
7 e 万

かるき与と与える ・ ﾡ司も し週則ﾡの稚注値がBは る 割るぼけ 

っていれビ、 企ﾡぶれた林のﾡはとのﾡ値の

___ ePB
/+eP

なるふ合ﾡけﾡる。林報にいとつろから林ﾡきで表通のﾡす
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る岐* の測注値にっい乙はe>。 だからニのにePB - リJ小さい. 

3たeP バハハさい局合には、 e正ごしﾡでもの比は°PBに幣 

ﾡい憧と5る。 ねえげ/。 エーカーの方耐の砕においてﾡ立ぶ 

沢 ゲ 林内 の約4ケフィート にヨで及んでいるユとバわへつとすると 

ニのは全面ﾡの胡 2ケ %を占める。ﾡユの エーカー当 リ 呼 内科 

ﾡは中ﾡ部のそれとケ0%以上はﾡってない卒にﾡわれﾡ。ﾡって、 

2の埼りはせいゼいo/25 Bと8る。リﾡに、 もしﾡﾡが 

承ﾡ で塔辺するものとすればeは正となっ 乙梅り の上&甘の./Bz 

ある。しかるにむL eべﾡごあることがわかって いれば二の上ﾡは 

2/4 8とむる。 もしBがﾡんど確にワ%以下となるやにと 

逆ぶ二とべぞるれ日 - あとで八すさうにそれはとうﾡし い こここ 

Hでい —— 林の全区ﾡの造定 に注ずる体リ日方々 ノ %となり、 a 匸 

もし火との平正ﾡにづければもっY小さく ひる。

リ について のる教はﾡ沢距染の公式E導く のに用いのY 平資 

上ﾡじ力法ぞﾡめる二とがごマろ。 ﾡﾡ的砲ぶびLaurie 他出 

さ子期マれるﾡ剰ﾡ表の平向飽な流た値を書S衣わす二とが乙ミ、 

aたそらのの遊ﾡ記不病 むﾡﾡ柚出 の衝に対する比ぞ表わせる 

二のﾡRは9およどのる故B (9,u) ごみる・

但しﾡさ上

u-番

とおく・2はしは*sec.S の公式ぞサられたンﾡしい 

ﾡ系ﾡﾡでむ< ・ さ河会考 の 利用 でマる2おぶび向のﾡﾡﾡ老ﾡL 

乙※ぶも のでみる。函教B(8.α)は・ の真ねが R9 でみるとe 

場利 彼ﾡ の企ミ値に注ずるU に 比例 するものとして注炎される。 

sec.s の公式と導びく のに用いた方逃るﾡ千ﾡ理すると B(8u ) 

にっいて 対定す る込式が得られる ・

正方形油出ﾡ位に対する公式に次の通 リ である,
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() 不迎総型の頃向

B(e,u)=そ+才(9-2) 0<2<,のとき

B(9,&)= *(一)+そ(8-2) ノ<9<2 のヒ3 cs

B(9,u)=D 2<8のとさ c)

(i) 条型 のﾡや

B(9.u) = チ+ ーピテ 0<9<ノ のとさ (o)

are.w;-2.(-プテど) ・ デ

ノ<9そ2のとさ c

B(e,&)= ﾡ- ～z 2<9のとさ ex)

(i) 二型の 向

B(9,=芝す -テ  26<のとミ a

Ζ 2-49+492-99 、 p-4
夕イタ,") = 厶 *( - zみ-ノナーテ

ノ<9=2の3 es)

B(e.u) = 山* 2 - 5-,2< 9のこs の5

例え ダﾡ向バ教型 で

-=2=o4

と方えられるなら cs 式にって 

ニのの値を用いれば、 ぶﾡには 

ら、 pはかにの.zご、(コo式か

ど4=P.ふと送ぶこヒ>ぶる・ もL 

それﾡ項辺効沢がぷん でいづいか 

ら予想3れるﾡリは-2.293 ご

みる2とがわいる。 波に ﾡﾡ ﾡ は3・3 %だけﾡ花たうれ ろ 

一方ししﾡの9ゲノ. でめば(式はあ則戦ﾡこの.?? 即ら77

※通大たす る術リのとすることを示す。 もL 。 べタ. 4と正しくと 

られて いるに もか>わ らす、 ﾡ向が欲型であるといンぶ りはとしろ 

二次型に並い しのに対たし て いる場合には、 3)式ﾡ逆側収ﾡモ〜 

今ダ返准させるﾡリのあるユンを示す。 (7)から(5ノヨごの式
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をみろご, 9が正レいときに U ぶ ()ク 地 (S 乙の式のﾡ当 ね- つ

で与えらK> ビニのﾡリ は0に感ろ とバわかる。 F,9 ち5 ・ 7
は9 の認致で衣わしたﾡリ を色々ののﾡに対し て示す

円形油 出 位に対す る公式とは当黙 ・9 ハ e ©あ き乙の チな の 公

式の分 子分忍にでて < る式ゲ合さ れ る ・ く※ゝ立 し 左武けるため 分チ"

分忍 "で通当 し公式の分す (wm ) 分2( Deomu ) 芝衣わすご

と>すろ。

(リ) リ の符易は通定が正でみるとい衣ﾡから与えられた.

も しﾡべﾡ立沢でﾡ少する守ら "遂企た" と "通大花定 

といら 用ﾡこ入れかえげならない。

■3•
5

ヮ つ の1T)の型に対

卜 フ セ一
 ヾの リ 儡 ろ 

3

このときﾡリ の公は次の通り である。

6) 不理品型のﾡﾡ
B(e,α) =C&*か母一今チキムZ9

B(o,&) =(ム*分辺一分子)キ4Z9
8(e,u) =ク

モう形ﾡ出位

o /.0 20 30 7
9 = の他

Fra5. 不統た型の傾向

I 2.0 3
P=の個

Fr8.6. ﾡ型のﾡ向

の<キノのと(x4) 
ノ<9< 2のとマ () 

22<9 のとs

Fi8.8. 不連ﾡた型のﾡ向 下i8.. 欲型のﾡ自
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亠
ハ
日1
N
6
-

娉

Fi8 8～IO

Fi3.l0. 二 型のﾡﾡ

ﾡ々のの値について計平した三っの傾向の型に対

するﾡリ のパーセン ト .

(ii) ﾡ型の役向

BcP.と)=(k*分ヨー分チ>キ24E92 0<9<ノのとs

B(9,と)=1厶 *分母一分子) ミ2イて92 ノ<の<2のとs o,
3ル 2ノ ニ c ・ (祭チー) - 一 2< 8 のと 0 2)

(i) 二次型のﾡ向

• <4・〃)= ( ax 分;ffl-分チ>キ2o と99 2<9=, のとe s

8 (2, と) =(&* か壇 一分チ 丿 ミ 22 9タ ノ<o< 2のxs L、 
ece,2)= &*!そエプ"分- 等 、

2<2 のと (so

ﾡって円形柚出県でﾡ向がβ= ○.4なるﾡ型でめるとﾡわれる 

選合に→ ・ (ノ)夫ぶっての植は p-b48 と送ぶことにでる, eの 

正しい値がo.4であれば ・この t合 も g の 式か らﾡ則虫ﾡ の通 

定は 9.9 %であるこYがわかるであろう, む しﾡの6が).ﾡなら/s
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式は男.ヨ/のX企が予理される二とと示す。 eがo.とで 语向x 

ﾡ型 Jはしろ二次型なら、(3x) 式お山=のど4か こﾡいると負の 

Bﾡ ほ質の2.タ ※ の過進 場 が 考 びrか れるニ ヒと示している ・ 

(4) か ら (24) ほでの夫の形から ・ が c から 4 で の式のﾡ当 

③一 っ ご与えられるとゃ zは, ごのﾡび。 になろことがわかる 

Fi8 8.?.I0は色々なの過に対する9 の田致としての衛 リ を示す・

Table II ﾡﾡ の定こにおけるﾡリ のパーセント

「一 =g5ろ正 方 形 位 6 = o.45 3る円形勇位

不的施型 三次型 不運供型 条 型 三次当

二 4.2 -4・7 三 クZ

□ニ ニ
2 7 ー イ-2 一 . 2 ゴ 5 ー フク・/ 一 /ノ. 2 一 2.5

2 2 - フラ - 4・2 22 一 /o. 3

② a 三 ・Z - /o. 2 二7 - ノ • 2 ニマデ 三 Zア

2 2 二 ーク・7 アス 2・d 二 -<・

② 8 3.3 -3・3 ニ4Z Z・7 、ク. 8 ニア

.3 2. 2 一补2 5-7 2-2 -o.2

/. 2 三 室 -2.6 ーク.よ ハ Z 2.

2 ニ 7 ・2 -ク.7 ニノ8 . 2 7. 2

4 二2 2.4 -0.2 -7 2.2 2.7

夕 -3 2. 2 2. 2 二oぶ 乙. 2 ク 7

2.2 o ・ 0 2. 2 2. 2 o 乙 互

2.5 2 2 2. 2 ク 2 ク. 2 o. 2 ______○.2 

2. ノ5. 2 2. 2 4 2 o ・ 2 2.2 2. 2

. 2 ②. 2 2. 2 4 2 2. 2 ク Z ______ 2.の

Table ・I は6が小ぞ、おそ< 不津続型 の領白ぞざい限リ次な 

29位 の の植が偏 U 左 な< する上 で向遣い で < ﾡﾡRこ もたらす 

コとセ示 していろ。 もっと正ﾡにはﾡ形挿で L= 2/ョ , 円形ﾡ 

位で = 2.25 のﾡを羽に将し <初べ るﾡべありとや に旭る。

%6 /e.Tはれらの色々 に送 んだムのﾡについて, 9の確«の水 

年 で対計率 しﾡﾡりの函ﾡを示す。 9がo.5セ之る 合の ご弓らか



の出ﾡ位にれするり は・ 三っのﾡ向の型の何にらい こ ひ PX
下乙あ、 ふたとは殆人に 5イこ リ」るい.

う・ 牧番たのﾡぶ (PreciSion of the estimote of yield) 

二れ3 乙 の部におい乙 寸本油 出 の旅の ﾡリを派小にすろ二とみ

ろいけ除まにっいて方こS・ ノ %の埼り ほ もっ方法 に 嫌 近し通 

刑すれは、 平均ﾡに資とノ%だけ環でるJう r締Rがられ ろ ・ 

とハと ﾡ 推定値の 佐 燈 の一 つ I二目 対案 Hけ ける同 咏変 的 のいっもの 

危 が つきaとシ ものである. む し夕ﾡ性のあるき小釈示ご食ﾡ 

すれば、 おそらく20% の翌xし しく 目 25 %の 遥少進 記極が 円さ 

れろハもしれ感い・ ﾡ的油出法のLaurie のﾡ正は環不ﾡ書。 

実府を高略化すろYヒいう金一つの回的をもつものであろから、 刑 

ﾡﾡの送がは己のﾡりを ﾡ現て マるこちい法でうべS乙ある。 

二の修正にってﾡ文値のﾡ尽が多としなると方之る由はﾡし 

ひい・ 初3ヨた、 山を でき る人ささにきでﾡさせること 

について二の冷文で残通とた二 とも、Lourie ﾡ出べ環半的出よ 

リ ﾡ友 がい 二 とき 毒咏す ると用；L てはならるいの 乙あろ .

偽 り とx友 の向の 列 にっいて は拠に の為ミ ご細にﾡじた! 

太の隣ﾡする木き ﾡに地武向のNﾡの相ﾡにつ いて何事の ﾡ始 向 爱 

明次 与えられて いかい 場合の LauHie 袖出の 那义 の肝ﾡは験向び 

証ﾡに また々ばるらない。林よ条に工 いところごはﾡがぶ リ大さ く 

a る 片ム リ でなく その家彻も大 ◊ くなUやすいという +向は、Lou- 

rie 抽出の * ﾡ釈準故袖出よUも低下させるものごあろう。ごの 

杯な場合ぞ も 卜求京にぶ る本か牧遠ﾡた のメ文 はそう大3く びい= 

とがさ <られていろから、*及 にﾡLて Laurie 袖出に 特 Q 利 

バ あるとあえてはからない 。

6.ﾡ ま く Recomnmendation )

Lautre 油出法を上のSeC.2で述べア。 Sec. 9 おぶぴ4の研ﾡ 

からつのぶうにとら 界本 が心ずしし特にﾡﾡの い確を与
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えるっとをﾡっすろものご日ぼいゲ、Tポ雑を注*ﾡ< 当んヒ 

3 . 二のう点にけﾡxぶlリ の る危険准のづい二とがわかっ 

ﾡ剥岐義の述定の衛 リ は・ 通江県が作刑 し ている迅ﾡのmが

油出ﾡ位の大3さにべて狭い 合 にR人とむるぶらにﾡわれる。 

何故はらね郎 のREﾡこ判する場合にへのべじて も 

り には沢も天ミ いﾡ督べれるから であろく Fr9 5からノ2 おo 

T2b/e Z) もとﾡ辺前のﾡが士R以上で、ﾡ向がなくYも Sec. 

9 で述べ た五神型 ヌニ 次型あるいは中ﾡ型の横型で表 しる守ら. 

正方形ﾡで 2Rs ・ア冊ﾡ位で○.と5 RのﾡX西雑三送べは刺N 

の企ﾡにおける偽り は始んと近資にケダ以下こなるであろゝ ・ 

tって林びz小さいか・ あろい週皿初沢がﾡに次 い 場合 の 

卜に、全牧求のﾡﾡﾡノ %以上ﾡるっとおでいぞみろゝ。冽ムば 

し し ﾡユﾡ のﾡが40〜50 フィ ー ト とき えとれ る令林か らや怪 

9ウフィート・9イ>チ の円刊位己店出するしのとすれ. 4:Rの

H.ノ と ノ.4 の向1 にみるから、 Table IIは2イ フィート・ 9 イ> c = 

◇.45R) の系ﾡさとYば翌則U橋のﾡ定値にはユメ以上のﾡ 

リが生じ ロい二 とを示し 乙 いる。 しかしﾡ刃Rが任か8〜ム フィー 

卜 3でし い&ん でいでいぶなもいﾡでは と尺 はの.2～2ダ のオー 

ダーY→るであみろう . TableI およて Fr3 4 はﾡ平正雑左の.7Rあ 

ろいはク.75 R C 2とフィート-ノインチ ーユワフィー ト・ノノインナ)のあたり ほ 

でvさせるべ3ニ こs示し ほ Fi8 7 〜/2はT&RﾡEMを送ぶKの 

ﾡによってぶ ・大さいり のずることを示している.

限界距 離 の選 択 こﾡ ○た、めに迫剰収ﾡの企こに次さい約りの主 

する 危内性 は、 送い杯おぶ び週辺河ポが杯*い らあまり負までぷた 

でい感いよゝる林で出ﾡ位の大さ さこへらすこ ビによ って 避ける 

ニとがでさる. 地出ﾡ位は 今イ が確 次 に 2.ケ 左こす杯に常2+介小 

ぶ<とるというﾡﾡは. それが次行出未るﾡ リ におい乙はS事の小

位 のカバト教の人 ・位= リJ もていろ.(*灰とのN係にﾡいて) 

とい力 ﾡ京調書の- ﾡ館付と一 致すろ ハ、乙でく為り こル<す 

るためにしきしいﾡに思わYれる。 しいし 現 には率ﾡ日とう店
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ではない・ 調査るの肉心は用辺ﾡﾡにしとずく同辺ﾡ向の 過剰 仅 複 

にあるのではなく. 林分の全ﾡ攻に対するしのである、Sec4 で示 

したよう に含取横に対する偽 り は

ePB

/+eP

よりも小さい. こ、でeはﾡ帯上の収ﾡの平均的なm (%)で 

Pは全体に対する止で本わした 阿賀滞の 両為、 はたBはこ の垣剰ル 

複推足における隔り (ダ) である。

しし同迎ﾡがﾡい 円ユﾡ上にのみ用 するものとすれば、 Pは 

小、となとであろうから、 Bの中位のﾡでさ え全坂ﾡのﾡ定値 に車メ 

なﾡ を生ずる二となく杵ﾡしﾡるしのヒなと。矢ﾡP近似的に 

4に丈りすればeにも例すあ. 色々な林に対すあeが4と相ﾡを 

しっていないﾡク、 P次卜さいとき の全り表 におけるﾡりは大体0B 
に比例オなで あろう. -のUでは9BはBの友勢はよりも6のそれ 

によ っ てﾡ名 されたこ と次少いから、9が小さ い場合 でさえeの畑 

厳の不正確さが全収ﾡのﾡ定に そう大きい不利益をしたらさないで 

あろう・ eが大きい場合の主な利益はおそらく、A向の型を梅型又 

は=次型ヒﾡ列するば器べ々く、 aた林に通当した正ﾡならをﾡ 

しないでし阪矛距離として Rの一定幸 え用い 得ると いう単 A准 で 

うろう、

ﾡって二のﾡ文のもの と近似 した系の下では、問辺効米がメR 
以上のﾡ離まで林内に影各をﾡ ぼしていた阪、正方形単位でュ 

円彩塔也では Q6sR の距継をﾡ炎することベ当を将ていゐよ う 

にﾡわれた. 同辺初果がも っ とﾡい 場合 に は 限 ﾡﾡは (3う、(6) 
(/)およが (はり)表の長も」当なしのにﾡって停正すべさである.

有一でな い林では限平ﾡﾡは林塚の 師夕冬に交止させた似ﾡべが 

ろ う ・ ﾡ缶 の中べべﾡちち林のﾡ分に対し てﾡめられる 限矛 継を 

ﾡって Laurteのメ則が何れの袖出整位に対しても用いられ々ﾡ)、 

この輸文の他ﾡの炎当ﾡは用ユ勅果の枚が りにおける 交ﾡによ っ て 

場なわれ るものではない,
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?受約

立木お務 たは他の複の大 きさをﾡ来すゃ ため の 森林棟本 制 直 

においては. 林緑に文い ニと で成長生向に余ﾡのある月辺地坂上の 

それらを教述す る二とによって生ずるﾡり を述け る様に 用べしなけ 

れば方らない. 首量 =れによ って神法単任が 林緑と 望なゐような= 

ヒがﾡん、従って単位の一部分を正しく坂うための特処な測文*計 

ﾡがば妥になる. しう一つのやり力Yして、列の具らでﾡとな 

%ﾡ位を三つの方ﾡのビれかで修正すた= ヒができな. Wちそれら 

は酔いてLまうか、 丁ﾡ林向に色まれるし との半分の大ささの二 

単位でおきかえゐかみゐいは林内に可ﾡﾡまれるまでﾡめさせゐ二 

ヒができる. この輸文で式べたLaurie 神虫法は、これらのﾡれか 

の修正送を米用するヒきの正し い登に よって、収表椎ﾡのﾡり を 

更ケ右ことを企てゝいる.

ニの登択を ビの様に行うか ヒい う向ﾡの正産な解ﾡは ・ 周ユﾡ栗 

のﾡ々の性呉 の数ﾡにﾡ係す るものであながこ の効求はﾡ際にはﾡ 

査巻が知ゐニとのできないしのである- しか しなが ら望 ク将る効票 

の確ﾡについて商ﾡな女号的桜型を研ﾡ し、ﾡりを生じないための 

条件 公ばべ られた。 またﾡ辺効ﾡの 不 正確な表現にも ヒずく角りに 

ついてしるﾡされた。二 の他果 は問込ﾡ采の型 とそれらが林内に形 

ﾡ を反ぼす距ﾡに依なす るしのであなべ、 しかし二れら日林の全体 

のﾡとは景ﾡﾡである。 もし林の坂複 の城白ぶ 二ゝで歯ﾡじ た桜受の 

ビれかに並似していゐなら、厚距離を収車に送ぶ= とによって小 

面橋 の林名 際い て全ﾡﾡのﾡ値に おけな佑り を /%以下におさえ 

ゐこヒがでさ、 また大面ﾡの林ではしっヒトさくできんきである. 

神公が非常に大きくないﾡり、特にﾡりの才向はずしし同じで 

ないヒいう二 とから夕ﾡの林で平均すればそれに側してもっと小 

さくなるのでこの様な偽り は地来ﾡのしつ神公授差に止 べ てﾡﾡ で 

さる はずである .
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(/) Finney, D.J (/タ?) : 'Volume Estimationof Stand;na 

Timber bン Samplin?' Forestry スノ /クP一203

(Z) ---------------------  (/タ4ナ) : 'Randont and Systencatic Samp-

lin8 in Timber Sneys' Fovestry ス2 “ー”
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大規模収量調査 における

プロ ットサイ ズの問題

The Problem ot Plot Size in Large-scale Yield Surveys 

By P.V.Sukhatme P.H. D.Sc.

( Jour Amer. Stat ist .Assoc. Voi,42.1947 よリ)
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大ﾡ収区調査におけるブロ〜トサ4 ズの問題 

The Problem, of Plot Size in large-Scale 
Yield SurueYs.

P.V Sukhatme PH. Dsc.

(ourAmer. Statist. Assoc, VoL条2 /なフより)

三の熱文ィ >ドの公的な顔査C用いらnるェ-力-権度のブ 

卜と 小ずロw卜の効率るﾡするために天行znた. な的 

-掲項 (district- wide scale) の三っの研元の話系をまべる. 一

• の研は United Provi nee に おける 小 等の 期 査 に 対する も の て, め 

との二っはBihar8上 radras 州 の *稲(ポ)に 対する0のcるる. 

ﾡ験は 二っの州の税確および良称当督に上っCされた. 彼 

野 口 着世 公的な命令 によ って 揮 却 調聲を 案行 していa. ニnらのヨ 

つの 研窓の 績果から,小アロトを用いると 平均U登 の ・大推定価 

の得らゐヒいう心除びはっさUしP. ニれにほして おェ-力- 

程圧のプロ"卜Cは旧りの庄じないニヒがわハっP. =の結県は 

た買の分敵の色々 な 成分 の 不備 推文値名 ロトから求めらntu 

-とを示している. イ ードのる地て行われている坪AUの公的G 
調査では. 大をいﾡ出単位(以下ロットヒいう) が用いらてい 

る. 例えば Madnas ご用いらnているずロットサ4 ズはダ。 ェ-力 

一(よ2リンク*コ。 リンク), BonbaY ご用いられているのは%。 

工-々- (フィ ート*ッフィ - 卜) 中央 州 では％エーカー (44っ 

イ-トメ4&フィート) ・ Oni ssa は %。 エーカ- (コrリ ン7*り 

>7) 々てゐる・ ブロットは中枕と測ﾡて位置づけらnれる.

ImPerial Council of Agrieultural Researchがu去三ﾡ門 ン 

I の 各州 で行なった主亜作物, 町ら小考およ水堀に対するﾡ験的 

り登調査ではから公。ェ - カ ーの大プロ ットにん用いa. ロM- 

&dNas#l の水稲契験ごは全画 がA 取られた.

〔/)・ Indian Cotton Committee (イ ンドﾡ花ﾡ 頁会 ) が行はっ 

ﾡの実及的調査で用いられたロ ットィ てし大をく例え工
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ーカーてあった〔»".よ.J。 これに反して秀国や米国の所元君- ま 

た4ンドである 研充君 非ﾡに小るいプロw卜を用いている。 即 

ち英国の Cochran は4列Hてそれだれん* - クーのブロw卜を用い 

ており 〔と〕・ King と McPee K は Zese から %o。 エ-カーのブロット 

を用いている〔?〕 ・インドCu必平スフィート ( %ao。 エ-カー) 

の小ロットを HubbacK ［み 初めて用い. 最近でビ Mahalanobis 

〔9J が用いている. これらの7ロッーはすべて面定枠か、 主たは 

半固定枠な用いて置 づけ zれる.

ImPeria.lCouncilof A8ricultural Researchが行なったﾡ査 

におい て大イロットを 保用 しRﾡ由は 次の通 りごある・ 坪刈試験に 

対する公的区才法の主な政正点、 園場の個人的ﾡ送状なﾡ作為抽 

出去に上るるﾡ的な手統におるかえる二とごゐるとえられ また 

既の HubbacK ◇位の人々の試みが. ﾡﾡの柚出方添についての 

永紙性のある君えなを与え得在かっELしfら. それは=れらの試 

験が, ﾡ府の出先ﾡ関の祝用する抵や袖出法としては. 実用性の 

量い二とを示したしのと考えられからてある。 従って. 収ﾡ続計 

&古舎するビのよらろロオ式において心, 初ﾡの段時で岐登たaの 

不ﾡ性を保証するよろ ロ最低限の変更び行なわれる 二 とのみげ望ま 

しいヒ芝えらのCるる。 アロットの大えさはﾡﾡ化の阿題と 

は岡係びないヒして 変要 2れなかっf. ニれらの 調査 の 行 ととい 

に.をら に坪刈調査に対 してﾡ本ﾡを法 2用いるニと緊用的てぬ 

り. 土たあまり責用を並加しなくて心. 官庁の調査手紙うの永を的 

な基ﾡとC2る二とげわいっfた. しかし. 上記のよらっセ小ロト 

び他の研死老によって侵用2れたたといろ事条をえて. ﾡく小2い 

ロット を用いる余地がめるかどろかを研死すべそてあると考えら 

nた. 翌約には既に Nature 〔/o.,/〕 に発表レﾡこれらの研の結 

票 び合 まれている. 二のﾡﾡの日的は細書ﾡ果を例示することc 

ある.

Moradabad における小ﾡの調在

最初の調査は、 uu -uよにわたって型合州 (United P卜-
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ovinceS ) のMoradabad 方において実行2れた. 二のﾡ方の 

面頼8»平力<イルてある・ ニれを Tehsil とよばれる4っの 

城に分割しﾡが. TnaKurdwaraを 除く ニれらのすべてのﾡ成に 

おいてﾡﾡおよび非ﾡﾡの小すの両方 が、試 ﾡ<れていた・ しか しTh- 

aKurdwara -おいて山. 小歩の作付ﾡﾡの殆んビが、 非ﾡﾡの 

のであっﾡ・ ﾡ出計画はこれらの各Tehsil からふつの部ﾡを世ぶ 

bのて.:s 部落全部を非ﾡ盗試ﾡの ためにぼん EThaKurdwara 
a除く と. 二nらの4っはﾡ長小ての4つは非ﾡﾡか多の試験 

のた めの山のであっ- 最初のJ っのTehsi lにっいて とれされ 

Tehsil 内の全部 落岡 からﾡ近小考ヒ 非ﾡﾡ小 宇に ついての抽出が 

別々に行わnれた.-柚出2れﾡ部から小多ﾡけが行している畑る 

二 っ ﾡび . ばれたとれどれの画場にふつのロットを ﾡ作為 に 配

した. (0) 頂点から辺に沿って&士 および ムー のﾡてﾡ

4に平行終る引いて 三っのﾡ状区ﾡに分割した-Zがゞフィート

の正=何形ロトAっ (団に示す)。 (&) 半経ュフィ - 卜のs
つの円形ロッ ト 

- 卜の3 つの円形 

の部落Cばれ る 

部系がﾡﾡ小ﾡの 

ﾡﾡ小 字の試験の 

よって ﾡﾡ小勢 

り . またれ P 

非灌漑小寺•のすべ 

冷に出zれた。

・ (C) ギ件ゞ フィ

ロット・ それ*れ 

二っの画ﾡは. その 

試験に ほれたか非 

ために置れたかに 

か非ﾡﾡ小字かてあ 

部落のﾡあるい 

てのﾡ帰内からﾡ作 

一立がフィート

の正三角形ブロットは、 巻天とﾡで位愛づけをし・ -Zにﾡって 

条から sそ フィートヒL &ーフ ィ-卜の 型で. 宮立に向って三っの 

部かの刈取りるめた. 円科ブロトは預の部公が回転てうる柿と 

ﾡ名尺およびﾡ糸からなる特別にﾡﾡした器貝て位置づけた- この 

板は木でで纟てい て. ーケのﾡには鉄の論が, まﾡの世にはﾡの 

Lか0がっいている. 椅 は一対 の 乱 数 によ って位置づけられたﾡ



円にこ2/・ 鋼舎沢はﾡの西を 中他として自由に回転できる 

ろにﾡにとりっけらnた. 巻沢をヨ○すとき ・との出名Aに戻

るまてまわにる枠に. 巻アの高こから2刈取って至Hをった. 

「宛る路みっロいために 一対の乱玄て置づける点は円の 

とばず 画ﾡの長こと平行区際と交る戸ﾡ上のAとしe. 調査君ビ 

=の点に立ち 二の点から回ﾡの受さの万向に沿って 半よりル 

とこい医ﾡのところまて作る刈家っR- そうして出免息、いら圓壻 

の受ろの不向に 半ﾡにﾡしい距ﾡる正に到こして. <の品に 

E立て, 二が円のてある, 二の試欧に二のなに配置zn 
P税稲ﾡの係宮によって素行そRとのCゐる.ﾡ専出舎段法- 

ってこれらのぼ験の天行を愛*るれている。仕ﾡをﾡめる町に全 

ﾡをK2Waradabadに集め. 西査請計画 各調をRの任新およαﾡ 

任. 系の柔行上は覆C冷のﾡ発 ﾡ告番の成ﾡ式奪&就田レ 

関査員がすべての手ﾡについて同確で伝念2つかでまて討ﾡ&行品 

2千- 二の枚習 ばMoradabad 周泣の部落の画ﾡでずﾡ線ﾡるする 

ことて終了した・ ニれが全部Cばなく. 調査の初めにおいて 師査

I-町百を与 えるためNew DehiのStatistica.l Sectioから 4 人 

の所売Kが飛度2れた. 受にこの州の堀当言Lして中央から沢置z 

「ら統計官てある上紙 ﾡ督 君 Kan u780 がK回して全調査を臨し 

た ・

的 の M で 説明し たり ・ 評のEめに ・s の村落からロるﾡホの 

性れた・ ニの全部のらら. AmrohaTehsiIにおける非ﾡﾡルの 

記登を除くすべてについCば試験が行はbnE- Bilari Tehsil 

におけるﾡ海群に展する一部落Cは. -つのﾡ場のみにっいて試ぬ 

が行なPた. -u. 関査員びビニに行っEヒa, ・っ一方の 

党てビまﾡが人っておらす 調査司が再びそ= え行っPヒをには 

氏に牧がﾡんていﾡからでゐる. ThaKurdwara Tehsil の8 

る和落の一國場では, ・個のずロw卜のみが収ﾡzれた. ﾡ/長 
工-0-ぎりのボンドで孫わした・ﾡ2れた平ﾡﾡ協L. ・s フ 

イートの三@形アロトの収量を標準としたと麦の. 名々のロJ
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' ・サ4 てに対する回大この%を示す. ガ ( district ) の平ﾡ 

登u るtehsilの小▼のけ面標にﾡ例2せたtehsil平る 

a合セて計耳した. ケに対する平収翌のﾡ定ばTロットサイ 

ズが大さ く8るに ってﾡ少することがわかるてあろう. ニのボ少卒 

ビロットィ てが大をくなると減少するが. ニビロートサィ 

ズが十分大2く . 推こ憶び在たした値なとる- とを示すん 

のCある. 二のa県は ﾡﾡおよび非ﾡﾡ小の双ぶについて一致 

していゐ. 二nれらばJ。平ガ7ィ -卜以下の小アロ"卜では蒼しい 

過大こ(のらnれるこLな示すめのでめるが。 ・/スタ平才7ィ- 

卜の上 うロ大ロ ッ トで2たも, 二のようロ偏り ﾡれ得&かった

. 実際は看はﾡﾡ. 非ﾡﾡ小ﾡにっいてピれなれα8および,/%の 

回大定電な5えている. 表はそれぞれのtehsil にっいて.

色々な大乏とのブロットに 対するエーカー当り の平 ﾡﾡの進 こ値を 

別z に不 ン ド報位で示し Cいる- ﾡ混および非派ﾡ小ﾡの大部分の 

tehsil において.小イロw卜Cは通大走山が行らnれるといろ- 

報的な杯何が示されている. 二の帰りおよび特にその大ろとは. 二 

の試験において予ﾡしびかっにﾡ果Cある・小ブロトを用いと二 

とによって. 収置の定置にぬりの生ずろニヒる示したのは Yates 

[,a J の例が唯一ののCある- 彼圏場を全休とし・ 4oエ-な 

-のﾡ木イロッ トの実 験 結 果と而旗/• 平ス7ィ - トの円形の輪の 

のﾡ験術界a段しc 円彩の磐を用いとこヒに土って. 非市に 

大えいﾡりの生ずる:Lをﾡ出した・ =の噂りの大部分は. (に 

nu. の庄音の貫ﾡα都分に熱を落すﾡ向があゐ二とによるゐ 

のである.

x / 浜

々のプロットサィ ズに対する小すのエーカー当りの平収ﾡと 

過大定率



ロッーの大

麦zと形

7ロー ト面

平ガ7ィート

小 非 ﾡ ﾡ 小

フ 
口 
w/ 
卜 
收

3 

戸

拄 

F___全 の

ッ$フィ - HA "フバ み ふ/ フス /e? 40.7 一

ム " ?. み 7^ み7o.8 an “•3 eフ A &ス← // o

s ・ %A ・・ 4? ?8 4/ /o/.- 7 /o7 4u.? "9 →.44

・ィー トO ・み・ a? / フ クrur 7o. ・? ィ厶 んみ» ル身

ィー ・ +7 2 と →4 j I 242/ 8u7 .4

この特別なにおいて. 小イロット ご過大定が得ら れ理 

由は, 当調査買に度界線上のﾡ物なアロト内に各めるﾡ向があ 

ったﾡめである. ﾡ員にはアロット内にへゐ植ﾡのみな収すべ 

2ニヒ が示 2れていたけれどo. 彼っが ﾡ系線 上 の ﾡ町 をずロッ 

卜内に含むべそか石のる決定するのに困ﾡを感じE ニ とはﾡかであ 

る. 小ロットではこのﾡ界の植ﾡu. 収ﾡ乙れる作に対して相 

当好与6与える- 従って. 小数のﾡﾡCめって. ¥eれを合むか 

汚かは小ブロット を用いる場合には. 大アロw 卜のﾡ合にべて結 

ﾡにﾡ大な彩ﾡ2きえる.

備りの検定

嶋りそﾡ定するの面当で万法は. 色々で大るそのロトのﾡ 

票2 全函馬をﾡﾡしてﾡられ「心のと比救するこヒであゐ. 従っ 

て,全画ﾡば収渡するこビがじ翌でめる. しかし二の毛えじ大麦 

い長用と労かがじ翌ﾡめにﾡ茶しけれなら直かっf・ しかし 

若君が以前行った試験においては %oェ ー かーブロット のら 推定 

zれた平収登ヒ. 全画場を収種してﾡられたレ&比較した. 二 

れらd〔→〕にﾡ告してある. =っの椎こ価間に見っれるﾡは, ﾡ 

準談差の ハーみ ボンドに対して低か3。 ボ>ドであった. Yat es同 

ﾡ話系な得ている。 従ってゞッ フィー トの三角ﾡロットから得
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られゐ登は, エーカー当0平ﾡの不偽定る5えると仮こ 

してしよいこ とがわかる-

*Jﾡに色々で大えそのロ〜一から母られた、 平収登の推た 

の縦計的な段の純系を示す. この検たは次のようにして行tっ 

た・ 全7ロ〜卜収登&エーカー当りにﾡ軍した. た段I ヒ比段Iの 

推足をnれた平登の差は. ﾡあ小ﾡのﾡ合はっ»対. まE非ﾡ盗 

小ﾡに っいては oふ対のすべてにわたる対応する7ロ w卜 間のﾡの 

平ﾡ価を計ﾡしたゐのである. しかし比t義Iお上びTの 場合 に は . 

ブロット間にそのよらな対応びいので. 授耳したロ ット置を 

各園場について. るゲロットの大2るごとに平ﾡし. 各画場に対す 

るピれらの平 电は 登間のﾡる. 派盗小手のﾡ合にばJ?国聞にっい

また非ﾡﾡ小ﾡのﾡ合には「4 囲陽 について. 平ﾡしたのc 
める. 3お工び7列に示ろれたﾡの標準銀ﾡは. 平均を求めた部 

ﾡ間, およびﾡ間の(それらなtehsil問で分析せずに) 々の 

ﾡから福計耳し P山のCある •

*表

程々大芝さのロ ト Iに対する小考の平均ﾡ(工-カー 当oホンド)

_Tehsil名 Maradabd」 Samn bhal ThaKutdmu
1
Bilaトi HasaPur Amroha

プロトの大ろさ 
(子ケ7ィート)

愛 や«ﾡ &Rな登 登P量 &-求を 多ァ収登

棘

4 フ/. F

・フ、み?

? 4?

み.→?

3 7

ム //ぷ. ふ

4 ノ4、7

4 ,3 u 3 

。 .? 

・ /a5スa

/3 4Jッ.4

& フフ?→

& カg ア

Qa 卜4

・ e64.? —■ ■—

・ &ス パ

・4

4 47.0

/ 4&4

/ ふ7

4
ヲ4.→ 

o/
□レ /・o伝 C 
→4 .7

/4

& /

→ イスる

・

フく W
/ ? ・?

コみ・ 47

→み. ・?

・ t7

ム クグ

ム 4?

& ?

・ 8/

・ みw/0

4 タス3

4 o/.→

ル W

・ ・フス7

→ uoo.?

ッ/ Joス4
s/ Jみ0./
3 ノ 48〃

αみ J48. &

42 22

6 8

& どw.よ

4 フu.A

→3 4ぷ

- 320

& 4.o
& 4→→./

ノと 44o.7
4 &→.→

・ 8J4.0

/ シク/

と ルスエ

A み→

み .?

み ?xに3
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不 我

種々の大えるのアロ ット に対すゐ平その推 こ個 &敦しﾡ総

___ ﾡ 一〕 非 ﾡ _

化歌した7ロット 4 目
由

日

由 tャ

L.な*対24な「 αo.s →0.と フ7 4a / 4 g ・.

I%公対 ・%2- .み -4 フ7 sッ六 4?.? 4 /ou u..*

I ・%'を s 号 - よ o.4 よ →と.s e o./ぷ

▼ ・8 対- & .. o u..3 38 じが /み. 8 ...が

非ﾡﾡ小号の 合, 2% フ イ - :-の三 用デロ w . 3 3 フ ィ -

卜の三角形ロw卜ののり有高に高いエーカー 当 り平用収番の 

ﾡ こ個 を与えるこ とびわかる. ﾡﾡ 小号 の ﾡ合 で 差はよ%の有 

ﾡ水準に怪している. »フィートの三角秒ロw卜で.非ﾡﾡ

・ およびﾡ流のどちらにっいて/%27イ - 卜三角形7ロ"卜より 

有意に高い収登こほ&争えている.

二 れらの比はロ ットの大る2がﾡ少する ヒといに生ずる過大 

椎Eば. ﾡﾡ設差に上っては説ﾡで2区いしのであり ﾡ界の間ﾡ 

な7ロ ット内に合める価何のめに生ずるといろ 二 とる明請に示し 

Cいる. 同じ天2さて. 彩の置う二つのロ〜卜から得られたﾡ系 

を比ﾡしている比救ては符に興味がある. 同じ大えろの三ﾡロッ 

卜L円彩アロットからﾡられる平収登間の差は有Cない. この 

ﾡﾡは. ﾡ去にBいて大そ乙び同-のﾡ合には. 同田の最ヶな円科 

イロットがﾡれているという二 とがいわれているにかゝわらず. 

主として利より し大そとが収登こ価2天定する ニ ヒをる示している 

ようである。

分 敵か析 _____________________________________________
不 %水で有て
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ﾡ4衣色々α大受さの7ロ y 卜に対するずロw 卜登の分ﾡ分 

折の補呼な5こている. 二れu. 部客間 部客内ﾡ場間. お よ び 面

内イロ〜卜間の平平かの こ個 と.平 平 から音通の公 式〔4) 

/によってﾡびのれる 二れらに対する分ﾡぶ分の礼こ個な示してい

二のﾡﾡにﾡ々の大をるのアロットの比戦をきるにするためエーな 

一当りのホンドて云わしてある. 週場内ずロw卜間の成分は 子ﾡ 

しP工らにアロットび大るくなると六2くはるが それ*れ部ﾡﾡ 

画発ﾡのﾡﾡの測度とﾡえっれ. ブロw一の 大そとと独立な部落 

間および部ﾡ内問ﾡ間ぶかの価. プロw卜の大受之とゝに変化 

する 二 とがわかる。 このよう にﾡﾡ小すの帰合ﾡ場間の成なはゞゞ

卜三ﾡﾡかっ sキマ4 -卜三角予で看奨にﾡ加し. ¥の 

あとばはっこ。 一こCある二 とる示している- 非ﾡﾡの小ﾡにっい 

てのFは プロットの大2このﾡ化にっれてﾡ公不ﾡ則び科子&示 

すび 全休ヒL てビロ w 卜の大きとが小2く ろにっれて増加す 

ろ. 部文問の分版広かは. 比E教的より一神てあるが. 非ﾡﾡの場合 

ユフィ - 卜の円科イロットではﾡ例に大芝い信&示している- 部落 

岡およ びﾡ間の分ﾡ成公および F の交ﾡは神出誤差の ため とおえ 

らnれろい上の大乏さごある。従って小ブロットのﾡ合には. 一定の 

/Uごけでtく . 部ﾡ町およびﾡ場内の分散成分およびFの他な大 

ろくする ﾡﾡ密に変化する偶りが生ずるち 二のように小アロト 

でロ平均収登お」び部落岡と園ﾡ間の分散成分の 不縄花記ﾡ&得る 

二 とは出系ロい・

GaYa におけるﾡの調査

上Cﾡに締論は全予順しαかっﾡのて, 帽りは現地調査を政 

ﾡする= とによって除ﾡCこﾡだろっといろいっで成っ立っ君え 

から. 受に他の作ﾡおよびの地方についての調査び行なわnR. 

二れらの-つはBiharのGaYa 地方の稲について素行zれた. 二の 

d万はHubbacKが最初の一の炎験とﾡ冷担出ﾡで行っ た と 

メ ニの8た田はwG. Cochra.n がﾡに2た«のでめる.



-ろでみる。

*の浜 (/oボンジ_。_ )コでのブロット収 登の分敢分杯

パ…ト△ |s〜-- ○
- _ *マ***ママママ

1 コアート ©

d.f d.f
匚

4f 1_________ df 導報u澤w d4t
部ﾡ平 均*万

, ・2と 一

•1
! ムノシ

1

6u4?

「---

7なo みフ7

・ 分ﾡ属かV 1 44 一 ワ
1
: 3 4eu

回版子ﾡ平方 みみ / ；30ヶ レタ ・ッフィ “心と

・ 分ﾡ成分F よ 夕
1

?% ”ノ

プロ・ト町子子力 47タ ・? み ッ? ?e? フ8 7〃

・ か版成分P 47夕 20? 244 /

祁斐問壊好艰万
・/ ・4 →/ oa/ →/ wフ4 / (4夕- ・/ クα*

・ 分ﾡ氏かV -2 フ4 780 ez 〃グ

面場間平用平方 ?ッ/ //o →7 o・4 →7 ・da ・フ o みく

・ 分取成分F e v4/ 4/o

プロット 間平均平ケ →/ Je ッム? ス? /o8 4 /e? /o→/

・ か取反分P ・40 292 _-コ/

GaYa ビ 方 は 理 的 に ビ L.74と 平てイルのﾡ積をしち 稲面 

秋ば光の約ゞ よ*であってつのSub-divisionに分zれて いる 

・ も請ﾡは qara のSub-divisioから4 ・ はたの三つの 

Sub-division からそれ*れっ4宛の合計,o8 村をﾡ作ﾡにﾡぶ 

しのCあった。 ぼれたそれぞれの村から二っの稲を付けたﾡ場 

なﾡび. それnれﾡれた画ﾡの中からよつのロッを無作約に 

位置づ( ( marKed ) た .

(Q) ッゞフ7ィートメとキフィートの一つの距形(面積: Fuu.s 平方 

フィ-卜)i
(4) そとれよフィートの=立をっ二つの二手辺三q形 (面 

つ.丁平オフィート) i

CO 一辺 が/: リンクの正三角形 (面ﾡ; .よ平ガフィート)
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受にﾡ婚全体&収隆する二 とが計画zれﾡが, し 6 レセ圃場 を 枚 

Aするニヒは世行中のほ税計言の面から. ﾡ着の誤評をねそマす 

く. たﾡ専の側の非協力のヒゝなるヒいう州ﾡﾡの動きをとり 

ヘれてこの計画は叔系2れた・ (a) および(c) のロットはﾡ 

天と柿て位置づけﾡが (C)のアロw卜. 前このﾡ方てMah- 
alanobis〔?Jが考案レ 便用しPた帯用の器兵を用いて置づ 

けっれた- 画場内のロットビすべC乱ﾡの対で位置づけにげ、 二 

れらの位置づけとﾡﾡは画帰の南西のﾡから用 z れた- 二の次験 

は作付面ﾡの函ﾡ辱の全救調査のﾡぬに. こ の方に配置zn 白u 
回調在言によって天行2れた- 額在を始める前に &回 関査官をすべ 

C方氏府にﾡめ. 外奈突行の訓律を行なっﾡ..このﾡは 地方の 

監督官Bihar によってﾡ督zれた. ﾡ若 Gaya Sub- daivision 

の- っの村において作ﾡを幌緊した. 夕若のSub-divisionの=っ 

の村での試験は. の町ﾡの作ﾡが、 二の目的のﾡめにめらnれた 

日付以mにﾡﾡがﾡして了っ白ので. 二っで書く一つのﾡﾡの 

みについて天行zれた- るこの計画に従って 収及 する：： e び 乏 め 

られた全部て/g8個のアロw卜の中. oッ9個が収ﾡこれた。 次よ表 

は侵々の大ささのアロッ ト から得られ た 平均収量の推定:低 2 エーな 

一当りのホンドて示しCいる・ このﾡ果は各Sub-divisionおよo 
全休 とレ ての州研に示 してある- 後君じSub-divisionの花こ値を 

色々 のSub-division の稲の付面ﾡに比例して組合せる 二 とに上 

○C計ﾡ乙れたのでめる。収ﾡ定(はロw 卜が大2くるに 

っれて減少する. このﾡから た.丁平 うフィ - 卜のロットかっび 

かれる推こ値はs xのﾡ大ﾡ価な号えることがわかる- S、d 

平フ7ィ ートのアロw卜Czえワ%に近いﾡ大ﾡ値を号える。両 

方の場合ヒ収 最 こ値は形イロ w 卜で号えるのよ り有ﾡにﾡ 

い収受を5えゐ ニ とがわかる・ 平フィ ートの7ロッーでの 

大この傾何はすべてのSub-divisionについて一致し Cいる こと 

がわいる・ ニの話ﾡからMoradabad の試験 で の結 衆. 町ら哲二 

れらの試吹のﾡ行を塁zれているでﾡﾡﾡが. 携ﾡ用ﾡ口2用L
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c設 たした 小 プロット を 用いる ニ ヒ にビ危歌&件 うという-とバ確 

証zれた・ ニのお累, 7人と下っい調ﾡ官び互に独立に調をを 

しﾡのとしてはﾡしいのと忍えセら い.

不「ﾡ 和々の天ろろのロットに対する稲のエーカーヨリ平 

収ﾡ(ホンド)

Sub-division名 GaYa AuNangad
............ i

Jahanabad 地 万

7
フロットの 大面積 ロ

ッ
と2とP (マオト友 針

・■
く

---- -—

り ン
み じ

プ

枚

ョ - 
・

以

w ね

登 こ

プ 
□ 
・/ 
卜

そ 
カ ン 
sビ

男

推

---------- ・------- :-

/ ・ L - 4

- 一

2
—

公 ・4

wス +

ﾡ ・ "" み we oフu.4よ

一 --

on4er

-----
de ?4s.?

———

-。4 ク%2

-立み9フト

.4 9
の正三角秒

?4 e87と &+タスt め

■
?.み? 3 /eみ.7? 4oo? »4

1
一立』ィートの|

飯*蕨 」 ・フ.94
1

&と 4 wスs ,e2.r A /一と &o/ →/

ズと 玄 (必オンド％-C-尸 で 表わ し た プコ ・ノ I- 受の分ﾡか心析

Taluk 名 Bander Bezwada bivi Gannavaram
----=----*---*--*-- 
Grudivada

ブロ・ ト
面 っ プ

ロ
プ 
□

プ
ロ

プ 
ロ

の大22
W/
卜

w/ 
卜 卜

ッ
卜 玄 /

ヒ形
預 上

& 数

全ﾡ場 み -44o auoム? 少 /-

o *→0(ンワ よ4o 戸 <小. 7 み →4774 -a.み ddッ2.8 /8?o.

3フ*ート © →8 →7 4 4 →フ少4 ム ・ハ4.「 »4 73应 ッ4 s4.8

ュート ③ /. 8 7 ッ4 フ&.6 4 -ク424 4 →ao./ ッ4 aク4/v 夕/ム

よ卜 A

:
ノノ・ /→ 4 s4 vo/4.o と ・バ ワ/. 6 4 フハ/ ッ4 りク44

Kai Kalur 州

点

こ 千

イ ィ
二

r
・

平 〜
占 ボs ■-

平牧登の 

様ﾡ設ﾡ

(ポ ンFノエー4-)
運大え到

__ ________ (%)-------
/» ハーッッ. / Ζ ・み ・ワッワ→ /○?.

8 43 ?. ?. / /oC•ノ ふ

ッ4 488 ・/& ・o.. ? /→、8
38 おハ 3 a,4 →//. ・ a、/ 9. 9
e ・よoム.3 → 4 ・dッ・4 ・4ハ、ク

ヤム (IOメオンドジ-◆-)* てﾡわした プロト 収 亜の分ﾡ分新
7,0-/I- の秒と大こ 2___ さ5由平Fス V F E

1.w”セル厶…1•の矩彩7’ロット uo 'フo8 ハト4 (d) ハトw — —

I.-uタスの 正角ﾡ 7ロット /4トタ(/oo) u?& u4/ (/o) ・?4 (o8)

こ.-」フートの互間=ギ=町P ・フッ ル (/oッ) e74 (d) →コ/ 22→ (24) フ2-

ヤと安 係活向,ハ内園 場間,順党内ズロ"卜間の平平方の稚定 

個ヒ二 れから專 かれる村町い, 村内園場間F. ・場内アロットNP 
の分ﾡ成かな5える- ニゝでuV. F. Pは何れMoradabadの 

試験てみられたよろに. プロット が小工くなる に 従っで增如する.

Kis tnaに ﾡけ る稲の調査

二 > c . 現在までに素行されたすべての調査を采を広べる つ り 

はないが. 上IにiべPGava 方の調査と問呼に行なわれたMadras 

州のKistna 地方Cﾡ行しﾡ一つの調査の総ﾡは特に興味をひくで 

あろう. それは Kistn aにおいては画場全部な収検したからである.

kistaのﾡ在でむラーつっ zい る 点 H調舞 質 か 我務国 から 演慮とれた 

人々て"ナべて米東大洋 の本ﾡ止であっ たこ乙である。ぷ介ﾡは網査の

* () 円のﾡ子は白宙な込わす。
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たのに送ばれた 6っの Talukas Mに均に吊分さ れた全部で 3とo 
村をﾡ法すあものであった. 送ばれにれそれの村において、 稲を 

格付けたすべてのﾡ物の中からﾡ作為に っのﾡ物を法 し. 二 の 

各々の国物の中に次のようなプロッ ト を位度づけた.

(2) 先エ ーカーの形プロ ト /つ( よoソン7 *ス0ッ>ク ) これは 

Madvas 州で公去にﾡ用されにいあ大きさのプロッ トである。

(4) それそれ半怪がミフィートの円形プロットニっ

(c) それそれ手 そが スフィ ートの 円 プロットニっ

(4) それそーユがよフィートの正三角形プロット=つ

そう して受に- ・場のﾡり の全師が収ﾡさ れた. 一桜的方方法は約 

の 計 国と向じ である。ﾡ査ﾡはﾡしっていﾡされ. ﾡの植物にっ 

いてのすべての町 能な答支策をﾡﾡするニ ヒベ寝求された.

オ 7 後ほこ の結果を示す,すべての TaluKasに お い て標の%。エ 

ーカーアロットから 得られた収受堆 足値 と 全 国号 の 収ﾡ でﾡられる 

ものとはよく一致していた。何れの Talukasに おいてもま た地力 全 

体について もﾡ出ﾡ差でﾡ明できる 以上の差がみ られなかったが、 

二れは クイoエーカーアロットがエーカー当の不 偏椎 ﾡ値を歩える 

こヒを示すものであと。これはこの州の Tanjove 地力 の格に ついて 

以和行なわれた調ﾡの果を長づけするし ので ある(2〕. しか し大師 

分のTalukasにおいては小アロッ トからﾡられた女型ﾡ定値は全町 

埸 を 坂事 して母られるしの と相台違 って いる. ﾡ測されに帰りは幣 

に正 ( 過大誉定) であったわけではなく、少数の負の協合べあった 

(遥少誉ﾡ)・注息しなければならないことは、 このﾡりは. 多致 

の調査ﾡの結采を地方全体でプールしてし取ﾡけない ヒい うこ と で 

みる. *ア表は平均ﾡ登の地方のﾡ値の先分のﾡﾡを示Lて 

いb. ・エーカー の彩 ロッ トからﾡられた収重ﾡ足ﾡ日全闘 

ﾡから将られたものヒ統計的に一致しているが、 Nポロットから将 

られたﾡ壮足ﾡは依為 ヒ有意に\なっている。従って二れらの 植 

ﾡは Mora.daba4 および Gaya のﾡ査でられたしのヒー致してい 

る。 -
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*9 表J 二 ,间(G、 5口町場向 (F)、 田民内7ロット問(P)の平 

ﾡ平方の北値およ次ケ来のV、F、 P政分を与える。 二れによれ 

ばV、 F. Pはすベてプロットが卜さくなあにつれてﾡ加する=ヒ 

水わかる. 従って二の絶ﾡは Mora.dabad および Gaya の網査でみ 

られたものと同じ で、 小プロットで はは解送ﾡお よ びォ内 ・ﾡ問の呉の 

今東の不偽椎定位がﾡられない ニヒを示していた、

結ﾡこの網査は機ﾡ可能なﾡで位良づけられ、労務者名ﾡい入れ 

ず調ﾡ巻メで吹ﾡし将ふようなハ小アロッ ト で はﾡ量の不島ﾡ 値を 

藩契に入できるとﾡえられない. この危険はインドのような作物 

がそ均事に耕作されていて、 試験を税務およ が ﾡ務保 ﾡの正規のﾡ 

務ヒ してﾡわね ばな らない ヒ二 ろ で はﾡ に大である。 これに反し 

て イ。エーカーﾡ凄の大ロットではこのﾡりが生じないニヒが用 

らかとなった。
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1下オクス量のを記明す 

る 実験的法則につ いて

An ExperimentalLawDescribing HeterogeneitytheYield 

of Agricultural Crops.

By Fairtield Smith

( Jour.Agric. Sci.Vol28.938 ょ)
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作ﾡ収量の友興迷と説"する娘均決則について

An Experimenta1 Law Descrtbing Heterogeneity The Ytelds 
of Asricultura1 Crops

H.Fairfteld Smith
； (Jour.Asrtc.Sct.vol&.198はより)

/緒ﾡ

別場武験の効率猶進のために般良のプロットサイズを求めるとい 

う問ﾡは、 二れまで歌夕く※嶋されている. これを定めるにめにう 

くの所済で blank experiment(ときに uniformtty trtal と よ 

ばれゐこともある)が行なわれているが、これはﾡﾡの生産物を多 

数のハプロッ トについて灰するものである。 科壊する単位のチー

-を堀合せることによって色々な大ささ及び形のプロッ トに対す 

ゐ灰野をきゆることがでさ、 まにそれらの変ﾡ性が比ﾡされる。こ 

れら の炎ﾡで将られるデータ ーはあるﾡでは十に一武性をもっも 

のであったが、 しかし何か対天の目約のために最資のプロッ トサイ 

ズをこn らの試攻から決定する方法については 何のﾡ索しなされて 

いない. 際 blank exPeriment の結果を等びくのに 普通 に用いら 

れている方法は、 二の央についてし、 またに他の次についても重々ﾡ 

解を場びさ*すい.

$えられた糸件のﾡに対してﾡﾡのブロッ トサイズを求めるのに 

よく用いられる方法はFi9 2Aのはようなﾡを劇るものである。こ 

れは小表のblank expertmentのデー ターで平カフィ ー トの単位 

ロットを用いている. その撃旨をのべると単位面ﾡの/ 信から約4 

のﾡではアロッ トサイ ズが北することに よる交奨准のﾡ少が大 

であるという二とである. ブロットサイズが単位面ﾡの 6倍以上に 

る と変具ﾡのボ少ﾡは便かである。結島最速なサイ ズは 単位面 積 

の4～ 6倍の直にあるというものである。

この論法は最大曲幸の覧圏はﾡ刈位をプロッ ト しに座裸のスケー 

ルによってﾡまるという条を見落している。 Ftg スBではﾡ座標 

の目盤を2倍に、 またに紫座標を%になおしてある。普通ならこの曲
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ﾡは、 撃位プロット公ム平カフィートでなく、 3平カフィート(て=と) 

のときに画かれるしのである。この合の結論は、炭過なサイズは 

ス4〜36単位の問という 二とになとであろう. 友ﾡ性戒少の相対的 

な刻合は、 問べているプロットサイズの全ﾡﾡについて同一であ 

ﾡって上配の論の映まりであるニヒがわかゐであろっ.

受にスロットサイ ズの増大によ る交長准の求少を 隣壊す。地以 

Nの記系度がﾡ相関であると仮定した場合、 あるいは、単位プロッ 

ト を 無拒為に 及 復 したﾡ合に生ずなようほボ少と丈ﾡすゐというよ 

らな非料学的な反坂い力が よく守なわれる。様着の条件は Fi8スお 

よび3の央像で表わされる。このﾡﾡはﾡには慎利だが、降抜地 

救間のﾡ関が○という仮天が厳立する ともえない ( Harris /9/4 
/夕20 べ示したように)から、 それをﾡ崎的にﾡ特されるとよぶこ 

とは炭解をﾡく。このはよらに Lて生じた支ﾡは最の研ﾡ着Webe 

( /93s) をこれと及対方、印ち、披測 されたﾡﾡといわウ ○ﾡﾡ的 

ﾡ像の不一致は相関によるものであると して各プロッ トサイ ズに対 

す ゐ相M係女をけﾡし、これからﾡって卜さ o の 場合 の 理 論的友 動 

矢なを計幹 る とい う誤まり にﾡい込んだようにﾡわれ8 ・しかし 

牧は ある法則 に適合する 其 の軌 跡と い う人汝ﾡな ﾡ味においてのﾡ 

崎均歯象はﾡも計算して いないから、複辺値と計ﾡ俊と の-致し、 

計算が正しかったヒ いう以外にはﾡ味をもたない。

土地の奨ﾡ准を表わすのによ く 用いられる方法は、Fig 1になら 

って、 を地位曲女を画く二とである, 二の特殊な地区は、 中べを/ 

フィートMﾡにとったス*スフィー トのカ形プアロッ ト(すなわ ぢﾡ 

動平域を示すために強壊の燃平カフィー トの単位を一緒にしたもの 

の以武から作 ってある。しかしこれまでの 大多数のblankexperimet.で 

用いられてきた単位フロットは堀長いしので、ﾡﾡ柱を表わす地岡 

はそのように単位から作られてきた、 二れら と比ﾡするため $2に 

おいて並べる町場で、・場を構断する二方向に※うて長力形アロッ 

卜な作り、 その坂登からもう一つの地ﾡを作った- このよろにし て 

ﾡたﾡ地位塚は、フロッ トの長立の方向がどんな方向であるに Lて 
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もこのヵ向に送うしのが圧倒的に多いこヒがわかった. 二れは細長 

いアロッ トは、ﾡ地位事がアロ ッ トの天ユを機ヤっているよ らな場 

では、 それを表わすの に十分な象のﾡをすえ解ないためであと。

そのためァロッ トをﾡ角方向の変勤は-ﾡプロッ トと平右な方向の 

交物よりも大きいようにえるよ、 姫々生ずるそのような外又も二 

の創とじく全く座のものである。

これまで土ﾡの以ﾡﾡをるための芳えすべき計量均ﾡ は為え 

られていない. Harrits(/9/s)は、ﾡﾡ准の係数(coeがftctent of 

heterosenetサy) と してﾡした地ばに対する坂型の坂内ﾡ関係な2 

用いること を長築 した。 しかし多くの研ﾡ着がそのデーターについ 

て労をﾡしまず=のような保ﾡを計ﾡしたにもかゝわらず、隣り合 

った地数のﾡﾡ友に相ﾡべあることを示す以外の目ﾡに役立ちそろ 

には思えない. このことは殊に後れていととはいえないまでも、は 

ゐかに手*のかゝらない F9スのような図を用 いても同様に よく表 

わすことべできる.

ﾡつかの町ﾡではある方向のﾡﾡﾡの次勤が他の方向よりも大さ 

いというこヒが多数の blank expLrtmertで 示されている. そのような 

風埸 では 長女 を 土城 の 表勢性の大さ い方冋にとったプロ ッ トの力が 

変勢住の 少な い方向にとったものよ) 交化がケい から、プロッ トの 

形択に注ﾡし 点ければな らない. このような四ﾡでロックを作る 

のに色々 さ形の プロッ ト を配列 すること は危ﾡでゐ って、 文ﾡに 

告されている明らかに友則的な結果の鉄つかほデーターを勝手ヒ園 

Aさたブロックにぷわししたことに条因するしのである。 変奨性 

に均ﾡをよえるﾡ立な因子としてのプロット の秒状につ いては返も 

セﾡ的な送崎が Christtdte(/93/ )によって午えられて いる・ かな 

ク のﾡ測デー ターによって東づけさ れたﾡ崎均検台によ って Chris- 

tdieは☆点なる場合においても正形プロッ ト不4長い プロットよ 

りも一様(有一> と なるこ とはあり 得はい’と結んで いる。

残冬な こヒにこの迷商の 堤に はブロック 内のプロッ トの配区に 

関しﾡ際と一致しないような制が合きれていらが、こ れは今 更
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落されてきたはようにﾡわれる。ﾡえば Day(/9ス0) ・ Wood.& stratten 

(/909) などの希表して いる領長いアロッ トはそれらの白きによ っ 

て は綾分正方形フロ ッ ト よ も交勢べ大さく なることが あるとい う 

データーからも示すことができる、 それにしかゝ わらずﾡ長い プ ロ 

ッ ト の 友動が 平均 して正方彩の ロットより もルな い というﾡﾡは、 

ﾡ際ありそうである. 二れは隣ﾡし た地ﾡで は離れたとこ力よりも 

福凶が高くなり易いヒいうﾡ祭と一致している。

え ノト プロット によ る ホ 麦 の Blank exPertnent
同ﾡにおけとすべての Blank experimnentのおは. 与えられた地 

ﾡについての最大精及が位のﾡﾡヒ百立する域少のプロッ トによっ 

て呼られゐことを示している。統計 分析 を主とす る水霊試験で は仕 

李の大師分ぶべ攻地面がにﾡ壊北凶するからこれはﾡなら / プロ 

ットを/本の植ﾡが占めゐ面ﾡにまで小さく してもよかみう。 その 

よ うなﾡﾡな択では試ﾡ地の保艦常のW合が不加合になとが 、 試 

ﾡ地をﾡﾡ的に利用する という面での神益べ十大き ければ、相秋 

されるであろう。 それでしロットに対して/本のﾡﾡというのは 

字約とはﾡえられないから、 上記の系ﾡのあてはまるロッ トサ 

イ ズの最小原肝について の知ﾡとﾡる目約で . /ク3年に Canberra 
にい て小規模な Blank exPerLn ent を行った。

教験の震愛

Woodfteld cbberを用 い て Waratah穫 の小 ﾡをらイ ンチおきの畝 

(Yow) にげB2イ ンチ、深さスインチで 一ﾡにﾡき つけた. 収表の 

祿"ガダ九般目)には.用竅初来 生 画けるために ﾡ例の女っのホと る衣の 西端, /フイート受及捨てた.政り 

の 一 /よフィート( 30ﾡ) *36フィー ト —— を / oP。 個の% 

平カフィ - ト (ﾡの長さ/ フィート )の7ロッ ト とLて 収ﾡ L だ"。 

プロット 当りの槍物の数の平均は( 6位番き つけた中)5、0スでお 

った。製ﾡの型とﾡ長あたりのﾡの致 についての全デーグーはサ 

( Woodtek dtbberは christ church にあと=ユージーランド小ﾡ研究方の C E.WoodfieLd氏がﾡ条製 

作したしのでみち,これは研火与級の/(/930)P.6に記述されていと.
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スケンジントニ の Natura/ History Museun の者海 と ャンベラ 

の Dtvtsion o P/ant Industワに保宮 されと.
卜 の地ﾡの土東の支は町ﾡ的で、 すべての才向について同祥な 

え勢べみられた- 二は2t平方のアロットﾡ垂のﾡ勤平から 

っに導地 出世ﾡ(FS /)および測問間( Between column) と教の 

M( Between pairs of rows )(帽が /ft となるよ うに対に したから、 

別と比 較 で さる ) の平均平才が73? と 580 のように 類伙してい 

とことによつて も かめられと。

単位アロッ トからﾡられた収置の夕布は対昧で、ごく堂へ路が届 

になっ ていあヒこム だけが正規分布 と金っている — すなわちみ 

がﾡ で あゐべそのﾡが小さ い ・ FLsher/9iる、5/4)。

ﾡ々の大ささおよの秒状のプロッ トに対する分枚を*/ま に示す. 

プロット の秒状

第ノ表はプロ ッ トの希状がﾡって しﾡﾡ駐 ヒは一甘した違いの生 

じない ことを示して いる. 意の、 特のプロッ トサイ ズに対する 

発はどのﾡ合でもも計的に有港でなかった.

ロッ トの大きさ

Fts ス はこれま でに報告さ れた すべての 8lank experiment に お い 

て拠衆されたのと同じく、 プロットが大きくなるにつれて友勤性が 

ふ少すあが、このよっなﾡ少は同予なﾡ幸的反ﾡ(Randor hepli- 
cation ) でﾡられとしのより小さいこヒ を示 していゐ。

プアロッ トの大きさに対する友勤ﾡのﾡ帰は、ﾡ測値を両対女膜 

氏にプアロトすると一ﾡよく理解でさる(Fts3 ). それはこれら 

の条件のしとては 直解 になゐ。二のことは、 アロットサイズの相 

的 ﾡ加に対する次ﾡﾡの相対 的少 べ . 製測 ・の覧ﾡをュ じ て同様 

(2)この民図は的なしのでは 子かった。単位プロットが工方助であったなら、アロットの翌に対すゐ結の析はかな

Hになったビﾡわれる。ﾡにNじﾡ面ﾡと決沢しかっや々の大ささのアロトな冬あに出立てなためには、もう何 

の単也アロットの女は/えの他政てなければならない. これうのことは lank exrerimnent &夕杵したニビの 

あと研えﾡてpればでしえ付くものでみあがしかし二の地上の細は受なの災一あいてゃんどいつもし以通ミハていと.

• ⑶ これはK.G karstentべたﾡ字が*いて、プラっ上みらめた。
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である。い、検えば目一のﾡ合で友勢せべ及少することをﾡ味し 

ている。
二のﾡ保は

2s ゆ= &asV,- 48s x

なる方程式で表わす ことができる.但しVx は 面顧 工 単 也の プロ ツ 

卜に対する戦位面不当り女量の分散である. 分枚は様々なアロッ ト 

ﾡ女からﾡﾡしたから、 回帰をあてはめあ場合には、各央にその夕 

飲の送女のﾡみ名 つけ方ければならない" これらのデー ーに直塩 

回ﾡをあてはめるﾡのﾡ度ﾡ象のﾡ測ﾡは分ﾡの対糸である. 分株 

の対太のヶﾡの */並似としては

14t◇.かドドだ］・ミ •

をとあニとべできる。 こで よ4=ム/てこjは 4の涙半嶋をで、 ニ 

れはムの平均ﾡに比して小さいとろえられた。 はたメ2=Vで. れは 

分度の推定に用いられた 自由度である. そうすると、回帰はれに逆 

比例寸る史みをつけて

得,。Vx=332タケー0744 &c*

すなわち
, WハクVx= -み7テ

ななこ とがわがる. こ、て力xすなわち- は平カフィートあ 

たり の%グ ラム数であ り、 ては%平カフィ ー ト の単位数であ © ・ 係 

象ル(0ウ44g ) の更せかけの棟設送は +の、0/2である .

3 これまでに報告されていゐ Blank exPentmentのﾡ要

キャンベラ Blank exPertmet で複ﾡされたよう方プロットサイ 

ズと文めﾡとの関保のス程式べ . 公列された他のデーターにも一朕 

ﾡにあてはまるかどうかをきめるた めの検ﾡが与なわれた。*る ま

() 勘ﾡあてはめの先伯う表は各認測ﾡべﾡ立てあるという低ﾡのもこになりって いる. 

いすの場合、この条は全にはﾡたされないが、しかし本々に履な二Yはほ職的な内係を表わす 

ﾡﾡを求めあことであって、有乱ﾡﾡ定は 二や的なり味にす ごないのである.
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と Fts サはう9 ﾡの Blank epertmentの造果である. ﾡ頼 し得る結 

果を今えゐにはあきり にしブロッ ト の※が少な いとか、あるいは我

の日史にﾡ合のﾡい形でﾡ表されている小くの試ﾡをﾡけば、
Fs 4にはさx ンベラﾡ者ﾡにおいて利用するこ とのできたすべて 

の公表された研究の結果が合れて いあ。ﾡ賞の商復を計によっ 

てあてはめとこヒのできたWAおよびPを除いて、直線 回用は フリ 

ーハン ドで引いたものである.

一桜にプロッ トサイ ズに対する杯ﾡ差の対*の回帰は大ﾡにお 

いて 直原 で ある こと が 明らか で みる。町場P、WAおよぶWBでは 

上に反る板 向が 見られる。甘ﾡについてのつのﾡﾡ ( FAからFHa 

て)では、 その各々について二つの回ﾡが示されている。 その一つ

■ は増一教( Sins/e row ) (本象ゝ のアロットのもので、一つはWを 

ぬつかまとめて作ったアロッ ト ( Mu/tip/e row p/ot ) のものであな. 

しかしﾡ者 ( Thompson. P39よ)は、単一歌の プロ ッ トの方が友動ボ 

大になり、 たせさのﾡ作力去の対性によって同じﾡの中ではﾡﾡ 

水市くなると予地されるﾡ歯 をあげていあから、このこと は土ﾡの 

ﾡ具住とは多ﾡ門係である。副物HB、 L、U . *およぶYでは 

フロットの形米によつてﾡが変っているべ、これは土の友勢が 

ある向では他より も大き い ニ ヒを示 している。

ﾡ測さ れた回帰係象の価につい ては、ﾡつかの運論的な尚ﾡに注

してから後ﾡにおいて論ずるこヒにする. 作、 土長 たは呼 

ﾡの述い によって生じ た保次の 交勢の大きさは、いまのデーターか 

らは十今にめる こ とができない. 授劇質の誤差によって相劇はﾡ 

く な る傾向があ り、しか も回帰係次は 廃展地域の 相関の ②xである 

から、耕作求点、すなわち科标、叭殖、ﾡ級、ﾡ返のﾡ差ちよな振 

ﾡの遺伝 約長め性によ って, どの型測値は土ﾡのみに回有な値に 

べて大きくなる機向次ある。 土ﾡのみに国有な係«を求める= とは 

理的的に興味ある こと で あろ ろ が、 しかし、 目下のところこれらの 

附 照的友 ゆの効果 を分滩 する こヒは不可能と思われる。しかし二iれ 

は、 実際上はﾡんど向ﾡにならない。何板なら実験を針域丁る目布
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からいたばそれらは当ﾡ 試験 に合まれゐべきなのでテろから、 そnれ 
らはおそらく物のﾡなあに従って返るであろう. :

近当な常ながよえられ ・ ばf

4 Vx= &8 V,-8 &y x

なる回岡は、複別されたﾡの土ﾡおよぶﾡ物のﾡ佑性な表わすも 

のとろえられよう。 愛なる作物およひ土ﾡに対するプロット収置の 

友勃性を地ﾡすらたゅ、 F84にみられ々回帰を友換して 平カフ

卜て表わしたプロッ トサイズに対する 交ﾡ住 "係察の回帰を示 

したに。 二の結票をFsよに示す。ﾡﾡのプロットサイズ(ェーフ 

一) に対すら応す と交あ住の係«ちよ が平均京置はス表に5え 

られていあ。

作物 は 大継紀 に3#にわけられた。小長トウンサ( Pango/d:) 

時乗、 大受、 モロコシ(馬福) は最し友物が少ないよっ一ﾡわと 

トクモロコシ・馬央考. せ嘉締 およﾡ牧里は向て、ﾡ樹 

しﾡﾡが大 き い,

4 ブロック内の分訳

8/anK exPertment から場みかれた結果 &代的々営除業務と調細 

させあに/にはブロック内における色々な大きさのプロッ トの友ﾡ 

性を考えなければならない. 一見このことは向ﾡを復稚化すんょっ 

にﾡわれ必。というのは色々な大きさおよ 形状の アロットと色々 

な大きさ形状のブロックとを但告る町ﾡな場合の女は非常に多い 

からであゐ。 しかしし しテ状が 受税でさ ば、種々の木をとのプロ 

ットの友ﾡ性を与え»一桜的法叫がﾡられ»から、 ブロック向 い 

いてはプロック内の分旅を衣わす式をし場びく ニとべできん

野2およな3において、 夕々は単 に試験に同い られたに画ﾡの全地 

或にわ たるプロ ッ トの分敵を考えたに.しハし画場の大・さは全く任 

逐であって、 5えられた場何なゐ謡場し民 に大き い場の/ っのプ 

日ックとるえらこヒべできみ。 したにべって、分ﾡを測ﾡした地ﾡを 

ﾡ示すゐようにこの用ﾡをしっと正ﾡに ﾡ炎す ゐ二 とがﾡてある
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m個のアロッ トからなゐロック上てのて地位の面ﾡのプPットの 

単位面あたり牧玉の分象を(V)〜 ヒおく. そうすbとnﾡのプ 

ロッ ト の○聞場に対し て実ﾡ均にﾡﾡされた同婚は

(V)ォーイ Cレx-夕-&ァx

てゐな- LかL場の大きさ7が任倉に回され、 またこの回帰が 

ﾡ崎的に当であらとすれば、 二の回は其々ベﾡを求めなけれ 

ばな らばい 地貴 とﾡえなかも しれない任ﾡの他の大ささの画場につ 

いてし旅立する、 しかししLれが変れば、上述の回帰ははじめにﾡ 

められた以外の任ﾡのﾡについてはﾡﾡしてくと。従ってこの回ﾡ 

は . ﾡ験的法叫は町場の大ささべ交っても衣らない という受来と相 

夕す ス ・

二 の提央は ・ 吸刑 された 町常が 単ーブロックとしてﾡわされなよ 

うなﾡ原に大さいﾡ場をﾡ定し、二の法劇が、

6a(Vx>o=&a(YI)o-44チx (/)

すなわ ち /

(Vx.=ゲ (a)

てあ8と仮定すれば受ﾡされる。

ケ=/の場合、二れは〜ﾡの独立な単位の平ﾡ値の分ﾡに対すゐ者 

重の 公式を5えめ。

ブロックは単にサイ ズの 大さ いプロットにすざないから、 ブロッ 

ク向の分Kは 同 じ 方程式か ら推えで さる. したがってm個のプロッ 

卜からなゐプロック円のつ単位のブロッ トの分 旅は 次のよ うな 分 ﾡ 

分新によ って与えられ々。

だ、し入は"にずけ2・。=

ブロック向 (入一/) 7L(Yim入x

ロック内 入(m-ノ) (Vx)m

計 (入m-/) (Vx n.

二のとき 極服においては

_ m(Vx)～。-m(Vxn)。。. _ (/-を)(V～)。s(Yx)m- 7u-/ -/



-292-
となる.

7および4の倍が今えられ\ は.(V*)n /(vx)〜 はくに是ﾡ係 

に 常收である. よって ﾡ接す るプロッ トビう し口加屈のプロ ットか 

らる一つのブロック内のプロット 当 り分終が、 プロット の大さ さ 

にかゝわりな く芸収に大き い町内におけカプロ ト当り 全分散に 

対 し 同-比字を示すというような彩でﾡ型してい必。換きすれば 

nプロッ トの群同の鈑 内相 肉はブロット の大き さがどうでし同一で 

あるということである。

この仮総のもとにおいてﾡスおよ な3に紀各された夕散は

n九(7れ4- zそ)
4a(Vxァx=A2(Vt)o-4ゆ子*十 &-Z------------

7L (t一 て ) 

な»彩の回帰と一致しなければさらない、 二れは僅かに下 に凹な掛 

塚であるが、曲 線的蟆 向が はっ きりするのは が oに近く なる 

ときだけであってﾡはこのﾡ囲ではうまくﾡまらないから、曲曲 

均徴向はこれまでの断で用いた法では検公できない・

しかしなべら、有曜方ﾡ場に対する町帰から椎ﾡされたイのﾡは 

類ﾡ間場に対する同等なけとは事実上契さるてあろ ﾡ測された 

◆を同考な#に 友検すたのに最してっ とり早い方去は、 5えられた 

のﾡ町 にわたって◆の値の系刻の修正量を求めるこ とである。 

これは図上で行なわれた. 将られた修正ﾡを次表に表わす.

( 挑条そたイのは供分かは投ﾡされた単位ロシトの個数に体場すゐこと法せしな

け れ ばな らない.二 の余件ば 字 際のデーターみら示す = と しでき るし、また ぬ的な景四 団 場 

に対する法則のみならす対«の占旅回ﾡが5えられた大ささの有ﾡﾡ場に血用でさる 

というα浅からしﾡ論することがでさろ.

ケ /0 "•ク 06 よ 0.

% 0 Q00/から クク/までの 始國 での 夕 /o ou o?/0 24/? P443
%の o.o/から d/きモの 脱聞でのタ /o 2夕z2 223 at?と aよo

〃灯 03 225 22 2/F ヘ/

尔 のル o/から ◇0/はでのﾡ 町て# ん如 23&L a26 Qzラ/ 2257 Q226
% の ○0/から ・/すでのﾡ町びのイノ 0％タ 0 "WN ・7/ 4u3 ペシ2

-293-
方ﾡ式(2) はブロンック当りmロッ トを有すと地ま試験のブロッ 

ク当クnプアロトの試験に対すあ相対的効辛が .

(Vx)れ m(7-/)(/一れ-ぐ)
一 - 二 -------------------  (4)
(Vx)x ～(れ一/)(/一-◆)

であゐこ とな示 していと。

プロックの大ささを友えるときのダ監設差に対する影督を示すし  

のとして、 包々な加■およ なム に 対する (Vx> [ の 曲を (V)。を / 

にとって画いたしのが3らであた, これらの用法の一ﾡとして、

4 o ﾡの処ﾡをもつ試ﾡを点 うしのとL、4○個のプロットのブロ 

ックを用いる一元認面( Stnple Lay-out) と比べてブロ クの大さ 

とを能少できる被能は試験(例えば、 支互作用を末将したり、 あ8 

いは " Pseudo-facto卜" を用い島 ( Yates, ハ35、/分36) = と によっ て) 

&株用すあのがﾡかどうかを知りにいものとす必。ニの嵐 場のx 

異枝の係致/k 0、スに なるこ とが予 理され ゝ ば、 よ、 /o、 20、

0ロットブロック の相的ﾡ辛のﾡ持値 は

053 0.よ3よ 0よ3$ $3よ
------  、 ------ 、------ - ・ -----  二 /$8 ミ /3o 、//3、 /

0、/0 #?5 2おjs

であるから、小ブロックを用いるﾡ力をす8 メの問ﾡべ大いにあ8

ことになゐ。 しかししし4 係攻が大朱0、7 で あれば相対ﾡ効幸は

//ス、/◇6ミ/.03ミ /

にしかならないから、 商単なデザインでの大ブロックの車出性を保

#するのが最食 であろっ。

上記の (2) の誘算と 同様な方法で、着えな方向的友受性が方赴し 

ない (したがってブロックの形状はﾡﾡでなしような場市では、 

mxmラテン万格の誤送分 ﾡが

) m(ノー-◆) ( (Vx入. -1一)
と

(V)。

で表わされるこ ヒ を.証明できる。

ﾡス表で5えられﾡ調整された4保救のﾡ女今布 は
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205- 0.よ- い.こ5- 0.一、 ou5- 5- Q&よ- o75-調ﾡされたケ "广 025 2年 「.よ ◇よ e4% ク k ◇す 計

度 な4 りt6743 /ゞク
でうる. 二の平点値はのでああが. 併のﾡ戚恒は0と ・ て" = の 

ﾡ国の 茲 には掘型値があゐか ら、条件 の 多柱は非幣に大さ い。

5 プロットの最回の大さ

/ カセ式 (/ 4) および(2 ) からハブロッ トのブロック内の人 

ささのプロッ ト当りの報は

/ [L-/) て←------ 二 ------------  ----------
(Vx)m. m(/ーーや)(V,)〜 ・V,)〜

でうち, プロト当りの営用はE塚回

K,+
てすえんことがてきた。このとさ悟報の単当り書用は

mL(/一 -ぐ)(K,+Kュて>てV,)。。
- - ()

(7-/) xら

でう々. これは

イK, ・

のとき ﾡ小 でみる。これは任尾の寺えられ た試験に対す と最し効 

均な大きさを定すゐにゆの公式を5える礼のであた- =れは用 

可ﾡな面宿とか・ 処理の誤ﾡ夕枚を任ﾡのきめられたﾡに までﾡル 

すらのに要すゐと思われあ ﾡ歌から定 ま るプ D ッ ト G 個敖 によ 

っ ては 影智を受けない ・

6 保渡プロット( Guarded plots)
ﾡ事試ﾡにおいては、 全プロッ トの問塚の保ﾡ地数を取除く のが 

普通 である. 二の年件の影寄はこまでの怖では気初してきた。

ある地ばを隣る個のプロットに分製し、 一つおきのプロッ ト 

を保ﾡ地域にとるしのとする。 そうするヒれがしし郷 抜な ら、の
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• ・ 大 方が将ら 一

D、F

ﾡペロット向、E グれーノ
保ﾡプロット向・G キn-/
-- パ

M -/

E-Gの平均平方ド他の二つの成分より小さいように忍われ々。と 

いう のは 隰模プロ ッ ト内の比装に依存するしのであとべ、nが大さ 

ければ三向と G向の平均平方は全体の平向平方よ り位か しか大さ く 

ならないから、 ﾡ目的には. 似 的に岡をが手しいとﾡえてよい 

からである

二の嶋法をお し道めれば、 それぞれてなる ・ 試攻地式 ・をしっm 
ﾡの保ﾡプロ トのﾡ面べ、同じ面ﾡての保ま滞をしなないプロ 

ットの n個 のと同じてあれば、 ﾡの保区アロットのブロック内分 

飲は(Vx)w. に等 しい こ とにな る. したがって5よの続はﾡ単 

な正で保ﾡプロ ッ ト にし回用で さ る.

改にブロックが相ﾡる単-の旅のプロッ トから精成されとなら . 

期末の保惡地風.( 面聴A)はロックの外側にあると考えることが 

できと. 側面の採ﾡ地域の占めゐ面ﾡ は "試ﾡ面ﾡ ・ xに対して

• B= (W-w) /w

なる 比率 を占める. こ 、では試ﾡ地がの嶋でW試試及地以+ﾡよ 

地ﾡの帽である. 単位面ﾡの保 ﾡ地償を 政り扱うにめの普用名 火。 

とすらとロッ ト当りの研用は
K, + Kュx 十 Ky (A+ B*) 

て与えめる. したがってと同なにして. e位情報 あたッ八賞府I
ッ_夕 (K・十KっA )
今 7-ベ)てベっースっらう (

のとさ承小ざめろこ とハょかス・

7 効手べﾡ高で方いプーツ トサイ ズを用いるときの営 

ァ理式 ()によってﾡ位ﾡ報わ た りの管用は

Const.(Kく,+ K2) x一
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レ与スられ、 その最小ﾡは
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またじめからざり まで同-ﾡﾡのﾡ力を用いるしのどする。

イKく
ズ 三 .......
-6) K2

二 てo

ななときである。効平の最高でないプロットサイ ズのあ合の相対的

官用は

であゐ。

ﾡ用 ,ハ_ゝ
多 二----------- = イZ + (/-イ)Z

派小ﾡ用

= +eそJムZ+(,ーイ)66fxz

(7)

(P)
たゞ しZは っで- し効の高いプビ トサイ ズに対すゐ用いら

れたプゴツ トサイズの比であた。

オス式()の万が計ﾡにもきた対称な相対的プロッ トサイ ズの尺 

ﾡ2与えるにも都合がよい. 要味みあ= とは6=のよヒするヒ (P)が 

ﾡ曲ﾡの力複式ヒなと 二とである. Fis 7 は 6=o3 , o5および 

0.7の脚2示したしのである。 &=A$のときのﾡ率は

最サイズの2花またはのプロットの場合 ク6%

・ uﾡまたはん ・ ro

・ み結3たは% ・ 63

・ /g倍または% ・ ルクカ

でああ。最適サイズの&から倍のﾡ国ては、 その信はこれらの社 

実値に チまりﾡ保し ない、こ の覧田の外 でに &がp.s より小さくな 
、含大さろコロ・トとッノ

なと、小さすぎカロット を用いち とさの方示非 に試用が入とな 

る。またるの$より大さくなれこれと逆のﾡ 向が生ずる。

y 5えられた試ﾡについて最しめ率のよいアロットサメズをﾡ 

来すた計ﾡ側

ﾡ究内な坂ﾡ営ﾡでは格ﾡの本*とかす*ﾡの救を女えたり. ﾡ 

わらべ 敷垃の更 さをはかり 製粒 あたりのﾡさ を椎定す ゐ= とが災受 

であな。 キ<ンベ ラ東ﾡ画場で の係女少は約07よ と推定ざれて い 

ゐ ・ Woodfie /a d:ber によゐﾡ確では(Fow)なフ7ィ - 卜( 

プロットの崎)にﾡ切る。 この ﾡの 向ﾡはとインチである。 はよって 

A=山平カフィ - 卜、 B=033 である。労力以外のﾡ用はﾡﾡで

それはﾡ去の経ﾡによれば平均ち し て

(/) 穫子の羊備 平ガフィート当り 0005人、時向

る)橋 ﾡ ク 0.0/7 ・

(3) ﾡすボ歌ﾡ査 Q 002 ・

( F有本坂調五 0.06え ?

(5) 式ﾡちよび向花ﾡ日のﾡ刈 プロット当り a033 ・

(o) 収ﾡ前の本攻調査 o.0/ ・

() 保帯の刈ル り Qo0/ ・

() 、
収ﾡと ﾡﾡの平ﾡ

,&030 ・
($a) J 1 .025 ・

(9 ﾡ«の 本えあげ 平カ フィー ト当り o03ぷ ・

(o) ) ク ( o. o/e ・

(04) ) プロッ ト当り t Q o'6 ・・

v 牧也 のﾡ ク .0/8 ・

«z) 教位 あたり 平均の登量の増定

(③) 統計今*

ク 006 ・

のとき

K, こ(s)+(8a)+(/04)+(/)+(/2)+(/夕)= ロット当り 035人:周 向

K2=(/)+(2)+(3)+(4り)1(6)+(8)+( 9)→(/の)=平カスート当り a/人 時向

K=(/)+(Z)+(ワ)=平カフィート当 0.023人. 時向

& (K, + K9A) ククS14Nタソ4, Z3 xメ>
て= -----------;- = ——;----------；----- て、三 よ平カフィート

(/-6)(K2+K3B) 02S(2/8+0023Yのjj)

出)
フ Aニ Eろの面検=とイ:xZ*メプィート = "年方カート

またW=ノすt、 ・=ムスィート-Z*&イ:チ=3フィート

B=臼ハ品ポのt合= (一/ふ = S * c.3s
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大ささに対するアロッ ト分旅の同帰というのは A験研究におい 

て普通にろえ られていん大ささ の町 "3での経銃的な向保 である. そ 

れは隣ﾡする地式の相口がそれらの大ささにか、Pりなく 同奪でみ 

②ことをﾡ味しており. 二の条件は早院り立たなくなるのでおる 

から、 二の内保をﾡにﾡ長すゐニヒはできない. それに孔か、わ 

らず、 二れによって色々な 大き さのアロッ トまたはブロ フの平均 

の相対内効字を近似約に評ﾡ ゐ万去べ将られる.ﾡ攻4のﾡはな 

いﾡ町にわたって 土ﾡの変受様式に対する支就の一つの点度 とな 

る ・ Yates (/935) によって日程ﾡの愛ﾡか色々な乱ﾡ法らよ & ラ 7 
ン方ﾡﾡ験の効手 の推 定値 から示されて いる。変区株がﾡか しかわ 

からないとかまた は全ﾡわか ゆないようなﾡﾡについて、異な: る 紀 

※の相対的妨幸を正に予測すと = とは結写不可ﾡである. おそ ら 

く異宮的でああことがわかっていんような町物での岬復よは低く 

また明らかにﾡ天ﾡベー域な圏場での6は商い 二とべﾡされよ ラ 

不、 しかし◆と才皿表の変ﾡ係数との向に相向のないことは、失 隙 

はそのようなﾡ定べる当でない= とを示していあ。 現在aで たに 明 ら 

かになった呼りでは全交勢と、色々な 肥沃度 の 分布 してい る 規 相)： 

目土環 裏 傷柱の計至的尺度では別々 に 考 えなければならない うな 

二っの要なる対准でああとﾡわれる。Lかしながら、 振適プロッ I, 
サイ ズちよびブロック当りのアロッ ト個教の 減少によ って生ずる店 

報の増加は- ふのにのサ依在するニヒに注慮すべきである。 病 

に試験研矢に 用うべき画場について、ﾡ切な係攻をﾡめた= とが 

れ位のﾡﾡを しつかを述べとには、 5えられた画場での4が数与崎 

にわたって ・ また色々な作ﾡについて 同様な伯 &核統すんかどうが 

について杏えばならない。 二の央についてはし L表ﾡ様式が一# 

であった なら、引ﾡく与のプロッ トの共分 枚が、 二れまでみてきた 

しのよりおそらく 一層有用であ ろっ 二とが期ﾡさ れあヒいう以外に 

は今の と = ろ何 の証共 し5えられて いな "

プロットサイ ズに対するﾡの回帰は隣接すゐ地ﾡ向の相肉の

-29S- 
駅 で あ もから、プロットの秒状によってゐる程ﾡのﾡﾡを受ける二 

とほ 理 踰的に も 迎 り られないしのと思われb. それは知長いﾡ状地 

城 の 珂端 の 相 因は 普通 同じ 面ﾡの正方形地式の辺ﾡの相肉より ﾡ 

くなゐはずだからであ»。 したべってﾡえられたプロッ トの形状は 

回帰 に あた 程度 の 影 智 を およ ぼす こヒが想されよう. ブロットの 

彩求の宣撃性はしちろん特方向について交ﾡ雄なあらわれと s う 

な即で著しい(例えばUおよがL). 交勤ﾡの方向がﾡ如で、当 

ベ校統住をしつようなﾡにおいては、用らか に特 ﾡ方向の細長い 

フロッ トボ髪求されるてあう- そのような矢ﾡのもとでは. 指定 

された 方向 に 対する 二 つの係救&を 用 い てﾡ求性を記述才る ニとが 

よいと河われる、 その一つは考えていゐプロットサイズを椎 定す た 

の に盗用 でき、 しう一つはロックの大ささを考えたのにﾡ用でき 

ろ, Parker& Batchelor のデータを候用したYates(/9s4)が、
着者の与えたっのタﾡのみを用いて導いた F:8 4の回術Mの示 

すより小さいブロック で最高の効ﾡを 将たという事夷は、プロット 

またはロック の形状が変化 したことによゐしのと思われと。

/0果均

小 友 の Blank expertnent のデータ から、種々の面 値 のブロット 

の配稿の 対象に対す あ分の対攻の回幡が並似的に 一次である= と 

がわかった。他の3 9ﾡの B lank exPeri men t の文献に報きされた 

分散等の回上での検討から、 それら の実験ﾡﾡの大部 べ問じま 

に従う 二とが示された、

この回帰係女がにあ々ﾡの補正をほど二 Lて"ﾡ暇。画場に堀用 

できた修正された係女よを求めれば、 上記の法叫を (任ﾡの大ささ 

の画に皆問でき るようにゝ抜張し将ち二とべ示された。

() ミの向戦に対Lて 甲いられるであうとわれなデーターが Sunterhy(9su)よって、マラミムギ 

ムラキ ウマゴャ シ(Aリarfa) およびトウモロ コシの3一5 のざﾡ についてまたG-arberx(J agric R r
(924)jj,255-42)によってのカラスムの及料およびルﾡのZ与内のさ験について、斗た(J Aner soe Asron(9/) 23 
46-)3与向のトウモDコンなど卜系のがﾡについて5えられている. しかLﾡ名にはニドhの解に墜する単内的な夕たがない、
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二の一ﾡ化された肉保から、保女伏べﾡ知の週ﾡについて、ブロ 

ック当りのロッ トなをなえた場合の乱ﾡ法試ﾡで端台されら平均 

内な相的ﾡ字 そ示す去(()>べﾡびかれた。

買に任息の与えられた試映について」ﾡしﾡ年のよいプロットサ 

イズを推定すたのに用いる二 とのでさん公父去(5) も びかれた. ﾡ 

もゅ幸の高い大ささ以外のペロッ トを用いたとさのﾡ用がF 7の 

グラ フで示された。

-301-
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50 ャ表 種々のサイズおび形状のプゴトの今

-3○3-

F&え プロットサイズとロット当り標半ﾡ差、獗府 

%平フィー ト当り%グラム数で表わしたプロ 

ット当り概偏差(4*) 様軸: 平カフィート 

の 単出数 で 表わ したプロット サイ ズ(ズ) 

契象は相ﾡのない単位( wちと単位のスB群で) 

を4合せ た場合に将られたﾡ半角差の波少を表 

す. ﾡ象はうﾡ式 ______

Ax=V(2/37/ェ°7"めう

を表わす。 各ﾡはﾡ面稿 (工表ゝ にあてはめス こ 

とのできる各サイズのすべての形状の平均的今核を表わす.

(キンベラ,ノ23

X平カスートの崎 
産孜で孜わした 
フロット サナイズ 

(く)

プロットの平らだ、 
フ・トで表わした&さ

教にﾡ角に 家にって

平フィート当 
り 撃のケ 
ﾡ くVx)
% グラム

日由震

用い たﾡ稿

飲のスィート*

噎岡Ji・*2

/ / 220/ /07? 全体

2 ノス20 F3っ ク

/ / /272
3 子 3 443 353 4

を / 276 352

/ 2 ク22 242

6- と S24 22

/ __ 3 $ス3 Ζ 73

え $42 “夕 夕

3 / $4z 22 今

引 2 23 2 ノ ラ 今

そ 3 4ス4 • ク /

4 / 50 スク./ 0

2 そ / 2 332 22 全体

/ と 353 rラ ク

/幺 り 34 J

ス 326

3 3/o ・? _____;

/ 3 クノ 2、こ :

7 
支 2 5 404 スタ 0、/S I

2 4 2夕7 42 スようと

___ 王 Z 列 224 42 全

' / 2 222 53 才

工 スめる 52
;

1__________
3 3 スu/ $3 •
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と 2 24 53 22 3e
2 / 225 35 4

30 5 / /5と 3 5 全 体

36 至 3 4 / 22 22
/ / 7 29 ク

ク ・ ス / 27 22 ク

2 2 / ?/ 27 2め.34
3 e /^^ 22 全体

59 ス4 __ 22.34
4 3 ノ必 23 24と

2 . 2 / e2 / 7

_40 24 / Z 22 ク 7 __全体_

よ 4 22 / 7
/X / 0乙 / 7 ◇

22 / 3 e 23 ノ 4
3 / 2る 7 ン L ・

と 24 / 4 ス.34
5 乙 2 2

[ 全体 !

よ / 2 32 2
* -

ク
*
1--------------- 4 2ど と i ,

*控ﾡ 念で ない・ ズ=の0.ケ50 ナ0、353

F23 プロ ント当 り今称とプ ッ トサイ ズとの向の対太肉係、 

縦軸 : プロッ ト 当りケ*の対*(&a s2x) 
横軸 : プロッ トサイ ズの対数 (&*)

央像は Fia 2 と同様 c しかしﾡ測さ た伯でなく ﾡ帰 

から#定されたAス ◇信を通な ゝ、く正ﾡに全面植にあ 

ては めゐプロッ トサイ ズにっい てのみ表わ した>
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法兵地浜の相向べ0の浜合の理論的ﾡ泉、ﾡちﾡ作為反ﾡ(Yra 

dontrwplicatien) て日られたﾡﾡの京少(け-1) T

ダはPi8 りから回上てポした各回帰の協仲

ムは本文でべた+うなﾡ限に大きいﾡに対してﾡ切なよう に推 

定とれた 値. このﾡ文でえ表したようにこのほ塚はアロットサイズ 

に対すゐ分ﾡの回ﾡをす。F8 とﾡ製のたにめに両対象方ﾡ紙に プ 

ロvッ ト した公ネされたデータはすくて授半偽差または友勤係«でみ 

ゐ. はってF4およびよに示したような同帰のﾡ料はまのﾡの% 

てある。

Cはこみにしたス与向( /909一0, /夕/0→X う のデータを示す.

リ、 9で表わした$フ』ートﾡのプロットでのぞは o。 で他のすへ 

ての秒のプロッ トでは o.58 であな。単一教のプロットを○で向 

の形の ものと口で表わ した.

WA ヒwB ではﾡﾡ分散はよ プロッ ト の ロック 内で世ﾡした.

EAへらEDは店ﾡ地壊におけ ○同一写栄ﾡ旨ﾡの要な。ﾡﾡに対す 

ゐものである。

xはと プPット のプロック内における単-旅のみに対すゐの

Yは5» ・ ・

FAからFDは 共つかのﾡを合せたプロッ ト、申一取の プロット)せ FEから 

FH の夜線で示さ れる(本える見よ一)

HA、 ノ N プロットのブロック 内

HB、 ノスプロットのブロック内の単一帆のフロットのみ

L、 sで表わしたのは$リンクの幅のプロットで、ダ= 063; 他の形 

は○で表わす。 4 - Q37

M.保渡ブロッ ト. 6年向の平均ﾡ

バか らQまで、単位プロ シ ト - 木の占有面稿 ・ ん/からPはCa/i- 

ornia.で、 正ﾡな場は向係の文献に5えられてい»。

Irr.=Irrigatet(ﾡ区の) For= Forage(銅料ゝ
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La乙 え,ブ。 /えジ4
% %と,24s 70 e

Fi夕と 異ﾡ性保救レヒブロックあたりのPlot 個求の 

色々なﾡに対し、 /地式をブロックに分ﾡする 

ことによ ってﾡられ々誤差分ﾡのﾡ少を示す グ 

ラ フ

※特 : Yzt,->/(/-w ) はﾡ地域上で夕 

ﾡに対するブロ ック 内誤差 方 散の比 を 示 

す.

Fi8 7 最適プロッ トサイ ズを用いばかった場合のﾡ用 

( 叩ち誤差ﾡ) の道加 を示すグラフ・

純 岫 : 最適プ ロッ トサイズを用いたときのﾡ用 

に対すあ書用の止

橋軸 : 最ﾡサイ ズに対す8プロッ トサイズ ○止 

の 対象
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走令モ ミ林の 調月査 に用いる

プロットの最有な大きさと形状

Tne Most Etticient Size and Snape of Plot to Use tor

Cruising Old-Growth Douglas-Fir Timber

By Floyd A. Johnson and Homer J.Hison".

(Jour Forertry50 1952 よリ)
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そ令モ 二林 の 岡倉)( 川 いわ：r d ッ ト最ﾡ刻と大ささッ形

〜/ンc グcC 今,Picccxぞ -く 2 fイン / Pt そ 2ac
X , C»ムイごバッア C4( - Ceu*% 2 crイa ー 子 x.ct

イ 2 Ax%xtdex aイ々oee ん.."

(#“2 なュょンクッ ・ *.ノフ上"

オ レゴンのど令木点みっからﾡ令米Kﾡ的なぷなて

対と < ﾡむ効キのいぷ本ッ ト の太きさご形はノケェ - ン 

*ケェー - (% wーカ- の秒コッ ト てあみこ"がわかっ 

二"や県は ノス取ゥコッ ト て*がれたものてあろ.

一ﾡﾡ形ロトは戸形ブコット りも石コてァり 式たメェ

7-2ェー ゥーのロッ トル オ か. そ以上のセット ゅるい 

パメTクコトよりも月効さあった. 円ﾡブロットうら%z 

-カー ハ 〃、炭 も 黄 知 であった.

二のトカスﾡ々クプロットに対すろ相的キ年ク情ﾡは 型 

P72工W1と L て、くたた後典にこ とく証択当 し てクス受らるべ会 

りo<ァろ・ ニ、てﾡらた』は エーカー当りセホネ* 

の大ささ 下営ﾡ生わろいそクどのﾡ子)=月いこ緊なっていろ別 

"旅今ごは 相当 遭 って く ろ で あ ろ う. 円ぷ =.ひしこ、て用いら 

木片 ムの と 異 なお世の 刿杳找 柯 か氓用 ごれた 厶 ら“. 色々マッ 

ト ﾡ対的効季のは交つていであろ y いうこンジ主炎しな 

け»は及らない・ そここか、わらす この去こ対丁る系中は.C? ナs よ ド"" 2aa&シぞot "I の 米ポの地 おい て N 責型的なジ

であ り ・ 1の枚 国ﾡ林ご用い れて いるり ヶ米よ 

しのごあろ ・

こ研ﾡクー般的な日的 芝々*炊林» 妖的的な犬の効率 

名上=せ々こどてめった・ ヌ:ﾡ別よ目的で ニカﾡ*の原収

同ﾡは 木炊ﾡ令林のぷﾡに用いろﾡっか派も刻季の」いプコ

ッ トの粒ﾡ冬天定すわ こ y ごあっ.

⑴现" 川 卷 只 必心 A/att おょ え" 2 4&.バよる.
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がﾡ地泉

二 の 試ﾡ ため オレゴン W レ ニ->ﾡ:あるゾ4 ラメ ット 间：何 林 

内の ブル ーリー バ - 受ﾡ林米炊せ令がの «2ェ-カーの 地ﾡが送 

立 た. この 数 H=ーゲンの東約42マイル. マケンジーのﾡ 

にある. <eェ-カーの地労 平から々収え そえにと こらり 

天験地-片比委的ﾡ木ﾡケムい. 全別迎の エ-カー当クカ平均林 

点ド・クノクク2ホード フィートそめろ,そのッゲ サトシャ 

ェ デ ・ 米場 名 除け バ・ これHヌ人と丁へて 千均点 な# ◇←ィンケ 

の 次 てろる.

惑ボデーク

こがえかめ =ノの デー バ丹ら .

1 マ倉日のデー

◇2エーカークヌ求地-対して 二つの時同か炉がよわれた 

そのークド ププロッ トﾡ名移ナろ受ナるノケ エ- ン当 り円 

同l2きめる目的でなわれた. ニクパえ -なi/ Coッux。 名 円 

い 尺 カム以々 イns 名候スヘからなる/組のヨ益ﾡが 

色々なﾡ斜及にわって 2すェ - ン 2歩い てっ てある 

この上シな移ツにぽした/ケェー ン当 り。 平時岡 はノタ4今< 

あった.

&う一つの貸同分杯は ノ2ﾡの▽ット2zるに受する片町 

名千均してﾡられみむのてある。 ( Ja4& I )二のオス時ﾡ今 

に片・ /◇木ゥブット. ラインがあり. ニクライン ・フa&&r 

/ z教されて いるプロッ ト すて 夕令人 ている-

フス必 I 意々のブロッ トのﾡに妥な平均時ﾡ

プ・ Q ッ ト o 波 ﾡ ノ・ロッ トぷ書)にたそム平均ド向1

円 形 ・/22 エ-カー よメノ3
* .メス* ◆ ク443

.イ◇2 ♦ /4253

-319-

プ ロ ・ トクAﾡ / ブ・ロッ トシ去にな受な千7用向

形 名 チェー >*ノチェーン タマ<

・ % • 7 ・
・ ※ ・ < ・ /2さ々<

・ % ・ 4 ・ ノよぶマ

・ / ・ セ ・ ぷマ◇

・ ノ - s ・ /ノふ々

“ / - < ・ /4ぷ«2

う昼超みロットか各ライ ン内1)にﾡ作為ﾡﾡそ北た・ ニっ 

ポブコッ ト抑と. %エーカー*なエ-カ ーのH型コッ ト)： 

受する平時同が の月型ロッ ト デー みハら a ッ トi 

Xに対ナクブロット神 N o ・株夕さ求めら .に rらゥ千 

均 個ルシエーカーカ 円 型ソロ、ン ト で ノ24余 なェークーク 

型プコットぐマ»余そあっノ・ 内*こそロ点点は同どごあるが 

/ケェ ーニ * <+ェー フの地形ブロッ ト 2羽書する:受み時町 

H 公ケェー >メ<ナェー ンのそれよクも少ないクぐめろ- /地 

次に必条した ( covact )形ロットは. ﾡ盆』門の炎からス 

て ﾡらかにﾡ長いﾡ形ロット上クも相刻てある. Hぷ-ノ今 

エ ーンメキエーンの秒のろェー カーフロッ トﾡ委ﾡ商 

はメケエー ン*ダケエーンのロッ トよりも小ぐめる.

2タッ係永

42エーカー ク ﾡ地 a.の 羽ﾡ送領 て:ずいてノ4。。 

ﾡク。エーカーの正ヶ形ﾡ (メナェー ン*メナエー ン ) こ余究 

Lた・ ( スァ ノ )ノく"ク相消クな々の 以n xて dw 
乙wとcz ひ〜2wue 殳 求 ウみため /。◇バーセントﾡﾡ決 

した. 枚に内ﾡてよて ・ ノ28収0ロッ ト から 点 万岡 衣 対米 

ス). =才は正"木のwcoイ'ッ上ろてあろ そ0)点お橋していないcどイや+ 
びチ外木の 乙udァ 全②む. そてズ.ア営 ノ2 インタおよ バ" 2 メt以人上力京 
チI 引 木ゥ すべての ヒの林才桜 ュ命む.
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ヌっく みめ ノ◇五りハテさごる。ェ- カ ー 堂 は/) オ, 党ンとI 3 社 トッ) こ ーフ いて計ﾡさ て
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バ Jく&

・ ( ゾァ マタえ

エ ーカ ーの形フロッ ト

この 二っっこゃかし て 22. ) 及ぶムよバ 形 戸形 】 プ V ント):対ブナ や ジD ご あ ろ ど

«っ麦ゃ合し て

った そうして/o

t?Lイuuc2 宝リ

イ2ぽろ工

グビブゴ

( 么 ナ エーンX/
ノクーゴゾ

こ

ご の

电せ よ . 戸 ク 卜 )こ よ や ノ ノ ノハ•一V 卜 ど も 7 不 熊

ン ブ" お*み円形 プロソト 商I ド1 ﾡ が わ

ツ ト バt&イひC る々:い 乙 ガえ じっ ( に XT ら 号え られ た岡X I形形ブゴ ッ 间 ク 浜 初 は 芬

ノっﾡの浜ず係女( ク%(もスHV ダ 2a・バAイ7e バシ計 ﾡ さ t ( 正 方 ク プ ツト PI し て・あろ り 文 バノ 送 て
P) - ハ Hド »- JCe 2 )こ / 々 & ウ ブ" ビ ツ べ 示 こ 才 て

L イ と i ら 丁 ノcしインucとo バ / ク ﾡ と ハ オれ ーナ. こ D こ
Jaどe 2 I2ﾡのブロ トこ対ブろ払咲だ

プロ・ トぷ C 4 N E() ,わ

I足形/ チェーン*チェーン 全ペペ //シ / 3
2 ・ ノ ・*マ・ ,タ〃/ ノ4 e 々22 ノタフ

(ハ /
3F形%ェ-ク- よ< 22 /«/ ノ<2 ノ«ノ←

4 ﾡ W チニーンメ4チェーン 〜テク← /タノ3 /ママ /«z4
5 ・ 火・メ〜- 44 ノ>ア 22
6円形・ マス エ-メ・- め。+ ノ«ラテ ノアャ ノ«タ

7 ・ な工-力- 4ク22 /◇← /◇2
/» ハ・

8 ・ %•エーカー イ2 /今<ジ マ22 ノ«←←

9 夕 形 /チェーン*イチエー> ク身身“ 2みフ

I0円 形 % エーカー クノクア /ノイ oo
II 形 &チェー>メステェーン ス/イス <◇2 /←<e
I2 - メ・*/- フ4。ぷ タノクァ シ。 0 ノ44+
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ガ ど 名 グ 戸 啊 ブ ロツト

才て X い り ﾡ 田 どっ 今 め めっれ

よ 1 係 く ノコ ブ 地ぶ上 の) 本代 K 曲

練は*
coよ? ズ

力 ク ブ" ・ ッ D ラ ーアか
C H M •た 展 初 嫁 な は • 面 X

小 < メ、 や よ 由 史 示 て お り.た 忍

、ゴ

ト ゾ

全地

い

方

カク ぶ タ 系 ﾡ バ】 ごくと などい

ド び) Sバ か ,り 木 を 1ボ)ろ か、 ズム さ

てaイ クルカ

イ

の)ﾡの

ら又S(

プ' .

/ / パ ー

た 二 )

< ごェ&い ccyce.
北炭と お

セン ト
哨 ぐぶ

L びド ﾡ炭術 上 八こス、>

フくえらてろﾡ オ 水 と 

ﾡが油込 ごろろ う

(Iフ どチーメーからたﾡした

&に対するu株から ホめたひめ.

C 一今兵団長初係救の-セン ト

てなく )プ"ー ト
x状送ﾡノ

ﾡズめ以尖材が

ノ

て

イ ー “/ エーク の イ何シなでど りる系統的ドの プコソ

N-<ク エ ガ ー 内の)TEAぴブゴ ント畑女

E- イ時ﾡの ヒナろﾡﾡ

(引) 平ブロッ 材ﾡてでぷ っﾡた

ーセン ト剥
ろ. 測ジ

およ び祝羽の 正ﾡさおよ が消衣ノ現
ご5ろ 書総材着※ル:対

こルめかxするこ ど不可ごめ

理 担 友 优 針 的 方 ※玄闸 い. ハっ巧
よっくﾡ栄ごる. そっ大さ

じっ

度力

ン ッ

冊

ろ 一 立

大ジご

迫合)こ
く送の 入

独上咬星
ろﾡり次的ﾡ

ど つ と.

消 イ

•ミ

)

株本 )こ 令 れるプ

大、

逝
才て

ユ

設1)

ツ ト

ッう 川 文

や ご め

人艇2

二

※の 平
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力点た及ッし ・ﾡネア:合がい可受メ" 卜や女のヘ 

ブコッ ト永に対ナろ比 千 ヶ及に比どと て及初ろ • ヨ A 二nA 

々ぷろロットついて 4R = 木 工 材庖 円の長初ﾡ女 ( cクdtz 

学 4Zoて )こ正例あむ ク ぐあろ- 二 ら名チ よ 

って示とば 次ク通りぐあろ-

. E-CV V-ヴ

、て

E=夕え ら だ坂の松材ﾡのえAっ栄全名原炉准ムや 

材ﾡのバーセン トてなわしたしクてらろ.

C - 用左 力 ﾡ 項 6 ロット対して Y7な永切ﾡ女くあろ 

N=微材ﾡのえ名 し ボな ら 点 い永林地みの 今えられノた 

段ﾡのコッ トの り うみすべとの組炎 

一林水灯ク・ 与えら北Aﾡクート仰女

・ッ ト 同の浜抑がﾡめて大ﾡいよ力々プコッ ト甲らかに初率 

バ上くないYﾡえられる. とハし . 心ら すし 2 友助の 木チ ミカー通 

小二いプコットが ﾡし有効ごメいクニッてはない・例えば. あろ 

座ﾡのロト. 次勤ﾡ女が長小乙あてし . 今えられ止率 

のそては 非市てうﾡがﾡしいため ・ﾡ本 し 乙 y り力るプコ ッ ト 

の女が足くﾡか,なろ ニッろあ り うる -

上てあ ・デた公式ハら畑 払*ﾡの大さ=は ﾡ本が大 きくなろェ

< 小さく及ろこ*はﾡらかぐめろ. 状って・ 最大の効 年2うろ 

めこ- 及 勒と琦•同 X の汹和 力、' むっ N も よく とれたコッ ト ぐあろ 

こ xが* 受そある- 最し 石効な度頼の フロットは 今えられノたﾡの 

仕こ対して • ﾡ】が感ひ小キくなるよ など のzL てx秋 1 

れろ。このえて 役も日 ﾡな度 ﾡ o a ット名文めるために る 

意のプロット )こォすみ地ﾡ名坪することがな受てめった・ 時 

円分ﾡの知巡片 «2エーカー0林内て各ブロット 名報は仲メ向 

ﾡて配重した場合. «時問め翌書そどクろコ トのN女2 

ナちために用いられた. こは 九A&z 送 記執 士 d(こい ち” ス .

ﾡご必ろ- ・ﾡこ. ブ'ロ ツ

の移▽Nlの内丁名方しに. ﾡヨ

は

じっ て

上

入 し

ズ 2 エ

・D 貯ドl

ガ ー

こ てバ科基の xtて ﾡﾡ だか め

◇ーガー

あ る .

うえ柚

. か粒ﾡの

算された. (

旧)ごﾡこれ 乙

Xジチエ

べきく

利るは.

て主ずろ

ら オt

合

ど"

ン か

あん。

状木ヤ

ご あ り ヨ た

米株そん お、力 l

払、3ﾡの

ープビン

こ&

い や .

形 プ

こてら

の 平 日

、ヨ

う

)て小 の

不利 A を 洲い X

た止 市の

ンメ
保ポvイ

ぐきない

ンのﾡ秒

2エー

" X.

ﾡに対して

公京)に. *C

て対し て ノつ

丿 .にどc ズ 力

・ン ト

3 つ

ンゴ

メ い

. よ

の

よ

の)

ツ

の

エーンの形ブ

ズこ よ る利 なは •

のごある. Yン

プロツ

一)3

バ ﾡ

れ る。ヤI れの場合)こ も

- ン が 

が見 ら れ た

形逆ド か

あろ ・ どの
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プロットの型地 式

験木っ工- ーブロッ ト

% エーカーH形フ・コットと 対大する

ダェーカー ク秒プ▽ ット ド対あ ナる

4ェーカー秒ロットえ対太する

チェー- メ/ チェーン の形ブ・コット

タチェーン* スチェーニのﾡ秒 ロ ッ ト

チェーン* < チェー ニのﾡ形 フー ト 

么 チェーニ *ダチェーンクメボ TD ット

/ .チェーン * チェーンの形 フ・ ット

ノ チェーンX ヨチェー ンの ﾡ 形 プ・コ ッ ト

ノ チェ ーン x < デェーンの形・ロト

2. ..... 基木の 。エーカー プロ ト と腕 々な組合せ
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プロ ソ ト サイズとキ収量 

変勇問の関係の有効な推定 

去-つ い て

Etticient Estimation of the Relationship between Plot

Size and the variability oi Crop Yields

ByW.H.Hiatnewayand E.J.Williams

( Biometrics 1958 ょ ・ )
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プロットサィズ と作物収翌安勤向の ﾡ係の有効な推来決に ついて 

F&と.ccイ EdZwczec ダそと R_clをcuuパ,o-&cなue- 

。 P&t-4c ox/ ん Vau.ん&タシCァX&が*

今wHAdlyy.cxEr wL&cax

( B とcxxc&.a ノアタタ より)

縮言( Jo乙2sd&ccdcoc )

ﾡ場次険のブロットの示密な大ささは -ﾡ徴用 位のせ2 

よっ てまあナるﾡ用および土ﾡの 契灰性にﾡ係すろ. おそらくこ 

れまごに束さた土ﾡの契緊ﾡの尺ﾡとして派も有甲なものは 

Swz4 (/ラタ)のそごあろう . 彼は与之らた大ささのプロ 

リ ト向分散の対数が。 プロットサ4 ズの井桜と一 次の東係にあろ 

ことを実ﾡ的2示した. この弟文においてﾡ々は、 大ささと契翼 

性の向の向係のみを考索することにする。

このw文ク目的はまず このク保2おリ 々※の相効(ととc- 
-&z ) な 植定 を初何に決定ナべきか. =2上の例において. 

データーZ相皮があり また安翼が等しく ないﾡ合の有効な終里 

権ﾡ量 ( &uca.c _2どuと ) 主 決定 ナ ろ - 経的方法を 考えろ 

ことすみ.

Kece およ びRaex (ノ会/)は・ プロッ トサイ ズの井※に対 

する分 散 の対 •教 の 回 動様数が. -本戦(ン.c乙どaイ) 

の○場合と同じく 貿班効Kク存在すみ場合のデータからも益点し 

得わことを示した. 優対は団ﾡ係核の巻ﾡにおいては. 裏なっ 

大ささのペロッ トつ分故は. そルその台由ﾡて直みずけろべさ 

だというSっとイり主ﾡに注ﾡした. 矢ﾡ、 翼なみロットサィ 

ズZナろ分散の権ﾡは. 一旅試映およ び矢験デー s ○ﾡ 

場 合 zも 共通な政分( coxcxx cwgAsxt ) ら作らろもク 

で. こらは腰々非常に大さい相ﾡと有していろから、 ただ自由
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戻ごﾡみブけろ大て正確てはない。 Kec& とRuチ は突球 

データZついてこの推ﾡをﾡﾡとたが 彼新は一本試験のデータ 

z対して も同ﾡなﾡ法があ てはまろということをはっさり させて 

いない. こﾡ文は立似的2ﾡ小の分教を もっ8ク不備権ﾡ値を 

専く. いろいろな大ささのプロットZついてﾡ測さた分散 

みけめ方法をﾡ出ナるものごああ。

この方法は一旅験デー アおよび突験デー ヲの何Zも用 

てきとものて 後着の場合火ecイおよび/・u 2よって相権 

さたやりおて - 旅試ﾡから直ﾡに ﾡかたのと日じもの 

(クu.くた)ヒすわため 実ﾡ上分散分析が再ﾡﾡさ』しろ。

2 ﾡﾡに相ﾡがあり そク分歳が等 しくないヒ 走の回帰分ﾡ 
(R-.ンc A夕z &4& Cuu&& dkusgcx4 E2t )

回帰 分析の よく 知ら たﾡ用Zおい て. ﾡ名 仮実さ ち のは ・ 

無届 及量 力値は キ超 的 で尊 分散. そっして独立ﾡﾡのﾡには潔ﾡ 

がない といっことごあろ。

そうてなく、 もし放立次量のﾡに祭避がある母合2は 収説的 

な回命あ数からの縦番変ﾡのﾡﾡが. 銀相契ぞ等分ﾡをもっとい 

うことが灰来さにわ。

ﾡ一つ場合は次麻・ ﾡ=のもの、特別な場合るある. どちらの 

ﾡ合も. 回帰係ﾡﾡ定の ためには長小包奈法がそクまゝ協用てさ 

て. ﾡ小とナべきﾡは. このﾡﾡの平ち和となってい. 従って 

もし ズ が也立契最と従高変量ならば. ﾡハヒナべき平方和 

は ﾡ«め一-8x) 
ぞ、こからよく知らに複文受

4=F(xーヌ)/ケ (Xーヌ

= み-イ

が、 8とス2対してそそﾡかろ.

そう多くはない が. の値2相ﾡがあり、 分散が等しくないﾡ
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合があみ. このヒとさごもﾡ小目素法によって. 回帰ﾡなめ不ﾡ 

定値がホめられたけiども -ﾡには こ○お法は有 (a..xど) 

てないから 8およの2の権定置はデータから得るこ とのざさろ 

派も正確なものてはない. の値に対ナた分散. 夬分敢が証知で 

あれば. 相効な常数のﾡ来並を快すろこヒがてさ. また今ﾡ. 

共分散がデー タからしか益来てさないﾡ合ても、 こらを用いろ 

ことzよって 決定さる べき分散が近似的に 原小 とな るよ らな. 

被来が可能ヒなろ.

この一候の場合において ・ の植がス智.(ﾡ し片の分ﾡは6j) 
あり カ とガ ○共今散がの*ぞかると仮決すろ: このヒさ(州 

えばAa。(/アタ2)c&3をみよ ). 通常の正况性办依定のるとで 

は. =次形永二安6x(めーペフ8xくーーメユ > 
は. 自由及αの才 今布そすみことが知ら北ていろ. こ>て6x 

なち項は. めの共分行列の性行列の妥ﾡてあわ-

この=次形古 ( こ は 者 通の分析の 場合 の平方和にあたるゝ る. 

. 今z向して長小とするとま 次のﾡに術桜の有効な椎章を 

与えろ-

N ーチワタ/カ•<力ーオレナエダリ4ー2 ”ムーオ) 

およ び

2= 子 -&こ 

こゝて. えおよびアは荷寛平均てあるから

えーテ客 6 ン4テ ﾡ g
てあろ。 4をめの歳型改数(2&2だwccクc)と考えろと」 そっ 

今ﾡは炎票上

ノこEのe (x- こ)(ン4-之)J た
の林2簡単乙表わせろこと が直ちて証明 ごき-

このとき. =次形式は自由戻〜ースのン 分布をすろ. 何故な 

ら. こは二っクパラメーアZついて長小にさたからごある。 

かくしてﾡ々はﾡ数を権ﾡナー方、欲型回昇からのかけﾡ北 
(aauなze) と示ナ微炎ク=次形式の有ﾡﾡ検をナるこ とが
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可熊である.

今歳 共分依支推定したときにも. ニ>2与えら北たﾡ米が 

似的に攻立ナろ. 次ク常ﾡにおいてうぐは. 分散 共分故権の 

ﾡﾡを気型ごさろと灰して. こiらハー 紀ﾡ特米を 用いたこヒ 

2ナ ろ.

J 一本試験のクデータからのﾡ走

( dcac メzexc 4 24 Pxdc )

KecおよびRみc はみﾡ法(&どざアごう去たはお子 

計画 (-&22ae c&aラい※4に部分さLた一杯試験の契ﾡは 

下記に示ナ旅に分がてき るこ と を示 した. 同林に乱ﾡ法の配ﾡも 

この試ﾡ(&22) の上に車ろ (ケブラせ ろ -スeu cyacuc > 

ことがてきろ. しがし乱ﾡ法てはプロットサイズZ対ナる愛翼ﾡ 

の向尿Zついては そう多くの知熱は得られ左い.

及勤因 df 平均平方 平均工方の期件地

え 本 

浜役内ブロック 

ブロック内プロッ ト 

プロットプット

d-/ v, S+2P+c4Q+a4cR

d(c-/) Va S+aP+a42

cd(タ-) Vs S+αP

_<cd(&-) " S ______

割次プロット (-du8 P&そ ) の 基準に 直した (cccce ) じろい 

ろな大ささのロットの分散をVてわナ。従って. 完全な浜袋 

生大ロット(-&e2んご)と考えば・ その今散Vは今警分析 

/zおいてﾡわろときの交祭の平正均平方に年しい. ﾡセ

V= り

こ>ご ロ ック土次の大ま さのプロ ッ ト と考え c ば、 プロリ ク 商
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て C4個のロックがあろから. 平均平方は

V/=(4cc-/)V夕+くのーハ>V)/(cd-/) ■

となろ.

同林に 全地払にわたろプロットﾡの分終は

V= (c(4-/)Vs+d(c-/)Vz+(d-ハ)V)(4cd- )

ごあり. ・地域にわたろ訓次プロット向の分敵は

V4=(4ca(a-)k+cz(ペ-)+a(c-') Vz

+ (d-Vン(&4cd-')

こらの公式 は.火ed ちよ びReラweyzよ って与え らたもの

と形式的にはﾡじてあろが. 彼等の結采は分散京余め形ご与えら

れてい。

、wecがパ の回新係秋は、公式

E (4 Vx>= E (4 V )-タパタx 
2よって与えら北力。 こ>ぞズはロット当リ め単位の桜てあ り. 

Vは大ささ/卓位のPそ向の分ﾡて. V は大ささ文車位の 

p&そに対ナろ単位地ﾡ当りの平ﾡ収政の分報ぞあろ- ロッフ 

あ大ささが プロットの大きさI2比べて小さいとまには こら公

にはﾡ有ﾡ守条団、ﾡ正がﾡ妥であ之。 この修正はS〜ぴパの 

もとめ輸文ごﾡじらていろち. 分故のﾡ来置で、 有ﾡ母ﾡ団修正

の形各を最も大きくうけめはは. 一番依いﾡ戻ごﾡされたもめ 

だから. 枚々はこを舞確ナろこヒにすろ. プロット承査の* 

基を椎ﾡナス目的には、株数/のみが里裏であろ. Kぬoパお上

びRtvcex のﾡ示した2おいては Yz の値は各Y値名

天後 ブSック、 プロットあるいはﾡ次プロット当リの単位の数
の分散には. 及後内プロック乙もとずくﾡ勤2加えて. 分散分析 

の際友復へクブロッ クのﾡの盾化めために除去さたﾡあが合ま 

R ろ .

ﾡそプロッ クそ対すろ全平方和は 

z(c_)V+ ( z_)V 

ごﾡって、 それﾡ単位ﾡﾡにおきかえて得らていた- それら2
従って. 夕はﾡみ多っけない回帰脈数によって権ﾡる。

6
立め(ンーそ) 

注 (一 こる

こ > て=々(り冬). 一xご、 え= ス/ん・



-336- -337-

N・ C.S イe Cc4422 の クご 三 ギex.cccイ2ピ S daぞ 

のD.D./&texIzよって、ﾡ者め/んz& z対ナろこの公式 

を室用ナろと. 博之 /より 大とい う ﾡ米のえら ろこと が相ﾡさ 

れたが実除. この公式は形ﾡ下ﾡな理由から受け入ろこヒはぞ 

きない. 上支の権ﾡ¥く心は異なる変更性をもつヌのねを同と童 

さて考之ていみために、毎 々不正確てあろ といっこ とがはっ き り 

した。そて. 回隔係数を定め方横/. 方和のいろいろなぷに 

最小の 分散 を も っ枚な益ﾡ敏24く1みをﾡ甲す ろことがさめら 

た. 適切な 更み は. の倍の犬分故行列のd行列 ( 町ちょ/パー 

acaex っc2u) の妥ﾡてあろ. こらの翌2 ⑹/ と表わナ 

と 権資終ば ,__三交山2%(X夕-そ) し

テマ り4る(そ。-そ T
但し え=ﾡ牙u* ィ/F テ M送

となろ.

立みメは」 データから権来全ﾡはならず、従って. データ 

にたじて. そ北なりに不正確てもあろう.

この妖※派(牧々はその形各は考えない)とは別に. この分散 

の権来ﾡは長川となろてあろら。ﾡﾡこつ分故は

テを&ズ(ズな一Z) T

ごあわ.

よくあちこヒだが、回野を計算ナろための分ﾡの権位が=つ

以上あみときには、 牧々は回帰からのかけﾡ(d2のz)の 

有意性を も検支する こ ヒがてきる。 の立みをっけ た全平方和は

V一 F交uef(-ダ)

ﾡし チ=テ安イ ン/Fを ®

て. その自由度はズ-ノてああ、は分散の権交位の数ぞめろ・

ろ へ○回帰に帰因すろ平テ和は

Uシ/ァ 

てある- 故そ回帰用がらのかけﾡ乙対すろ平方和は

V- Uン下・、

て. こ化は血似的負由ﾡズ-2のスとして分布ナろから、 

検ﾡが可能であろ。

こ>ぞ・ 立み王椎ﾡすることが殺ごていゥ・V、V. Vおよ 

のV は出立てあり こにらの分散はそれぞ北ユVシ/くの一.

2 V/(c-,) 2/cd(-) およ G2wMcd (厶ーハであ 

みのら、V:V' g’および/の分数. 共分散を決又すろことは意易 

てあろ。 こらは前者の一次あ数てあろ. 炎ﾡ、 Vo分散比かり 

てなく. そ と他のWの炎分散も Vz比例ナみっ てあ み・

ﾡに Vゥ分故は2 (dcc-V+ (d-バ)V)/(cd-
の旅権さk. V'ヒVちよびWとつ共分ﾡは 二れ 忆比例 す る. 

故 z Mの共分散行烈は

_ク________________2______
a- "-/)3H-/5

______2___________2
(d-(4cd- <d-/xa<cCr)

____2 ____ C +2____
(d-バ(cd-ノ Cc2-ミ

_ C+P__ C+D
(ca-つ(&cd-) (ca-c44c2 :

1
_ク________ C+ P
( C6ca-> <c c-xccd)

• 12+°ナP 客+C P j
/•g d ー /) n 4cdd(a&cd-バ

_______2_______ C+2 ・ 
(a-)G22cd- (Cc-24cd-

二ゝぞ

A = 24cd <a-バ
c=2 cc_>V

B+C+D A+B+e+P
(4ca-Xaでcd-> (22ca-)を

8-2 cd (4一)V
D=z cd_)V

ごめち。

この整行列はむしろﾡ平な形てあろこしがわかる。即ち
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(を+お) 4き生ゲー 2 

二&84- (cc(+を) =(と2生2

o -4cgtとz (ocx(本+す)

ク

2

-CScdz)c&c-) 
力

aecd-)z 
力ク の

なろこ とが証明てろ。

(edッ)(a 4cc-L) 
A

r (=-4 V) 2対すみ望み. この世行みの各行る?2対応 

ナろレをがてえらろ.

ニの結果は近似公式

cv C&ァw,-タァV夕)～ ov ( w)/ %'
から出てくる か. こ(はまた契差反格 く Pasgepa乙2ta_ex2) 
の方法之普直の園り適用してえらてた能系そがる。

もし 実踝計算でよ く 行なうように. 自然対数でなく常用対数支 

用いろ場合そは. この車みとは

Mイ'= (4.e)2

= タ."2
ﾡ がけ a はがらない・

こ > てう々は自妖数へのﾡﾡを兵り初い. 下Zﾡ用汁教に火 

要な牖正を示すであろう-

かくし てﾡ行列か e

u (..4 )=ムな〜 0' V Wt (V, M)

が之らろ.

このようにﾡみはそう多く の困業なし に世行列から決夫ナろ こ 

とがてきろ.

み の 行列 の 炭索の和 は. 分故 の権ﾡ を専び いた平方和の全 

自由及の半分2等しいこヒがわかみ。 こ北は次のよっ2して示すナ 

ことが朱ろ. もし分ﾡがメロットの大きさzかかわりなく一

--339-
ら 利用しうとナべての子方ﾡが 同じ共硬的(a.c) な分 

歌/:推定植である.分散分加の裡々の漢から星びか北た分散の対 

のら郡々なと椎定ﾡは枚ぞ、 そ○分依は汁決す之ﾡ 古ﾡの覚後 

ら2倍2番しい。 ﾡア そっる々からのﾡ報( y2cズ.c ) は.

○各由戻の半分て、 このとき全請報は、 このﾡ自由の半分に

しくかろ・
・って. -旅試聡からえらにたデーアにナろみの私は 

キ (acd-・) ぞ

_力 今ﾡ試熟のデーアにしては、 立みの和は. 女4c(a/-) 

zあわ・
同林な詩果は. 格子ちよの他の型の突験計画についてもるく こ 

とが ごき る. 二ら出ﾡみのすつﾡ利な検算となろものてあろ.

回 係数を決ﾡし. 回帰かとのグけmを検逢ナろためIには.

算は次のよ うなﾡ才ぞ行なう ○が承もよ い ・

*4-テ We x

ら" x- テwey

とおく. このとき ン の平力和は

T=テ*,X一(テ*テ交w4

ごあわ。

同旅I2・ , とズのﾡ和は
U=テX一( チメ)(テ Yン/テ ﾡ wA

=テYズー(テ*工Yン/テ 交 な 
て . ク平方和は

V=テYめ- (テシテ 交 we

そっすろヒ

4z=- ル

ご ﾡ来値イ の分は分ﾡの立似及2対して
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で あろ. の孫団回界原数ジに対ナ之近似ﾡ信和限は

+ c Tチ

てちろ. 但とそは 要求さ』にた確率水率てのノーマルデビエィート 

てあろ.

上に示した上 う2
V- りシァ

によって み型団ﾡからつグけ熱が検ﾡさろ. こには自由ﾡ 

そ-2 のど と考えらcろ。 常再炎 (cx,x-とnwxd&..) 

主用いたと. イ2のﾡは上ﾡのﾡに決ﾡこcろが こク場合そ 

め分枚は

T-/Sョo2 = o/s*4 T-'

て. 井たすろ々賀曜系は

-42 土 ②4343 そ T-女

ごある。

回局からのかけﾡ北zすナる平方和も巨京!

今ヨe2 (レー しシァ)

と変更と"る.

こ”らの計算の要点 は. ﾡムろ大ささのプロットの分数Wのつ 

分後行列の算にあろこ とほ注意しなけならない. これらの 

今校は、 及にﾡﾡをもつかﾡぶ分に肉しててなく、独立なもヒ 

平ﾡ平方の一次約合と して表りたみら. ﾡ系○共分故行列ち 

よびその製行列も比較的ﾡ卓な形となろ.

4 央ﾡデータからの椎来

一旅

( &a在wそec E.x/eucex.aど Daza )
分散攻今主ﾡータから推来ナべさﾡ合ごも、 推来

当のデータの場合と同林な方法て計算さや。しかし考干のォ 

比 (ceuろ22そ ) が夕理効采の推来のため断会さ ろから、 Kな 

ろロット およのロ ッ ク今散は. 一杯試験よ リ少い自由及ごﾡ 

来さろ. そク精ﾡは一林試験でえらろるのより依下すろ. こ

-341-
2ついてはﾡ々の友分にすろ望みを決ﾡナ之ﾡに参意しなけ 

ればならないが、二“ 主歌けば. 証似的に長小分意名もっ条型不 

膈 推足植 の 決足 は、前前ぞ与えらたヒ目旅な方4に従らものぞ 

あろ-

この方法安スタム ちよびタによって与えらた恐の 

今引(SP2ぞ2ど) 與 験)乙 対す る 分析 で 示 す 6 こめ桜型 

(2222イ) においては ブロック次理去死用が存左しないヒ 

いう灰らあちこ とに注ﾡしなけに出ならない.

と同ビく、 ﾡ会及祭(Gッ2&を力cとaな)

の大きさそもっプロット ク定さ4た分故はVざおろ.二は4

・ f 平均工方 平均平方つﾡ待
• *

天 短 &- v, S+zP+a42+a&cR

々 理 () C-/ S+2P+448+次型ﾡ求

戻 星 の) (c-/く-) ら
・マママママでキ、で**..----------____ .

S+&P+ a4a

全プロッ ト 商合計 cd-,
一--- ・...------------............---.......こ.」-―

) c (4-)
-------------- - ・-------- -

S+&P+べﾡ効系

C (ペ-バ)(d) V S + 2P

分 ﾡ/ プロッ ト cd(4-・)

------------------------------
-4c(2-/) V

------------------------------,-------- ------- - ---------------------

自町及- ご推来さていろから、 そめ分散は前部で与えら 

たものとじごある。 .

プロ ック( 町ちイ。2244 )にすろ平均平方を椎資ナる場 

合に我々は. 及終内のプロック胸の4(c-) 御ののうち 

分散推発に利用 でぎ るのは、(c-)くa-)のみご、残余の Cー/ 

には無理期果が含またてい る という 事実 を 考送 こふ ならな
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い.上って 湖ヒ同じくプロレク向の権ﾡれた 分旅は

V= 〔 acc-) + (d-) / ( c-)

ごあろが、 その統ﾡ=にた分ﾡは こク場合
2(( Cー/)し//(/-/)+(スリ)ゲ) /ccd-)

2尚ﾡす ろ.

同がにVの分歳は係数 (fac) 4/cd-) にけﾡ正さね 

ばならない。

こゝて分折は 一旅試惑に対ナあと同じようZ能けられ»。

座行列は

A=24cd(a-ハ)V . B=2cd-(ペ-・W/(4-)
C=2*cc-,)Vパ4-.D=2 (d-バ げ

と再るすると 上で与えたものと同じ になる.

( N uwu2c aピ E x awo俊 )

ﾡ払された方法にど受な計算を数植例て説明する. そのデーク 

をブ2&&/z為けみが これはD.D/adクc の好 意 によって. ﾡ 

供さたものてあろ.

o&& /
C.A.Br:w Zよって行なりた大豆の収ﾡ試ﾡ

(US.Dが.Azc.AtM%8&.んeな4A Ca&&./P+4)

--343-

立みの決定 において は V'その ものよ りも い の 倍数支快 ろ 方が 

傾利てある. このようZすることによって. 計が正ﾡにゆくと 

同時2 より 簡明となろ. 叩も

(%-〃/レ =アク&

(cd/) /= 3sVーZV+タョ = ヲタ归ル

(4cd-) - 7/ ピ-2 V+タョゆ+引4 ゆ = s44/?
(a4cd-)k-パ&sV'=スV+3ヨ+ライゆ+7Vk = フ7ク/夕 

こから

V=4今2. V=/oo/o. Vダ=ククク5 V=5ss4 

を得力. 分版V. V V wをもっ 異なる大き とを もつプロッ ト 

に対充するプロ ット 当り の単位数は. そてそれ4ふ4 スおよび/ 

ごある. 分ﾡY主単位基坪に直し汁数をとろヒ. フ2&&2にキえた 

教必が之 らろ。

ab4c 2

ロトのﾡ汁的な大 きさくズ め井株と 単位の分ﾡ くg)

ど

2 222 2 ラ アヨ ノ

23e /2 ラ 今よ夕/

a422/ 3 s みみ

ノ4»ノ2 2 ラ クョラ

変動因 <f 子均平力

反 製 ス・ムノ 火タコ=V,

品渡向 //= C-/ 3eke/

実酸誤差 22=(d-(c-) /es5?一 Vz

プロットっ行 34 -cd (4-/) 今ァ3&=Vs

プロット の チ アュ = (&-/) 2242 = V

こ ・ ての=2 8-2 C=ノ2 =3

こ北がら みをっけない回ﾡ係数は

-(=xy- 住*ル)/スメゲー )

_ ( 2743少-24全とと \
< ラ2774-/44夕7 ノ

= 十 / 75夕2

Kecパ およびRら/が指ﾡした個り、々は土炊の次ゞﾡのﾡ 

標ざあろから、 そにはOヒ/ 向を役あナろものごなけになら
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ない。

こが0てらあということは プロット主ﾡ及ナろ峯位向に完会 

なろ相胸 (極始4-林) ○あろこと多示し / ごあろといっニと 

は相脚のないことを示ナのごある。 この例て得ら北た権支ﾡ4, 
に.はつきりしたﾡﾡ的(&イ〜と2必)な解釈を午とよっがない 

ことは明日ごあ力. こ・て明らかなことは =っの自由ﾡのみに 

もヒナく 反ﾡの小なろ平均平方名 もっと向由及の多い他の 平均 

平方と同じﾡみて及初ったことから 不当な土ﾡの姿災ﾡの来 

値がぷかたとい っことぞある.

このﾡ文て長案した方法を用いても りおよびズは前と同じて 

あろ。

みはの ﾡ報 行 列 (ooewxoとcwてr: *) 行列 の吸ﾡな 

ごあな。こらの数ﾡをうろにはまナ

A=2-4co(a-バ) V = /ハ7?今*2S

8=2c2(4-/)V/cd- -552a/o<

C=242(c- V/<- = ///ク4 4X/0 4

D = 2(d-) v =2テ*

を計算する と便利である. そっナろと

u=〔(dーバv) (そ+を)=/eo

=ズ(d-ハV) ((cd-) V / C= -○◇3

W3 = , = W* = Mk, = 2

ﾡりの要来も同林な型ご算さにろ. 完全な精報行ﾡは

て・ その和は証明ぞきろ通リ. 女4c(ad-')=<e 乙てあち- 

こ>ご表々は
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の*1安斗狂する.

従って

Y =(/eo)(ePフヨP)-(o2s(ラ3字テ☆) ○ふフ

同本して

Yュ=-ヨタノク 汚=-zぷ2.今2. な=今5女«2

= 233. 今5
同ﾡにしてX& を計算ナると

X,=/く.X:=25夕 Xs=スケバ Xu=-/2ぷ7

二 x, = ーニアフ/
に '

T-チ*ズー(ニメッシニニめ々

=シ44- (--タラァィ)ンイ。-ユマ2ぷ

同旅に

U=ー ノ ふ7

およ.び

V = ノラ. ◇s

ダ2=+ /火.ぷ7/夕る zふ=+247 

V(◇>)=a/PPe/2zs= a タ2 P24 

ﾡ率誤症=2。92

興味あるこヒは// の分敬も同旅Z決ﾡさにろ.

こ の分は

/ こ こ w※(z一 こ (zス-二)

(テ(る一 そ

ご与えら北ろ・ こ>てパ々は立み行列の世行烈の裂未 い、我え 

ば の共分ﾡ行列の表素てかろ. ニ>てえはス の立»をっけ 

ない平均ﾡざああ。

4,のか散は 2o3re ごあろこ とが わかろか ら、 そのポﾡ誤ぶは

◇/74 となろ.

故zニの 値の効車 (ダfica.y ) は
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22 テ4</e 2ヨ/◇=z7 %

ごある-

0と,との町あろﾡの権ﾡ位て. 二のよっに大きいﾡ率ﾡを 

もっものは あまりﾡ虚がない。回ﾡからのゲけﾡ北を検史ナた 

ためには

8-5se2(レ- レシァ ) =今ラ22メラバ2ケ=< =7
この植は 之分布め/%ぶをこ之みから、 このデータは灰さ 

れた次尿と有悠zﾡなろ .

ど 経京的なﾡ係からのかけﾡをﾡゐに入北之 こ と

A4どowexce メん2 aeaxZんv2 だuッe
ある場合には条型ﾡ ( 直線性)から の(即ち F

のﾡﾡ的法則がらの)かけﾡゲ ﾡ念さ化た場合があみ. その 

ような場合 ﾡ用のデータが和用てささえナば. 派直なプロッ 

トサイズは 実験的な 法,が験立 すると い う阪足名 おかなく ても. 

妥当な正施さをもって推定できる.

Y 反ﾡの貢用が

r (K+Kゥズ)

で あるとナな. こ>て K,は /アロット の用 ( 大生 さ あ 考 之 ない)、 

K, はプロット内の単位当り孫用ご、 ズはロット当リのﾡ位の

数ぞある-

従って袋ち2必要なのは、Y (K,+Kュ>ゲー来という条件のも

とぞ V/rを政小とナることぞあた- こは

F(x)= (K,+ Kュ) V

安ズ 忆由 して衆小 ヒする こし、 同じである3 もしF(ズ ゲズの小

数のﾡにして 矢験データから決定ごさるなら明らか2. その 

ﾡ小ﾡはﾡ易Z図上ぞﾡぞきろ.

E * & 2

、T&.ox およびHpx(/クタ2)はO2夕x*におけろ42エー

F - oPeyAf 差象林の2。%御査( 全林な木 ) そ報告し
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ていら. このデータは. ルスnクの 正方彩 の/ムク 飼 のカ" エ ー カ

-プロッ トつる々の立木 林績 からなっていろ。

ぷ行(xw) およ0夕列(C&火xxc) の 紐の 同の 系統的な 変動 

と除去するための居化にっいて. 分ﾡ分ﾡが下未2示ナやリカて 

午れた.

安 やう .f 平平方

I4エ-カー プロット r1

メ<エーカープ°ロット内の«ェーカープ・ットm アョア47= Vz
.エ ーノー プロ ツトVナ 2/工-ガ ビ/ 旧 1 ス" 73Pイ F Vダ

2ノエ- ®ロト内の25エーカーロット 22 /pフ& = V

2o25-工-力-プロト向の平均平方が大き いこヒは、ﾡ合

(cenc.c)の彩昭を示すものてめろ. 弾来さ北た太の平均査 

経は. atcc ごあったから. このようなﾡ米は殆しビﾡくIz 

はあたらない-

こゝて

プロット当リの z◇2ち - 工-が単位の数

V=ユ7ク/2 ダ

V= /タテ5☆ ア <

V=テテ223 <
V'= ククぷ4字 /

Vの値を単位の基準に修正し、 函上におとしたとき. 雀諌性から 

のへだたりはﾡめて明らかぞあった。

8e&dec とHiec は、 4eace の4許向調査ど測定てさ 

るいろいろな大きさ のプロ ッ トﾡ数さもﾡ来 した. こにらのデー 

夕をﾡ々の大さのプロ トIz ナ ろロッ ト当 りの平均の分散 

zﾡ算しz
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プッ｝ 契 2225一 -位 の基 ( セッ/当リの分びやbしこ平5 (t)

*/ cf&xc 2 72

*2 c&aイc < バ/ /◇

* cAaixt /< /

女*4 c&aic ス スス/ダ

を得た。

プロット当リのﾡ用( 分における)は プロッ トの大きさと一次 

の肉係がああものヒナは

T=K+Kズ

とﾡけみ- こ>てTはプロット当リの全責用(プロット当リの分 

て測ﾡした)て、 Kは常数 (プロット当リの分て測ﾡした) ・kュ 

は常数( 型位面積当 りの分て測ﾡした). ズはロット当リの 

2○25エーカ -単位の数ぞあわ。

上z早之たデー タから

北 な ・

よって8は血似的2

- ( イ レx- &ァ レ ン/ (4夕x-&ァ2>

= -(-42 ダ*7-4225eく/○.4e2 =+248 

ご与とらkわ.

故に及遮なロッ トサイ ズは

て。- ペペン/(ーベ)k: = <ass)(x ラン/(axz> (x4g>

- スョ 位

ごあろ- この地方ごのもっと正確な4のﾡﾡﾡは. 大ささ今.s.

○および/2単位のプロ ト Z井する平均平方ﾡ算し . 上にﾡ示

した賀みづけの手社きを行なってがをナ北ば得らろ.

R
9eftaoc.FA. axad. Hecec、 H (/752)

T=メ ラ+/メ3ズ

を御る. あ2F が計算亡ぎろ.

Fz)=(ん+Kュズ>(学位のあ 丿 んんズ V一=ル

/ <3ヨ ククPど? ダ/夕今2

イ /242 22524 z34722

ススク5 ダと7 2火◇222

4と ラ4*2 4332 «ク522

<ec% ・ 台 7 2x/ ペ み .A (/クケバ)

F(マ) 2之のゐ数とおけば. その最小ﾡはそ一4 とズ=ノダ位の 

向Zあることがわかる。

この地方においては

& 夕 - 夕z u -メ-&ァて

なろ一攻ﾡ係からのかけﾡれはそ大をくないというこヒが示さ


